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平成２０・０３・２５産局第５号 

平成２ ０ 年４ 月１ 日 

エネルギーイノベーションプログラム基本計画 

１． 目的 

資源に乏しい我が国が、将来にわたり持続的発展を達成するためには、革新的なエネル 

ギー技術の開発、導入・普及によって、各国に先んじて次世代型のエネルギー利用社会の構 

築に取り組んでいくことが不可欠である。他方、エネルギー技術開発は、長期間を要すると 

ともに大規模投資を伴う一方で将来の不確実性が大きいことから、民間企業が持続的な取組 

を行うことは必ずしも容易ではない。このため、政府が長期を見据えた将来の技術進展の方 

向性を示し、官民双方がこの方向性を共有することで、将来の不確実性に対する懸念が緩和 

され、官民において長期にわたり軸のぶれない取組の実施が可能となる。以下に５つの政策 

の柱毎に目的を示す。 

１－Ⅰ．総合エネルギー効率の向上 

１９７０年代以来、官民をあげて省エネルギーに取り組み、産業構造の転換や新たな 

製造技術の導入、民生機器の効率改善等により世界最高水準の省エネルギーを達成して 

いる。今後、「新・国家エネルギー戦略」に掲げる、２０３０年までにＧＤＰあたりのエ 

ネルギー利用効率を約３０％向上を実現していくためには、産業部門はもとより、全部 

門において、総合エネルギー効率の向上に資する技術開発とその成果の導入を促進する。 

１－Ⅱ．運輸部門の燃料多様化 

ほぼ１００％を石油に依存する運輸部門は、我が国エネルギー需給構造上、最も脆弱 

性が高く、その需給構造の次世代化は、将来に向けた早急な対策が不可欠な課題となっ 

ている。 

「新・国家エネルギー戦略」に掲げる目標（２０３０年に向け、運輸部門の石油依存 

度が８０％程度となることを目指す）の実現のためにも、官民が中長期的な展望・方向 

性を共有しつつ、技術開発と関連施策を推進する。 

１－Ⅲ．新エネルギー等の開発・導入促進 

太陽光、風力、バイオマスなどの新エネルギーは、エネルギー源の多様化や地球温 

暖化対策の観点から重要である。しかし、現時点では経済性や出力安定性といった普 

及へ向けての課題が存在する。 

そのため、これらの課題解決に向けた技術開発の推進及び新エネルギーの導入促進 

のための関連施策の実施により、更なる新エネルギーの普及を推進する。 

１－Ⅳ．原子力等利用の推進とその大前提となる安全の確保 

原子力発電は供給安定性に優れ、運用時にＣＯ２を排出しないクリーンなエネルギー 

源である。安全確保を大前提に核燃料サイクルを含む原子力発電を着実に推進する。 

１－Ⅴ．化石燃料の安定供給確保と有効かつクリーンな利用 

化石燃料資源の大宗を輸入に依存する我が国にとって、その安定供給の確保は国家安 

全保障に直結する課題である。このため、石油・天然ガス等の安定供給確保を目指し、 

我が国企業による資源国における資源開発等に対する支援等の施策を進めるとともに、 

その有効かつクリーンな利用を図る。 
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２．政策的位置付け 

○ エネルギー基本計画（２００７年３月閣議決定） 

重点的に研究開発のための施策を講ずべきエネルギーに関する技術及びその施策

として、 

１． 総合エネルギー効率の向上に資する技術 

２． 原子力利用の推進とその大前提となる安全の確保に資する技術 

３． 運輸部門のエネルギー多様化に資する技術 

４． 新エネルギーに関する技術 

５． 化石燃料の安定供給確保と有効かつクリーンな利用に資する技術 

以上が位置づけられている。 

○ 新・国家エネルギー戦略（２００６年５月） 

世界最先端のエネルギー需給構造の実現を図るため 

１． 省エネルギーフロントランナー計画 

２． 運輸エネルギーの次世代化計画 

３． 新エネルギーイノベーション計画 

４． 原子力立国計画 

以上の計画が位置づけられている。また、資源外交、エネルギー環境協力の総合

的な強化を図るため、「総合資源確保戦略」が位置づけられている。 

○ 第３期科学技術基本計画（２００６年３月閣議決定） 

国の存立にとって基盤的であり国として取り組むことが不可欠な研究開発課題を

重視して研究開発を推進する「推進４分野」であるエネルギー分野、分野別推進戦略

（２００６年３月総合科学技術会議）における「推進４分野」であるエネルギー分野

に位置付けられている。 

○ 経済成長戦略大綱（２００６年７月財政・経済一体改革会議） 

資源・エネルギー政策の戦略的展開として 

１． 省エネルギーフロントランナー計画 

２． 次世代自動車・燃料イニシアティブ等による運輸エネルギー次世代化 

３． 新エネルギーイノベーション計画 

４． 原子力立国計画 

５． 資源外交、環境・エネルギー協力等の総合的な強化 

以上が位置づけられている。 

○ 京都議定書目標達成計画（２００５年４月閣議決定） 

「京都議定書の約束を達成するとともに、更に「脱温暖化社会」に向けて長期的・

継続的な排出削減を進めるには、究極的には化石燃料への依存を減らすことが必要で

ある。環境と経済の両立を図りつつ、これらの目標を達成するため、省エネルギー、

未利用エネルギーの利用等の技術革新を加速し、効率的な機器や先進的なシステムの

普及を図り、世界をリードする環境立国を目指す。」とされている。 
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３．達成目標 

３－Ⅰ．総合エネルギー効率の向上 

転換部門における「エネルギー転換効率向上」、産業部門における「製造プロセス向上」、

民生・運輸部門における「省エネルギー」などにより、エネルギー消費効率を２０３０

年度までに少なくても３０％改善することを目指す。 

３－Ⅱ．運輸部門の燃料多様化 

バイオマス由来燃料、ＧＴＬ、ＢＴＬ、ＣＴＬなどの新燃料、電気自動車や燃料電池

自動車などの導入により、現在ほぼ１００％の運輸部門の石油依存度を２０３０年まで

に８０％程度とすることを目指す。 

３－Ⅲ．新エネルギー等の開発・導入促進 

太陽光、風力、バイオマスなどの新エネルギーの技術開発や燃料電池など革新的な

エネルギー高度利用を促進することにより、新エネルギー等の自立的な普及を目指す

ことで、エネルギー源の多様化及び地球温暖化対策に貢献する。 

３－Ⅳ．原子力等利用の推進とその大前提となる安全の確保 

２０３０年以降においても、発電電力量に占める比率を３０～４０％程度以上とする

ことを目指すため、高速増殖炉サイクルの早期実用化、既設軽水炉代替へ対応する次世

代軽水炉の開発、軽水炉技術を前提とした核燃料サイクルの確立、放射性廃棄物対策な

どの技術開発を推進する。 

３－Ⅴ．化石燃料の安定供給確保と有効かつクリーンな利用 

石油・天然ガスの化石燃料の安定供給確保を目指し、資源獲得能力の強化に資する先

端的な技術開発を推進するとともに、環境負荷低減のために化石燃料の効率的かつクリ

ーンな利用を促進するための技術開発・導入を目指す。 
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４．研究開発内容 

４－Ⅰ．総合エネルギー効率の向上 

４－Ⅰ－ⅰ．共通 

（１）エネルギー使用合理化技術戦略的開発（運営費交付金） 

①概要 

省エネルギー技術開発の実効性を高めるために、シーズ技術の発掘から実用化

に至るまで、民間団体等から幅広く公募を行い、需要側の課題を克服し得る省エ

ネルギー技術開発を戦略的に行う。 

②技術目標及び達成時期 

中長期的視点に立った省エネルギー技術戦略を構築し、技術開発の相互連携に

よりシナジー効果が発揮され技術開発が促進されるよう、超燃焼システム技術、

時空を超えたエネルギー利用技術、省エネ型情報生活空間創生技術、先進交通社

会確立技術、次世代省エネデバイス技術の技術群に重点化して、省エネルギー技

術戦略に沿った技術開発を戦略的に推進する。 

③研究開発時期 

２００３年度～２０１０年度 

 

（２）エネルギー使用合理化産業技術研究助成事業（運営費交付金） 

①概要 

産業界や社会のニーズに応える省エネルギー技術のシーズの発掘とその育成、

並びに、省エネルギー技術に関する次世代の研究リーダーの育成を図る。この目

的のため、産業界からの期待が高い技術領域・課題を提示した上で、大学や独立

行政法人の研究者等から研究開発テーマを募集する。厳正な外部評価によって省

エネルギー効果があり且つ独創的・革新的なテーマを選定し、研究者代表者個人

を特定して助成金を交付する。 

②技術的目標及び達成時期 

独創性のある研究者等を助成すると共に、中間評価ゲート方式が醸成する競争

的環境の下で企業との連携を強化させることにより、１０～１５年後の実用化が

有望な革新的省エネルギー技術の研究開発を促進する。本事業では革新的省エネ

ルギー技術の実用化への第１歩となる特許について、助成期間終了後の出願比率

を１００％とすることを目標とするとともに、省エネルギー技術に関する次世代

の研究リーダーの育成を図る。 

③研究開発期間 

２０００年度～ 

 

（３）研究開発型中小企業挑戦支援事業（スタートアップ支援事業） 

①概要 

省エネルギー対策に資する中小企業の優れた技術シーズ、ビジネスアイデアの

事業化による創業・新事業展開を促進するため、実用化研究開発に要する経費（原

材料費、直接人件費、機械装置費、知的財産取得費等）の一部を補助するととも

に、補助事業を行う中小・ベンチャー企業等に対して中小企業基盤整備機構によ

るビジネスプランの具体化・実用化に向けたコンサルティング等を一体的に実施
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する。 

②技術的目標及び達成時期 

中小企業の技術開発を推進し、産業におけるエネルギー使用合理化技術の利用

を図り、もって、中小企業の振興と経営の安定を促進する。 

補助事業期間終了後２年後の採択企業の研究開発成果の事業化率５０％を目標

とするとともに、省エネルギー技術開発の高度化を戦略的に推進する。 

③研究開発期間 

２００４年度～ 

 

（４）地域イノベーション創出エネルギー研究開発 

①概要 

地域において新産業の創出に貢献し得るような最先端の技術シーズを基に、企

業、公設試、大学等の研究開発資源を最適に組み合わせて形成された共同研究体

が行うエネルギー使用の合理化並びに非化石エネルギーの開発及び利用に寄与す

る実用化研究開発の実施。 

②技術的目標及び達成時期 

研究開発終了後３年後における成果の事業化達成率３０％以上を目標とする。 

③研究開発期間 

２００８年度～２０１２年度 

 

（５）イノベーション実用化補助事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅰ参照） 

（６）非化石エネルギー産業技術研究助成事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅰ参照） 

 

４－Ⅰ－ⅱ．超燃焼システム技術 

（１）環境調和型製鉄プロセス技術開発（運営費交付金）（再掲） 

①概要 

高炉ガスからの効率的な二酸化炭素分離と中低温排熱の有効活用及び水素を炭

素（コークス）の一部代替として鉄鉱石を還元する革新的製鉄プロセスの開発を

行う。 

②技術的目標及び達成時期 

最終的な技術開発目標として製鉄プロセスにおけるＣＯ２排出量を３０％削減

することを目指し、２０５０年までに実用化する。 

③研究開発期間 

２００８年度～２０１７年度 

 

（２）革新的ガラス溶融プロセス技術開発（運営費交付金） 

①概要 

プラズマ等による高温を利用し瞬時にガラス原料をガラス化することにより、

極めて効率的にガラスを気中で溶融（インフライトメルティング法）し省エネに

資する革新的ガラス溶融プロセス技術を開発する。 

②技術的目標及び達成時期 

２０１２年度までに、インフライトメルティング法により原料を溶解する技術、
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カレットをガラス原料として利用するため高効率で加熱する技術、カレット融液

とインフライトメルティング法による原料融液とを高速で混合する技術を開発す

る。 

③研究開発期間 

２００８年度～２０１２年度 

 

（３）革新的マイクロ反応場利用部材技術開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、マイクロリアク

ター、ナノ空孔などの精密反応場を利用し、反応分子の自由な運動を活性種レベ

ルで制御した革新的な化学反応プロセスと新機能材料創成技術の確立を目指す。

さらに、マイクロリアクターとナノ空孔反応場の組み合わせ、各反応場とマイク

ロ波等のエネルギー供給手段との組み合わせにより協奏的反応場を構成し、さら

なる高効率生産等を可能にする基盤技術を開発する。これらの技術の確立により、

反応システムの小型化、多段プロセスの簡略化等を通じた化学産業の製造工程等

の省エネルギー化を図る。 

②技術的目標及び達成時期 

２０１０年度までに、マイクロリアクター技術、ナノ空孔技術を軸とし、これ

らに更にマイクロ波、超臨界流体等のエネルギー供給手段を組み合わせた協奏的

反応場を構成することにより、これまでにない革新的な化学反応プロセスを確立

し、新機能材料創成技術を実現する。さらに、これらの技術を用いて高性能・高

機能電子材料、医薬中間体などの部材を開発する。 

③研究開発期間 

２００６年度～２０１０年度 

 

（４）植物機能を活用した高度モノ作り基盤技術開発 

i）植物利用エネルギー使用合理化工業原料生産技術開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、現在の化学工業

プロセスに代わる、植物の有する有用物質生産能を活用した省エネルギー・低環

境負荷型の工業原料生産プロセスへの変換を促進する。具体的には、工業原料の

生産に関わる重要な物質生産プロセスに関する代謝系をゲノム情報に基づき解析

するとともに、有用物質生産制御に必要な一連の代謝遺伝子群の発現を統一的に

制御する技術の開発を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２００９年度までに、工業原料として有望なバイオマスとしてイソプレノイド、

油脂などの有用物質生産に関わる代謝経路とその調節メカニズム及び生産物質の

蓄積・移動に係るメカニズムの解析を行い、関連遺伝子情報を整備するとともに、

統括的発現制御技術を開発する。 

③研究開発期間 

２００２年度～２００９年度 
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（５）鉄鋼材料の革新的高強度・高機能化基盤研究開発（運営費交付金） 

①概要 

プラント、構造物や自動車等の革新的な高効率化、省エネルギー化、長寿命化、

安全・安心化を図るため、最新の科学的知見を導入し、鉄鋼材料及び鋼構造体を

超高機能化する基盤的研究開発を行う。具体的には、高強度鋼、高機能鋼の実用

化拡大の基盤となる (１)高級鋼厚板(高強度鋼、極低温用鋼、耐熱鋼)溶接部の信

頼性・寿命を大幅に向上する溶接施工技術（高密度・清浄熱源溶接技術）、及びク

リープ破壊、金属組織制御技術を基本とする溶接材料技術（クリープ破壊及び水

素破壊の機構解明等を踏まえた）の開発、(２)部材の軽量化を図るために強度、

加工性等の最適機能傾斜を付与する機械部品鍛造技術（駆動部材の信頼性確保の

ための耐疲労破壊特性の向上を踏まえた）の開発を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２０１１年度までに、高級鋼厚板（高強度鋼・極低温用鋼・耐熱鋼）の溶接を

予熱・後熱なしに可能とする溶接技術と材料技術を開発するとともに、傾斜機能

部材の鍛造技術を開発する。 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１１年度 

 

（６）高機能チタン合金創製プロセス技術開発プロジェクト 

①概要 

大量の電力を必要とする従来のバッチ処理方式のチタン製錬法（クロール法）

を、エネルギー効率の高い連続処理方式へ転換する抜本的なプロセス改善のため

の技術を開発する。また、併せて、成形性の高いチタン合金設計技術及び成形プ

ロセス技術を開発する。 

②技術目標及び達成時期 

２００８年度までに省エネ型チタン新製錬プロセスの基盤技術を開発し、２０

１０年までに実用化を目指す。また、本製錬技術により得られるチタンをベース

として、加工性、強度等をさらに向上させた合金設計・成形プロセス技術を確立

する。 

③研究開発期間 

２００５年度～２００８年度 

 

（７）革新的分離膜技術の開発 

①概要 

河川水等の浄水工程における、微量の有害物質、微生物等の除去に係る水処理

技術のうち、分離膜方式による高効率（省エネ）な分離技術を開発する。 

②技術目標及び達成時期 

２０１３年度末までに、現行の分離膜に比較して単位処理水量当たり５０％の

エネルギー削減を図る技術を確立する。 

③研究開発期間 

２００８年度～２０１２年度 
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（８）微生物機能を活用した環境調和型製造基盤技術開発 

i）微生物機能を活用した高度製造基盤技術開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、省エネルギーか

つ環境負荷が少ないといった特徴を有する微生物機能を活用した有用物質の革新

的な生産プロセス（モノ作り）の技術を構築するため、産業用途に必要な機能既

知遺伝子で構成されたゲノムを持ち、物質生産性向上につながる性能を備えた高

性能宿主細胞の創製や、微生物反応の多様化・高機能化技術を開発するとともに、

バイオマスを原料として有用物質を体系的かつ効率的に生産する（バイオリファ

イナリー）ための基盤技術を開発する。 

②技術目標及び達成時期 

２０１０年度までに、物質生産性向上につながる性能を備えた高性能宿主細胞

を創製するとともに、バイオプロセスの実用化適用範囲の拡大のための微生物反

応の多様化・高機能化技術の開発を行う。バイオリファイナリー技術については、

バイオマスを高効率で糖化し、糖から高効率で各種化成品の基幹物質を生産する

バイオプロセス体系を構築する。 

③研究開発期間 

２００６年度～２０１０年度 

ii）微生物群のデザイン化による高効率型環境バイオ処理技術開発（運営費交付

金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、従来エネルギー

多消費・廃棄物多排出型であった廃水・廃棄物処理において、微生物群の構成及

び配置等を人為的に制御（デザイン化）することで、その処理効率を大幅に向上

させ、省エネルギーで廃棄物も少ない高効率型廃水、廃棄物処理の基盤技術を確

立する。 

②技術目標及び達成時期 

２０１１年度までに、特定有用微生物群を人為的に安定導入・維持もしくは人

為的に空間配置・優先化させる等のデザイン化技術を開発し、従来の廃水、廃棄

物処理に比べより高効率で省エネルギーな処理技術を開発するとともに、実用化

に資するための実証可能なテストプラント規模にて評価する。 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１１年度 

 

（９）省エネルギー型化学技術創成研究開発補助事業 

①概要 

化学産業はそれ自身が裾野の広い産業というだけでなく、自動車、ＩＴ機器等

の川下製品の部材として産業界・国民生活の様々な分野に深く関連している。従

って化学業界において、省エネポテンシャルの大きい有望な技術シーズがありな

がら民間だけでは十分な研究開発投資が行われていない技術について、戦略的な

研究開発支援を実施することにより、化学産業のみならず、各種最終製品、他産

業においてエネルギー効率の改善を促進する。 
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②技術的目標及び達成時期 

２００７年度までに、化学分野の生産プロセスや、製品等に関する環境に配慮

した省エネルギー技術の革新に向けて、国内・国際市場の創出・拡大も見据えつ

つ、将来の発展が有望な技術に関する研究開発を行うことにより、化学産業のみ

ならず、我が国の省エネルギー対策に一層寄与する。 

③研究開発期間 

２００４年度～２０１０年度 

 

（１０）高効率酸化触媒を用いた環境調和型化学プロセス技術開発プロジェクト 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、Ｎ－オキシ系触

媒等の炭素ラジカル創生触媒を化学反応プロセスに適用し、製造工程の短縮や製

造効率の向上を図ることで、温暖化効果ガスの排出抑制や省エネルギー効果など

総合的なプロセスコストを低減させるため要素技術の開発を行う。 

②技術的目標及び達成時期 

２００８年度までにカルボン酸、アルコール、ケトンなどの含酸素化合物製造

プロセスに対し、Ｎ－オキシ系触媒を適用していくため、現状の触媒活性・選択

性の向上、触媒の安定性・寿命の改善、触媒分離プロセスの効率化等を開発する。 

③研究開発期間 

２００５年度～２００８年度 

 

（１１）エネルギー使用合理化繊維関連次世代技術開発 

①概要 

製造エネルギーの低減を図ることができる革新的な繊維製品製造技術の開発や、

使用することでエネルギー消費の低減が可能となる新たな繊維製品を開発。 

②技術的目標及び達成時期 

２００９年度までに、以下の開発を行う。 

①炭素繊維製造エネルギー低減技術の研究開発 

②廃棄衣料のリサイクル技術及び高付加価値商品の開発 

③排水処理における余剰汚泥の減容化技術開発 

④次世代資材用繊維の開発 

⑤ポリエチレンテレフタレート製造エネルギー低減技術の開発 

⑥ＶＯＣ含有廃棄物の溶剤回収及び再利用処理技術の開発 

③研究開発期間 

２００５年度～２００９年度 

 

（１２）無曝気・省エネルギー型次世代水資源循環技術の開発（運営費交付金） 

①概要 

所用動力が少なく、汚泥発生も少ない嫌気性処理の利点と、良好な水質が得ら

れる好気性処理の利点の双方の特長を生かし、かつ双方の欠点を克服した、省エ

ネルギー性に優れた廃水処理技術を開発する。 

②技術目標及び達成時期 
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２００８年度までに、既存技術で廃水処理を行った際に発生する汚泥量の７

０％削減を実現し、廃水処理に要するエネルギーの７０％削減を実現する廃水処

理システムを開発する。 

③研究開発期間 

２００６年度～２００８年度 

 

（１３）高効率ガスタービン実用化技術開発 

①概要 

省エネルギー及びＣＯ２削減の観点から電力産業用高効率ガスタービンの実用

化を目指し、大容量機（２５万ｋＷ程度（コンバインド出力４０万ｋＷ））の高効

率化（５２％→５６％）のために１７００℃級ガスタービンの実用化に必要な先

端要素技術を適用した各要素モジュールの検証等を実施する。また、小中容量機

（１０万ｋＷ程度）の高効率化（４５％→５１％）のために有望とされている高

湿分空気利用ガスタービンの実用化に必要な多段軸流圧縮機、多缶燃焼器等の開

発を行うとともにシステムの信頼性等の検証を行う。 

②技術的目標及び達成時期 

１７００℃級ガスタービン実用化技術開発：先端要素技術を活用した燃焼器、

タービン、圧縮機等各モジュールの検証等を行い、送電端熱効率５６％以上の達

成が可能なことを確認する。 

高湿分空気利用ガスタービン実用化技術開発：２０１１年までに軸流圧縮機の

３．５％（空気重量比）吸気噴霧冷却技術、低ＮＯx 燃焼技術（運用負荷帯で１

０ｐｐｍ以下）等を開発すると共に、実機に近い条件での要素機器の信頼性・耐

久性を確認する。 

③研究開発期間 

２００８年度～２０１１年度 

 

（１４）エネルギー使用合理化高効率パルプ工程技術開発（運営費交付金） 

①概要 

紙パルプ産業では、環境に関する自主行動計画に基づき、２０１０年度までに

製品当り化石エネルギー原単位を１９９０年度比１３％削減し、ＣＯ２排出原単

位を１０％削減することを目指し、紙パルプ工程における省エネルギー対策を着

実に進めているものの、より一層の省エネルギー対策を進めるためには、技術開

発によるブレークスルーが必要となっている。紙パルプ産業は、エネルギー多消

費型産業のひとつであり、紙パルプ工程での省エネルギー対策は波及効果が大き

いことから、紙パルプ工程におけるエネルギー使用合理化に資する技術開発を提

案公募により実施する。 

②技術的目標及び達成時期 

京都議定書の第１約束期間中、又は、第２約束期間中を目途として実用化に至

るような技術開発を行うことで、京都議定書の第１約束期間の目標を着実に達成

するとともに、現在、検討が行われている第２約束期間に向けた省エネルギー対

策の更なる深化を進めていく。 

③研究開発期間 
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２００５年度～２０１０年度 

 

（１５）発電プラント用超高純度金属材料開発（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅴ参照） 

（１６）先進超々臨界圧火力発電実用化要素技術開発（４－Ⅴ－ⅳ参照） 

（１７）噴流床石炭ガス化発電プラント開発（４－Ⅴ－ⅳ参照） 

（１８）石油精製高度機能融合技術開発（４－Ⅴ－ⅱ参照） 

 

４－Ⅰ－ⅲ．時空を超えたエネルギー利用技術 

（１）カーボンナノチューブキャパシタ開発プロジェクト（運営費交付金） 

①概要 

従来の活性炭電極では不可能な高出力かつ高エネルギー密度の電気二重層キャ

パシタを実現するため、高度に配向した長尺の単層カーボンナノチューブの大量

合成技術を開発するとともに、これを用いたキャパシタ電極の開発を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２０１０年度までに、単層カーボンナノチューブの高度配向技術及び大量生産

技術を確立するとともに、キャパシタ製造技術を確立することで、２０Ｗｈ/Ｋｇ

の高エネルギー密度と耐久性を有する電気二重層キャパシタを開発する。 

③研究開発期間 

２００６年度～２０１０年度 

 

（２）イットリウム系超電導電力機器技術開発（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅳ参照） 

（３）高温超電導電力ケーブル実証プロジェクト（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅳ参照） 

（４）固体酸化物形燃料電池実用化戦略的技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（５）燃料電池先端科学研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（６）新利用形態燃料電池技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（７）固体酸化物形燃料電池システム要素技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（９）水素貯蔵材料先端基礎研究事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（８）水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（１０）固体酸化物形燃料電池実証研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（１１）風力発電電力系統安定化等技術開発（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅴ参照） 

（１２）大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証事業（運営費交付金）（４－Ⅳ

－ⅴ参照） 

（１３）次世代蓄電システム実用化戦略的技術開発（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅴ参照） 

 

４－Ⅰ－ⅳ．省エネ型情報生活空間創生技術 

（１）グリーンＩＴプロジェクト（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、ＩＴ化の進展に

より、ネットワークを流れるデータ量が大幅に増加する中で、ＩＴ機器による消

費電力量の大幅な増大に対応し、環境調和型ＩＴ社会の構築を図るため、個別の

デバイスや機器に加え、ネットワーク全体での革新的な省エネルギー技術の開発

を行う。 
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②技術的目標及び達成時期 

２０１２年度までに、ＩＴ機器・システムのエネルギー消費効率を２倍に向上

させる基盤技術を開発する。 

③研究開発期間 

２００８年度～２０１２年度 

 

（２）次世代高効率ネットワークデバイス技術開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、ネットワークで

伝送されるデータ量の爆発的増加に伴い、関連機器の消費エネルギーが増大して

いる中で、ネットワーク全体の消費電力量を抑制することが喫緊の課題であり、

消費エネルギーの低減に大きく貢献するルータ・スイッチの高速化のための研究

開発を実施するとともに、機器そのものの消費エネルギーを低減するための研究

開発を実施する。 

②技術的目標及び達成時期 

２０１１年度までに、１チャンネルあたり４０Ｇｂｐｓ超の通信速度に対応す

るトラフィック計測・分析・管理技術や４０Ｇｂｐｓのインターフェース、さら

なる通信速度向上（１００Ｇｂｐｓ超）を実現するハードウェア技術、ＳＦＱ（単

一磁束量子）スイッチに関する実現を可能とするための基盤技術を開発する。 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１１年度 

 

（３）次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤技術開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、次世代の大型液

晶及び大型プラズマディスプレイに関する低消費電力ディスプレイを実現するた

めの研究開発を行う。 

②技術的目標及び達成時期 

２０１１年度までに、液晶に関しては、高効率バックライト、革新的なＴＦＴ

アレイプロセス技術・製造装置及び低消費電力型の画像処理エンジン等に係る技

術を確立する。また、プラズマディスプレイに関しては、超低電圧駆動等に係る

技術を確立する。 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１１年度 

 

（４）有機発光機構を用いた高効率照明の開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、蛍光灯に代わる

高効率照明として有機ＥＬ発光機構を用いるための技術開発課題（発光効率、演

色性、面均一性、生産コスト）等を明らかにし、それをブレークスルーしうる技

術シーズを抽出する。 

②技術目標及び達成時期 
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２００９年までに現在一般に普及している蛍光灯照明に代わる高効率照明とし

ての必要スペックを達成するとともに、次世代照明として同じく期待されている

ＬＥＤとの差別化要素を技術的に達成し、大面積／高スループット／低コストで

量産するプロセス技術を開発する。また、現在蛍光灯の間接・拡散照明が用いら

れている照明機器を代替する有機ＥＬ照明を実用的なコストで製造できる技術を

確立する。 

③研究開発期間 

２００７年度～２００９年度 

 

（５）マルチセラミックス膜新断熱材料の開発（運営費交付金） 

①概要 

住宅やビルなどの冷暖房における大幅な省エネを実現する画期的な断熱性能を

示す壁および窓材料を、セラミックスのナノ多孔体構造やナノ羽毛状構造および

セラミックス・ポリマー複合化構造などからなるマルチセラミックス膜アセンブ

リ技術によって開発する。 

②技術目標及び達成時期 

２０１１年度までに、熱貫流率（熱の伝わりやすさ）が０．３Ｗ／ｍ2K 以下、

壁厚さ１０ｍｍ程度の超断熱壁材料および熱貫流率が０．４Ｗ／ｍ2K 以下、光（可

視光）透過率が６５％以上（Ｌｏｗ－Ｅガラス使用）、ヘイズ率が１％以下の超断

熱窓材料を実現する。 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１１年度 

 

（６）超フレキシブルディスプレイ部材技術開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から、製造工程等の省エネルギー化を

実現するために行う。従来、表示デバイスの製造には、真空蒸着と高温下での焼

成と、それに伴う排ガス排水処理が必須であった。これを、ロールｔｏロール方

式に代替することで常圧、常温下での製造を実現し、フレキシブルな薄型ディス

プレイを効率よく製造する。そのために、有機 TFT 材料およびコンタクトプリン

ト技術等を開発する。 

②技術的目標及び達成時期 

２００９年度までに、実用化に向けた実証のための巻き取り方式ディスプレイ

のプロトタイプを試作する。またフレキシブルデバイス材料開発に貢献する部材

ならびに薄膜複合化技術を開発し、これらをパネル化するための実用化技術を確

立する。 

③研究開発期間 

２００６年度～２００９年度 

 

（７）低損失オプティカル新機能部材技術開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、近接場光の原
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理・効果を応用した低損失オプティカル新機能部材技術を開発し、実用化の目処

を得ることを目的とする。動作原理に近接場光を用いるオプティカル新機能部材

は、従来の材料特性のみに依存した光学部品では不可能な機能・性能を発揮し、

液晶プロジェクター・液晶ディスプレイなど情報家電の省エネルギー、高性能・

高信頼化を図る上でのキーデバイスとなることが期待できる。 

②技術目標及び達成時期 

２０１０年度までに、共通基盤技術として、ナノ構造部材の設計・作製・評価

技術を開発するとともに、ナノ構造部材に発現する近接場光の機能を動作原理と

する低損失オプティカル新機能部材を検討し機能を確認する。 

③研究開発期間 

２００６年度～２０１０年度 

 

（８）高環境創造高効率住宅用ＶＯＣセンサ等技術開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、住宅における換

気負荷を最小化することによって省エネルギーを達成するため、ＶＯＣセンサ及

びモニタリング併用型換気システム等を開発する。 

②技術目標及び達成時期 

２００８年度までに、ＶＯＣに対して高選択性・高感度性・即応性を有するＶ

ＯＣセンサ及びＶＯＣセンサを用いたモニタリング併用型換気システム等を開発

する。 

③研究開発期間 

２００５年度～２００８年度 

 

（９）革新的構造材料を用いた新構造システム建築物研究開発 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、我が国鉄鋼業の

約５０％を占める建設市場において、建築物のメインフレームに高強度鋼を用い

ることで、①鉄鋼部材の軽量化（リデュース）とそれに伴う輸送効率の向上、②

高強度化、非溶接化に伴う部材のリユース促進、 ③製造・施工の省エネ・省力化

等を図る。 

同時に、柔剛混合構造（高強度鋼とダンパーの組み合わせ）技術の確立、関連

法規への対応等により、震度７にも耐えうる新構造システム建築物の建設が可能

となり、我が国で大きなリスクである大規模地震災害から国民を守り、安心安全

社会の実現に寄与する。 

②技術目標及び達成時期 

２０１３年度までに、最大規模の地震（震度７）に対しても倒壊・損壊しない

建築物を高強度鋼（８００Ｎ／ｍｍ２級鋼材）とダンパーの組み合わせによる柔

剛混合構造により実現を図るものであり、国土交通省や民間企業と連携してこの

建築物のメインフレームに必要な高強度鋼部材、接合法等の開発を行う。主な研

究開発目標は以下の通りである。 

・震度７弾性新構造システム開発 
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・高強度部材の製造技術開発 

・超高強度接合部品開発 

・高強度部材の接合技術開発 

③研究開発期間 

２００６年度～２００８年度 

 

（１０）次世代光波制御材料・素子化技術（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、ガラス材料に関

する精密モールド技術を確立し、機能性の高い光波制御素子を低コストで生産で

きるプロセス技術を開発することで部材の小型化・高機能化を図りつつ、省エネ

を実現する。 

②技術目標及び達成時期 

２０１０年度までにサブ波長レベルの微細構造をガラス表面にモールド成形す

る技術を実現し、実装可能な具体的なデバイスを作製する。 

③研究開発期間 

２００６年度～２０１０年度 

 

４－Ⅰ－ⅴ．先進交通社会確立技術 

（１）エネルギーＩＴＳ（運営費交付金） 

①概要 

平成１９年５月の「次世代自動車・燃料イニシアティブ」に基づき、運輸部門

のエネルギー消費効率改善のため、自動運転・隊列走行技術、高度交通流制御技

術等の省エネルギーに資するＩＴＳ 技術の開発を行う。 

②技術的目標及び達成時期 

２０１２年度までにプローブ情報を利用した信号制御機能の実用化を図るとと

もに、２０２０年代に実用化が見通せる運転制御、隊列走行の基盤技術の確立を

目指す。 

③研究開発期間 

２００８年度～２０１２年度 
 

（２）革新的次世代低公害車総合技術開発（運営費交付金） 

①概要 

大気環境・地球温暖化・エネルギー問題の同時解決に向けて、次世代の低公害

車の技術開発を実施する。 

特に、都市間の輸送に用いられる「都市間トラック・バス」を中心とした分野

における要素技術の開発を自動車技術・燃料技術の両面から実施していく。 

②技術目標及び達成時期 

平成２０年度において、都市間の輸送に用いられる「都市間バス・トラック」

を中心とした分野における次世代低公害車の要素技術を確立する。具体的には、

以下のとおり。 

・燃費向上率 
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貨物車 現行基準値に対して１０％ 

乗用車 ２０１５年基準値に対して２０％ 

・排出ガス 

貨物車 ＮＯｘ：ディーゼル重量車のポスト新長期（挑戦目標）規制値 

ＰＭ：ディーゼル重量車のポスト新長期規制値 

乗用車 ＮＯｘ：ガソリン車のポスト新長期規制値 

ＰＭ：ガソリン車のポスト新長期規制値 

③研究開発時期 

２００４年度～２００８年度 
 

（３）サステナブルハイパーコンポジット技術の開発（運営費交付金） 

①概要 

炭素繊維複合材料は、軽量、高強度等の優れた特性を有している。従来の熱硬

化性樹脂を用いた炭素繊維複合材料では成形性・加工性に乏しくリサイクルが困

難であったため、熱可塑性樹脂を用いた炭素繊維複合材料（ＣＦＲＰ）の開発を

行う。 

②技術目標及び達成時期 

２０１２年度までに、炭素繊維と熱可塑性樹脂との中間基材を開発し、熱可塑

性ＣＦＲＰ加工技術を開発する。 

③研究開発時期 

２００８年度～２０１２年度 

 

（４）次世代構造部材創製・加工技術開発（次世代航空機用） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、航空機、高速車

両等の輸送機器への先進材料の本格導入を加速させるため、先進複合材料及び先

進金属材料について部材開発、設計試作及び評価を実施することで、軽量化によ

りエネルギー使用効率を大幅に向上させる革新的な構造部材の創製・加工技術の

開発を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２０１２年度までに、複合材の構造健全性診断技術、チタン合金の創製・加工

技術を確立するとともに、航空機用エンジンへの適用を目指し、耐熱・耐衝撃性

に優れた複合材料を開発する。 

③研究開発期間 

２００３年度～２０１２年度 

 

（５）環境適応型小型航空機用エンジン研究開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、エネルギー使用

効率を大幅に向上し、環境対策にも優れた次世代の小型航空機用エンジンの開発

にとって重要な要素技術の研究開発を行う。 

②技術目標及び達成時期 
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２０１０年度までに、エネルギー使用効率を大幅に向上する構造設計技術、騒

音、ＮＯｘ等の環境負荷対応に優れた環境対策技術、インテグレーション技術、

高バイパス比化等の高性能化技術といった要素技術の研究開発・実証を行う。 

③研究開発期間 

２００３年度～２０１０年度 

 

（６）省エネ用炭素繊維複合材技術開発 
①概要 

航空機、自動車、鉄道、船舶等の輸送機械等における炭素繊維複合材の適用範

囲を拡大し、省エネルギーの促進を図るため、先進的な炭素繊維複合材成形技術

や、耐雷対策の低コスト化技術等の研究開発・実証を行う。 
②技術目標及び達成時期 

２０１３年度までに、従来の方法に比べ低コストであり、曲率の大きな部位の

成形も行うことができるＶａＲＴＭ（バータム）法等の炭素繊維複合材成形技術

や、炭素繊維複合材を用いた製品の耐雷性能を低コストで確保する技術の研究開

発・実証を行う。 
③研究開発期間 
２００８年度～２０１３年度 

 

（７）燃料電池システム等実証研究（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

 

４－Ⅰ－ⅵ．次世代省エネデバイス技術 

（１）パワーエレクトロニクスインバータ基盤技術開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、省エネルギーを

進めるために、シリコンよりも材料特性に優れたワイドギャップ半導体デバイス

を用いた高効率インバータ等の実用パワーエレクトロニクス機器システムの基盤

技術の開発を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２００８年度までに、ワイドギャップ半導体デバイスを用いた高効率インバー

タ等の実用パワーエレクトロニクス技術を開発する。 

③研究開発期間 

２００６年度～２００８年度 

 

（２）ナノエレクトロニクス半導体新材料・新構造技術開発 －うち窒化物系化合物

半導体基板・エピタキシャル成長技術の開発（運営費交付金） 

①概要 

窒化物系化合物半導体は日本が強みを有し、パワーデバイス、高周波デバイス、

発光デバイス等、今後のＩＴ社会を支えとなることを期待されている分野である。

しかし、既存のバルク単結晶基板成長技術やエピタキシャル成長技術では、従来

の半導体では実現できない領域で動作可能なハイパワー、超高効率デバイス性能

を十分に引き出すには至っていない。 
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これを突破するため、大学あるいは研究所を拠点に材料メーカー、デバイスメ

ーカー、装置メーカー等が相互連携して、窒化物半導体の結晶欠陥低減技術やナ

ノ構造作製技術等の革新を図り、これらデバイスの飛躍的な性能向上と消費電力

削減の実現を図る。 

②技術目標及び達成時期 

２０１１年度までに、次世代窒化物系半導体デバイスを実現する以下結晶作製

技術を開発する。 

・ 基板技術（ＧａＮ、ＡｌＮバルク結晶作製技術） 

 口径２～４インチで高品質エピ成膜を可能とする低コストの単結晶基板作
製技術の確立。 

・ エピ技術（エピタキシャル成膜及び計測評価技術） 

 低欠陥高品質エピ層を実現する成膜技術及び膜成長過程を計測評価する技
術の確立。 

 高出力かつ高安定動作可能なエピ層の実現 
 高耐圧超高速な新しいデバイス構造の開発 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１１年度 

 

（３）次世代低消費電力半導体基盤技術開発（ＭＩＲＡＩ）（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、ＩＴ化の進展、

ＩＴ利活用の高度化を支え、あらゆる機器に組み込まれている半導体の低消費電

力化を図るため、テクノロジーノード（微細化レベル）４５ｎｍ以細の次世代低

消費電力半導体を実現するため、微細加工の基盤技術やマスク（半導体素子製造

過程で用いる原板）の低コスト化・製造時間短縮に必要な基盤技術の開発等を行

う。 

②技術目標及び達成時期 

２０１０年度までに、マスク設計・描画・検査の各工程に共通的なマスクデー

タ処理技術、繰り返しパターンやパターン重要度を利用した描画・検査高速化技

術等の基本的な開発及びＥＵＶＬマスク基盤技術として、許容欠陥の指標明確化、

ブランクスの位相欠陥検査技術の確立等を完了する。 

③研究開発期間 

２００１年度～２０１０年度 

 

（４）半導体アプリケーションチッププロジェクト（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、ＩＴ化の進展、

ＩＴ利活用の高度化を支え、あらゆる機器に組み込まれている半導体の低消費電

力化を図るため、情報通信機器、特に、情報家電の低消費電力化を実現できる半

導体アプリケーションチップ技術の開発を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２００９年度までに、情報家電の低消費電力化を実現できるアプリケーション
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チップ技術を開発する。 

③研究開発期間 

２００３年度～２００９年度 

 

（５）次世代高度部材開発評価基盤の開発（ＣＡＳＭＡＴ２）（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものである。半導体産業分野

で、集積回路の消費電力低減に必要な配線形成用各種材料等の開発のネックとな

っているナノレベルでの材料間の相互影響を評価可能な統合部材開発支援ツール

を開発する。これにより、集積回路の種類やデザインルールに応じて、配線形成

用各種材料とプロセスの最適な組み合わせの提案技術（統合的材料ソリューショ

ン提案技術）を確立する。 

②技術的目標及び達成時期 

２００８年度までに、半導体材料開発に貢献する材料評価基盤を構築するとと

もに、上記の統合的材料ソリューション提案技術を確立する。また、本プロジェ

クトを通して得られた基礎データ等については、プロジェクト実施期間中にデー

タを体系的に整理し、幅広く社会に提供を図る。 

③研究開発期間 

２００６年度～２００８年度 

 

（６）次世代プロセスフレンドリー設計技術開発（運営費交付金） 

①概要 

エネルギー需給構造の高度化を図る観点から行うものであり、ＩＴ化の進展、

ＩＴ利活用の高度化を支え、あらゆる機器に組み込まれている半導体の低消費電

力化を図るため、テクノロジーノード４５ｎｍ以降の半導体に対応するＳｏＣ(Ｓ

ｙｓｔｅｍ ｏｎ Ｃｈｉｐ)設計技術を開発する。具体的には、テクノロジーノー

ド４５ｎｍ以細の半導体の共通設計基盤技術開発として、ＤＦＭ（Ｄｅｓｉｇｎ 

Ｆｏｒ Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ）基盤技術を中核とした設計及び製造の全体

最適を確保する全く新しいＳｏＣ製造フローを開発する。 

②技術目標及び達成時期 

テクノロジーノード４５ｎｍ以細のＳｏＣ開発において製造性を考慮した共

通設計基盤技術を確立し、システムＬＳＩデバイスの省エネルギーを実現すると

ともに、設計生産性を従来予想に比べ２倍にすることを目標とする。 

③研究開発期間 

２００６年度～２０１０年度 

 

４－Ⅰ－ⅶ．その他 

（１）希少金属等高効率回収システム開発 

①概要 

小型電子・電気機器にはベースメタルや、金、銀等の貴金属の他、インジウム、

ニッケル等の希少金属等を含有している。現状では、これらの機器が廃棄された

後は、非常に高温で処理する乾式製錬技術を用いてリサイクル・処理されている
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ため、多大なエネルギーを消費するばかりか、回収可能な金属が銅、金、銀等に

限定されており、その他の希少金属等は回収できずに廃棄処分されている。この

ため、湿式製錬技術を活用した高効率な最適技術の開発等を通じて、回収工程の

省エネルギー及び希少金属等の回収率向上を図る。 

②技術目標及び達成時期 

・ 従来方法（乾式製錬）で処理する場合に比べて、大幅な省エネルギーの実現（省

エネルギー効果：原油換算で約７８万ｋｌ／年削減） 

・ 廃小型電子・電気機器、廃超硬工具等中に含まれる希少金属等の回収率の向上（イ

ンジウム０％→９０％、ニッケル５０％→９５％、コバルト０％→９５％タンタ

ル０％→８０％、タングステン９０％→９５％、レアアース ０％→８０％） 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１０年度 

 

（２）次世代構造部材創製・加工技術開発（次世代衛星基盤） 

①概要 

国際商業市場における我が国衛星メーカーの競争力を強化するべく、次世代の

衛星技術として期待されている、準天頂衛星システム※（移動中の利用者等に対

し、米国が運用するＧＰＳとの補完による高精度な位置情報等の提供を可能にす

る新システム）の構築に不可欠な基盤技術（産業競争力強化にも直結する衛星の

軽量化、長寿命化に関する技術等）の開発を行う。本プロジェクトの一部につい

ては、他部門と比較して需要増加の割合が高い運輸部門のエネルギー消費を抑制

すべく、航空機、自動車、高速車両等の輸送機器の軽量化・効率化にも資する複

合材料製造設計のための基盤技術を確立するためのものであり、エネルギー需給

構造の高度化を図る観点から行うものである。 

※ 静止軌道と一定の角度をなす傾斜軌道に複数の衛星を配置し、見かけ上、常

に天頂付近に最低１つの衛星を位置させるシステム。 

②技術的目標及び達成時期 

２０１０年度までに、準天頂衛星システムの構築に不可欠な基盤技術（産業競

争力強化にも直結する衛星の軽量化、長寿命化に関する技術等）の開発を行う。 

③研究開発期間 

２００３年度～２０１０年度 

 

（３）高効率重金属処理剤研究開発 

①概要 

重金属等によって汚染された土壌、飛灰、ばいじん、排水・廃液等を安全かつ

経済的に処理する技術開発として、少量の使用で重金属等を安定的かつ効率的に

捕捉できる複合金属汚染土壌のオンサイト処理に適した高性能の無機系重金属等

処理剤及び自然環境への負荷が少ない新規有機系処理剤を開発する。 

②技術的目標及び達成時期 

２００８年度までに、飛灰における金属選択性が高く安価な重金属等処理・回

収剤及び排水中における亜鉛や６価セレンなどを処理できる重金属等処理剤を開

発する。 
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③研究開発期間 

２００３年度～２００８年度 

 

４－Ⅱ．運輸部門の燃料多様化 

４－Ⅱ－ⅰ．共通 

（１）イノベーション実用化補助事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅰ参照） 

（２）非化石エネルギー産業技術研究助成事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅰ参照） 

４－Ⅱ－ⅱ．バイオマス由来燃料 

（１）新エネルギー技術研究開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅳ参照） 

（２）Ｅ３地域流通スタンダードモデル（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅳ参照） 

（３）バイオマス等未活用エネルギー実証事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅳ参照） 

（４）バイオマスエネルギー地域システム化実験事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅳ参

照） 

４－Ⅱ－ⅲ．ＧＴＬ等の合成液体燃料 

（１）革新的次世代低公害車総合技術開発（運営費交付金）（４－Ⅰ－ⅳ参照） 

（２）天然ガス未普及地域供給基盤確立実証試験（運営費交付金）（４－Ⅴ－ⅱ参照） 

（３）天然ガスの液体燃料化（ＧＴＬ）技術実証研究（運営費交付金）（４－Ⅴ－ⅱ参

照） 

４－Ⅱ－ⅳ．燃料電池自動車および水素関連技術 

（１）固体高分子形燃料電池実用化戦略的技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（２）燃料電池先端科学研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（３）新利用形態燃料電池技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ参照） 

（４）水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（５）水素貯蔵材料先端基盤研究事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（６）水素社会構築共通基盤整備事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（７）燃料電池システム等実証研究（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

４－Ⅱ－ⅴ．電気自動車 

（１）次世代蓄電システム実用化戦略的技術開発（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅴ参照） 

 

４－Ⅲ．新エネルギー等の開発・導入促進 

４－Ⅲ－ⅰ．共通 

（１）新エネルギー技術研究開発（運営費交付金） 

① 概要 
新エネルギーの自立的普及に向けて、太陽光、風力、バイオマスなど新エネル

ギー分野でのイノベーションを促進すべく、高効率かつ低コストを目指した先進

的技術開発を実施する。具体的には以下の研究開発を実施する。 

Ａ．革新的な太陽電池の開発を実施する研究拠点を形成し、海外との研究協力等を

行いながら、超長期の視野に立って、飛躍的な性能向上を目指した太陽光発電技

術の開発を推進する。（革新型太陽電池国際研究拠点整備事業） 

Ｂ．中長期的に、より一層の高効率化と低コスト化を目指して、革新的な材料、構

造等を採用した太陽光発電技術の開発を推進する。（太陽光発電システム未来技

術研究開発） 
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Ｃ．２０２０年の目標発電コスト１４円／ｋＷｈおよび太陽光発電システムの大幅

な効率向上を実現すべく、未来技術研究開発などで得られた要素技術開発の成果

の内、実用化が期待できる太陽電池作製に係る技術について課題を設定し早期実

用化を助成する。（太陽光発電システム実用化促進技術開発） 

Ｄ．電力供給源としての太陽光発電の信頼性を確立し、今後の太陽光発電システム

の円滑な普及促進を図るため、太陽光発電システムの大量普及時に不可欠な性能

評価技術やリサイクル・リユース技術等システムの共通基盤技術に係る研究等を

実施する。（太陽光発電システム共通基盤技術研究開発） 

Ｅ．ＰＶシステムの普及拡大のため、「集中連系型太陽光発電システム実証研究」

の設備を有効利用しながら、認証制度にも資する複数台連系に係わる試験方法を

確立する。（単独運転検出装置の複数台連系試験技術開発研究） 

Ｆ．風力発電技術の国際的な動向を把握しつつ、我が国の複雑地形における風力発

電利用上の各種課題を克服するための基礎から応用までの技術について研究開

発を行う。具体的には我が国の厳しい風特性を反映した風特性モデルの確立及び

高々度風況観測を簡便に行うためのリモートセンシング技術の精度検証・評価を

行う。 

また、全国規模での落雷電流計測、落雷様相観測による雷特性の把握、落雷特

性・落雷保護対策と被害実態との相関把握、上記を踏まえた効果的な落雷保護対

策の検討及び実機規模での実雷による保護対策検証等を実施し、高精度落雷リス

クマップを作成するとともに、風力発電設備へのより効果的な落雷等に対する対

策を策定する。（次世代風力発電技術研究開発事業） 

Ｇ．我が国特有の海上特性や気象・海象条件を把握し、これらの自然条件に適した

洋上風況観測法や風力発電システムに関する技術開発とその実証を行なうと共

に、環境影響評価システム手法を確立する。（洋上風力発電技術研究開発） 

Ｈ．バイオマスのエネルギー利用の促進を図るためには、発生地域が分散し、形状・

性状が多種多様にわたるバイオマス資源を利用しやすい形態の有用エネルギー

へ効率的に転換できる技術を開発する。（バイオマスエネルギー等高効率転換技

術開発） 

Ｉ．世界的にもベンチャー企業による太陽光発電、新型風力発電、燃料電池、バイ

オ燃料分野におけるイノベーション活動が活発化していることを踏まえ、詳細目

標設定・多段階選抜形の米国ＳＢＩＲ制度を参考に特定のキーテクノロジーに対

するベンチャーのチャレンジを強力に支援する。（新エネルギーベンチャー技術

革新事業） 

② 技術目標及び達成時期 
Ａ．２０５０年までに「変換効率が４０％超」かつ「発電コストが汎用電力料金並

み（７円/ｋＷｈ）」の太陽電池を実用化することを目指した研究開発の中で、変

換効率４０％超の実現に向けた技術の基礎・探索研究段階と位置づけて研究開発

を実施する。 

Ｂ．２０２０年頃に業務用電力料金並の発電コスト（１４円／ｋＷｈ、モジュール

製造原価として７５円／Ｗ程度）、２０３０年頃に火力発電の発電コスト（７円

／ｋＷｈ、モジュール製造原価として５０円／Ｗ程度）の実現に向けた中・長期

的な技術開発を行う。 
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Ｃ．２０１５年に向けて市場競争力を備えた本格生産・商用化を目指す。 

Ｄ．２０２０年度の技術開発目標である発電コスト１４円／ｋＷｈを目指し、中期

的な視点での太陽光発電の普及拡大に資する。 

Ｅ．２００９年度末までに、電力系統側が受け入れ可能な、導入台数の制限のない

能動型単独運転検出装置の試験方法を確立する。 

Ｆ．２０１２年度までに、風力発電の基礎から応用までの技術について、国際的な

動向を把握しつつ、我が国特有の気象・地形に起因する各種問題（風車耐久性等）

を克服するための研究開発を行って、我が国の風車産業の振興に資するとともに、

ＩＥＡ ＲＤ＆Ｄ ＷＩＮＤなどの最先端の国際的風力発電共同研究に研究成果

を反映させる。 

また、２０１２年度までに、高精度落雷リスクマップを作成するとともに、風

力発電設備へのより効果的な落雷等に対する対策を策定する。 

Ｇ．２０１３年度までに、我が国の海象・気象条件に適した、洋上風況観測システ

ム、洋上風力発電システム及び環境影響評価の手法等の技術を確立する。 

Ｈ．２００４年度より、バイオマスエネルギー転換プロセスにおける各工程のボト

ルネックを抽出し、２００８年度までに開発が完了するよう、それぞれのボトル

ネックをブレークスルーする要素技術開発を提案公募方式により実施する。更に、

２００５年度より２００９年度まで、バイオマスのエネルギー転換・利用技術等

の分野において２０３０年の普及を目指した新規な革新的技術を発掘するため

の先導技術研究開発を提案公募方式により実施する。 

Ｉ．潜在的なオプションの顕在化や関連産業分野の技術開発による技術革新により、

新エネルギー導入促進技術オプションの多様化と経済性の向上に寄与する。 

③ 研究開発期間 
２００７年度～２０１１年度 

 

（２）新エネルギー技術フィールドテスト事業（運営費交付金） 

① 概要 
２０１０年度の新エネルギー導入目標達成に向け、新技術を活用した太陽光発

電及び太陽熱利用システムの有効性の検証、バイオマス熱利用システムの性能・

経済性等の検証、風車立地に必要な高所の風況データの収集・解析など総合的な

新エネルギーフィールドテストを実施する。具体的には以下のフィールドテスト

を実施する。 

Ａ．新技術を活用した太陽光発電システム等を設置し、出力特性等の情報収集及び

分析を行うことで、その有効性を確認するとともに、ガイドラインの策定等によ

り広く情報発信を行う。（太陽光発電新技術等フィールドテスト事業） 

Ｂ．新利用形態の太陽熱利用システムや未利用分野においてシステムを設置し、出

力特性等の情報収集及び分析を行うことで、その有効性を確認するとともに、ガ

イドラインの策定等により広く情報発信を行う。（太陽熱高度利用システムフィ

ールドテスト事業） 

Ｃ．広く薄く賦存するバイオマスを、民間企業や研究機関等において研究開発が終

了段階をむかえた高効率に熱利用できるシステムを設置し、設置場所の熱需要に

合わせたフィールドテストを実施することにより、実運転におけるバイオマス熱
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利用転換システムとしての課題抽出、解決を行い、早期実用化を図り、バイオマ

スエネルギーの導入促進を行う。（地域バイオマス熱利用フィールドテスト事

業） 

Ｄ．風力発電の導入目標（２０１０年度３００万ｋＷ）を達成するため、共同研究

事業者と大型風車の導入普及に必要な高所の風況データの収集・解析・評価を行

い、公開する。（風力発電フィールドテスト事業）  

② 技術目標及び達成時期 
Ａ．設置システムについて、２００７年度に策定したガイドラインを２００９年度、

２０１２年度及び２０１５年度に見直し改訂する。 

Ｂ．設置システムについて、２００７年度に策定したガイドラインを２００９年度

に改訂する。また、２０１２年度及び２０１５年度に見直し改訂する。 

Ｃ．一定レベルまで確立されたバイオマス熱利用技術について、性能や経済性等の

状況・データを収集・分析し、熱利用システムの有効性を実証するとともに、こ

れらの結果を公表することで汎用性の高い熱利用システムの確立し、２０１０年

度のバイオマス熱利用の導入目標（３０８万ＫＬ）達成を目指す 

Ｄ．２０１０年度までに、高所の風況データの解析・評価を行い、導入普及に有用

な資料の取りまとめを行い、これらの結果を風力発電事業者、研究機関や風力発

電事業を計画している各種団体等に公開することにより、風力発電導入の素地を

形成し、風力発電の導入を拡大する。  

③ 研究開発期間 
２００７年度～２０１１年度 

 

（３）イノベーション実用化補助金（運営費交付金） 

① 概要 
科学技術基本計画における戦略的技術領域・課題にかかる技術課題等で石油代

替エネルギーの製造・生成・利用に資する実用化開発を行う民間企業に対し助成

支援する。  

② 技術目標及び達成時期 
助成事業終了後３年以上を経過した時点で２５％の実用化達成率。加えて、知

的資産経営の方針に対する審査時の評価を通じて、「技術等の知的資産を活かす

経営の下で収益拡大を図る（技術を経営、収益につなげる）」意識を普及させる。 

③ 研究開発期間 
２０００年度～ 

 

（４）非化石エネルギー産業技術研究助成事業（運営費交付金） 

① 概要 
産業界や社会のニーズに応える石油代替技術のシーズの発掘とその育成、並び

に、石油代替技術に関する次世代の研究リーダーの育成を図る。この目的のため、

産業界からの期待が高い技術領域・課題を提示した上で、大学や独立行政法人の

若手研究者等から研究開発テーマを募集する。厳正な外部評価によって石油代替

効果があり且つ独創的・革新的なテーマを選定し、研究者代表者個人を特定して

助成金を交付する。  
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② 技術目標及び達成時期 
独創性のある若手研究者等を助成すると共に、中間評価ゲート方式が醸成する

競争的環境の下で企業との連携を強化させることにより、１０～１５年後の実用

化が有望な革新的石油代替技術の研究開発を促進する。本事業では革新的石油代

替技術の実用化への第１歩となる特許について、助成期間終了後の出願比率を１

００％とすることを目標とするとともに、石油代替技術に関する次世代の研究リ

ーダーの育成を図る。  

③ 研究開発期間 
２０００年度～ 

 

４－Ⅲ－ⅱ．太陽・風力 

（１）太陽光発電無線送受電技術の研究開発 

① 概要 
新たな電力供給方式として地上において様々な用途への応用が見込まれ、また、

長期的には将来の新エネルギーシステムとして期待される宇宙太陽光発電システ

ムの中核的技術として応用可能な太陽光発電無線送受電技術を確立するため、安

全性等を確保しつつ、太陽エネルギーを効率良く伝送するための要素技術等につ

いて研究開発を行う。 

② 技術目標及び達成時期 
２０１０年度までに高効率半導体増幅回路の開発、複数フェーズドアレイパネ

ルの統合による精密ビーム制御技術の開発、高効率受電整流回路の開発を目指す

ことにより、無線送受電技術の高効率化を図る。 

③ 研究開発期間 
２００８年度～２０１０年度 

 

４－Ⅲ－ⅲ．電力系統制御・電力貯蔵 

（１）次世代蓄電システム実用化戦略的技術開発（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅴ参照） 

（２）風力発電電力系統安定化等技術開発（運営費交付金）（４－Ⅳ－ⅴ参照） 

（３）大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証事業（運営費交付金）（４－Ⅳ－

ⅴ参照） 

 

４－Ⅲ－ⅳ．バイオマス・廃棄物・地熱等 

（１）Ｅ３地域流通スタンダードモデル創成事業（運営費交付金） 

① 概要 
離島(全域)におけるエタノール３％混合ガソリン（Ｅ３）の製造から給油まで

の大規模なフィールドテストを通じ、Ｅ３利用に関する社会システムモデルの構

築と一般社会へ適用する際の技術課題の抽出を行う。  

② 技術目標及び達成時期 
２０１０年の｢京都議定書目標達成計画｣の導入目標（５０万ｋｌ）に資するた

め、２００９年度にＥ３利用の社会モデルを構築し、２０１１年度までにその検

証を行う。  

③ 研究開発期間 
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２００７年度～２０１１年度 

 

（２）バイオマス等未活用エネルギー実証事業（運営費交付金） 

① 概要 
地域に賦存する未活用な資源であるバイオマスをエネルギーとして有効活用す

るため、溶融ガス化等熱化学的変換技術による燃料化システムやメタンガス等生

物化学的変換技術による燃料化システム等の実証試験事業、事業可能性調査等を

実施し、利用ノウハウ等を蓄積、本格的なバイオマス等エネルギーの導入を推進

する。 

② 技術目標及び達成時期 
２００９年度までに、バイオマス等の種別やエネルギー変換手法、更には地域

特性を加味した一連のエネルギー転換システム毎のフィージビリティスタディや

試験設備の設置により、バイオマス等の運搬・収集、エネルギー転換及びエネル

ギー利用に係るデータの収集、分析、評価を実施し、その結果をフィードバック

することによって本格的なバイオマス等エネルギーの導入を目指す。  

③ 研究開発期間 
２００１年度～２００９年度 

 

（３）バイオマスエネルギー地域システム化実験事業（運営費交付金） 

① 概要 
バイオマスエネルギーの資源収集・運搬、転換、残渣処理、利用までの一連の

利活用システムについての、各要素の連携の最適化を図るための実証を実施する

ことによって、地域特性に適合した地域主導によるバイオマスの地産地消・地域

循環型の先導的モデルシステムを構築することによりバイオマスエネルギーの導

入を促進する。  

② 技術目標及び達成時期 
２００９年度までに、国内バイオマス資源の安定的かつ経済的な供給システム、

最適なエネルギー転換技術、エネルギー転換後に発生する残渣の処理等の一連の

地産地消型エネルギー転換システムについて、ノウハウ蓄積、課題抽出及びその

対策方法の策定、技術確立を行う。また、ここで確立されたバイオマスエネルギ

ーシステムは他地域への波及を先導する事例となることを目標とする。  

③ 研究開発期間 
２００５年度～２００９年度 

 

４－Ⅲ－ⅴ．燃料電池 

（１）固体高分子形燃料電池実用化戦略的技術開発（運営費交付金） 

① 概要 
自動車用、家庭・業務用等に利用される固体高分子形燃料電池（ＰＥＦＣ）の

実用化・普及に向け、要素技術、システム化技術及び次世代技術等の開発を行う

とともに、共通的な課題解決に向けた研究開発の体制の構築を図る。  

② 技術目標及び達成時期 
２００９年度までに、固体高分子形燃料電池の経済性・耐久性の向上や高性能
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化のための技術開発を行い、燃料電池の普及段階へ向けて必要な基本的技術を確

立する。  

③ 研究開発期間 
２００５年度～２００９年度 

 

（２）燃料電池先端科学研究（運営費交付金） 

① 概要 
燃料電池の基本的反応メカニズムについての根本的な理解を深めるために、高

度な科学的知見を要する現象解析及びそのための研究体制の整備を行い、現状の

技術開発における壁を打破するための知見を蓄積する。  

② 技術目標及び達成時期 
２００９年度までに、燃料電池内における反応機構を電気化学（電極触媒反応、

イオン移動、分子移動等）及び材料化学（溶解・腐食反応、錯形成反応、ラジカ

ル反応、固相内拡散等）の観点から解明する。また、燃料電池新技術の性能を適

切に評価・実証するための基本システムを構築する。  

③ 研究開発期間 
２００５年度～２００９年度 

 

（３）新利用形態燃料電池技術開発（運営費交付金） 

① 概要 
ユビキタス社会に対応する燃料電池の実用化・普及拡大を図るため、小型可搬

電源となり得る小出力燃料電池等の安全性確保等を目的とする基準・標準化研究

開発及び燃料電池の用途開拓のための技術開発を行う。  

 

② 技術目標及び達成時期 
２０１０年までに、燃料電池の新利用形態、使用環境の拡がり等を考慮した高

出力特性等の性能特性向上によって必要となる燃料容器等の周辺機器を含めたシ

ステムの安全・環境基準の設定・標準化、規制緩和に資する試験データの取得、

試験方法の開発及びこれらの規格・標準化に準じた新利用携帯用燃料電池技術を

開発する。  

③ 研究開発期間 
２００６年度～２０１０年度 

 

（４）高耐久性メンブレン型ＬＰガス改質装置の開発（運営費交付金） 

① 概要 
高耐久性の水素透過型メンブレン（膜）を開発し、家庭用ＬＰガス供給システ

ムから高純度の水素を供給可能な高効率ＬＰガス改質装置を開発する。  

② 技術目標及び達成時期 
２００８年度までに、家庭用ＬＰガス供給システムから燃料電池へ高純度の水

素を供給する高効率かつ低コストでコンパクトなメンブレン型ＬＰガス改質装置

を開発する。  

③ 研究開発期間 
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２００６年度～２００８年度 

 

（５）固体酸化物形燃料電池システム要素技術開発（運営費交付金） 

① 概要 
固体酸化物形燃料電池(ＳＯＦＣ)は発電効率が高く、分散型電源として期待さ

れるが、実用化・普及のためには耐久性・信頼性向上、低コスト化等の課題を解

決することが必要であり、材料開発や劣化要因解明など基盤的な要素技術の研究

を行う。  

② 技術目標及び達成時期 
２０１２年度までに、①耐久性・信頼性の向上のための劣化要因解明等の基礎

研究、②低コスト化のための材料等や高出力セルスタックの開発、③起動停止対

応等の実用性向上のための技術開発を実施する。 

③ 研究開発期間 
２００８年度～２０１２年度 

 

（６）セラミックリアクター開発（運営費交付金） 

① 概要 
電気化学的に物質やエネルギーを高効率で変換する次世代型セラミックリアク

ターの実現のため、低温作動と急速作動停止を可能とする材料の開発とミクロセ

ルの集積構造化技術等の開発を行う。  

② 技術目標及び達成時期 
２００９年度までに、新電解質材料の適用や電極反応の高効率化等による、低

温作動時(６５０℃以下)での出力性能を向上させる材料技術と共に、ミクロセル

の集積構造化や精緻なインターフェース構築のための製造プロセス技術を開発。

そして、これらの技術を統合することにより、次世代型セラミックリアクターと

してのプロトタイプモジュール実証（出力性能２ｋＷ／㍑等）を行う。  

③ 研究開発期間 
２００５年度～２００９年度 

 

（７）水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発（運営費交付金） 

① 概要 
水素の製造･輸送・貯蔵等に係る機器やシステムについて、性能・信頼性･耐久

性の向上や低コスト化を目指す水素利用技術の研究開発を行い、水素社会の実現

に必要な基盤技術の確立を図る｡  

② 技術目標及び達成時期 
２０１２年度までに、水素製造・貯蔵・輸送・充填に関する機器やシステムの

信頼性・耐久性向上、低コスト化、性能向上等実用化検証や要素技術開発、及び

当該技術を飛躍的に進展させることができる革新的技術開発や調査研究などを行

い、その成果を産業界に提供することにより、水素エネルギー初期導入間近の関

連機器製造・普及技術として完成させ、水素社会の真の実現に必要な基盤技術の

確立を図る。  

③ 研究開発期間 

エネルギーイノベーションプログラム基本計画 - 28



２００８年度～２０１２年度 

 

（８）水素貯蔵材料先端基盤研究事業（運営費交付金） 

① 概要 
世界トップ水準の優れた研究者を中核に、国内外の研究機関・企業のバーチャ

ルな連携の下、高圧水素貯蔵に比べよりコンパクトかつ効率的な水素貯蔵を可能

とする水素貯蔵材料の性能向上に必要な条件等を明らかにすることにより、燃料

電池自動車の航続距離の飛躍的向上を図る。  

② 技術目標及び達成時期 
２０１１年度までに、水素貯蔵材料の基本原理、さらには水素貯蔵能力の革新

的向上に必要な条件を明らかにすることにより、水素をより安全・簡便・効率的

かつ低コストに輸送・貯蔵するための技術基盤を確立する。  

③ 研究開発期間 
２００７年度～２０１１年度 

 

（９）水素先端科学基礎研究事業（運営費交付金） 

① 概要 
水素の輸送や貯蔵に必須な材料に関し、水素脆化等の基本原理の解明及び対策

の検討を中心とした高度な科学的知見を要する先端的研究を、国内外の研究者を

結集し行うことにより、水素をより安全・簡便に利用するための技術基盤を確立

する。  

② 技術目標及び達成時期 
２０１２年度までに、水素脆化、水素トライボロジーの基本原理の解明及び対

策の検討等を行い、水素をより安全・簡便に利用するための技術指針を産業界に

提供する。  

③ 研究開発期間 
２００６年度～２０１２年度 

 

（１０）水素社会構築共通基盤整備事業（運営費交付金） 

① 概要 
燃料電池の導入・普及に資する基盤整備のため、製品性能の試験・評価手法及

び国内外の基準・標準の確立を図る。  

② 技術目標及び達成時期 
２００９年度を目途に、安全性等に係るデータを取得し、そのデータを基に試

験・評価手法の確立、国際標準の確立、規制の再点検を三位一体で進める。  

③ 研究開発期間 
２００５年度～２００９年度 

 

（１１）固体酸化物形燃料電池実証研究（運営費交付金） 

① 概要 
発電効率が高く、分散型電源として期待される固体酸化物形燃料電池（ＳＯＦ

Ｃ）の研究開発・実用化の促進のため、耐久性を始めとしたデータの取得・課題
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抽出等のための実証を実施する。  

② 技術目標及び達成時期 
２０１０年度までに、ＳＯＦＣシステムの実証試験を数十～数百台規模で実施

し、蓄積が不足している耐久性を始めとした実証データの取得・課題抽出等を行

い、ＳＯＦＣ技術開発等へのフィードバックを行う。  

③ 研究開発期間 
２００７年度～２０１０年度 

 

（１２）定置用燃料電池大規模実証事業（運営費交付金） 

① 概要 
定置用燃料電池コージェネレーションシステムの実用化開発を支援するため、

量産技術の確立と実用段階に必要なデータ収集を行う大規模実証を実施する。  

② 技術目標及び達成時期 
２００８年度までに、定置用燃料電池を大規模かつ広域的に設置し、実使用条

件下における耐久性等の運転データを取得・分析、コストダウンに向けた課題抽

出を行い、製品改良へのフィードバックを行う。  

③ 研究開発期間 
２００５年度～２００８年度 

 

（１３）燃料電池システム等実証研究 

① 概要 
実条件に近い中での燃料電池自動車等の実証走行や、高圧水素貯蔵システム、

多角的な燃料供給システムの検証を進め、水素エネルギー社会における水素利用

の課題等を抽出するとともに、燃料電池・水素に対する国民的理解の醸成を図る。  

② 技術目標及び達成時期 
２０１０年度までに、実使用条件下における技術的課題を抽出するとともに、

環境特性、エネルギー総合効率、安全性、耐久性等に関する基準・標準に資する

データを取得し、燃料電池自動車、水素ステーションの研究開発等へのフィード

バックを行う。  

③ 研究開発期間 
２００６年度～２０１０年度 

 

４－Ⅳ．原子力等利用の推進とその大前提となる安全の確保 

４－Ⅳ－ⅰ．軽水炉・軽水炉核燃料サイクル 

＜新型軽水炉＞ 

（１）次世代軽水炉等技術開発 

①概要 
２０３０年前後に見込まれる大規模な代替炉建設需要に対応するため、安全

性・経済性、信頼性等に優れ、世界標準を獲得し得る次世代軽水炉の技術開発を

行 
②技術目標及び達成時期 

２０１０年度までに、次世代軽水炉の実現に必要となる要素技術開発等及びプ
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ラント概念の成立性について見通しを得るための概念設計検討を行う。 

③研究開発期間 
２００８年度～２０１０年度（見直し） 

 
＜プルサーマルの推進＞ 
（２）全炉心混合酸化物燃料原子炉施設技術開発 

①概要 

プルサーマルが当面のプルトニウム利用策として期待されていることを踏まえ、

既存の軽水炉に比べ約３倍のプルトニウムを装荷することができる全炉心混合酸

化物燃料原子炉に必要な技術開発を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２０１１年度までに、原子炉の開発に必要な設計、解析、試験等を行い、全炉

心混合酸化物燃料原子炉技術を確立する。 

③研究開発期間 

１９９６年度～２０１１年度 

 
＜軽水炉サイクルから高速増殖炉サイクルへの円滑な移行のための技術開発＞ 
（３）高速炉再処理回収ウラン等除染技術開発 
①概要 

ＦＢＲ実証炉及び関連サイクル施設の早期実現を図るため、文部科学省と連携し、

「高速増殖炉サイクル実用化研究開発」を推進する。そのなかで、次世代再処理工場

から発生する高線量回収ウラン等を既存軽水炉燃料製造施設で取扱可能とする、次

世代再処理工場と調和可能な回収ウラン等の除染技術について、調査・基礎試験等を

行い、商業的に利用可能な除染技術候補の検討等を実施する。選定された技術につ

いては、プロセス試験等を実施する。 

②技術目標及び達成時期 
２０１０年度までに、回収ウラン等の除染プロセスの候補技術の洗い出し及び

候補プロセス技術の基礎試験を終了し、次世代再処理技術との適合性の検証を行

い、プロセス試験を実施すべき除染プロセス技術を選定する。 
また、２０１５年までに、選定した除染プロセス技術について工学化規模での

プロセス試験を行い、商業的に利用可能な転換前高除染技術としての実効性を検

証する。 
③研究開発期間 
２００７年度～２０１５年度 

 
＜ウラン濃縮技術の高度化＞ 
（４）遠心法ウラン濃縮技術開発 
①概要 

我が国におけるウラン濃縮技術や生産能力の維持・向上のため、世界最高水準

の性能を有するなど国際的に比肩し得る経済性と性能を有する新型遠心分離機を

開発する。 
②技術目標及び達成時期 
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２００９年度までに、国際役務価格＄１００／ｋｇＳＷＵ相当を目指して、現

在実用化している金属胴遠心分離機の約５倍という高い分離性能や同遠心分離器

を上回る寿命など国際的に比肩し得る技術レベルを有する新型遠心分離機の開発

を目指すとともに、最終仕様の新型遠心分離機を多数台用いたカスケード試験の

実施により商用プラントとしての信頼性を確立し、運転要領の策定を行う。 

③研究開発期間 
２００２年度～２００９年度 

 
＜回収ウラン＞ 
（５）回収ウラン利用技術開発 
①概要 

六ヶ所再処理工場で回収される回収ウランを再濃縮し、再び軽水炉で利用する

ため、濃縮施設等既存施設への影響等を把握し、転換プロセスを中心とした回収

ウラン利用技術を開発する。併せて劣化ウラン酸化固形化についても検討を行う。 
②技術目標及び達成時期 

２０１２年頃までに、劣化ウランの取扱・管理の容易さや貯蔵効率を向上させ

るための劣化ウラン酸化固形化（再転換を含む）技術の研究開発を行い、同技術

に係る基礎プロセスを確立する。２０１５年度頃までに、再処理により回収され

る回収ウランの濃縮が可能な商用遠心分離機の設計を確定する。 
③研究開発期間 
２００８年度～２０１５年度 

 
＜共通基盤技術開発＞ 
（６）革新的実用原子力技術開発費 
①概要 

原子力発電及び核燃料サイクルに関する革新的かつ基盤的技術であって実用化

につながる研究開発テーマを競争的環境の下で広く提案公募方式により募集し、

将来の原子力技術の発展及び技術の多様化につながる研究開発を行う。 
なお、実施に当たっては、研究開発の特性に応じて既存技術分野、基盤技術分

野、国際協力技術分野の３分野を設け事業を実施する。 
②技術目標及び達成時期 

２０１２年まで、既存技術分野、基盤技術分野、国際協力技術分野において個

別テーマ毎に研究開発を実施する。 

なお、既存技術分野は２００８年度で終了となる。 

③研究開発期間 

２０００年～２０１０年（見直し） 
 

４－Ⅳ－ⅱ．高速増殖炉（ＦＢＲ）サイクル 

（１）発電用新型炉等技術開発 

①概要 

ＦＢＲ実証炉及び関連サイクル施設の早期実現を図るため、文部科学省と連携

し、「高速増殖炉サイクル実用化研究開発」を推進する。具体的には、実証炉に必
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要な要素技術のうち、設計・建設段階において必要となる実プラント技術として、

格納容器設計技術、耐震性評価技術、高温材料設計技術、保守技術の試験等を実

施する。 

②技術目標及び達成時期 

２０１０年度までに、実証炉の概念設計へ反映しうる設計基準データ等の技術

的根拠を得る。 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１０年度 

 

（２）高速炉再処理回収ウラン等除染技術開発（４－Ⅳ－ⅰ参照） 

 

４－Ⅳ－ⅲ．放射性廃棄物処理処分 

（１）地層処分技術開発 
①概要 
ⅰ）地層処分共通技術開発 
高レベル放射性廃棄物等の地層処分における共通的技術として、今後段階的

に進められる処分地選定の際に重要となる地質等調査技術の高度化開発を行う。 
ⅱ）高レベル放射性廃棄物関連処分技術開発 
高レベル放射性廃棄物処分に係る基盤技術として、人工バリア等の長期性能

評価技術、処分場操業の際のオーバーパック溶接や搬送・定置等の遠隔操作技

術の開発を行う。 
ⅲ）ＴＲＵ廃棄物処分関連技術開発 
ＴＲＵ廃棄物の地層処分に係る基盤技術として、高レベル放射性廃棄物との

併置処分の可能性も念頭に、ＴＲＵ廃棄物に固有に含まれる核種の閉じ込め技

術や人工バリア等の長期性能評価技術の開発を行う。 
②技術目標及び達成時期 
ⅰ）地層処分共通技術開発 
２０１１年度までに、処分地選定の初期段階で必要となる地上からの調査技

術のうち、特に沿岸域の環境や高精度での地下水評価等に係る調査評価技術の

高度化・確証を行う。 
ⅱ）高レベル放射性廃棄物関連処分技術開発 
２０１１年度までに、人工バリア等の長期性能評価技術や遠隔操作等の工学

技術について高度化を図り、幅広い地質環境に対応可能な技術選択肢と成立性

を提示する。 
ⅲ）ＴＲＵ廃棄物処分関連技術開発 
２０１１年度までに、ＴＲＵ廃棄物に固有に含まれるヨウ素１２９や炭素１

４の閉じ込め、高アルカリ環境下での人工バリアの性能評価等に関し、幅広い

地質環境に対応可能なデータ・モデルの整備と技術選択肢の提示を行う。 
③研究開発期間 
１９９８年度～２０１１年度 

 
（２）管理型処分技術開発 
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ⅰ）地下空洞型処分施設性能確証試験 
①概要 

ＴＲＵ廃棄物や発電所廃棄物等の余裕深度処分において検討されている「地下

空洞型処分施設」の成立性確認のため、実規模大の空洞を利用した総合的な確証

試験を行う。 
②技術目標及び達成時期 

２０１１年度までに、実規模大の空洞内にコンクリートピット等からなる地下

空洞型処分施設を構築し、施工性や初期性能の総合的な確証を行う。 
③研究開発期間 
２００６年度～２０１１年 

 
（３）放射性廃棄物共通技術開発 
①概要 
ⅰ）放射性廃棄物重要基礎技術研究調査 

放射性廃棄物処分に係る国内外の最新知見の収集・分析、重要かつ基礎的な

課題の抽出並びに研究を実施し、長期に及ぶ処分事業等を支える技術基盤の拡

充を図る。 
ⅱ）放射性核種生物圏移行評価高度化調査 

放射性廃棄物処分の安全評価に共通的な基盤情報として、生物圏における核

種移行プロセスを評価するため、日本の風土を反映した核種移行パラメータ・

モデルを整備する。 
②技術目標及び達成時期 
ⅰ）放射性廃棄物重要基礎技術研究調査 

２０１１年度までに、放射性廃棄物処分に共通的な重要基礎技術として、地

質環境の長期安定性評価、人工バリアや岩盤の長期挙動評価等に係る知見を整

備する。 
ⅱ）放射性核種生物圏移行評価高度化調査 

２０１１年度までに、沿岸域の環境も含めたわが国表層環境への適用とＴＲ

Ｕ廃棄物に固有の核種等を考慮した、生物圏核種移行のモデルとデータベース

を構築する。 
③研究開発期間 
２００１年度～２０１１年度 

 
４－Ⅳ－ⅳ．原子力利用推進に資する電力系統技術 
（１）イットリウム系超電導電力機器技術開発（運営費交付金） 

①概要 

世界的にも我が国が最先端の技術力を有する次世代高温超電導線材を活用し、

経済社会の基盤となる電力の安定的かつ効率的な供給システムを実現するため、

系統を適正に制御し、電力供給を安定化させるための技術及び発電電力を無駄な

く輸送するための高効率な送電技術の確立を目指す。 

②技術目標及び達成時期 

２０１２年度までに、イットリウム系超電導線材を用いたＳＭＥＳ、電力ケー
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ブル、変圧器実現のための重要な技術開発を行い、各機器の成立性を実証する。 

③研究開発期間 

２００８年度～２０１２年度 

 

（２）高温超電導ケーブル実証プロジェクト（運営費交付金） 

①概要 

革新的な超電導送電技術を確立するため、工業生産プロセスで実用化レベルに

達している高温超電導線材を活用し、実用化のための実証試験及び評価を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２０１１年度までに、２００ＭＶＡ級の中間接続部を有した三心一括型高温超

電導ケーブルを、冷却装置や保護装置などの付帯設備とともに６６ＫＶ実系統に

接続して、１２ヶ月以上の長期連系試験を行うことによって総合的な安全性や信

頼性を実証する。 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１１年度 
 

４－Ⅳ－ⅴ．その他電力供給安定化技術 

（１）風力発電電力系統安定化等技術開発（運営費交付金） 

①概要 

大規模風力発電所等の普及拡大時において懸念される周波数変動等系統上の問

題対策として、蓄電システムの併設による出力安定化技術を開発し、実態に応じ

たシステム稼働データの抽出や当該システムの有効性の検証を行う。  

②技術目標及び達成時期 

長期実証運転を強いられた大容量システムの耐久性や信頼性を評価するため解

体分析調査を行うことにより、当該技術の有効性を検証するとともに、そのシス

テムを確立する。  

③研究開発期間 

２００３年度～２００８年度 

 

（２）大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証事業（運営費交付金） 

①概要 

大規模太陽光発電を電力系統に連系した場合に課題となる系統安定化対策やピ

ーク対策のための技術等を開発するとともに、その有効性を実証する。 

また、国内外の先進的な次世代技術の価格性能を比較することを通じて技術開

発を加速する。  

②技術目標及び達成時期 

２０１０年度までに、下記の実証研究を行い、その有効性を確認する。 

（イ） 蓄電池等を組み合わせた出力変動抑制システムの有効性。 

（ロ） 発電出力のピーク制御（午後のピーク帯へのシフト）の有効性。 

（ハ） 大型インバータによる高調波抑制システムの有効性。 

（ニ） 国内外メーカーの太陽電池モジュールの特性比較を行い、性能、経済性等

を比較・検証。  
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③研究開発期間 

２００６年度～２０１０年度 

 

（３）次世代蓄電システム実用化戦略的技術開発（運営費交付金） 

①概要 

蓄電池技術は、新エネルギーの出力安定化や燃料電池自動車（ＦＣＶ）・ハイブ

リッド自動車（ＨＥＶ）・電気自動車（ＥＶ）等の高効率次世代自動車に共通する

重要なコア技術である。そこで、高性能蓄電システムに係る要素技術開発、新材

料開発及び基盤技術の開発を行う。 

Ａ．系統連系円滑化蓄電システム技術開発 

Ｂ．次世代自動車用高性能蓄電システム技術開発 

②技術目標及び達成時期 

Ａ．２０１０年度末において、寿命１０年、コスト４万円／ｋＷｈ、１ＭＷ規模

のシステムおよび要素技術の確立と２０３０年において寿命２０年、コスト１．

５万円／ｋＷｈ、２０～３０ＭＷ規模の蓄電システムを見通せる技術開発。ま

た、新エネルギー対応の充放電パターン等、基礎データの整備、大型化に伴う

安全性や寿命等の評価手法の確立。 

Ｂ．２０１１年度末において、電池開発では、０．３ｋＷｈモジュールを作製し、

重量エネルギー密度１００Ｗｈ／ｋｇ、出力密度２０００Ｗ／ｋｇ、寿命１０

年、コスト４万円／ｋＷｈを達成すること（条件：３ｋＷｈの組電池、１００

万台生産ベース）。電池構成材料及び電池反応制御技術の開発では重量エネル

ギー密度２００Ｗｈ／ｋｇ、出力密度２５００Ｗ／ｋｇ、コスト３万円／ｋＷ

ｈを小型単電池で達成すること（上記と同条件）。たま、電池周辺機器開発で

は、格段の高性能化、コンパクト化、低コスト化を達成すること。さらに、重

量エネルギー密度５００Ｗｈ／ｋｇを見通せる新規概念・構造の蓄電池基礎開

発の他、劣化・寿命診断法、安全性評価などの各種試験法等の開発およびそれ

ら共通基盤技術の基準・標準化。  

③研究開発期間 

２００７年度～２０１１年度 

 

（４）発電プラント用超高純度金属材料の開発（運営費交付金） 
①概要 

従来の金属材料と比べ耐食性、耐久性、加工性などの飛躍的な向上が期待できる超

高純度金属材料の発電プラント部材としての実用化を目指し、低コスト・量産化製造

プロセス、及び加工・溶接技術等の開発を行い、部材としての実用特性の評価・検証

を行う。 
また、実用化に向けたフィージビリティー調査を行い経済性の評価等を実施すると

ともに、材料特性に関するデータベースの整備及びそれに必要な試験研究を行う。 
②技術目標及び達成時 

２００９年までに、不純物総量１００ｐｐｍ未満、溶解量数１００ｋｇ以上で

の低コスト・量産化技術製造技術を開発するとともに、製造された超高純度材料

が発電プラントの各種機器に適用でき、本材料の持つ優れた特性を長期に亘って
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発揮できることを確認する。 

③研究開発期間 

２００５年度～２００９年度 

 

４－Ⅴ．化石燃料の安定供給確保と有効かつクリーンな利用 

４－Ⅴ－ⅰ．石油・天然ガス・石炭の探鉱・開発・生産技術 

（１）石油・天然ガス開発・利用促進型大型／特別研究（運営費交付金） 

①概要 

石油及び可燃性天然ガス資源の開発に係る技術の振興を図る観点から、大水深、

複雑な地層といった悪条件化が進む石油・天然ガスの探鉱・開発技術、利用拡大

が見込まれる天然ガス田の開発促進に資する天然ガス有効利用技術等について、

短期間で実用化が期待され、民間ニーズに直結した研究開発を提案公募により実

施する。 

②技術目標及び達成時期 

２０１２年度までに、我が国の石油・天然ガスの探鉱・開発技術力の向上、及

び天然ガスの利用の促進に向けた天然ガスの有効利用技術の開発を行う。 

③研究開発期間 

２００１年度～２０１２年度 

 

（２）石炭生産技術開発（クリーン・コール・テクノロジーの研究開発の一部） 

①概要 

石油代替エネルギーである石炭の安定供給を図るため、低品位炭の有効利用、

石炭生産性の向上のための研究開発等を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２００９年度までに、インドネシアにおいて低品位炭の有効利用を図ることを

目標に、低品位炭の発熱量を高め、自然発火性を抑制する低品位炭改質技術を確

立する。 

③研究開発期間 

２００１年度～２００９年度 

 

（３）石油精製物質等簡易有害性評価手法開発（運営費交付金） 

①概要 

石油の生産及び流通の合理化を図る観点から、石油製品等に含まれる化学物質

によるリスクを把握し、必要な対策を適切に行うことを可能とするため、ｉｎｖ

ｉｔｒｏ培養系技術等の活用により遺伝子組換え細胞等を用いたｉｎｖｉｔｒｏ

系簡易有害性予測手法、また、トキシコゲノミクスを活用した短期動物試験結果

と相関する遺伝子発現データセットを開発する。 

②技術目標及び達成時期 

２０１０年度までに、遺伝子導入技術、幹細胞分化誘導技術、生物発光技術等

を適用した培養細胞を用いて、試験期間１ヶ月程度、発がん性、催奇形性及び免

疫毒性を予測評価できる試験手法を開発し、また、遺伝子発現解析技術を短期動

物試験に適用し、２８日間反復投与試験結果と相関する遺伝子発現データセット
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を完成させる。また、標準的な試験プロトコルを策定する。 

③研究開発期間 

２００６年度～２０１０年度 

 

（４）石油資源遠隔探知技術の研究開発 

①概要 

我が国が開発・運用する多様な地球観測センサ（ＡＳＴＥＲ、ＰＡＬＳＡＲ等）

の地球観測データを用いて、石油・天然ガス等の安定供給確保のため、資源開発・

探査、環境観測等に有効なデータの処理解析手法の研究開発を行う。また、地球

観測データのような大容量のデータを容易に扱えるシステムの研究開発を実施す

ることで資源開発・探査、環境観測を含む多様な分野でのリモートセンシングの

利用拡大を図る。 

②技術目標及び達成時期 

２０１０年度までに、資源開発・探査、環境観測等の分野における地球観測デ

ータ処理・解析技術の向上及び地球観測データの利用の拡大を図る。 

③研究開発期間 

１９８１年度～２０１０年度 

 

（５）ハイパースペクトルセンサ等の研究開発（運営費交付金） 

①概要 

資源開発に有効な岩石・鉱物や地質構造解析の高次元解析を可能とするハイパ

ースペクトルセンサの開発を行うとともに、軌道上におけるデータ取得の実証を

行い、センサ技術の確立を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２０１１年度までにスペクトル分解能２００バンド前後のハイパースペクトル

センサを開発し、地表面のスペクトル情報を取得して資源開発に有効なセンサ技

術の実証を行う。 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１１年度 

 

（６）次世代合成開口レーダ等の研究開発 

①概要 

石油の生産及び流通の合理化を図る観点から行うものであり、石油及び可燃性

天然ガス資源等の開発に資するため、資源探査能力を格段に向上した合成開口レ

ーダである次世代合成開口レーダ（ＰＡＬＳＡＲ）の健全性評価やセンサを維持

することにより、取得される画像データを用いた石油・天然ガス資源の遠隔探知

を行う技術を確立する。 

②技術目標及び達成時期 

ＰＡＬＳＡＲの開発、健全性の評価・維持を実施することにより、２０１０年

度までに、レーダ技術の高度化（アンテナ指向の電子制御化、分解能の向上、多

偏波観測等）を図る。 

③研究開発期間 
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１９９３年度～２０１０年度 

 

（７）極軌道プラットフォーム搭載用資源探査観測システムの研究開発 

①概要 

石油の生産及び流通の合理化を図る観点から行うものであり、石油及び可燃性

天然ガス資源等の開発に資するため、資源探査能力を格段に向上した光学センサ

である資源探査用将来型センサ（ＡＳＴＥＲ）の健全性評価やセンサを維持する

ことにより、取得される画像データを用いた石油・天然ガス資源の遠隔探知を行

う技術を確立する。 

②技術目標及び達成時期 

ＡＳＴＥＲの開発、健全性の評価・維持を実施することにより、２０１０年度

までに、センサ技術の高度化（ポインティング機能の追加、分解能の向上、熱セ

ンサの搭載等）を図る。 

③研究開発期間 

１９８７年度～２０１０年度 

 

４－Ⅴ－ⅱ．石油・天然ガスの有効利用技術 

（１）石油燃料次世代環境対策技術開発 

①概要 

バイオマス燃料から製造した石油製品が自動車排出ガスに及ぼす影響、新たな

自動車燃焼技術（自着火燃焼（着火までに燃料と空気を十分に混合し、その混合

気体を点火プラグの使用なしで圧縮することにより着火させる燃焼法でＮＯｘ排

出低減、熱効率が高い等の利点がある））に適応した燃料に関する技術開発を実施

する。 

また、建設機械、発電機等のオフロードエンジンの排ガスによる環境負荷低減

や石油燃焼機器の効率的な利用を進めるための技術開発を実施する。 

②技術目標及び達成時期 

バイオマス燃料の利用時における、燃料と自動車エンジン技術の両面の影響評

価を進め、技術的課題を解決し、運輸部門における燃料多様化を目指す。 

また、オフロードエンジンの規制は欧米が先行していることから、２０１２年

頃、欧米において規制強化が予定されている排ガス規制に対応した技術を確立し、

我が国における規制強化に対応可能な燃焼技術を実現することを目指す。 

③研究開発期間 

２００２年度～２０１１年度 

 

（２）石油精製高度機能融合技術開発 

①概要 

石油精製業を中心とする石油コンビナート全体の横断的かつ高度な運営機能の

融合を図り、単独企業のみでは達成困難なコンビナート域内の省資源、省エネル

ギーの向上を進めるため、異業種異企業間における限りある貴重なエネルギー資

源の利用効率の高い生産技術に関し技術の開発・実証を行う。 

②技術目標及び達成時期 
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２００９年度までに、我が国における他のコンビナートへの波及効果を含め、

ＣＯ２排出量を６３万トン／年削減可能とする技術を確立する。 

③研究開発期間 

２００６年度～２００９年度 

 

（３）将来型燃料高度利用技術開発 

①概要 

省エネ、二酸化炭素削減効果が見込まれる燃料電池自動車の燃料である高純度

（９９．９９％以上）水素を安定的かつ経済的に供給することは重要である。石

油は、その長所として豊富な水素供給余力と安価な水素製造技術及び全国に展開

した災害に強いガソリンスタンドを保有している。これら石油の長所を活かした

水素供給システムの確立により、水素社会の早期実現に貢献するものである。本

事業では、製油所からの高純度水素供給技術開発とガソリンスタンドを拠点とす

る高純度水素製造技術開発を行う。     

②技術目標及び達成時期 

コスト低減のため製油所におけるナフサから高効率（８０％以上）な高純度水

素製造を可能とする新たな技術を開発する。また、供給地のガソリンスタンドに

おいて有機ハイドライドから高純度の水素を高効率（８０％）に取り出すための

水素発生装置を開発する。また、脱硫後の灯油硫黄分を検出限界以下の１０ｐｐ

ｂ以下とする脱硫剤の開発を行うとともに、貴金属使用量を２－３ｗｔ％から０．

５ｗｔ％以下まで低減しても、従来と同等の高い性能が維持できる改質触媒を開

発する。さらに、膜分離型反応器を用いた９９．９９％高純度水素の製造効率を

８０％、４万時間の耐久性が期待できる水素製造システムを開発する。 

③研究開発期間 

２００８年度～２０１０年度 

 

（４）革新的次世代石油精製等技術開発 

①概要 

原油価格の高騰・高止まりや原油の重質化と製品需要構造変化等の石油を巡る

大きな環境変化のなか、連産品である石油製品を今後とも長期的に安定化かつ効

率的に供給するためには、製油所の更なる高度化に向けた技術の開発実用化が必

要である。このため、非在来型原油を含めた重質油を原料として、製油所におけ

るボトムレス化、余剰となる分解留分の高付加価値等のためのプロセスや触媒技

術等の開発を行う。また、次世代の技術シーズ創出のため、これまでの技術とは

異なる発想により我が国唯一の革新的な新規触媒研究、新規膜分技術研究、新規

製造プロセス研究等を産官学の連携等により実施する。 

②技術目標及び達成時期 

２０１１年度までに重質油対応型高過酷度接触流動分解技術（ＨＳ－ＦＣＣ）

については、３千ＢＤ規模（商業レベルの１／１０規模）の実証研究を通じ、プ

ロピレン収率２０％以上（既存技術４％程度）、将来不足が予想される高オクタン

価ガソリン基材（ＲＯＮ９８（既存技術９２程度））の製造を可能とする技術を確

立する。 
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③研究開発期間 

２００７年度～２０１１年度 

 

（５）次世代高信頼性ガスセンサー技術開発 

①概要 

一酸化炭素中毒やガス漏れなどのガス事故を限りなくゼロに近づけるため、セ

ンサ素子のナノレベルでのメカニズム解析及び開発設計を行い、コードレスで高

信頼性を有する次世代高信頼性ガスセンサー（ＣＯセンサー・メタンセンサー）

を開発する。 

②技術目標及び達成時期 

２０１１年度までに、最先端のナノテクノロジーおよびＭＥＭＳ技術を導入し、

電池駆動で５年以上の長寿命、高信頼性（数百ＰＰＭ 以下の故障率）、低コスト

なＣＯとメタンのセンサを開発する。 

③研究開発期間 

２００８年度～２０１１年度 

 

（６）天然ガス未普及地域供給基盤確立実証試験（運営費交付金） 

①概要 

天然ガスの供給手段が存在せず（パイプラインはもとよりサテライト供給でも

採算が合わないため）石油等の燃料に依存している地方都市部の中小規模の天然

ガス需要に対し、天然ガスハイドレートを利用した、新たな輸送技術を確立する。 

②技術目標及び達成時期 

従来のＬＮＧチェーンによる供給に係る投資コストに対し、そのコストを約１

／４に低減する事が可能な天然ガスハイドレート（ＮＧＨ）供給システムを２０

０８年度までに確立する。 

③研究開発期間 

２００６年度～２００８年度 

 

（７）天然ガスの液体燃料化（ＧＴＬ）技術実証研究（運営費交付金） 

①概要 

硫黄等を含まず排出ガスがクリーン、着火性が高いという特徴を有することか

ら石油系燃料代替として期待されるＧＴＬについて、天然ガス中に含まれるＣＯ

２を除去せず、原料として積極的に活用することから、従来利用が困難であった

ＣＯ２を多く含むガス田からの天然ガスが利用可能、ＣＯ２除去装置が不要であ

ることによる生産設備コストの低減が可能、といった強みを有する我が国独自の

ＧＴＬ製造技術の確立を図る。 

②技術目標及び達成時期 

２０１０年度までに、実証プラントによる運転研究（５００バレル／日）を行

い、商業規模でのＧＴＬ製造技術を確立する。 

③研究開発期間 

２００６年度～２０１０年度 
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（８）高耐久性メンブレン型ＬＰガス改質装置の開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参

照） 

（９）石油・天然ガス開発・利用促進型大型／特別研究（運営費交付金）（４－Ⅴ－ⅰ

参照） 

（１０）高効率ガスタービン実用化技術開発（４－Ⅰ－ⅱ参照） 

 

４－Ⅴ－ⅲ．オイルサンド等非在来化石資源の利用技術 

（１）メタンハイドレート開発促進委託費 

①概要 

日本周辺海域に相当量の賦存が見込まれ、国産のクリーンなエネルギー資源と

して有望なメタンハイドレートを利用可能とするため、資源量評価手法、生産手

法及び環境影響評価手法等の確立のための技術開発を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２０１６年度までに、商業的産出のための技術を整備することを目指し、日本

周辺海域におけるメタンハイドレートの賦存状況と特性の明確化、有望賦存海域

からのメタンハイドレート資源フィールドの選択及び現場産出試験等による生産

手法の確立等を推進する。 

③研究開発期間 

２００１年度～２０１６年度 

 

（２）革新的次世代石油精製等技術開発（４－Ⅴ－ⅱ参照） 

 

４－Ⅴ－ⅳ．石炭クリーン利用技術 

（１）革新的ゼロエミッション石炭火力発電プロジェクト 

①概要 

石炭の高効率な利用を図るために、 

ⅰ．酸素吹きによる石炭ガス化発電（ＩＧＦＣ）の開発実証 

ⅱ．化学吸収法によるＣＯ２の分離・回収技術の実証 

ⅲ．ＣＯ２を輸送するための船舶の設計 

ⅳ．ＣＯ２を貯留するための発生源近傍における貯留ポテンシャルやコストの

評価 

ⅴ．石炭ガス化から CCS まで一貫したトータルシステムの設計等を行う。 

②技術目標及び達成時期 

石炭ガス化については、２００９年度までに、パイロットプラントにおいて、

高圧の石炭ガスからＣＯ２の分離・回収技術の確立及びガス化炉の信頼性向上へ

向けて、３炭種以上の適応炭種拡大試験を実施する。また、ＣＣＳについては、

２０１６年度頃からＣＯ２地中貯留の実証試験に着手する。 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１２年度 

 

（２）国際革新的ゼロエミッション石炭火力発電プロジェクト補助金 

①概要 
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石炭火力発電から排出されるＣＯ２の削減技術について諸外国との実証普及事

業等を実施し、当該技術の普及基盤を整備することにより、エネルギー供給に対

する環境上の制約を取り除き、もって我が国エネルギー需給構造の安定化を図る。 

②技術目標及び達成時期 

石炭ガス化技術等実証普及事業では、ゼロエミッション型石炭火力発電の実証

プロジェクト（ＦｕｔｕｒｅＧｅｎプロジェクト）への参画を通じた石炭ガス化・

発電技術、ＣＯ２分離回収技術、ＣＯ２輸送貯留技術等に関する情報収集や関連

する技術調査の実施等により、我が国におけるゼロエミッション型石炭火力発電

の実用化開発に資する技術・知見を得る。また、将来のＣＯ２の地中貯留に際し

ては、国民の正しい理解が不可欠であり、これを念頭においたゼロエミッション

型石炭火力発電に係る普及啓蒙活動を積極的に実施する。 

酸素燃焼国際共同実証事業では、既存の微粉炭火力発電の改造による酸素燃焼

方式のゼロエミッション型石炭火力発電プラントの実用化を目標とするものであ

り、既存のプラントの改造により対応可能であること、酸素燃焼を行うことによ

り、燃焼ガスからＣＯ２を分離する装置が不要であることから、比較的低コスト

で極めて大きなＣＯ２削減効果が期待できる。 

③研究開発期間 

２００７年度～２０１６年度 

 

（３）先進超々臨界圧火力発電実用化要素技術開発費補助金 

①概要 

従来の超々臨界圧火力発電（ＵＳＣ）は、蒸気温度の最高温度は６３０℃程度

が限界で、送電端熱効率も４２～４３％が原理的限界といわれてきた。しかしな

がら、近年の材料技術の進歩により、７００℃以上の蒸気温度を達成できる可能

性が見えてきたことから、これらの材料を活用した先進超々臨界圧火力発電技術

（Ａ－ＵＳＣ）の開発を行うものである。Ａ－ＵＳＣ は、蒸気温度７００℃級で

４６％、７５０℃級で４８％の高い送電端熱効率の達成が可能な技術であり、２

０２０年以降増大する経年石炭火力発電のリプレース需要に対応するため、早急

に技術開発を進める必要がある。そのため、ボイラーメーカー、タービンメーカ

ー及び材料メーカーが共同でＡ－ＵＳＣ の技術開発に取り組む。 

②技術目標及び達成時期 

平成２２年度までにシステム基本設計を完了し、シミュレーションにより送電

端熱効率４６％～４８％の達成が可能なことを確認する。平成２４年度までにボ

イラー、タービン部材等が７００℃以上の蒸気温度に耐えられるかどうかを試作、

評価し、経済性を含めたシステム成立性への見通しを得る。平成２７年～平成２

８年度に実缶試験、回転試験を実施し、蒸気温度７００℃以上の条件下でボイラ

ー、タービンの信頼性を確認する。また、ボイラー、タービン部材について３万

～７万時間の長期信頼性試験を実施し材料特性を検証する。 

③研究開発期間 

２００８年度～２０１６年度 

 

（４）石炭利用技術開発（一部、運営費交付金）（クリーン・コール・テクノロジーの
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研究開発の一部） 

①概要 

環境適合的な石炭利用の拡大を図るため、石炭ガス化、無灰化技術による転換

効率向上に資する技術や石炭からの水素製造技術等、クリーン・コール・テクノ

ロジーの開発を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２００８年度までに、 

・ 石炭から合成ガスや軽質オイルを併産する高効率な石炭部分水素化プロセス

技術を２０ｔ／日のパイロットプラント規模で確立する（石炭部分水素化熱

分解技術の開発）。 

２００９年度までに、 

・ 化学原料等に利用可能な合成用ガスを石炭乾留ガスから無触媒で製造する技

術をパイロットプラントで確立する（無触媒石炭乾留ガス改質技術開発）。 

２０１１年度までに、 

・ 石炭利用プロセスにおいて、環境分析技術の高精度化、環境影響成分の挙動

解析のためのモデルの構築等により、環境への影響低減手法を開発する（戦

略的石炭ガス化・燃焼技術開発）。 

③研究開発期間 

１９９５年度～２００８年度（２００８年度見直し） 

・戦略的石炭ガス化・燃焼技術開発 ２００７年度～２０１１年度 

・無触媒石炭乾留ガス改質技術開発 ２００６年度～２００９年度 

・石炭部分水素化熱分解技術 ２００３年度～２００８年度 

 

（５）噴流床石炭ガス化発電プラント開発費補助金 

①概要 

供給安定性に優れた石炭の高効率かつ低環境負荷での利用を図るため、石炭を

ガス化して燃料とし、コンバインドサイクル（ガスタービンと蒸気タービンの組

合せ）を駆動する高効率発電技術（石炭ガス化複合発電技術（ＩＧＣＣ：Ｉｎｔ

ｅｇｒａｔｅｄ ｃｏａｌ Ｇａｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ Ｃｏｍｂｉｎｅｄ Ｃｙｃ

ｌｅ）の実証試験を行う。 

②技術目標及び達成時期 

２００９年度までに、２５万ｋＷの実証機を用いた実証試験により、熱効率４０．

５％（送電端、高位発熱量ベース）を目指す。この目標は５０万ｋＷの商用機にお

ける熱効率４６～４８％に相当する。本技術は実証試験終了後の２０１０年度より

商用化が可能である。 

③研究開発期間 

１９９９年度～２００９年度 

 

（６）環境調和型製鉄プロセス技術開発（運営費交付金）（４－Ⅰ－ⅱ参照） 

 

４－Ⅴ－ⅴ．その他共通 

（１）イノベーション実用化補助事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅰ参照） 
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（２）非化石エネルギー産業技術研究助成事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅰ参照） 

（３）固体高分子形燃料電池実用化戦略的技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（４）燃料電池先端科学研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（５）新利用形態燃料電池技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（６）高耐久メンブレン型ＬＰガス改質装置の開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（７）固体酸化物形燃料電池システム要素技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（８）水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（９）水素貯蔵材料先端基礎研究事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（１０）水素社会構築共通基盤整備事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（１１）水素先端科学基礎研究事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（１２）固体酸化物形燃料電池実証研究（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（１３）定置用燃料電池大規模実証事業（運営費交付金）（４－Ⅲ－ⅴ参照） 

（１４）燃料電池システム等実証研究（４－Ⅲ－ⅴ参照） 
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５．政策目標の実現に向けた環境整備（成果の実用化、導入普及に向けた取組） 

５－Ⅰ．総合エネルギー効率の向上 

 事業者単位の規制体系の導入 
 住宅・建築物に係る省エネルギー対策の強化 
 セクター別ベンチマークアプローチの導入と初期需要創出（高効率機器の導入補助等） 
 トップランナー基準の対象機器の拡充等 
 アジアにおける省エネルギー対策の推進を通じた我が国の国際競争力の向上 
 国民の省エネルギー意識の高まりに向けた取組 

５－Ⅱ．運輸部門の燃料多様化 

 公共的車両への積極的導入 
 燃費基準の策定・改定 
 アジアにおける新エネルギー協力 
 国際標準化による国際競争力向上 

５－Ⅲ．新エネルギー等の開発・導入促進 

 事業者支援補助金等による初期需要創出 
 新エネルギーベンチャービジネスに対する支援の拡大 
 新エネルギー産業構造の形成 
 電気事業制度・ガス事業制度の在り方の検討 

５－Ⅳ．原子力利用の推進とその大前提となる安全の確保 

 電力自由化環境下での原子力発電の新・増設の実現 
 資源確保戦略の展開 
 次世代を支える人材育成 
 中小型炉の海外市場への展開、我が国原子力産業の国際展開支援 
 原子力発電拡大と核不拡散の両立に向けた国際的枠組み作りへの積極的関与 
 国と地域の信頼強化 

５－Ⅴ．化石燃料の安定供給確保と有効かつクリーンな利用 

 資源国等との総合的な関係強化（研究開発の推進・協力、人材育成・技術移転、経
済関係強化など） 

 化石燃料のクリーンな利用の開拓 
 

６．研究開発の実施に当たっての留意事項 

事業の全部又は一部について独立行政法人の運営費交付金による実施されるもの（事業

名に（運営費交付金）と記載したもの）は、中期目標、中期計画等に基づき、運営費交付

金の総額の範囲内で当該独立行政法人の裁量によって実施されるものである。 

また、事業名に（採択テーマ）と記載された事業は、提案公募事業により採択されたテ

ーマを記載したものであり、その採択や評価等は、提案公募事業の実施機関の責任の下、

実施されるものである。 
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７．改訂履歴 

（１）平成１６年７月７日付け、省エネルギー技術開発プログラム基本計画、新エネルギ

ー技術開発プログラム基本計画、燃料技術開発プログラム基本計画、電力技術開発プ

ログラム基本計画、原子力技術開発プログラム基本計画制定。固体高分子形燃料電池

／水素エネルギー利用プログラム基本計画（平成１６・０２・０３産局第６号）は、

新エネルギー技術開発プログラム基本計画に統合することとし、廃止。 

（２）平成１７年３月３１日付け制定。省エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成

１６・０６・０４産局第８号）、新エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成１６・

０６・０４産局第１０号）、燃料技術開発プログラム基本計画（平成１６・０６・０４

産局第１２号）、電力技術開発プログラム基本計画（平成１６・０６・０４産局第１１

号）、原子力技術開発プログラム基本計画（平成１６・０６・０４産局第１３号）は、

廃止。 

（３）平成１８年３月３１日付け制定。省エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成

１７・０３・２５産局第１４号）、新エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成１

７・０３・２５産局第９号）、燃料技術開発プログラム基本計画（平成１７・０３・２

５産局第１７号）、電力技術開発プログラム基本計画（平成１７・０３・２５産局第１

２号）、原子力技術開発プログラム基本計画（平成１７・０３・２５産局第１３号）は、

廃止。また、次世代低公害車技術開発プログラム基本計画（平成１７・０３・２９産

局第２号）は、省エネルギー技術開発プログラム基本計画及び燃料技術開発プログラ

ム基本計画に統合することとし、廃止。 

（４）平成１９年４月２日付け制定。省エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成１

７・０３・３１産局第１９号）、新エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成１８・

０３・３１産局第１５号）、燃料技術開発プログラム基本計画（平成１８・０３・３１

産局第１８号）、電力技術開発プログラム基本計画（平成１８・０３・３１産局第１７

号）、原子力技術開発プログラム基本計画（平成１８・０３・３１産局第１６号）は、

廃止。 

（５）平成２０年４月１日付け、エネルギーイノベーションプログラム基本計画制定。省

エネルギー技術開発プログラム基本計画（平成１９・０３・２６産局第１号）、新エネ

ルギー技術開発プログラム基本計画（平成１９・０３・２０産局第４号）、燃料技術開

発プログラム基本計画（平成１９・０３・１９産局第７号）、電力技術開発プログラム

基本計画（平成１９・０３・１６産局第３号）、原子力技術開発プログラム基本計画（平

成１９・０３・２３産局第２号）は、本プログラム基本計画に統合することとし、廃

止。 
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（エネルギーイノベーションプログラム） 

「固体酸化物形燃料電池システム要素技術開発」基本計画 

 

新エネルギー部 

 

１．研究開発の目的・目標・内容 

（１）研究開発の目的 

資源に乏しい我が国が、将来にわたり持続的発展を達成するためには、革新的なエネルギ

ー技術の開発、導入・普及によって、各国に先んじて次世代型のエネルギー利用社会の構

築に取り組んでいくことが不可欠である。このため、政府が長期を見据えた将来の技術進

展の方向性を示し、官民双方がこの方向性を共有することで、将来の不確実性に対する懸

念が緩和され、官民において長期にわたり軸のぶれない取組の実施が可能となることを目

指し「エネルギーイノベーションプログラム」が制定された。本事業は、その「エネルギ

ーイノベーションプログラム」の一環として実施する。 

燃料電池は、上記の目的達成に向けたキーテクノロジーとして、その実用化への期待が高い。

第３期科学技術基本計画（２００６年３月）においては「先端燃料電池システムと安全な革新

的水素貯蔵・輸送技術」が戦略重点科学技術として選定されている。エネルギー基本計画（２

００７年３月）、次世代自動車・燃料イニシアティブ（２００７年５月）においても燃料電池技

術開発の重要性が述べられ、更には、Cool Earth－エネルギー技術革新計画（２００８年３月）

においても重点的に取り組むべきエネルギー革新技術として、定置用燃料電池・燃料電池自動

車が位置付けられている。 

燃料電池の中でも固体酸化物形燃料電池は、発電効率が高く、天然ガス・石炭ガス等の多様

な燃料にも対応が可能で、小型分散型から大規模火力代替システムまで広い適応性を持つこと

から実用化に高い期待が寄せられている。 

そこで、本事業では、固体酸化物形燃料電池システムを早期に市場導入するために必要な基

礎研究と要素技術開発を実施して、その基盤技術を確立することを目的とする。なお、独立行

政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下｢ＮＥＤＯ｣という）が別途実施している「固

体酸化物形燃料電池実証研究」において実負荷条件での運転により抽出される技術課題につい

ても必要に応じ本事業に取り込み実施する。 

 

（２）研究開発の目標 

最終目標〔平成２４年（２０１２年）度〕 

① 基礎的・共通的課題のための研究開発 

固体酸化物形燃料電池の耐久性・信頼性向上のため、熱力学的解析、化学的解析及び機械

的解析により、劣化機構の解明、対策立案と効果検証、加速試験方法の確立を行う。特に、

性能に大きな影響を与える三相界面については、劣化現象と微細構造変化の相関付けを行う。

またユーザーが容易に余寿命を評価できるような耐久性評価手法を確立する。 

さらに、固体酸化物形燃料電池の早期の市場導入のために、セルスタック・モジュールの

低コスト製造技術などの基盤技術を確立する。 

 

  ② 実用性向上のための技術の確立 

固体酸化物形燃料電池の実用性向上のために、運用性向上のための起動停止技術及び超高

効率運転のための高圧運転技術を確立する。 

 

なお、研究開発項目ごとの研究目標（最終目標、中間目標）の詳細は別紙の研究開発計画に示
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す。 

 

（３）研究開発内容 

上記目標を達成するために、以下の研究開発項目について、別紙の研究開発計画に基づき研究

開発を実施する。 

〔委託事業〕 

研究開発項目①「基礎的・共通的課題のための研究開発」 

a）耐久性・信頼性向上のための基礎研究 

（ⅰ）熱力学的解析による劣化機構の解明、対策立案と効果検証、加速試験方法の確立 

（ⅱ）化学的解析による劣化機構の解明、対策立案と効果検証、加速試験方法の確立 

（ⅲ）機械的解析による劣化機構の解明、対策立案と効果検証、加速試験方法の確立 

（ⅳ）三相界面についての性能劣化と微細構造変化の相関付け 

（ⅴ）耐久性評価手法の確立 

ｂ）原料・部材の低コスト化及び低コストセルスタック・モジュールの技術開発 

 

〔共同研究事業〕 

研究開発項目②「実用性向上のための技術開発」 

運用性向上のための起動停止技術開発  

超高効率運転のための高圧運転技術の開発 

 

 

２．研究開発の実施方式 

（１）研究開発の実施体制 

本研究開発は、ＮＥＤＯが、本邦の企業、研究組合、公益法人等の研究開発機関（原則、本邦

の企業等で日本国内に研究開発拠点を有していること。なお、国外の企業等（大学、研究機関を

含む）の特別の研究開発能力、研究施設等の活用または国際標準獲得の観点から国外企業等との

連携が必要な部分を、国外企業等との連携により実施することができる。）から公募によって研究

開発実施者を選定し、実施する。 

 

研究開発項目① ｢基礎的・共通的課題のための研究開発｣ 

研究開発の高度化を図るため委託先決定後にプロジェクトリーダーを委嘱又は指名し、その下

でそれぞれの研究テーマの達成目標を実現し、耐久性・信頼性向上の実現に寄与する研究開発を

委託により実施する。 

 

研究開発項目② ｢実用性向上のための技術開発｣ 

ＮＥＤＯが研究テーマの達成目標を実現すべく研究開発マネジメントを実施する。なお、本研

究項目は、実用化を指向した研究開発であるため民間企業等との共同研究（ＮＥＤＯ負担率１／

２）を行う。 

 

（２）研究開発の運営管理 

研究開発全体の管理・執行に責任を有するＮＥＤＯは、経済産業省及び研究開発実施者と密接

な関係を維持しつつ、プログラムの目的及び目標並びに本研究開発の目的及び目標に照らして適

切な運営管理を実施する。具体的には、四半期に一回程度、ＮＥＤＯに設置する委員会等により

外部有識者の意見を聴取し、プロジェクトの運営管理に反映させる等を行う。 

 

 

 

３．研究開発の実施期間 

本研究開発の期間は、平成２０年度から平成２４年度までの５年間とする。 
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４．評価に関する事項 

ＮＥＤＯは、技術的及び政策的観点から、研究開発の意義、目標達成度、成果の技術的意義並

びに将来の産業への波及効果等について、外部有識者による研究開発の中間評価を平成２２年度、

事後評価を平成２５年度に実施する。また、中間評価結果を踏まえて必要に応じプロジェクトの

加速・縮小・中止等見直しを迅速に行う。なお、評価の時期については、当該研究開発に係る技

術動向、政策動向や当該研究開発の進捗状況等に応じて、前倒しする等、適宜見直すものとする。 

 

 

５．その他の重要事項 

（１）研究開発成果の取扱い 

① 共通基盤技術の形成に資する成果の普及 

得られた研究成果については、ＮＥＤＯ、実施者とも普及に努めるものとする。 

② 知的基盤整備事業又は標準化等との連携 

得られた研究開発の成果については、知的基盤整備事業又は標準化等との連携を図るため、

データベースへのデータの提供、標準情報（ＴＲ）制度への提案等を積極的に行う。 

③ 知的財産権の帰属 

委託研究開発及び共同研究開発の成果に関わる知的財産権については「独立行政法人新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構新エネルギー・産業技術業務方法書」第２５条の規程等に基づ

き、原則として、すべて受託先に帰属させることとする。 

 

（２）基本計画の変更 

ＮＥＤＯは、研究開発内容の妥当性を確保するため、社会・経済的状況、国内外の研究開発動

向、政策動向、プログラム基本計画の変更、第三者の視点からの評価結果、研究開発費の確保状

況、当該研究開発の進捗状況等を総合的に勘案し、達成目標、実施期間、研究開発体制等、基本

計画の見直しを弾力的に行うものとする。 

 

（３）根拠法 

本プロジェクトは、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法第１５条第１項第１

号二に基づき実施する。 

 

（４）その他  

 「固体酸化物形燃料電池実証研究」との連携を密にして効果的な研究開発を行うよう努める。 

 

 

６．基本計画の改訂履歴 

（１）平成２０年３月、制定 

（２）平成２０年７月、イノベーションプログラム基本計画の制定により、｢（1）研究開発の目

的｣の記載を改訂。 

（３）平成２１年３月、「原料・部材の低コスト化及び低コストセルスタック・モジュールの技術

開発」の研究開発項目②から①への変更による改訂 

（４）平成２３年３月、平成２２年度に実施した中間評価を踏まえ、開発項目①「原料・部材の

低コスト化及び低コストセルスタック・モジュールの技術開発」を前倒し終了すること及び

開発項目②「運用性向上のための起動停止技術」を中止すること等による改訂 

(５)平成２３年７月７日、「石油代替エネルギーの開発及び導入の促進に関する法律改正」

に伴う根拠法の変更による改定。 
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（別紙）研究開発計画 

 

研究開発項目① ｢基礎的・共通的課題のための研究開発｣ 

 

１．研究開発の必要性 

 「固体酸化物形燃料電池システム技術開発」（平成１６年度－１９年度）では、１０ｋＷ級～２

００ｋＷ級の燃料電池システムの技術開発を実施し、３０００時間の耐久試験などにより、市場

導入するために必要な技術課題を抽出した。また、「固体酸化物形燃料電池実証研究」（平成１９

年度より開始）では、小容量のシステムの実負荷条件での技術課題を抽出している。 

これらの結果から、耐久性・信頼性等が市場導入レベルに達していないことが重要な課題とし

て明らかになっている。また、海外では基礎分野の研究において研究機関と企業の連携が強化さ

れ、研究開発が推進されている。従って、劣化機構解明などの耐久性・信頼性向上のための基礎

研究を産学官等の固体酸化物形燃料電池関連の研究開発者が協力して戦略的に取り組み、基盤技

術を確立することが必要である。 

また、我が国の現在の固体酸化物形燃料電池の低コスト製造技術については国際的にも優位な

ポジションにあるが、世界に先駆けて実用化していくためにはさらに低コスト製造技術を推進し、

早期に市場導入のための基盤技術を確立することが必要である。 

 

２．研究開発の具体的内容 

a）耐久性・信頼性向上のための基礎研究 

 セルスタック内の物質移動、不純物との化学反応及び構造変化による劣化について、それぞれ

熱力学的解析、化学的解析、機械的解析を用いて、ミクロの観点から劣化機構を解析する。特に、

性能に大きな影響を与える三相界面ついては、微細構造を解明し、さらに性能劣化と微細構造の

変化の相関付けを行う。また、マクロの観点から劣化機構を解析し、ユーザーが容易に余寿命を

評価できるような耐久性評価手法を開発する。なお、本研究は、セルスタックで実施する。 

（ⅰ）熱力学的解析による劣化機構の解明、加速試験方法の確立 

熱力学的解析を用いて、劣化因子を系統的に測定した上で、各因子が劣化に与える影響を定

量的に評価し、劣化機構を明らかにする。更に劣化対策を立案し、その効果の検証を行う。ま

た加速試験方法を確立する。 

（ⅱ）化学的解析による劣化機構の解明、加速試験方法の確立 

化学的解析を用いて、劣化因子を系統的に測定した上で、各因子が劣化に与える影響を定量

的に評価し、劣化機構を明らかにする。更に劣化対策を立案し、その効果の検証を行う。また

加速試験方法を確立する。 

（ⅲ）機械的解析による劣化機構の解明、加速試験方法の確立 

機械的解析を用いて、劣化因子を系統的に測定した上で、各因子が劣化に与える影響を定量

的に評価し、劣化機構を明らかにする。更に劣化対策を立案し、その効果の検証を行う。また

加速試験方法を確立する。 

（ⅳ）三相界面についての性能劣化と微細構造変化の相関付け 

三相界面の微細構造の測定技術を確立し、微細構造の経時変化を明らかにする。さらに、性

能劣化と微細構造変化の相関付けを行う。 

（ⅴ）耐久性評価手法の確立 

劣化要因分析技術とユーザーが容易に余寿命を評価できるような余寿命式を確立する。 

 

ｂ）原料・部材の低コスト化及び低コストセルスタック・モジュールの技術開発 

固体酸化物形燃料電池の電極及び電解質などのセルスタック原料・部材について、セルスタッ

ク開発機関各様の仕様を可能な限り共通化して低コスト化を図るとともに、低コスト材料の開発

を行う。さらに、共通化した原料・部材を用いてセルスタック・モジュールの低コスト化技術開

発を実施する。なお、本開発は主にセルスタック・モジュールで実施する。 

なお、本テーマは平成２２年度の時点で最終目標がほぼ達成されたため、平成２２年度末をも
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って前倒し終了する。 

 

３．達成目標 

a）耐久性・信頼性向上のための基礎研究 

「最終目標」（平成２４年度） 

熱力学的解析、化学的解析及び機械的解析を用いてセルスタックの連続運転による劣化をミク

ロの観点から解明し、対策立案と効果検証を実施し、さらに加速試験方法を確立する。三相界面

については、性能劣化と微細構造変化の相関付けも行う。また、マクロの観点から劣化機構を解

析し、ユーザーが容易に余寿命を評価できるような耐久性評価手法を確立する。 

具体的には、以下の項目・内容を達成することにより、 

（ⅰ）熱力学的解析による劣化機構の解明、対策立案と効果検証、加速試験方法の確立 

（ⅱ）化学的解析による劣化機構の解明、対策立案と効果検証、加速試験方法の確立 

（ⅲ）機械的解析による劣化機構の解明、対策立案と効果検証、加速試験方法の確立 

（ⅳ）三相界面についての性能劣化と微細構造変化の相関付け 

（ⅴ）耐久性評価手法の確立 

◎耐久性４万時間（電圧低下率 ０．２５％／１０００時間）の見通しを得る。 

◎起動停止回数２５０回の見通しを得る。 

 

「中間目標」（平成２２年度） 

（ⅰ）熱力学的解析による劣化機構の解明、対策立案と効果検証、加速試験方法の確立 

熱力学的解析を用いて、劣化因子を系統的に測定した上で、各因子が劣化に与える影響を定

量的に評価し、劣化機構を明らかにする。さらに、劣化対策を立案し、その効果の検証を行う

とともに加速劣化因子を抽出する。 

（ⅱ）化学的解析による劣化機構の解明、対策立案と効果検証、加速試験方法の確立 

化学的解析を用いて、劣化因子を系統的に測定した上で、各因子が劣化に与える影響を定量

的に評価し、劣化機構を明らかにする。さらに、劣化対策を立案し、その効果の検証を行うと

ともに加速劣化因子を抽出する。 

（ⅲ）機械的解析による劣化機構の解明、対策立案と効果検証、加速試験方法の確立 

機械的解析を用いて、劣化因子を系統的に測定した上で、各因子が劣化に与える影響を定量

的に評価し、劣化機構を明らかにする。さらに、劣化対策を立案し、その効果の検証を行うと

ともに加速劣化因子を抽出する。 

（ⅳ）三相界面についての性能劣化と微細構造変化の相関付け 

三相界面の微細構造の測定技術を確立し、微細構造の経時変化を明らかにする。 

（ⅴ）耐久性評価手法の確立 

 セルスタックレベルにおいて、劣化要因分析技術を確立し、ユーザーが容易に余寿命を評価

できるような余寿命式を提案する。 

 

ｂ）原料・部材の低コスト化及び低コストセルスタック・モジュールの技術開発 

「最終目標」（平成２４年度） 

 ◎開発した技術により普及時においてセルスタック５万円／ｋＷ程度の見通しを得る。 

なお、普及時とは以下の年間生産数を想定する。 

小容量（数ｋＷ未満）：生産数５万ｋＷ／年レベル） 

中容量（数十ｋＷ～数百ｋＷ）：生産数１５万ｋＷ／年レベル） 

「中間目標」（平成２２年度） 

◎各セルスタック開発機関がセルスタックを作製できる原料・部材の共通仕様を確定する。 

◎セル製造及びスタック化コスト等を分析して最終目標を達成するための原料・部材のコスト 

を見積る。 

◎低コスト化に向けた技術開発課題を抽出する。 

◎低コストセルスタック開発方針を策定する。

 5



 6

研究開発項目②「実用性向上のための技術開発」 

 

１．研究開発の必要性 

固体酸化物形燃料電池は、発電効率が高いこと及び多様な燃料に対応可能なことから、早期の

実用化が望まれている。我が国の現在の固体酸化物形燃料電池に関する技術は国際的にも優位な

ポジションにあるが、世界に先駆けて実用化していくためには、運用性向上などの実用性向上の

ための技術開発を実施し、早期に市場導入のための基盤技術を確立することが必要である。 

 

２．研究開発の具体的内容 

固体酸化物形燃料電池の実用性向上のために、運用性向上のための起動停止技術及び超高効率

運転のための高圧運転技術を開発する。 

a）運用性向上のための起動停止技術 

固体酸化物形燃料電池を主にコージェネレーションシステムとして実用化するときに求めら

れる運用性向上のための起動停止技術に関するもので、起動停止時間の短縮、緊急時の安全停

止、実用的なホットスタンバイのためのシステム開発を行う。主にセルスタック・モジュール

（システム発電効率４５％ＬＨＶ程度を見込めるもの）を用いて開発を実施する。なお、開発

成果は共同研究（委託）先のシステムを用いて確認する。 

なお、最終目標の達成に向けて追加的な基礎研究等が必要なことが判明したため、平成２２

年度末をもって中止とする。 

b）超高効率運転のための高圧運転技術 

超高効率運転のために固体酸化物形燃料電池をガスタービンと組み合わせるコンバインドサ

イクルシステムに係る高圧運転技術に関するシステム開発を行う。主にセルスタック・モジュ

ール（システム発電効率５０％ＬＨＶ程度を見込めるもの）を用いて開発を実施する。なお、

開発成果は本プロジェクトで開発するシステムを用いて確認する。 

 

３．達成目標 

a）運用性向上のための起動停止技術 

「中間目標」（平成２２年度） 

◎起動停止による熱サイクルの影響を評価し、熱衝撃緩和セルスタック・モジュール構造を確

立する。 

b）超高効率運転のための高圧運転技術 

「最終目標」（平成２４年度） 

◎耐久性４万時間（電圧低下率 ０．２５％／１０００時間）の見通しを得る。 

◎超高効率運転のための高圧運転技術を確立する。 

「中間目標」（平成２２年度） 

◎マイクロガスタービンと組み合わせるための圧力範囲で、起動停止、緊急時の安全停止を可

能とすることなどの高圧下での運転のためのシステム技術を確立する。 
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「固体酸化物燃料電池システム要素技術開発基本計画（案）」に対するパブリックコメント募集の結果について 

 

平成 20 年 3 月 24 日 

ＮＥＤＯ技術開発機構 

燃料電池･水素技術開発部 

 

ＮＥＤＯ ＰＯＳＴ ３において標記基本計画（案）に対するパブリックコメントの募集を行いました結果をご報告いたします。 

みなさまからのご協力を頂き、ありがとうございました。 

 

１．パブリックコメント募集期間 

    平成 20 年 2 月 25 日～平成 20 年 3 月 2日 

２．パブリックコメント投稿数＜有効なもの＞ 

    計 0 件 
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添付資料５ 

（プロジェクト全体） 

 H20 H21 H22 H23 H24 計 

特許出願 

（外国特許） 

１１ 

（０） 

１２ 

（０） 

１３ 

（０） 

２０ 

（０） 

０ 

（０） 

５６ 件 

(0) 件 

査読付き論文 ２２ ３２ ３７ ５１ １７ １５９ 件 

研究発表・講演 ７６ １８７ ２３１ ２１３ ４５ ７５２ 件 

受賞実績 ０ ２ ０ ４ ０ ６ 件 

新聞・雑誌等への掲載 ０ ６ ６ ２ １ １５ 件 

展示会への出展 ０ ３ １ ０ ０ ４ 件 

 

   ＊複数の研究項目に関するものがあるため、下記項目毎の件数の合計は上記と一致

しない。 

 

①基盤的・共通的課題のための研究開発 

（ｉ）耐久性・信頼性向上のための基礎研究 

 H20 H21 H22 H23 H24 計 

特許出願 

（外国特許） 

１１ 

（０） 

８ 

（０） 

１０ 

（０） 

２０ 

（０） 

０ 

（０） 

５２ 件 

(0) 件 

査読付き論文 ２２ ３０ ３５ ５１ １７ １５５ 件 

研究発表・講演 ７４ １７２ ２２１ ２１３ ４５ ７４９ 件 

受賞実績 ０ ２ ０ ４ ０ ６ 件 

新聞・雑誌等への掲載 ０ ５ ３ ２ １ １１ 件 

展示会への出展 ０ ３ ３ ２ ０ ８ 件 

 

①基盤的・共通的課題のための研究開発 

（ⅱ）原料・材料の低コスト及び低コスト化セルスタック・モジュールの技術開発 

a.耐久性を改良した低コスト金属インターコネクト材料の開発 

 H20 H21 H22 H23 H24 計 

特許出願 ０ １ ２   ３ 件 

論文 ０ ０ １   １ 件 

研究発表・講演 １ ２ ６   ９ 件 

受賞実績 ０ ０ ０   ０ 件 

新聞・雑誌等への掲載 ０ １ ２   ３ 件 

展示会への出展 ０ １ １   ２ 件 
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（ⅱ）原料・材料の低コスト及び低コスト化セルスタック・モジュールの技術開発 

b.セルスタック材料の低コスト化技術開発 

 H20 H21 H22 H23 H24 計 

特許出願 ０ ０ ０   ０ 件 

論文 ３ １ ０   ４ 件 

研究発表・講演 １２ ８ １   ２１ 件 

受賞実績 ０ ０ ０   ０ 件 

新聞・雑誌等への掲載 ０ ０ １   １ 件 

展示会への出展 ０ １ ０   １ 件 

 

➁実用性向上のための技術開発 

（ⅰ）運用性向上のための起動停止技術（a.高温円筒縦縞形） 

 H20 H21 H22 H23 H24 計 

特許出願 ０ １ ０   １ 件 

論文 ０ ０ ０   ０ 件 

研究発表・講演 ２ ０ ０   ２ 件 

受賞実績 ０ ０ ０   ０ 件 

新聞・雑誌等への掲載 ０ ０ ０   ０ 件 

展示会への出展 ０ ０ ０   ０ 件 

 

（ⅰ）運用性向上のための起動停止技術（b.中温円形平板形） 

 H20 H21 H22 H23 H24 計 

特許出願 ０ ３ ０   ３ 件 

論文 ０ ０ ０   ０ 件 

研究発表・講演 ０ ７ ３   １０ 件 

受賞実績 ０ ０ ０   ０ 件 

新聞・雑誌等への掲載 ０ ０ ０   ０ 件 

展示会への出展 ０ ０ ０   ０ 件 
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（ⅱ）超高効率運転のための高圧運転技術 

 H20 H21 H22 H23 H24 計 

特許出願 

（外国特許） 

６ 

（０） 

８ 

（０） 

１０ 

（０） 

2０ 

（０） 

０ 

（０） 

４４ 件 

(0) 件 

論文 １ ４ ２ １ １ ９ 件 

研究発表・講演 ９ ８ １５ ９ ３ ４４ 件 

受賞実績 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 件 

新聞・雑誌等への掲載 ０ ２ ０ ０ １ ３ 件 

展示会への出展 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 件 
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①基盤的・共通的課題のための研究開発 

（ｉ）耐久性・信頼性向上のための基礎研究 

課題 1-1) 中温筒状平板形 

 ―新聞・雑誌― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 
平成 21 年

11 月 11 日  

日本経済新聞 家庭用新型燃料電池の実証実

験 

大阪ガス 

2 
平成 21 年

12 月 11 日 

日本経済新聞 次世代型、11 月に実用化 大阪ガス 

3 
平成 23 年

9月 15 日 

各新聞社へのニュースリリー

ス 

いよいよ１０月よりＳＯＦＣ

型エネファームを販売開始 
JX 日鉱日石エネルギー 

4 
平成 24 年

3月 31 日 
各社新聞者へのﾆｭｰｽﾘﾘｰｽ 

家庭用燃料電池（SOFC）の開発

完了および「エネファームtype 

S」の販売開始 

大阪ガス（株）、アイシン精機

（株）、京セラ（株）、（株）長

府製作所、トヨタ自動車（株） 

 

課題 1-2) 中温筒状横縞形 

―論文― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 
平成 23 年

5月 1-6 日 
ECS Transaction 

Durability Tests of Flatten 

Tubular Segmented-in-Series 

Type SOFC Stacks for 

Intermediate Temperature 

Operation 

K. Horiuchi, K. Nakamura, M. 

Matsuzaki, S. Yamashita, T. 

Horita, H. Kishimoto,  K. 

Yamaji, H. Yokokawa 

2 
平成 2４年

7月末 

燃料電池 夏号 （VOL.12, 

NO.1, P6-10,  2012） 

東京ガスにおける SOFC の開発

状況 

中村 和郎、染川 貴亮、藤田 

顕二郎、松崎 良雄、山下 敏 

 

課題 1-3) 中温小型円筒形 

 （前期課題 円筒縦縞形を含む） 

 （①（ⅱ）原料・材料の低コスト及び低コスト化セルスタック・モジュールの技術開発

b.セルスタック材料の低コスト化技術開発と一部重複記載） 

 （②（ⅰ）運用性向上のための起動停止技術（a. 高温円筒縦縞形）と一部重複記載） 

 

―研究発表・講演― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 
平成 20 年

12 月 15 日 
第 4回 FC EXPO in 大阪 TOTO における SOFC の開発状況 上野 晃 

2 
平成 21 年

2月 27 日 
FC EXPO2009 TOTO における SOFC の開発状況 上野 晃 

3 
平成 21 年

7月 2日 

平成20年度NEDO成果報告シン

ポジウム 
高温円筒縦縞形耐久性の評価 宮尾元泰 

4 
平成 22 年

3月 23 日 
第 50 回セラミック協会年会 

SOFC 運 転 下 に お け る

Sc2O3-CeO2 安定化 ZrO2 の相変

態とその機構 

島津めぐみ 

5 
平成 22 年

6月 23 日 

Fourth International 

Conference on  

Science and Technology of 

Advanced Ceramics 

The Effect of Manganese on 

Phase transformations of 

Sc2O3 and CeO2 co-doped ZrO2 

during the Operation of Solid 

Oxide Fuel Cells 

（ＴＯＴＯ）○島津めぐみ、

樋渡研一、安藤茂、上野晃、（産

業技術総合研究所）山地克彦、

岸本治夫、横川晴美、（東京工

業大学大学院）磯部敏宏、中

島章、岡田清 

6 平成 22 年 平成21年度NEDO成果報告シン 高温円筒縦縞形耐久性の評価 宮尾元泰 
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7 月 7 日 ポジウム 

7 
平成 22 年

9月 2日 

福岡水素エネルギー人材育成

センター 第３回高度人材育

成コース 

ＴＯＴＯにおける家庭用ＳＯ

ＦＣの開発状況 
籾山 大 

8 
平成 22 年

9月 30 日 

第２回 ＦＣ Ｅｘｐｏ セ

ミナー in 福岡 

ＴＯＴＯにおける家庭用ＳＯ

ＦＣの取り組みと課題 
土屋 勝久 

9 
平成 22 年

11 月 4日 
SOFC 研究会基礎セミナー SOFC のシステム設計 上野 晃 

10 
平成 22 年

11 月 15 日 

3rd International congress 

on ceramics 

Development of TOTO SOFC 

module 
柿沼 保夫 

11 
平成 22 年

11 月 29 日 

日本ファインセラミックマシ

ナリー協会 

第２回新技術発表会 

TOTO における固体酸化物形燃

料電池の開発状況 
上野 晃 

12 
平成 22 年

12 月 16 日 
第１９回 SOFC 研究発表会 

ＴＯＴＯにおける家庭用ＳＯ

ＦＣの開発状況 

大村肇、渡邉直樹、赤木陽祐、

井坂暢夫、田中修平、佐藤真

樹、星子琢也、足立圭司,大塚

俊治,川上晃,中野清隆,大江

俊春 

13 
平成 23 年

3月 10 日 

固体酸化物形燃料電池実証研

究事業成果報告会 

ＴＯＴＯにおける家庭用ＳＯ

ＦＣの開発状況 
中野 清隆 

14 
平成 23 年

3月 10 日 

東京都市大学 戦略的研究基

盤形成支援事業  

第２回シンポジウム 

ＴＯＴＯにおけるＳＯＦＣシ

ステムの開発状況 
上野 晃 

15 
平成 23 年

3月 16 日 

日本セラミックス協会 2011 年

年会 

SOFC 運 転 下 に お け る

Sc2O3-CeO2 ドープ ZrO2 の安定

性に及ぼす不純物の影響 

島津 めぐみ 

16 
平成 23 年

5月 18 日 

第１８回燃料電池シンポジウ

ムプログラム 

ＴＯＴＯにおける家庭用ＳＯ

ＦＣの開発状況 
坂本泰一郎 

17 
平成 23 年

10 月 12 日 

国際セラミックス総合展２０

１１年セラミックスアーカイ

ブ 

高効率な発電を行う燃料電池 松岡 聡 

18 
平成 23 年

10 月 31 日 
Fuel Cell Seminar,2011 

Development Status of SOFC at 

TOTO 
Kosaku Fujinaga 

19 
平成 23 年

11 月 14 日 

大阪科学技術センター 

第 205 回燃料電池部会・ＦＣＨ

基盤技術懇談会 

TOTO における家庭用燃料電池

開発の状況 
大江 俊春 

20 
平成 23 年

12 月 12 日 
第 20 回 SOFC 研究発表会 

ＴＯＴＯにおける家庭用ＳＯ

ＦＣの開発状況 

大塚俊治,坂本泰一郎、阿部俊

哉,中野清隆 

21 
平成 24 年

3月 15 日 

大学技術とのオープン・イノベ

ーション推進セミナー 
TOTO における SOFC 開発状況 上野 晃 

22 
平成 24 年

5月 16 日 

第１９回燃料電池シンポジウ

ムプログラム 
TOTO における SOFC 開発状況 

田中修平、阿部俊哉、坂本泰

一郎、大塚俊治、中野清隆 

 ―論文― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 20 年

8月 1日 

FCDIC 燃料電池夏号 ＴＯＴＯにおける定置型ＳＯ

ＦＣの開発状況 

樋渡 研一 

2 平成 21 年

1月 1日 

月刊クリーンエネルギー誌 TOTO における SOFC の開発と今

後の展開 

上野 晃 

3 平成 22 年

7月 30 日 

FCDIC 燃料電池夏号 TOTO における家庭用 SOFC の開

発状況 

上野 晃 

4 平成 23 年

2月 1日 

Solid State Ionics 182 (2011) 

120–126 

Stability of Sc2O3 and CeO2 

co-doped ZrO2 Electrolyte 

during the Operation of Solid 

Oxide Fuel Cells 

Megumi Shimazu 

5 平成 23 年

6月 1日 

Solid State Ionics 204–205, 

120-128 (2011)  

 Stability of Sc2O3 and CeO2 

co-doped ZrO2 electrolyte 

during the operation of solid 

Megumi Shimazu 
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oxide fuel cells: Part II the 

influences of Mn, Al and Si 

6 平成 24 年

6月 30 日 

水素エネルギー協会(HESS)会

誌 , Vol.37,  No.2, 

pp.124-127,  2012 

TOTO における SOFC 開発状況 上野 晃 

7 平成 24 年

7月 30 日 

FCDIC 燃料電池夏号 TOTO における家庭用 SOFC の開

発状況 

上野 晃 

 ―新聞・雑誌― 

No. 年月 タイトル 発表者 発表形態 

1 
平成 22 年

2月 17 日 

TOTO 投資（茅ヶ崎工場へのセ

ラミック部材量産化の設備投

資関連記事） 

ＴＯＴＯ 

日本経済新聞 

日刊工業新聞 

日経産業新聞 

フジサンケイビジネスアイ 

 ―展示会への出展― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 22 年

9月 29 日 

水素エネルギー先端技術展

2010 ポスター展示 

ＴＯＴＯ燃料電池開発 宮尾 元泰 

 

課題 1-4) 高温円筒横縞形 

 （①（ⅱ）原料・材料の低コスト及び低コスト化セルスタック・モジュールの技術開発

b.セルスタック材料の低コスト化技術開発と一部重複記載） 

 （②実用性向上のための技術開発（ⅱ）超高効率運転のための高圧運転技術と一部重複

記載） 

 

 ―特許― 

No. 出願日 出願番号 発明の名称 委託会社名 

1 平成 20 年

4月 16 日 

特願 2008-107046 燃料電池モジュール 三菱重工業株式会社 

2 平成 20 年

4月 23 日 

特願 2008-112882 固体酸化物型燃料電池 三菱重工業株式会社 

3 平成 20 年

12 月 11 日 

特願 2008-315807 固体酸化物形燃料電池 三菱重工業株式会社 

4 平成 20 年

12 月 22 日 

特願 2008-325233 固体酸化物形燃料電池および

固体酸化物形燃料電池システ

ム 

三菱重工業株式会社 

5 平成 20 年

12 月 26 日 

特願 2008-331759 固体酸化物型燃料電池 三菱重工業株式会社 

6 平成 20 年

12 月 26 日 

特願 2008-332046 固体酸化物型燃料電池 三菱重工業株式会社 

7 平成 21 年

6月 18 日 

特願 2009-145015 号 固体電解質型燃料電池インタ

ーコネクタ用材料、固体電解質

型燃料電池セル、及び、固体電

解質型燃料電池 

三菱重工業株式会社 

8 平成 21 年

11 月 30 日 

特願 2009-272760 号 燃料電池 三菱重工業株式会社 

9 平成 21 年

12 月 21 日 

特願 2009-289807 号 固体酸化物形燃料電池発電シ

ステム 

三菱重工業株式会社 

10 平成 21 年

12 月 21 日 

特願 2009-289808 号 固体酸化物燃料電池及びその

運転方法 

三菱重工業株式会社 

11 平成 21 年

12 月 25 日 

特願 2009-296153 号 固体酸化物形燃料電池システ

ム 

三菱重工業株式会社 
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12 平成 22 年

2月 26 日 

特願 2010-043519 号 固体電解質燃料電池用セルチ

ューブ、及び固体電解質燃料電

池 

三菱重工業株式会社 

13 平成 22 年

2月 26 日 

特願 2010-043522 号 固体電解質型燃料電池 三菱重工業株式会社 

14 平成 22 年

3月 2日 

特願 2010-045906 号 燃料電池 三菱重工業株式会社 

15 平成 22 年

7月 13 日 

特願 2010-159181 号 固体酸化物型燃料電池及びそ

の製造方法 

三菱重工業株式会社 

16 平成 22 年

9月 8日 

特願 2010-201043 号 固体酸化物形燃料電池の起動

方法 

三菱重工業株式会社 

17 平成 22 年

11 月 1日 

特願 2010-245218 号 燃料電池用集電棒のシール構

造 

三菱重工業株式会社 

18 平成 22 年

11 月 10 日 

特願 2010-294249 号 固体電解質型燃料電池の起動

方法 

三菱重工業株式会社 

19 平成 22 年

12 月 17 日 

特願 2010-282258 号 シール構成部材を形成する方

法及び固体電解質型燃料電池

モジュールの製造方法 

三菱重工業株式会社 

20 平成 22 年

12 月 28 日 

特願 2010-294250 号 固体電解質型燃料電池の運転

状態の監視方法 

三菱重工業株式会社 

21 平成 23 年

2月 22 日 

特願 2011-036327 号 固体酸化物形燃料電池及びそ

れを用いた固体酸化物形燃料

電池の温度分布調整方法 

三菱重工業株式会社 

22 平成 23 年

2月 22 日 

特願 2011-036328 号 固体酸化物形燃料電池の熱交

換用上部又は下部中子、及び固

体酸化物形燃料電池 

三菱重工業株式会社 

23 平成 23 年

3月 11 日 

特願 2011-054726 号  固体酸化物形燃料電池集合体

の上部支持構造 

三菱重工業株式会社 

24 平成 23 年

3月 16 日 

特願 2011-058589 号 燃料電池・ガスタービンコンバ

インド発電システム及びその

燃料電池の起動方法 

三菱重工業株式会社 

25 平成 23 年

4月 21 日 

特願 2011-095477 燃料電池・ガスタービンコンバ

インド発電システム及びその

燃料電池の停止方法 

三菱重工業株式会社 

26 平成 23 年

4月 21 日 

特願 2011-095478 燃料電池システム 三菱重工業株式会社 

27 平成 23 年

5月 31 日 

特願 2011-122500 固体酸化物形燃料電池 三菱重工業株式会社 

28 平成 23 年

6月 24 日 

特願 2011-141129 固体酸化物形燃料電池 三菱重工業株式会社 

29 平成 23 年

10 月 5日 

特願 2011-221259 高温型燃料電池を有するガス

タービンコンバインド発電シ

ステムおよび高温型燃料電池

を有するガスタービンコンバ

インド発電システムの運転方

法 

三菱重工業株式会社 

30 平成 23 年

11 月 30 日 

特願 2011-261887 固体酸化物型燃料電池 三菱重工業株式会社 

31 平成 24 年

1月 5日 

特願 2012-000704 固体電解質型燃料電池の製造

方法及び固体電解質型燃料電

池 

三菱重工業株式会社 

32 平成 24 年

1月 6日 

特願 2012-001455 固体電解質型燃料電池セルチ

ューブの製造方法 

三菱重工業株式会社 

33 平成 24 年

1月 6日 

特願 2012-037916 固体電解質型燃料電池セルチ

ューブの製造方法 

三菱重工業株式会社 

34 平成 24 年

1月 30 日 

特願 2012-017331 固体酸化物形燃料電池の起動

方法 

三菱重工業株式会社 

35 平成 24 年

1月 31 日 

特願 2012-018009 固体電解質型燃料電池 三菱重工業株式会社 



8 

 

36 平成 24 年

2月 3日 

特願 2012-034328 燃料電池及びその酸化剤供給

方法 

三菱重工業株式会社 

37 平成 24 年

2月 17 日 

特願 2012-033051 燃料電池及び燃料電池の停止

時冷却方法 

三菱重工業株式会社 

38 平成 24 年

2月 20 日 

特願 2012-034326 燃料電池及びその酸化剤排出

方法 

三菱重工業株式会社 

39 平成 24 年

2月 20 日 

特願 2012-034327 固体酸化物形燃料電池及び複

合発電システム 

三菱重工業株式会社 

40 平成 24 年

2月 20 日 

特願 2012-022238 燃料電池及びその酸化剤供給

方法 

三菱重工業株式会社 

41 平成 24 年

2月 22 日 

特願 2012-036309 固体酸化物形燃料電池の運転

方法、複合発電システムの運転

方法、固体酸化物形燃料電池シ

ステム及び複合発電システム 

三菱重工業株式会社 

42 平成 24 年

2月 22 日 

特願 2012-036438 固体酸化物形燃料電池 三菱重工業株式会社 

43 平成 24 年

2月 29 日 

特願 2012-044427 SOFC 複合発電装置およびその

運転方法 

三菱重工業株式会社 

44 平成 24 年

2月 29 日 

特願 2012-044819 コンバインド発電システム、及

びコンバインド発電システム

の運転方法 

三菱重工業株式会社 

 ―研究発表・講演― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 20 年

5月 26 日 

第 72 回 SOFC 研究会 三菱重工における SOFC 開発に

ついて 

小林 由則 

2 平成 20 年

6月 10 日 

第 73 回 SOFC 研究会 

(International Symposium on 

Durability and Reliability 

of Solid Oxide Fuel Cells) 

Study on Degradation 

Behavior of Segmented-in- 

series Tubular SOFCs 

冨田 和男 

3 平成 20 年

6月 17 日 

FC 懇談会 200kW 級 SOFC-MGT コンバイン

ドサイクルシステムの開発 

加幡 達雄 

4 平成 20 年

9月 18 日 

2008 KOREA-JAPAN-CHINA SOFC 

SYMPOSIUM 

Performance Improvement and 

Durability  Test of 

Segmented-in-series Tubular 

Type SOFCs 

冨田 和男、加幡 達雄、佃 洋、

大隈 滋、宮本 晃志、山下 晃

弘 

5 平成 20 年

10 月 15 日 

4th International 

Conferenceon Clean Coal 

Technology and Fuel Cells 

Development of the 200kW 

class SOFC-MGT Combined 

Cycle System 

加幡 達雄 

6 平成 20 年

10 月 21 日 

技術情報センターセミナー 

燃料電池の開発動向と今後の

展望～ＭＣＦＣ、ＰＥＦＣ、Ｓ

ＯＦＣの開発最前線～ 

固体酸化物形燃料電池（SOFC）

の開発動向と今後の展開～

SOFC・ガスタービンコンバイン

サイクルシステムの開発動向

～ 

小林 由則 

7 平成 20 年

10 月 30 日 

FC Seminar Development of the 200kW 

class SOFC-MGT Combined 

Cycle System with Tubular 

Type Cell-Stack 

加幡 達雄、西浦 雅則、冨田 

和男、古賀 重徳、眞竹 徳久、

安藤 喜昌、小林 由則 

8 平成 20 年

12 月 12 日 

2008 年度ガスタービンシンポ

ジウム 

200kW 級 SOFC-MGT 複合発電シ

ステムの開発 

加幡 達雄 

9 平成 20 年

12 月 18 日 

第１７回 SOFC 研究発表会 円筒形ＳＯＦＣ高効率コンバ

インドサイクルシステムの開

発 

冨田 和男、加幡 達雄、西浦 

雅則、古賀 重徳、眞竹 徳久、

安藤 喜昌、小林 由則 

10 平成 21 年

5月 12 日 

FCDIC 第 16 回燃料電池シン

ポジウム 

固体酸化物形燃料電池とガス

タービンコンバインドによる

高効率発電システム 

小林 由則、安藤 喜昌、加

幡 達雄、西浦 雅則 

11 平成 21 年

7月 9日 

化学工学会 関西支部セミナー

「省エネルギー戦略 -低炭素

社会時代を切り開く省エネル

ギー技術-」 

固体酸化物型燃料電池とガス

タービンとのコンバインド高

効率発電システム 

小林 由則 
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12 平成 21 年

12 月 10 日 

SOFC Seminar 2009 in Kyoto Current Status and Future 

Prospects for Large-Scale 

SOFC Combined Cycle System 

宮本 晃志 

13 平成 21 年

12 月 11 日 

産業技術総合研究所 環境・エ

ネルギーシンポジウム 

固体酸化物形燃料電池とガス

タービンの組み合わせによる

最高効率の火力発電システム

の開発状況 

小林 由則 

14 平成 21 年

12 月 17 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会 SOFC-ガスタービン複合発電シ

ステムの開発 

加幡 達雄、西浦 雅則、冨

田 和男、池田 浩二、古賀 

重徳、宮本 晃志、安藤 喜

昌、小林 由則、眞竹 徳久、

佃 洋、末森 重徳 

15 平成 21 年

12 月 17 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会 円筒形 SOFC 発電システムの信

頼性向上 

末森 重徳、佃  洋、眞竹 

徳久、冨田 和男、古賀 重

徳、宮本 晃志、西浦 雅則、

池田 浩二、加幡 達雄、安

藤 喜昌、小林 由則 

16 平成 22 年

1月 22 日 

第 38 回ガスタービン学会 SOFC-ガスタービン複合発電シ

ステムの開発 

安藤 喜昌、小林 由則、加

幡 達雄、西浦 雅則、池田 

浩二、眞竹 徳久 

17 平成 22 年

3月 5日 

FC EXPO 2010 ～第 6回 国際

水素・燃料電池展～ 

大型 SOFC コンバインド発電シ

ステムの開発状況と今後の展

開 

小林 由則 

18 平成 22 年

6月 10 日 

日本機械学会動力・エネルギー

シンポジウム 

SOFC の加圧下における性能向

上とモジュール化についての

研究 

橋本 彰、小阪 健一郎、眞

竹 徳久、木藪 敏康、小林 

由則、加幡 達雄 

19 平成 22 年

7月 15 日 

くまもと技術革新・融合研究会

（RIST）フォーラム 

SOFC－ガスタービン複合発電

システムの開発状況 

西浦 雅則 

20 平成 22 年

9月 5日 

Asian SOFC Symposium Development of SOFC-GT 

Combined Cycle System 

吉田 慎、寺本 雄一、宮本 

晃志、古賀 重徳、冨田 和

男、西浦 雅則、加幡 達雄、

安藤 喜昌、小林 由則、眞

竹 徳久、佃 洋、末森 重

徳 

21 平成 22 年

9月 27 日 

F-CELL 2010 Development of the SOFC-GT 

Combined Cycle System with 

Tubular Type Cell Stack 

西浦 雅則 

22 平成 22 年

9月 29 日 

大阪科学技術センター（OSTEC)

燃料電池部会 FCH基盤技術懇

談会 第 195 回定期研究会 

SOFC-ガスタービン複合発電シ

ステムの開発 

加幡 達雄 

23 平成 22 年

10 月 13 日 

火原協/平成 22 年度火力原子

力発電大会 

トリプルコンバインドサイク

ルによる最高効率発電システ

ムの開発 

小林 由則 

24 平成 22 年

10 月 18 日 

FC Seminar 2010 Development of the SOFC-GT 

Combined Cycle System with 

Tubular Type Cell Stack 

冨田 和男、西浦 雅則、古

賀 重徳、宮本 晃志、寺本 

雄一、吉田 慎、加幡 達雄、

安藤 喜昌、小林 由則、眞

竹 徳久、末森 重徳 

25 平成 22 年

10 月 29 日 

化学工学会 関西支部セミナー SOFC と GTCC の組み合わせによ

る最高効率発電システムの開

発 

小林 由則 

26 平成 22 年

11 月 3日 

SOFC 研究会 基礎セミナー コンバインド SOFC システム 加幡 達雄 

27 平成 22 年

11 月 6日 

第２回 九州パワーアカデミ

ー研究部会シンポジウム 

固体酸化物形燃料電池（SOFC）

複合発電システムの開発 

加幡 達雄 

28 平成 22 年

11 月 11 日 

東京ｶﾞｽｴﾈﾙｷﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ総合展 

熱電プラザ 2010 セミナー 

SOFC と MGT を組み合わせた高

効率ハイブリッドシステムの

開発 

小林 由則 

29 平成 22 年

12 月 16 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 SOFC-ガスタービン複合発電シ

ステムの開発 

寺本 雄一、加幡 達雄、眞

竹 徳久 
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30 平成 23 年

1月 26 日 

電気化学会主催セミナー「最先

端電池技術」 

三菱重工における SOFC-GTCC

開発状況 

安藤 喜昌 

31 平成 23 年

3月 1日 

クリーンエネルギー 固体酸化物形燃料電池（SOFC）

トリプルコンバインドシステ

ムの開発 

西浦 雅則、加幡 達雄、岩田

光由、眞竹 徳久 

32 平成 23 年

3月 3日 

FC EXPO 2011 ～第 7回 国際

水素・燃料電池展～ 

SOFC トリプルコンバインドサ

イクルシステムの開発状況と

今後の展開 

小林 由則 

33 H23 年 5 月

2日 

SOFC-XII Development of the SOFC-GT  

Combined Cycle System with 

Tubular Type Cell Stacks 

吉田 慎、加幡 達雄、西浦 雅

則、古賀 重徳、冨田 和男、

宮本 晃志、寺本 雄一、眞竹 

徳久、佃 洋、末森 重徳、安

藤 喜昌、小林 由則 

34 平成 23 年

9月 12 日 

日本機械学会 2011 年度年次

大会「ワークショップ」 

SOFC トリプルコンバインドサ

イクルシステムの開発 

加幡 達雄 

35 平成 23 年

10 月 20 日 

火力原子力発電技術協会中部

支部主催講演会 

SOFC と GTCC の組み合わせによ

る 最高効率発電システムの開

発（トリプルコンバインドサイ

クル™への挑戦） 

小林 由則 

36 平成 23 年

12 月 1日 

機械材料学（東大講義） 燃料電池と材料 加幡 達郎 

37 平成 23 年

12 月 8日 

第 37 回固体イオニクス討論会 ＳＯＦＣ－ガスタービン複合

発電システムの現状と今後の

展望 

冨田 和男 

38 平成 23 年

12 月 12 日 

第 20 回 SOFC 研究発表会 ＳＯＦＣトリプルコンバイン

ドサイクル システムの開発 

吉田 慎、加幡 達雄、西浦 雅

則、冨田 和男、宮本 晃志、

寺本 雄一、安藤 喜昌、眞竹 

徳久、佃 洋、末森 重徳 

39 平成 24 年

2月 10 日 

火力原子力発電技術協会東北

支部技術講演会 

SOFC と GTCC の組み合わせによ

る 最高効率発電システムの開

発 （トリプルコンバインドサ

イクルへの挑戦） 

小林 由則 

40 平成 24 年

2月 29 日 

FC EXPO 2012 ～第 8回 国際

水素・燃料電池展～ 

SOFC トリプルコンバインドサ

イクルシステムの開発状況と

今後の展開 

小林 由則 

41 平成 24 年

3月 27 日 

日本化学会第 92 春季年会 ＳＯＦＣトリプルコンバイン

ドサイクル システムの開発状

況 

小林 由則 

42 平成 24 年

5月 16 日 

FCDIC 第 19 回燃料電池シンポ

ジウム 

SOFC トリプルコンバインドサ

イクルシステムの開発 

荒木研太、西浦雅則冨田和男、

宮本晃志、寺本雄一、吉田慎、

眞竹徳久、佃洋、末森重徳、

加幡達雄、安藤喜昌、小林由

則 

43 平成 24 年

6月 22 日 

動力・エネルギーシンポジウム SOFC トリプルコンバインドサ

イクルシステムの開発構想と

取り組状況 

小林由則、冨田和男、眞竹徳

久、 

44 平成 24 年

6月 28 日 

10th EUROPEAN SOFC FORUM Chromium Poisoning of 

LaMnO3-based Cathode within 

Generalized Approach 

横川晴美、堀田照久、山地克

彦、岸本治夫、山本融、吉川

将洋、麦倉良啓、加幡達雄、

冨田和男 

 ―論文― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 21 年

2月 

粉体および粉末冶金第 56 巻第

2号 

Sr1-1.5xLaxTiO3の焼結性と電

気特性ならびに熱膨張挙動に

及ぼす La 置換の影響 

佃 洋、大隈 滋、冨田 和男 

2 平成 21 年

5月 

日 本 ガ ス タ ー ビ ン 学 会 誌 

Vol.37 No.3 

マイクロガスタービン－SOFC

ハイブリッドサイクル 

君島 真仁、加幡 達雄 
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3 平成 21 年

5月 

Electrochemistry(電気化学会

誌) 

Optimization of 

Segmented-in-series Tubular 

SOFCs Using an 

La0.5Sr0.5-xCaxMnO3 System 

Cathode and the Generation 

Characteristics under 

Pressurization 

冨田 和男、久留 長生、加

幡 達雄、佃 洋、山下 晃

弘、山崎 陽太郎 

4 平成 21 年

10 月 

Electrochemistry(電気化学会

誌) 

Structural Modification of 

Segmented-in-series Tubular 

SOFCs Using Performance 

Simulation and the Effect of 

(Sm, Ce)O2 Cathode 

Interlayer on the Generation 

Characteristics under 

Pressurization 

冨田 和男、久留 長生、加

幡 達雄、佃 洋、山崎 陽

太郎 

5 平成 21 年

12 月 

Electrochemistry(電気化学会

誌) 

Optimization of 

Segmented-in-series Tubular 

SOFCs with an (La, Sr)CoO3 

System Cathode and the 

Generation Characteristics 

under Pressurization 

冨田 和男、山下 晃弘、佃 

洋、加幡 達雄、池田 浩二、

久留 長生、山崎 陽太郎 

6 平成 22 年

5月 

日本機械学会 英文ジャーナ

ル （ Journal of Power and 

Energy Systems） 

Study on Optimization and 

Scale-up of Pressurized 

Solid Oxide Fuel Cells. 

橋本 彰、小阪 健一郎、眞

竹 徳久、木藪 敏康、小林 

由則、加幡 達雄、冨田 和

男 

7 平成 22 年

5月 

オーム社 技術総合誌 特集

記事 

固体酸化物形燃料電池とガス

タービンの組み合わせによる

最高効率の火力発電システム

の開発 

小林 由則 

8 平成 23 年

11 月 

ターボ機械誌 燃料電池複合発電システムの

現況と展望  

眞竹 徳久、西浦 雅則、冨

田 和男 

9 平成 24 年

4月 

Electrochemistry(電気化学会

誌) 

SOFC－ガスタービン複合発電

システムの現状と今後の展望 

冨田 和男, 眞竹 徳久, 西

浦 雅則 

 

前期課題  円形平板形 

 ―特許― 

No. 出願日 出願番号 発明の名称 委託会社名 

1 平成 21 年

1月 9日 

特願 2009-003897 固体酸化物形燃料電池の活性

化方法、ならびに固体酸化物形

燃料電池の製造方法 

関西電力㈱ 

2 平成 21 年

2月 20 日 

特願 2009-028362 平板形固体酸化物形燃料電池 三菱ﾏﾃﾘｱﾙ㈱ 

関西電力㈱ 

3 平成 21 年

2月 20 日 

特願 2009-028363 平板形固体酸化物形燃料電池 三菱ﾏﾃﾘｱﾙ㈱ 

関西電力㈱ 

 ―研究発表・講演― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 20 年

6月 9日 

International Symposium on 

Durability and Reliability 

of Solid Oxide Fuel Cells 

Investigation for 

Improved  Durability of 

kW-class Module made up of a 

Disk-type Seal-less Stack 

秋草順,江藤浩之 

2 平成 20 年

7月 4日 

8th European SOFC Forum Disk-Type Seal-Less IT-SOFC 

CHP System Development 

宮澤隆,細井敬,山崎啓,西脇

太 

3 平成 20 年

9月 17 日 

2008 Korea-Japan-China SOFC 

Symposium 

Development of IT-SOFC Using 

Lanthanum Gallate 

Electrolyte 

稲垣亨,西脇太,大西靖孝,加

藤正樹,山崎啓,平田勝哉,秋

草順,ｱｸﾍﾞｲﾀﾅｰ,江藤浩之 

4 平成 20 年

10 月 22 日 

The 6th Asian Meeting on 

Electroceramics 

Development of 

Intermediate-Temperature So

lid Oxide Fuel Cells Using 

Doped Lanthanum Gallate 

江藤浩之,ｱｸﾍﾞｲﾀﾅｰ,秋草順,

魚住学司,千歳範壽,稲垣亨,

石原達己 
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Electrolyte 

5 平成 20 年

10 月 30 日 

2008 Fuel Cell Seminar Sulfur Poisoning of SOFC 

Cathodes 

山地克彦,熊岳平,堀田照久,

横川晴美,秋草順,江藤浩之,

稲垣亨 

6 平成 20 年

12 月 18 日 

第 17 回 SOFC 研究発表会 ランタンガレート系電解質を

用いた低温作動 SOFC の開発

（８） 

佐藤基樹,平田勝哉,西本竹

英,村上直也,江藤浩之,加藤

正樹,加納二朗,西順也,西脇

太,稲垣亨,石原達己 

7 平成 21 年

9月 16 日 

日本機械学会 2009 秋年次大会 中温円形平板形燃料電池の耐

久性評価 

江藤浩之,秋草順,魚住学司，

川野光伸,稲垣亨 

8 平成 21 年

10 月 6日 

SOFC-XI Effect of SO2 Concentration 

on  Degradation  of 

Sm0.5Sr0.5CoO3 Cathode 

K. Yamaji, Y. Xiong, M. 

Yoshinaga, H. Kishimoto, M. 

E. Brito, T. Horita, 

H.Yokokawa, J. Akikusa, M. 

Kawano 

9 平成 21 年

11 月 17 日 

2009 Fuel Cell Seminar Progress in Development of 

IT-SOFC Based on Lanthanum 

Gallate Electrolyte 

H. Eto, T. Akbay, K. Hirata, 

M. Sato, T. Inagaki, F. 

Nishiwaki 

10 平成 21 年

12 月 17 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会 耐久試験及び、起動停止後の

1kW 級 SOFC スタックの劣化要

因解析 

秋草順,江藤浩之,上野大介,

川野光伸,稲垣亨 

11 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学会第 77 回大会 SSC カソードの SO2被毒：温度

依存性に関する検討 

山地克彦、岸本治夫、堀田照

久、横川晴美、秋草順、川野

光伸 

 

課題 2-1) 熱力学的解析 

 ―研究発表・講演― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 20 年

6月 4日 

Asia-European Workshop on 

SOFC 

On Degradation of Solid Oxide 

Fuel Cells 

横川 晴美 

2 平成 20 年

6月 9日 

International Symposium in 

Durability and Reliability 

of Solid Oxide Fuel Cells 

General Features of SOFC 

Degradation and Progress on 

Reliability in Japan 

横川 晴美 

3 平成 20 年

6月 9日 

第７３回 SOFC 研究会 Impurity and Interface 

Analyses for Degradation of 

SOFCs 

堀田 照久、岸本 治夫、山地 

克彦、熊 岳平、M. E. Brito、

横川 晴美 

4 平成 20 年

7月 2日 

8th European SOFC Forum Oxygen Diffusivity in Oxide 

Scales of Fe-Cr Alloy 

Interconnects 

堀田 照久、岸本 治夫、山地 

克彦、熊 岳平、M. E. Brito、

横川 晴美、馬場好孝、小笠原 

慶、亀田 治邦、松崎 良雄、

山下 敏、安田 信隆、上原 

利弘 

5 平成 20 年

7月 3日 

8th European Solid Oxide Fuel 

Cell Forum 

Effect of Contamination on 

the Durability of SOFC Stacks 

and Modules in Real Operation 

Condition 

横川 晴美、堀田 照久、山地 

克彦、岸本 治夫、熊 岳平、

M. E. Brito 

6 平成 20 年

8月 11 日 

Workshop on Thermodynamics o 

Nano structured Materials 

and Materials under Exotic 

and Unusual Conditions  

Thermodynamics of SOFC 

Materials 

横川 晴美 

7 平成 20 年

7月 2日 

8th European Solid Oxide Fuel 

Cell Forum 

Stability of the Ni-base 

Anode for Hydrocarbon Fuels 

Containing Sulfur 

岸本 治夫、山地 克彦、堀田 

照久、熊 岳平、M. E. Brito、

横川 晴美 
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8 平成 20 年

8月 11 日 

Workshop on Thermodynamics 

of Nano structured Materials 

and Materials under Exotic 

and Unusual Conditions 

Thermodynamics of SOFC 

Materials: Why bulk 

thermodynamics can be 

effectively applied to the 

interface chemistry in nano 

scales?  

横川 晴美 

9 平成 20 年

9月 18 日 

2008 Korea-Japan-China SOFC 

Symposium 

Degradation of SOFCs from the 

Materials Chemistry Point of 

View 

横川 晴美、堀田 照久、山地 

克彦、岸本 治夫、熊 岳平、

M. E. Brito 

10 平成 20 年

10 月 6日 

International Workshop on 

Accelerated Testing in Fuel 

Cells 

Analysis of Impurity Levels 

of Components by SIMS for 

Degradation of Solid Oxide 

Fuel Cells 

堀田 照久 

11 平成 20 年

10 月 8日 

Fuel Cells Science 

&Technolgy2008 

Effects of impurities on the 

degradation and long-term 

stability for Solid Oxide 

Fuel Cells 

堀田 照久、岸本 治夫、山地 

克彦、熊 岳平、M. E. Brito、

横川 晴美、堀 雄一、宮地 

達 

12 平成 20 年

10 月 8日 

Fuel Cells Science 

&Technolgy2008 

Anomalous Oxide Scale 

Formation under Exposure of 

Sodium Containing 

Atmospheres for SOFC Alloy 

Interconnects 

堀田 照久、岸本 治夫、山地 

克彦、熊 岳平、M. E. Brito、

横川 晴美 

13 平成 20 年

10 月 15 日 

214th ECS Meeting Phase Transformation of the 

Scandia Stabilized Zirconia 

in the Ni-ScSZ Cermet Anode 

岸本 治夫、山地 克彦、堀田 

照久、熊 岳平、M. E. Brito、

横川 晴美 

14 平成 20 年

10 月 28 日 

2008 Fuel Cell Seminar & 

Exposition 

Anode Degradation in SOFC : 

Fuel Impurity Effects on 

Nickel Component 

岸本 治夫、山地 克彦、熊 岳

平、堀田 照久、M. E. Brito、

横川 晴美 

15 平成 20 年

10 月 15 日 

International Conference on 

Clean Coal Technology and 

Fuel Cells (CCT&FCs-2008) 

Recent studies on durability 

of SOFC materials at AIST 

山地 克彦、岸本 治夫、熊 岳

平、M. E. Brito、堀田 照久、

横川 晴美 

16 平成 20 年

10 月 28 日 

2008 Fuel Cell Seminar & 

Exposition 

Evaluation of Impurity 

Levels in Real SOFC Stacks 

and Modules 

山地 克彦、岸本 治夫、熊 岳

平、M. E. Brito、堀田 照久、

横川 晴美 

17 平成 20 年

10 月 30 日 

2008 Fuel Cell Seminar & 

Exposition   

Sulfur Poisoning of SOFC 

Cathodes 

山地 克彦、熊 岳平、堀田 照

久、横川 晴美、秋草 順、江

藤 浩之、稲垣 亨 

18 平成 20 年

12 月 9日 

IUMRS-ICA2008 Reactivity of Alkaline with 

Oxide Scale Formed on Fe-Cr 

Alloy for Solid Oxide Fuel 

Cells 

堀田 照久、岸本 治夫、山地 

克彦、熊 岳平、M. E. Brito、

横川 晴美 

19 平成 20 年

12 月 18 日 

第 17 回 SOFC 研究発表会 合金インターコネクト用酸化

物コーティングにおける同位

体酸素拡散 

堀田 照久、山地 克彦、横川 

晴美、馬場好孝、亀田治邦、

松崎良雄、山下 敏、安田信

隆、上原利弘 

20 平成 20 年

12 月 4日 

第 34 回固体イオニクス討論会 Ni-ScSZサーメットアノードに

おける ScSZ の相変態 

岸本 治夫、山地 克彦、堀田 

照久、熊 岳平、M. E. Brito、

吉永 昌史、横川 晴美 

21 平成 20 年

12 月 18 日 

第１７回ＳＯＦＣ研究発表会 不純物の反応駆動力と輸送量

を制御した加速劣化試験法の

検討 

山地 克彦、岸本 治夫、熊 岳

平、M. E. Brito、堀田 照久、

横川 晴美 

22 平成 21 年

3月 29 日 

電気化学第７６回大会 SOFC 単セル試験時の LSM/ScSZ

界面への白金の析出 

山地 克彦、吉永昌史、岸本 治

夫、熊 岳平、M. E. Brito、

堀田 照久、横川 晴美 

23 平成 21 年

3月 29 日 

電気化学第７６回大会 SOFC 空気極における Cr蓄積量

と Cr 被毒の分析 

堀田 照久、熊 岳平、吉永昌

史、岸本 治夫、山地 克彦、

M. E. Brito、横川 晴美 

24 平成 21 年

3月 29 日 

電気化学第７６回大会 石炭ガス化ガス導入後の燃料

極分析 

岸本 治夫、山地 克彦、堀田 

照久、熊 岳平、M. E. Brito、

吉永 昌史、横川 晴美、倉本

浩司、鈴木善三 
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25 平成 21 年

3月 29 日 

電気化学第７６回大会 石炭ガス化ガスによる SOFC 発

電試験 

倉本浩司、鈴木善三、岸本 治

夫、山地 克彦、堀田 照久、

熊 岳平、M. E. Brito、横川 晴

美 

26 平成 21 年

10 月 5日 

SOFC-XI ACCELERATED DEGRADATION OF 

SOFC CATHODES BY Cr VAPORS 

堀田照久, 熊 岳平, 吉永昌

史, 岸本治夫,山地克彦, M. 

E. Brito, 横川晴美 

27 平成 21 年

10 月 5日 

SOFC-XI Phase Transformation of ScSZ 

by Reduction of NiO-ScSZ 

Mixture 

岸本治夫, 吉永昌史,山地克

彦, M. E. Brito, 堀田照久, 

横川晴美 

28 平成 21 年

10 月 5日 

SOFC-XI Effects of Impurities 

Contained in Coal-Derived 

Syngas on the Performance of 

SOFCs 

倉本浩司, 鈴木善三,岸本治

夫, 山地克彦,堀田照久, 熊 

岳平, M. E. Brito, 横川晴美 

29 平成 21 年

10 月 5日 

SOFC-XI Effect of SO2 Concentration 

on Degradation of 

Sm0.5Sr0.5CoO3 Cathode 

山地克彦, 熊岳平, 吉永昌

史, 岸本治夫, M. E. Brito, 

堀田照久,横川晴美, 秋草順, 

川野光伸 

30 平成 21 年

10 月 26 日 

MS&T09 Thermal cycling effects on 

oxide scales formation of 

Fe-Cr alloys for SOFCs 

堀田照久, 吉永昌史, 岸本治

夫, 山地克彦,熊岳平, M. E. 

Brito, 横川晴美 

31 平成 21 年

11 月 5日 

CCT&FCS-2009 Anode Degradation Behaviour 

in Hydrocarbon Fuelled SOFCs 

岸本治夫, 山地克彦, M. E. 

Brito, 堀田照久,横川晴美 

32 平成 21 年

11 月 16 日 

2009 Fuel Cell Seminar & 

Exposition 

Effects of Impurities on the 

Degradation of SOFC Stacks 

堀田照久, 岸本治夫, 山地克

彦, M. E. Brito,横川晴美 

33 平成 21 年

12 月 7日 

第３５回固体イオニクス討論

会 

純セリアの電子伝導特性 岸本治夫, 熊岳平, 山地克

彦, M. E. Brito, 堀田照久, 

横川晴美 

34 平成 21 年

12 月 7日 

第３５回固体イオニクス討論

会 

SOFC 空気極における Cr被毒解

析：Cr 蓄積分布と電極材料・

過電圧 

堀田照久, 趙度衡, 出来学, 

岸本治夫, 山地 克彦, M. E. 

Brito, 横川晴美 

35 平成 21 年

12 月 17 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会 不純物が影響した劣化の解析

と SOFC 耐久性の評価 

堀田照久, 山地克彦, 岸本治

夫, M. E. Brito,横川晴美, 趙

度衡, 出来学 

36 平成 21 年

12 月 17 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会 石炭ガス化ガス利用型 SOFC 発

電システムを目指した基礎的

調査研究 

倉本浩司, 松岡浩一、福島登

志代, 鈴木善三, 岸本治夫, 

山地克彦,  M. E. Brito,趙度

衡, 堀田照久, 横川晴美, 義

家亮, 成瀬一郎, 隈部和弘, 

守富寛 

37 平成 22 年

2月 14 日 

TMS2010 Coating of Dense Oxide Layer 

on the Fe-Cr Alloys for 

Interconnects 

堀田照久, 岸本治夫, 山地克

彦, M. E. Brito,横川晴美 

38 平成 22 年

2月 23 日 

第 79 回 SOFC 研究会 SOFC における熱力学的解析 山地克彦 

39 平成 22 年

3月 3日 

FC-EXPO2010 アカデミックフ

ォーラム 

産総研における SOFC 耐久性・

信頼性向上のための基礎研究 

堀田照久 

40 平成 22 年

3月 25 日 

239th Americal Chemical 

Society National Meeting 

Effect of Impurities on the 

Degradation of Solid Oxide 

Fuel Cells by SIMS Technique 

堀田照久, 岸本治夫, 山地克

彦, M. E. Brito,横川晴美 

41 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学第７７回大会 ニッケルサーメット中の安定

化ジルコニアの相変態 

岸本治夫, 吉永昌史, 山地克

彦, M. E. Brito,下之薗太郎, 

趙度衡,出来学, 堀田照久, 

横川晴美 

42 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学第７７回大会 SSC カソードの SO2 被毒：温度

依存性に関する検討 

山地 克彦、岸本治夫、堀田照

久、横川 晴美、秋草 順、川

野光伸 

43 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学第７７回大会 SOFC 空気極における Cr被毒現

象 

趙度衡, 堀田照久, 岸本治

夫, 山地克彦, M. E. Brito, 

下之薗太郎, 出来学, 吉永昌

史,横川晴美 
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44 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学第７７回大会 PLD法で作製したセリア/ 空気

極の界面安定性およびカチオ

ン拡散 

出来学, M. E. Brito, 山地克

彦, 岸本治夫,吉永昌史, 趙

度衡, 下之薗太郎, 堀田照

久,横川晴美 

45 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学第７７回大会 SOFC 用金属インターコネクト

のコーティングと安定性 

堀田照久, 岸本治夫,山地克

彦, M. E. Brito, 横川晴美,

吉永昌史, 趙度衡, 出来学, 

下之薗太郎 

46 平成 22 年

5月 19 日 

第１７回燃料電池シンポジウ

ム 

産総研における SOFC 信頼性・

耐久性向上に関する基礎研究 

岸本治夫、山地克彦、M. E. 

Brito、趙度衡、下之薗太郎、

出来学、堀田照久、横川晴美 

47 平成 22 年

6月 15 日 

ASME Fuel Cells2010 COATING OF SOFC METALLIC 

INTERCONNECTS AND THEIR 

OXYGEN DIFFUSIVITY 

堀田照久, 岸本治夫,山地克

彦, M. E. Brito, 横川晴美,

吉永昌史, 趙度衡, 出来学, 

下之薗太郎 

48 平成 22 年

6月 17 日 

CIMTEC 2010 Feasibility of liquid fuels 

for SOFC with Ni-base Anode 

岸本治夫、山地克彦、M. E. 

Brito、堀田照久、横川晴美 

49 平成 22 年

6月 21 日 

4th International Conference 

on the Science and Technology 

for Advanced Ceramics 

Electronic Conductivity of 

Scandia-stabilized Zirconia 

下之薗太郎, 岸本治夫, 山地

克彦,趙度衡,出来学, M. E. 

Brito,  堀田照久,横川晴美 

50 平成 22 年

6月 29 日 

Euroepan SOFC Forum Interfacial Stability and 

Cation Diffusion across the 

LSCF/GDC Interface 

出来学, M. E. Brito, 山地克

彦, 岸本治夫,吉永昌史, 趙

度衡, 下之薗太郎, 堀田照

久,横川晴美 

51 平成 22 年

6月 29 日 

European SOFC Forum General Considerations on 

Degradation of SOFC Anodes 

and Cathodes Due to 

Impurities in Gases 

横川晴美、山地克彦、M. E. 

Brito、岸本治夫、堀田照久 

52 平成 22 年

7月 9日 

学振第１２３委員会 固体酸化物形燃料電池の材料

化学-金属材料を中心にして- 

横川 晴美 

53 平成 22 年

8月 24 日 

IUMRS-ICEM2010 Degradation of SOFC 

Materials by Impurities 

堀田 照久 

54 平成 22 年

9月 2日 

2010 年電気化学秋季大会 LSCF と希土類含有セリア界面

での拡散現象 

出来 学,M. E. Brito,山地 克

彦,岸本 治夫,下之薗 太郎,

堀田 照久,横川 晴美 

55 平成 22 年

9月 2日 

2010 年電気化学秋季大会 SOFC における空気極材料の 

Cr 蒸気による劣化現象 

趙 度衡,堀田 照久,岸本 治

夫,山地 克彦,M. E. Brito,下

之薗 太郎,出来 学,王 芳芳,

横川 晴美 

56 平成 22 年

9月 6日 

Asian SOFC Symposium Electronic Conductivity of 

Scandia-stabilized Zirconia 

下之薗 太郎,岸本 治夫,山地 

克彦,趙 度衡,出来 学,M. E. 

Brito,横川 晴美 

57 平成 22 年

9月 6日 

Asian SOFC Symposium Poisoning of SSC cathode by 

SO2.-Effect of operation 

temperature- 

山地 克彦,岸本 治夫,堀田 

照久,横川 晴美,秋草順,川野

光伸 

58 平成 22 年

9月 6日 

Asia SOFC Symposium Lanthanum and Strontium 

Diffusion into GDC 

出来 学,M. E. Brito,山地 克

彦,岸本 治夫,下之薗 太郎,

堀田 照久,横川 晴美 

59 平成 22 年

9月 6日 

Asian SOFC Symposium Carbon Deposition Behavior 

on Nickel Analyzed by Micro 

Raman Spectroscopy 

岸本 治夫,吉永 昌史,M. E. 

Brito,山地 克彦,堀田 照久,

横川 晴美 

60 平成 22 年

9月 6日 

Asian SOFC Symposium Imaging of Oxygen Diffusion 

in Flatten Tube Stacks 

堀田 照久,下之薗 太郎,岸本 

治夫,山地 克彦,M. E. Brito,

横川 晴美 

61 平成 22 年

9月 29 日 

9th Liege Conference on 

Materials for Advanced Power 

Engineering 

RECENT ACTIVITIES OF SOFC 

RESEARCH DEVELOPMENT AND 

DEMONSTRATION IN JAPAN 

横川 晴美 

62 平成 22 年

10 月 8日 

International Workshop on 

EEWS 2010 Program: Creating 

New Industries with EEWS 

Recent Development of SOFCs 

in Japan 

横川 晴美 
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63 平成 22 年

10 月 19 日 

2010 Fuel cell seminar & 

exposition 

Acceleration Test on SO2 

Poisoning of Sm0.5Sr0.5CoO3 

Cathode 

山地 克彦,岸本 治夫,堀田 

照久,横川 晴美,秋草順,川野

光伸 

64 平成 22 年

10 月 19 日 

2010 Fuel Cell Seminar Degradation and Durability 

of SOFC Materials by 

Impurities 

堀田 照久,岸本 治夫,山地 

克彦,M. E. Brito,横川 晴美 

65 平成 22 年

11 月 15 日 

7th Japan-Thailand 

Collaboration Workshop 

Current Status on 

Developments and Durability 

of Solid Oxide Fuel Cells at 

AIST 

堀田 照久 

66 平成 22 年

11 月 16 日 

第 82 回 SOFC 研究会 FUEL CELL SEMINAR & 

EXPOSITION 2010 報告 材料関

連２ 

山地 克彦 

67 平成 22 年

11 月 16 日 

Clean Energy Technology 2010 

(6th International 

Conference on Clean Coal 

Technology and Fuel Cells) 

Degradation study of SOFCs by 

Micro Raman Spectroscopy 

岸本 治夫,下之薗 太郎,山地 

克彦,M. E. Brito,堀田 照久,

横川 晴美 

68 平成 22 年

11 月 25 日 

第 36 回固体イオニクス討論会 Sulfur Poisoning on LSCF 

Cathode 

王 芳芳,山地 克彦,出来 学,

趙 度衡,下之薗 太郎,岸本 

治夫,M. E. Brito,堀田 照久,

横川 晴美 

69 平成 22 年

11 月 25 日 

第 36 回固体イオニクス討論会 SOFC スタック空気極における

酸素イオン化反応の可視化 

堀田 照久,下之薗 太郎,岸本 

治夫,山地 克彦,M. E. Brito,

横川 晴美 

70 平成 22 年

11 月 26 日 

第 36 回固体イオニクス討論会 スカンジア安定化ジルコニア

の SOFC 電解質としての安定性

に及ぼす Mn 添加の影響 

山地 克彦,岸本 治夫,M. E. 

Brito,堀田 照久,横川 晴美,

島津めぐみ,樋渡研一,川田 

達也,八代 圭司,水崎純一郎 

71 平成 22 年

11 月 26 日 

第 36 回固体イオニクス討論会 スカンジア安定化ジルコニア

の電子伝導度 

下之薗 太郎,岸本 治夫,山地 

克彦,趙 度衡,出来 学,王 芳

芳,M. E. Brito,堀田 照久,横

川 晴美 

72 平成 22 年

11 月 26 日 

第 36 回固体イオニクス討論会 Ni 表面での炭素析出に対する

基板酸化物の影響 

岸本 治夫,吉永 昌史,山地 

克彦,M. E. Brito,堀田 照久,

横川 晴美 

73 平成 22 年

12 月 2日 

エネルギー技術シンポジウム 

2010 

固体酸化物形燃料電池の耐久

性・信頼性向上に関する基礎研

究 

岸本 治夫,下之薗 太郎,山地 

克彦,M. E. Brito,堀田 照久 

74 平成 22 年

12 月 6日 

第１９回 SOFC 研究発表会 円筒横縞形空気極材料の劣化

現象に関する集学的検討 

横川 晴美,堀田 照久,山地 

克彦,岸本 治夫,渡辺隆夫,山

本 融,江口浩一,松井敏明,

佐々木一成,白鳥佑介,川田達

也,佐藤一永,橋田俊之,宇根

本篤,加幡達雄,冨田和男 

75 平成 22 年

12 月 16 日 

第１９回 SOFC 研究発表会 微細構造が異なる LSCF/GDC の

カチオン拡散 

出来 学,M. E. Brito,山地 克

彦,岸本 治夫,下之薗 太郎,

趙 度衡,王 芳芳,堀田 照久,

横川 晴美 

76 平成 22 年

12 月 16 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 耐久性・信頼性向上に関する基

礎研究ー中間評価を終えて 

横川 晴美 

77 平成 22 年

12 月 16 日 

第１９回 SOFC 研究発表会 熱力学的解析による SOFC の劣

化機構解明 

堀田 照久,下之薗 太郎,岸本 

治夫,山地 克彦,M. E. Brito,

趙 度衡,出来 学,横川 晴美 

78 平成 22 年

12 月 17 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 SOFC 空気極材料の Cr被毒によ

る劣化過程における Cr 蓄積分

布と電極性能の変化 

趙 度衡,堀田 照久,岸本 治

夫,山地 克彦,M. E. Brito,下

之薗 太郎,出来 学,王 芳芳,

横川 晴美 

79 平成 22 年

12 月 20 日 

第２０回日本 MRS 学術シンポ

ジウム 

Microstructural Aspects in 

Cation Inter-diffusion 

Across the LSCG/GDC 

Interface 

出来 学,M. E. Brito,山地 克

彦,岸本 治夫,下之薗 太郎,

堀田 照久,横川 晴美 
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80 平成 22 年

12 月 20 日 

第 20 回日本 MRS 学術シンポジ

ウム 

Fuel Flexibility for Solid 

Oxide Fuel Cells with Nickel 

Base Anode 

岸本 治夫,下之薗 太郎,山地 

克彦,M. E. Brito,堀田 照久,

横川 晴美 

81 平成 23 年

1月 14 日 

平成２２年度静岡県環境創出

事業セミナー 

固体酸化物形燃料電池の開発

状況と耐久性 

堀田 照久 

82 平成 23 年

1月 26 日 

35th International 

Conference and Exposition on 

Advanced Ceramics and 

Composites 

Influence of Ce or Y Doping on 

the Electronic Conductivity 

of Scandia-stabilized 

Zirconia 

下之薗 太郎,岸本 治夫,山地 

克彦,M. E. Brito,横川 晴美,

堀田 照久 

83 平成 23 年

1月 27 日 

11'ICACC Imaging of Oxygen Ionization 

and Diffusion in Flatten Tube 

Stacks 

堀田 照久,下之薗 太郎,岸本 

治夫,山地 克彦,M. E. Brito,

横川 晴美 

84 平成 23 年

2月 17 日 

2nd international workshop 

on fuel cell development and 

application  

Current Status of SOFC System 

and Stack Developments in 

Japan and Research 

Activities of AIST 

堀田 照久 

85 平成 23 年

2月 28 日 

TMS2011 Materials Challenges for 

Solid Oxide Fuel Cells 

堀田 照久 

86 平成 23 年

3月 1日 

TMS2011 Chromium Poisoning and 

Degradation of Cathodes for 

Solid Oxide Fuel Cells 

趙 度衡,下之薗 太郎,岸本 

治夫,山地 克彦,M. E. Brito,

堀田 照久,横川 晴美 

87 平成 23 年

3月 4日 

FC EXPO FC アカデミックフォ

ーラム 

SOFC の耐久性・信頼性評価 岸本 治夫,下之薗 太郎,M. E. 

Brito,山地 克彦,堀田 照久 

88 平成 23 年

3月 16 日 

日本セラミックス協会 2011 年

年会 

SOFC 運 転 下 に お け る

Sc2O3-CeO2 ドープ ZrO2 の安定

性に及ぼす不純物の影響 

島津めぐみ,樋渡研一,上野

晃,山地 克彦,岸本 治夫,横

川 晴美,東工大院,岡田清 

89 平成 23 年

3月 29 日 

電気化学会第 78 回大会 YSZ 及び TiO2 を添加した YSZ

基板上でのニッケルの凝集挙

動 

鈴木 晶人,岸本 治夫,下之薗 

太郎,M. E. Brito,山地 克彦,

堀田 照久,宗像 文男,横川 

晴美 

90 平成 23 年

3月 30 日 

電気化学会第７８回大会 空気極/希土類含有セリアの界

面安定性 

出来 学,M. E. Brito,山地 克

彦,岸本 治夫,下之薗 太郎,

趙 度衡,王 芳芳,堀田 照久,

横川 晴美 

91 平成 23 年

3月 30 日 

電気化学会第 78 回大会 ニッケルが固溶した安定化ジ

ルコニアにおける電気伝導度

の劣化現象 

下之薗 太郎,岸本 治夫,山地 

克彦,趙 度衡,出来 学,王 芳

芳,M. E. Brito,堀田 照久,横

川 晴美 

92 平成 23 年

3月 30 日 

 電気化学会第 78 回大会 Sulfur Poisoning on 

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8Ox and 

La0.8Sr0.2Co0.2Fe0.8Ox 

Cathodes 

王 芳芳,山地 克彦,出来 学,

趙 度衡,下之薗 太郎,岸本 

治夫,M. E. Brito,堀田 照久,

横川 晴美 

93 平成 23 年

3月 30 日 

電気化学会第 78 回大会 (La,Sr)MnO3空気極内部に蓄積

された Cr の定量と電極性能  

趙 度衡,堀田 照久,岸本 治

夫,山地 克彦,M. E. Brito,下

之薗 太郎,出来 学,王 芳芳,

横川 晴美 

94 平成 23 年

3月 31 日 

第 78 回電気化学大会 SIMS で見た固体酸化物形燃料

電池(SOFC)反応の解析：酸素の

イオン化・拡散と不純物による

劣化 

堀田 照久 

95 平成 23 年

4月 6日 

International Fuel Cell 

Forum 2011  

Developments of SOFC 

Technology in Japan: 

Durability and Reliability 

堀田 照久 

96 平成 23 年

4月 7日 

1st Workshop on Stability and 

Degradation of Functional 

Materials under 

Thermodynamic Forces 

Degradation of SOFC 

Cell/Stack Performance in 

Relation to Materials 

Deterioration 

横川 晴美 

97 平成 23 年

5月 1日 

IEA SOFC annex annual meeting Recent activities of SOFC 

RD&D in Japan 

横川 晴美 
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98 平成 23 年

5月 2日 

SOFC-XII Effect of Polarization on 

Platinum Deposition at 

LSM/YSZ Interfaces 

山地 克彦,下之薗 太郎,岸本 

治夫,M. E. Brito,王 芳芳,趙 

度衡,堀田 照久,横川 晴美 

99 平成 23 年

5月 2日 

SOFC XII Cooperative Investigations 

on Degradation of Cathode 

Materials in 

Segment-in-Series Cells by 

MHI 

横川 晴美,岸本 治夫,山地 

克彦,堀田 照久,渡辺隆夫,山

本融,江口浩一,松井敏明,

佐々木一成,白鳥佑介,川田達

也,佐藤一永,橋田俊之,宇根

本篤,加幡達雄,冨田和男 

100 平成 23 年

5月 2日 

Solid Oxide Fuel Cells XII 

(SOFC-XII) 

Microstructural Aspects of 

Cation Inter-diffusion 

Across the LSCF/GDC 

Interface 

M. E. Brito,出来 学,山地 克

彦,岸本 治夫,下之薗 太郎,

堀田 照久,横川 晴美 

101 平成 23 年

5月 3日 

SOFC XII Current Status of NEDO 

Project on Durability/ 

Reliability of Solid Oxide 

Fuel Cell Stacks/Systems  

横川 晴美 

102 平成 23 年

5月 3日 

Solid Oxide Fuel Cells XII 

(219th ECS Meeting) 

Phase Transformation of 

Stabilized Zirconia in SOFC 

Stacks 

岸本 治夫,下之薗 太郎,山地 

克彦,M. E. Brito,堀田 照久,

横川 晴美 

103 平成 23 年

5月 3日 

219thECS meeting (SOFC-XII) Accelerated Degradation by 

Impurities for Evaluating 

Life Time of SOFCs 

堀田 照久,岸本 治夫,山地 

克彦,M.E.Brito,下之薗太郎,

趙 度衡,王芳芳,横川 晴美 

104 平成 23 年

5月 4日 

219thECS Meeting (SOFC-XII)  Imaging of Oxide Ionic Flows 

at Practical SOFC Cells by 

Isotope Labeling Technique 

堀田 照久,下之薗 太郎,岸本 

治夫,山地 克彦,M. E. Brito,

横川 晴美 

105 平成 23 年

5月 17 日 

第 18 回燃料電池シンポジウム 耐久性・信頼性向上に関する基

礎研究について最近の成果 

横川 晴美 

106 平成 23 年

5月 18 日 

第 18 回燃料電池シンポジウム 産総研における SOFC 信頼性・

耐久性向上に関する基礎研究 

山地 克彦,岸本 治夫,M. E. 

Brito,堀田 照久,横川 晴美,

王芳芳,趙 度衡,下之薗 太郎 

107 平成 23 年

5月 18 日 

第 18 回燃料電池シンポジウム SOFC 材料の不純物に対する耐

久性の検討―LSCF 空気極での

硫黄被毒現象 

王 芳芳,山地 克彦,趙 度衡,

下之薗 太郎,岸本 治夫,M. E. 

Brito,堀田 照久,横川 晴美 

108 平成 23 年

7月 3日 

the 18th International 

Conference on Solid State 

Ionics 

Correlation Between 

Degradation of Cathode 

Performance and Chromium 

concentration in the 

(La,Sr)MnO3 Cathode 

趙 度衡,堀田 照久,岸本 治

夫,山地 克彦,M. E. Brito,下

之薗 太郎,王 芳芳,横川 晴

美 

109 平成 23 年

7月 3日 

International Conference on 

Solid State Ionics 

EFFECT OF STRONTIUM 

CONCENTRATION ON SULFUR 

POISONING OF LSCF CATHODES 

王 芳芳,山地 克彦,趙 度衡,

下之薗 太郎,岸本 治夫,M. E. 

Brito,堀田 照久,横川 晴美 

110 平成 23 年

7月 4日 

International conference on 

solid state ionics 

Thermodynamic and SIMS 

analyses on Materials 

Compatibility and 

Electrochemical Processes in 

Solid Oxide Fuel Cells 

横川 晴美 

111 平成 23 年

7月 5日 

18th Conference on Solid 

State Ionics 

Electronic Conductivity of 

Ni-doped Yttria-Stabilized 

Zirconia 

下之薗 太郎,岸本 治夫,山地 

克彦,M. E. Brito,堀田 照久,

横川 晴美 

112 平成 23 年

7月 5日 

18th International 

Conference on Solid State 

Ionics (SSI-18) 

EFFECT OF MN-DOPING ON 

STABILITY OF SCANDIA 

STABILIZED ZIRCONIA 

ELECTROLYTE UNDER DUAL 

ATMOSPHERE OF SOLID OXIDE 

FUEL CELLS 

山地 克彦,岸本 治夫,M. E. 

Brito,堀田 照久,横川 晴美,

島津めぐみ,八代圭司,川田達

也,水崎純一郎 

113 平成 23 年

7月 5日 

18th International 

Conference on Solid State 

ionics 

Agglomeration Behavior of 

Nickel Particles on YSZ 

Electrolyte 

岸本 治夫,鈴木 晶人,下之薗 

太郎,M. E. Brito,山地 克彦,

堀田照久,宗像文男,横川晴美 
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114 平成 23 年

7月 5日 

18th International 

Conference on Solid State 

ionics 

A COMPARISON OF CATION 

INTER-DIFFUSION BEHAVIOR IN 

THE LSM/ScSZ AND LSM/YSZ 

SYSTEMS 

M. E. Brito,岸本 治夫,山地 

克彦,堀田 照久,横川 晴美 

115 平成 23 年

7月 5日 

18th International 

Conference on Solid State 

ionics 

ANALYTICAL-TEM STUDY OF 

ACCELERATED DEGRADATION OF A 

ScSZ ELECTROLYTE IN CONTACT 

WITH MANGANESE DIOXIDE  

M. E. Brito,山地 克彦,岸本 

治夫,堀田 照久,横川 晴美,

島津めぐみ,樋渡研一,八代圭

司,川田達也,水崎純一郎 

116 平成 23 年

7月 6日 

18th International 

Conference on Solid State 

Ionics 

Oxygen Ionization and 

Diffusion at SOFC Cathode/ 

Electrolyte Interface under 

Cathodic Polarization 

堀田 照久,下之薗 太郎,岸本 

治夫,山地 克彦,M. E. Brito,

横川 晴美 

117 平成 23 年

7月 7日 

18th International 

Conference on Solid State 

ionics 

Phase Transformation Related 

Electric Conductivity 

Degradation of NiO Doped YSZ 

下之薗 太郎,岸本 治夫,M. E. 

Brito,山地 克彦,堀田 照久,

横川 晴美 

118 平成 23 年

7月 8日 

18th International 

Conference on Solid State 

Ionics 

Correlation between 

Degradation of Cathode 

Performance and Chromium 

Concentration in (La,Sr)MnO3 

Cathode 

堀田 照久,趙 度衡,下之薗 

太郎,王 芳芳,岸本 治夫,山

地 克彦,M. E. Brito,横川 晴

美 

119 平成 23 年

9月 4日 

第 7 回固体イオニクスセミナ

ー 

安定化ジルコニアにおける伝

導度低下と相変態～in-situラ

マン分光法による関連性の評

価～ 

岸本 治夫 

120 平成 23 年

9月 9日 

2011 年 電気化学秋季大会  Mass Transport Behavior in 

the LSCF/GDC/YSZ System  

王 芳芳,M. E. Brito,山地 克

彦,趙 度衡,下之薗 太郎,西 

美奈,岸本 治夫,堀田 照久,

横川 晴美 

121 平成 23 年

9月 9日 

2011 年電気化学秋季大会 Cr被毒による SOFC 空気極性能

低下と Cr 蓄積量の関係 

趙 度衡,堀田 照久,岸本 治

夫,山地 克彦,M. E. Brito,下

之薗 太郎,西 美奈,王 芳芳,

横川 晴美 

122 平成 23 年

9月 9日 

2011 年電気化学秋季大会 ニッケルが固溶したイットリ

ア安定化ジルコニア電解質に

おける燃料電池作動条件下で

の電気伝導度の低下 

下之薗 太郎,岸本 治夫,山地 

克彦,趙 度衡,王 芳芳,西 美

奈,M. E. Brito,堀田 照久,横

川 晴美 

123 平成 23 年

9月 9日 

2011 電気化学秋季大会 実用 SOFC セルにおける酸素イ

オンの可視化 

堀田 照久,西 美奈,下之薗 

太郎,岸本 治夫,山地 克

彦,M. E. Brito,横川 晴美,趙 

度衡,王 芳芳 

124 平成 23 年

9月 13 日 

62nd Annual Meeting of the 

International Society of 

Electrochemistry 

Impact of P(SO2) on Electrode 

Performance for 

La0.8Sr0.2Co0.2Fe0.8O3 

Cathode 

王 芳芳,山地 克彦,趙 度衡,

下之薗 太郎,西 美奈,岸本 

治夫,M. E. Brito,堀田 照久,

横川 晴美 

125 平成 23 年

9月 13 日 

62nd Annual Meeting of the 

International Society of 

Electrochemistry 

Degradation of the 

Electrical Conductivity of 

Ni-doped Yttria-Stabilized 

Zirconia Electrolyte under 

the Operating Condition of 

Solid Oxide Fuel Cell &#8211; 

Effect of Electrical Loading 

&#8211; 

下之薗 太郎,岸本 治夫,山地 

克彦,趙 度衡,王 芳芳,西 美

奈,M. E. Brito,堀田 照久,横

川 晴美 

126 平成 23 年

9月 13 日 

62nd Annual Meeting of the 

International Society of 

Electrochemistry 

In-situ Analysis on the 

Electrical Conductivity 

Degradation of NiO Doped YSZ 

Electrolyte by Micro-Raman 

Spectroscopy 

岸本 治夫,八代 圭司,下之

薗 太郎,M. E. Brito,山地 克

彦,堀田 照久,横川 晴美,水

崎 純一郎 
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127 平成 23 年

9月 13 日 

62nd Annual Meeting of ISE Imaging of Oxide Ionic 

Diffusions at 

Cathode/Electrolyte 

Interfaces in Solid Oxide 

Fuel Cells 

堀田 照久,下之薗 太郎,趙 

度衡,岸本 治夫,山地 克

彦,M. E. Brito,横川 晴美 

128 平成 23 年

9月 21 日 

Second International 

Workshop on Degradation 

Issues in Fuel Cells 

Overview of SOFC Degradation 横川 晴美 

129 平成 23 年

9月 22 日 

2nd International Workshop 

on Degradation Issues of Fuel 

Cells 

Degradation Mechanism by 

Impurities in Air at SOFC 

Cathodes 

堀田 照久,趙 度衡,王 芳芳,

西 美奈,下之薗 太郎,岸本 

治夫,山地 克彦,M. E. Brito,

横川 晴美 

130 平成 23 年

11 月 2日 

Fuel Cell Smeinar 2011 Degradation Mechanism with 

Impurities and Life 

Estimation for SOFCs 

堀田 照久,趙 度衡,王 芳芳,

西 美奈,下之薗 太郎,岸本 

治夫,山地 克彦,M. E. Brito,

横川 晴美 

131 平成 23 年

11 月 9日 

7th International Co 

Cellsnference on Clean Coal 

Technology and Fuel 

Recent studies on durability 

and reliability of SOFCs at 

AIST 

山地 克彦,西 美奈,下之薗 

太郎,王 芳芳,趙 度衡,岸本 

治夫,M. E. Brito,堀田 照久,

横川 晴美 

132 平成 23 年

11 月 10 日 

International Symposium on 

Fuel Cell Technology 

SOFC technology progress in 

Japan and contribution of 

AIST 

堀田 照久 

133 平成 23 年

11 月 11 日 

International Symposium on 

Solid Oxide Fuel Cell 

Technology 

ON THE DIFFUSION PATH OF 

STRONTIUM IN THE INTERFACIAL 

REACTIONS BETWEEN LSCF AND 

ELECTROLYTE 

MATERIALS 

王 芳芳,M. E. Brito,山地 克

彦,岸本 治夫,堀田 照久,横

川 晴美 

134 平成 23 年

11 月 18 日 

第２回 つくばイノべーショ

ンフォーラム 

固体酸化物形燃料電池（SOFC)

の耐久性向上と反応機構解析 

堀田 照久 

135 平成 23 年

11 月 30 日 

2011 MRS Fall Meeting & 

Exhibit 

Phase Transformation Related 

Conductivity Degradation of 

NiO Doped YSZ: An In-situ 

Micro-Raman Analysis 

岸本 治夫,八代 圭司,下之

薗 太郎,M. E. Brito,山地 克

彦,堀田 照久,横川 晴美,水

崎 純一郎 

136 平成 23 年

12 月 9日 

第３７回固体イオニクス討論

会 

ニッケルが固溶したイットリ

ア安定化ジルコニア電解質に

おける燃料電池作動条件下で

の微構造変化、相変態及び電気

伝導度低下の関係 

下之薗 太郎,岸本 治夫,山地 

克彦,趙 度衡,王 芳芳,西 美

奈,M. E. Brito,堀田 照久,横

川 晴美 

137 平成 23 年

12 月 9日 

触媒学会つくば地区講演会 固体酸化物形燃料電池(SOFC)

劣化機構と解析技術 

堀田 照久 

138 平成 23 年

12 月 9日 

第 37 回固体イオニクス討論会 Sulfur Poisoning of SOFC 

Cathodes (II)------- Effect 

of sulfur concentration on 

the LSCF6428 cathode 

performance 

王 芳芳,山地 克彦,趙 度衡,

下之薗 太郎,西 美奈,岸本 

治夫,M. E. Brito,堀田 照久,

横川 晴美 

139 平成 23 年

12 月 12 日 

第２０回ＳＯＦＣ研究発表会  Assessing the role of the 

GDC interlayer in SOFCs  

王 芳芳,M. E. Brito,山地 克

彦,趙 度衡,下之薗 太郎,西 

美奈,岸本 治夫,堀田 照久,

横川 晴美 

140 平成 23 年

12 月 13 日 

エネルギー技術シンポジウム 

2011 

SOFC 作動環境下における 

物質移動、表面状態変化の検出 

岸本 治夫,西 美奈,下之薗 

太郎,山地 克彦,M. E. Brito,

堀田 照久 

141 平成 23 年

12 月 13 日 

第 20 回 SOFC 研究発表会 熱力学的解析による SOFC の劣

化機構解明 

堀田 照久,西 美奈,下之薗 

太郎,岸本 治夫,山地 克

彦,M. E. Brito,横川 晴美,趙 

度衡,王 芳芳 

142 平成 23 年

12 月 13 日 

第２０回 SOFC 研究発表会 不純物被毒における要因分析

と個別被毒毎の特徴 

横川 晴美,堀田 照久,山地 

克彦,岸本 治夫,M. E. Brito,

西 美奈,下之薗 太郎,王 芳

芳,趙 度衡 
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143 平成 23 年

12 月 19 日 

21st Academic Symposium of 

MRS-Japan 2011 

“ Ceramic Dusting ”  of a 

ScCeSZ Electrolyte in 

Contact with Manganese 

Dioxide 

M. E. Brito,松田潤子,山地 

克彦,岸本 治夫,堀田 照久,

横川 晴美 

144 平成 23 年

12 月 19 日 

第２１回日本ＭＲＳ学術シン

ポジウム 

Electrical Conductivity 

Degradation of Ni-Doped 

Yttria-Stabilized Zirconia 

Electrolyte under SOFC 

Condition 

下之薗 太郎,岸本 治夫,山地 

克彦,趙 度衡,王 芳芳,西 美

奈,M. E. Brito,堀田 照久,横

川 晴美 

145 平成 23 年

12 月 20 日 

第２１回日本 MRS 学術シンポ

ジウム 

Investigation of Sr 

transport behavior in 

triplet LSCF/10GDC/8YSZ  

王 芳芳,M. E. Brito,山地 克

彦,趙 度衡,下之薗 太郎,西 

美奈,岸本 治夫,堀田 照久,

横川 晴美 

146 平成 24 年

1月 26 日 

燃料電池開発情報センター第

１２２回研究会 

SOFC の開発：世界の潮流と日

本での進展 

横川 晴美 

147 平成 24 年

2月 1日 

燃料電池部会・FCH 基盤技術懇

談会 公開シンポジウム 

固体酸化物形燃料電池の耐久

性・信頼性について 

横川 晴美 

148 平成 24 年

3月 13 日 

2012TMS Relationship between cathode 

performance and impurity 

concentration for Solid 

Oxide Fuel Cells 

堀田 照久,趙 度衡,王 芳芳,

西 美奈,下之薗 太郎,岸本 

治夫,山地 克彦,M. E. Brito,

横川 晴美 

149 平成 24 年

3月 27 日 

日本化学会第 92 春季年会 固体酸化物形燃料電池の耐久

性向上とその評価方法 

堀田 照久 

150 平成 24 年

3月 27 日 

第 79 回電気化学大会 ２次イオン質量分析計(SIMS)

を適用した固体酸化物形燃料

電池(SOFC)反応の解析 

堀田 照久 

151 平成 24 年

3月 29 日 

電気化学会第 79 回大会 Sulfur Poisoning Mechanism 

of La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3 

Cathode  

王 芳芳,山地 克彦,趙 度衡,

下之薗 太郎,西 美奈,岸本 

治夫,M. E. Brito,堀田 照久,

横川 晴美 

152 平成 24 年

3月 29 日 

電気化学会第 79 回大会 (La0.6Sr0.4)(Co0.2Fe0.8)O3

空気極における Cr 蒸気と通電

の影響 

趙 度衡,堀田 照久,岸本 治

夫,山地 克彦,M. E. Brito,下

之薗 太郎,西 美奈,王 芳芳,

横川 晴美 

153 平成 24 年

3月 29 日 

電気化学会第 79 回大会 SOFC 燃料極雰囲気下における

酸化物基板上でのニッケル凝

集挙動の評価 

鈴木 晶人,岸本 治夫,下之薗 

太郎,西 美奈,M. E. Brito,山

地 克彦,堀田 照久,宗像文

男,横川 晴美 

154 平成 24 年

3月 29 日 

電気化学会第 79 回大会 SOFC 作動環境下におけるジル

コニア電解質の相変態のその

場観察 

岸本 治夫,八代圭司,下之薗 

太郎,西 美奈,山地 克彦,M. 

E. Brito,堀田 照久,横川 晴

美,水崎純一郎 

155 平成 24 年

3月 29 日 

電気化学会第 79 回大会 スカンジア安定化ジルコニア

の電子伝導 

下之薗 太郎,岸本 治夫,山地 

克彦,趙 度衡,王 芳芳,西 美

奈,M. E. Brito,堀田 照久,横

川 晴美 

156 平成 24 年

4月 11 日 

Fuel Cells 2012 Science and 

Technology 

Visualization of oxide ion 

diffusion at the SOFC 

cathode/interlayer/electrol

yte interfaces 

堀田 照久,趙 度衡,下之薗 

太郎,岸本 治夫,山地 克

彦,M. E. Brito,横川 晴美 

157 平成 24 年

4月 11 日 

Fuel Cells 2012 Science & 

Technology 

Electrochemical Performance 

of (La0.3Sr0.7)TiO3- 

Gd0.1Ce0.9O1.95 Composite Anode 

岸本 治夫,陳 剛,山地 克彦,

倉本 浩司,堀田 照久 

158 平成 24 年

4月 25 日 

NATO ASI Seminar  Ceramic 

Fuel Cells 

Interaction of Ni Anode with 

Coal Syngas 

横川 晴美,堀田 照久,山地 

克彦,岸本 治夫,西 美奈,下

之薗 太郎 

159 平成 24 年

4月 27 日 

NATO ASI Seminar on Ceramic 

Fuel Cells 

Electrode Three Phase 

Boundary Reactions and 

Impurities 

横川 晴美,堀田 照久,山地 

克彦,岸本 治夫,西 美奈,下

之薗 太郎 
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160 平成 24 年

5月 8日 

221st ECS Meeting Electronic Conductivity of 

Scandia-Stabilized Zirconia 

Doped with 1 mol% CeO2 

下之薗 太郎,岸本 治夫,山地 

克彦,西 美奈,M. E. Brito,堀

田 照久,横川 晴美 

161 平成 24 年

5月 8日 

221st ECS Meeting Oxide ion conductivity of 

LaNi0.6Fe0.4O3 

西 美奈,堀田 照久,山地 克

彦,横川 晴美,下之薗 太郎,

岸本 治夫,M. E. Brito,趙 度

衡,王 芳芳 

162 平成 24 年

5月 16 日 

E-MRS 2012 SPRING MEETING Bulk Diffusion Across the 

LSCF/GDC Interface: 

Microstructural Aspects 

M. E. Brito,山地 克彦,伊藤

英彬,雨澤浩史,岸本 治夫,堀

田 照久,川田達也,横川 晴美 

163 平成 24 年

5月 16 日 

第１９回燃料電池シンポジウ

ム 

耐久性・信頼性向上に関する基

礎研究について最近の成果 

横川 晴美 

164 平成 24 年

5月 16 日 

第 19 回燃料電池シンポジウム 熱力学的解析による SOFC 劣化

機構の解明と耐久性向上 

堀田 照久,西 美奈,下之薗 

太郎,岸本 治夫,山地 克

彦,M. E. Brito,横川 晴美,趙 

度衡,王 芳芳 

165 平成 24 年

5月 22 日 

CMCEE Thermodynamic 

Considerations on Interface 

Stability under SOFC and SOEC 

Environments  

横川 晴美,堀田 照久,山地 

克彦,岸本 治夫,M. E. Brito 

166 平成 24 年

5月 22 日 

10th International Symposium 

on Ceramic Materials and 

Components for Energy and 

Environmental Applications 

Improvements of Durability 

and New Analytical 

Techniques for Reaction 

Mechanism in Solid Oxide Fuel 

Cells (SOFCs) 

堀田 照久,西 美奈,下之薗 

太郎,岸本 治夫,山地 克

彦,M. E. Brito,横川 晴美,趙 

度衡,王 芳芳 

167 平成 24 年

6月 15 日 

第 15 回 E&E フォーラム 空気極/電解質におけるカチオ

ン拡散挙動 

王 芳芳,M. E. Brito,山地 克

彦,下之薗 太郎,西 美奈,趙 

度衡,陳 剛,岸本 治夫,堀田 

照久,横川 晴美 

168 平成 24 年

6月 26 日 

第 31 回 FC 懇談会 SOFC の開発動向と基盤研究開

発 

堀田 照久 

169 平成 24 年

6月 27 日 

10th European SOFC Forum Chromium Poisoning Mechanism 

of (La0.6Sr0.4)(Co0.2Fe0.8)O3 

Cathode 

趙 度衡,堀田 照久,岸本 治

夫,山地 克彦,M. E. Brito,下

之薗 太郎,西 美奈,王 芳芳,

横川 晴美 

170 平成 24 年

6月 28 日 

10th European SOFC Forum   Evaluation of Sulfur Dioxide 

Poisoning for LSCF Cathodes   

王 芳芳,山地 克彦,趙 度衡,

下之薗 太郎,西 美奈,岸本 

治夫,M. E. Brito,堀田 照久,

横川 晴美 

171 平成 24 年

6月 28 日 

10th European SOFC Forum Cation Diffusion Behavior in 

the LSCF/GDC/YSZ System 

王 芳芳,M. E. Brito,山地 克

彦,下之薗 太郎,西 美奈,趙 

度衡,岸本 治夫,堀田 照久,

横川 晴美 

172 平成 24 年

6月 28 日 

10th European SOFC Forum LaNi0.6Fe0.4O3 cathode 

performance on Ce0.9Gd0.1O2 

electrolyte  

西 美奈,山地 克彦,横川 晴

美,下之薗 太郎,岸本 治

夫,M. E. Brito,趙 度衡,王 

芳芳,堀田 照久 

173 平成 24 年

6月 28 日 

12th European SOFC Forum Chromium Poisoning of 

LaMnO3-based Cathode within 

Generalized Approach 

横川 晴美 

174 平成 24 年

7月 20 日 

The 13th Asian Conference on 

Solid State Ionics 

MATERIALS SCIENCE VIEWPOINT 

FOR RECENT DEVELOPMENT OF 

SOLID OXIDE FUEL CELLS 

横川 晴美 

 ―論文― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 20 年

7月 1日 

Proceedings of 8th European 

SOFC Forum 

Oxygen Diffusivity in Oxide 

Scales of Fe-Cr Alloy 

Interconnects 

堀田 照久、岸本 治夫、山地 

克彦、熊 岳平、M. E. Brito、

横川 晴美、馬場好孝、小笠原 

慶、亀田治邦、松崎良雄、山

下 敏、安田信隆、上原利弘 
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2 平成 20 年

7月 1日 

Proceedings of 8th European 

Solid Oxide Fuel Cell Forum 

Effect of Contamination on 

the Durability of SOFC Stacks 

and Modules in Real Operation 

Condition 

横川 晴美、堀田 照久、山地 

克彦、岸本 治夫、熊 岳平、

M. E. Brito 

3 平成 20 年

7月 1日 

Proceedings of 8th European 

Solid Oxide Fuel Cell Forum 

Stability of the Ni-base 

Anode for Hydrocarbon Fuels 

Containing Sulfur 

岸本 治夫、山地 克彦、堀田 

照久、熊 岳平、M. E. Brito、

横川 晴美 

4 平成 20 年

7月 1日 

INTERNATIONAL JOURNAL OF 

HYDROGEN ENERGY 

Anomalous Oxidation of 

Ferritic Interconnects in 

Solid Oxide Fuel Cells 

堀田 照久、岸本 治夫、山地 

克彦、酒井 夏子、熊 岳平、

M. E. Brito、横川 晴美 

5 平成 20 年

8月 1日 

Solid State Ionics Interface reaction and 

cation transport behavior 

between perovskite oxides of 

La1-xSrxCoO3 and La0.8Sr0.2FeO3 

岸本 治夫、酒井 夏子、堀田 

照久、山地 克彦、M. E. Brito、

横川 晴美 

6 平成 20 年

10 月 1日 

Solid State Ionics Rapid Phase Transformation 

of Zirconia in the Ni-ScSZ 

Cermet Anode under Reducing 

Condition 

岸本 治夫、酒井 夏子、堀田 

照久、山地 克彦、熊 岳平、

M. E. Brito、横川晴美 

7 平成 20 年

10 月 1日 

INTERNATIONAL JOURNAL OF 

HYDROGEN ENERGY 

Effects of Si and Al 

Concentrations in Fe-Cr 

Alloy on the Formation of 

Oxide Scales in H2-H2O 

堀田 照久、山地 克彦、横川 

晴美、都地昭宏、上原利弘、

小笠原 慶、松崎良雄、山下 

敏 

8 平成 20 年

10 月 1日 

JOURNAL OF THE 

ELECTROCHEMICAL SOCIETY 

Electronic Conductivity of 

10 to 40 mol % YO1.5 Doped CeO2 

熊 岳平、山地 克彦、岸本 治

夫、M. E. Brito、堀田 照久、

横川 晴美 

9 平成 20 年

12 月 1日 

SOLID STATE IONICS Diffusion of Oxygen in the 

Scales of Fe-Cr Alloy 

Interconnects and Oxide 

Coating Layer for Solid Oxide 

Fuel Cells 

堀田 照久、山地 克彦、岸本 

治夫、熊 岳平、M. E. Brito、

横川 晴美、馬場好孝、小笠原 

慶、亀田治邦、松崎良雄、山

下 敏、安田信隆、上原利弘 

10 平成 20 年

12 月 1日 

Journal of Mining and 

Metallurgy 

Generalized Ellingham 

Diagrams for Utilization in 

Solid Oxide Fuel Cells 

岸本 治夫、山地 克彦、M. E. 

Brito、堀田 照久、横川 晴美 

11 平成 21 年

1月 1日 

JOURNAL OF MATERIALS SCIENCE Destabilization of Cubic 

Stabilized Zirconia 

Electrolyte Induced by Boron 

Oxide under Reducing 

Atmosphere 

岸本 治夫、酒井 夏子、山地 

克彦、堀田 照久、熊 岳平、

M. E. Brito、横川晴美 

12 平成 21 年

1月 1日 

ELECTROCHEMICAL AND SOLID 

STATE LETTERS 

Deposition of Platinum 

Particles at LSM/ScSZ/air 

Three Phase Boundaries Using 

Platinum Current Collector 

熊 岳平、山地 克彦、岸本 治

夫、M. E. Brito、堀田 照久、

横川 晴美 

13 平成 21 年

2月 1日 

ELECTROCHEMISTRY Reaction Process in the 

Ni-SDC Cermet Anode 

岸本 治夫、山地 克彦、堀田 

照久、熊 岳平、M. E. Brito、

吉永 昌史、横川 晴美 

14 平成 21 年

5月 1日 

ECS Transactions Anode Degradation in SOFC: 

Fuel Impurity Effects on 

Nickel 

岸本治夫, 山地克彦,熊 岳

平, 堀田照久, M.E. Brito, 

横川晴美 

15 平成 21 年

5月 1日 

ECS Transactions Evaluation of Impurity 

Levels in Real SOFC Stacks 

and Modules 

山地克彦, 岸本治夫,熊 岳

平, M.E. Brito,堀田照久, 横

川晴美 

16 平成 21 年

7月 1日 

JOURNAL OF POWER SOURCES Effects of impurities on the 

degradation and long-term 

stability for Solid Oxide 

Fuel Cells 

堀田照久, 岸本治夫,山地克

彦, 熊 岳平, M.E. Brito, 横

川晴美, 堀 雄一, 宮地 達 

17 平成 21 年

6月 1日 

JOURNAL OF POWER SOURCES Anomalous Oxide Scale 

Formation under Exposure of 

Sodium Containing 

Atmospheres for SOFC Alloy 

Interconnects 

堀田照久, 岸本治夫,山地克

彦, 熊 岳平, M.E. Brito, 横

川晴美 
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18 平成 21 年

10 月 1日 

ELECTROCHEMICAL AND SOLID 

STATE LETTERS 

Determination of Chromium 

Concentration in Solid Oxide 

Fuel Cell 

堀田照久, 熊岳平, 吉永昌

史, 岸本治夫, 山地克彦, 

M.E. Brito, 横川晴美 

19 平成 21 年

10 月 4日 

ECS Transactions   ACCELERATED DEGRADATION OF 

SOFC CATHODES BY Cr VAPORS 

堀田照久, 熊 岳平, 吉永昌

史, 岸本治夫,山地克彦, M.E. 

Brito, 横川晴美 

20 平成 21 年

10 月 4日 

ECS Transactions   Phase Transformation of ScSZ 

by Reduction of NiO-ScSZ 

Mixture 

岸本治夫, 吉永昌史,山地克

彦, M.E. Brito, 堀田照久, 

横川晴美 

21 平成 21 年

10 月 4日 

ECS Transactions      Effect of SO2 Concentration 

on Degradation of 

Sm0.5Sr0.5CoO3 

山地克彦, 熊 岳平, 吉永昌

史, 岸本治夫, M.E. Brito, 

堀田照久, 横川晴美, 秋草

順, 川野光伸 

22 平成 21 年

10 月 4日 

ECS Transactions Effects of Impurities 

Contained in Coal-Derived 

Syngas on the Performance of 

SOFCs 

倉本浩司, 鈴木善三,岸本治

夫, 山地克彦,堀田照久, 熊 

岳平, M. E. Brito, 横川晴美 

23 平成 22 年

1月 1日 

ELECTROCHEMICAL AND SOLID 

STATE LETTERS 

Electronic Conductivity of 

CeO2: Its Dependence on 

Oxygen Partial 

熊 岳平, 岸本治夫,山地克

彦, 吉永昌史, 堀田照久, 

M.E. Brito,横川晴美 

24 平成 22 年

4月 1日 

ECS Transactions Effects of Impurities on the 

Degradation of SOFC Stacks 

堀田照久,岸本治夫, 山地克

彦, M.E. Brito, 横川晴美 

25 平成 22 年

5月 1日 

JOURNAL OF THE 

ELECTROCHEMICAL SOCIETY      

Chromium Poisoning and 

Degradation at (La,Sr)MnO3 

and (La,Sr)FeO3 Cathodes for 

Solid Oxide Fuel Cells 

堀田照久, 熊岳平, 岸本治

夫, 山地克彦, M.E. Brito, 

横川晴美 

26 平成 22 年

6月 1日 

JOURNAL OF THE 

ELECTROCHEMICAL SOCIETY      

Sulfur Poisoning on SOFC Ni 

Anodes: Thermodynamic 

Analyses within Local 

Equilibrium Anode Reaction 

Model  

岸本治夫, 堀田照久, 山地

克彦, M.E. Brito, 熊 岳平, 

横川晴美 

27 平成 22 年

6月 14 日 

JOURNAL OF FUEL CELL SCIENCE 

AND TECHNOLOGY    

COATING OF SOFC METALLIC 

INTERCONNECTS AND THEIR 

OXYGEN DIFFUSIVITY  

堀田照久, 岸本治夫, 山地克

彦, M.E. Brito, 横川晴美 

28 平成 22 年

6月 29 日 

Proceedings of the European 

SOFC Forum 2010 

Interfacial Stability and 

Cation Diffusion across the 

LSCF/GDC Interface 

出来学, M.E. Brito, 山地克

彦, 岸本治夫,吉永昌史, 趙

度衡, 下之薗太郎, 堀田照

久,横川晴美 

29 平成 22 年

6月 29 日 

Proceedings of the European 

SOFC Forum 2010 

General Considerations on 

Degradation of SOFC Anodes 

and Cathodes Due to 

Impurities in Gases  

横 川 晴 美 、 山 地 克 彦 、

M.E.Brito、岸本治夫、堀田照

久 

30 平成 22 年

12 月 1日 

ELECTROCHEMICAL AND SOLID 

STATE LETTERS, Vol.13, 

B135-B138 

Visualization of oxygen 

ionization and flows in Solid 

Oxide Fuel Cells 

堀田 照久、下之薗 太郎、岸

本 治夫、山地 克彦、M. E. 

Brito、横川 晴美 

31 平成 23 年

1月 1日 

SOLID STATE IONICS, Vol.182, 

120-126 

Stability of Sc2O3 and CeO2 

co-doped ZrO2 Electrolyte 

during the Operation of Solid 

Oxide Fuel Cells 

島津めぐみ、磯部敏宏、安藤

茂、樋渡研一、上野晃、山地 克

彦、岸本 治夫、横川 晴美、

中島章、岡田清 

32 平成 23 年

4月 1日 

ECS Transactions, Vol.30, 

115-122 

Degradation and Durability 

of SOFC Materials by the 

Impurities 

堀田 照久、岸本 治夫、山地 

克彦、M. E. Brito、横川 晴

美 

33 平成 23 年

4月 1日 

JOURNAL OF THE CERAMIC 

SOCIETY OF JAPAN, Vol.119 

(4), 307-309 

Carbon deposition map for 

nickel particles onto oxide 

substrates analyzed by 

micro-Raman spectroscopy 

吉永 昌史、岸本 治夫、M. E. 

Brito、山地 克彦、堀田 照久、

横川 晴美 

34 平成 23 年

4月 1日 

ECS Transactions, Vol.30, 

123-127 

Acceleration Test on SO2 

Poisoning of Sm0.5Sr0.5CoO3 

Cathode 

山地 克彦、岸本 治夫、堀田 

照久、横川 晴美、秋草順、川

野光伸 
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35 平成 23 年

5月 1日 

ECS Transactions, Vol.31, 

2213-2216 

Effect of Polarization on 

Platinum Deposition at 

LSM/YSZ Interfaces 

山地 克彦、下之薗 太郎、岸

本 治夫、M. E. Brito、王 芳

芳、趙 度衡、堀田 照久、横

川 晴美 

36 平成 23 年

5月 1日 

ECS Transactions, Vol.35, 

2191-2200 

Cooperative Investigations 

on Degradation of Cathode 

Materials in Segment-in- 

Series Cells by MHI 

横川 晴美、岸本 治夫、山地 

克彦、堀田 照久、渡辺隆夫、

山本融、江口浩一、松井敏明、

佐々木一成、白鳥佑介、川田

達也、佐藤一永、橋田俊之、

宇根本篤,加幡達雄、冨田和男 

37 平成 23 年

5月 1日 

ECS Transactions, Vol.35, 

207-216 

Current Status of NEDO 

Project on Durability/ 

Reliability of Solid Oxide 

Fuel Cell Stacks/Systems  

横川 晴美 

38 平成 23 年

5月 1日 

ECS Transactions, Vol.35, 

493-398 

Imaging of Oxide Ionic Flows 

at Practical SOFC Cells by 

Isotope Labeling Technique 

堀田 照久、下之薗 太郎、岸

本 治夫、山地 克彦、M. E. 

Brito、横川 晴美 

39 平成 23 年

5月 1日 

ECS Transactions, Vol.35, 

511-517 

Accelerated Degradation by 

Impurities for Evaluating 

Life Time of SOFCs 

堀田 照久、岸本 治夫、山地 

克彦、M. E. Brito、下之薗 太

郎、趙度衡、王芳芳,横川晴美 

40 平成 23 年

5月 1日 

ECS Transactions, Vol.35, 

2341-2347 

Microstructural Aspects of 

Cation Interdiffusion Across 

the LSCF/GDC Interface 

M. E. Brito、出来 学、山地 克

彦、岸本 治夫、下之薗 太郎、

堀田 照久、横川 晴美 

41 平成 23 年

5月 1日 

ECS Transactions, Vol.35, 

1171-1176 

Phase Transformation of 

Stabilized Zirconia in SOFC 

Stacks 

岸本 治夫、下之薗 太郎、山

地 克彦、M. E. Brito、堀田 照

久、横川 晴美 

42 平成 23 年

6月 1日 

SOLID STATE IONICS, Vol.192, 

476-479 

Electronic Conductivity of 

Pure Ceria 

熊 岳平、岸本 治夫、山地 克

彦、吉永 昌史、堀田 照久、

M. E. Brito、横川 晴美 

43 平成 23 年

8月 1日 

JOURNAL OF POWER SOURCES, 

Vol.196, 7070-7075 

General Considerations on 

Degradation of SOFC Anodes 

and Cathodes Due to 

Impurities in Gases 

横川 晴美、山地 克彦、M. E. 

Brito、岸本 治夫、堀田 照久 

44 平成 23 年

9月 1日 

JOURNAL OF POWER SOURCES, 

Vol.196, 7232-7236 

Interfacial Stability and 

Cation Diffusion across the 

LSCF/GDC Interface  

出来学、M. E. Brito、山地 克

彦、趙度衡、岸本治夫、下之

薗太郎、堀田照久、横川 晴美 

45 平成 23 年

10 月 1日 

JOURNAL OF THE 

ELECTROCHEMICAL SOCIETY, 

Vol.158 (11), B1391-B1397 

Sulfur Poisoning on 

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3 

Cathode for SOFCs   

王 芳芳、山地 克彦、趙 度衡、

下之薗 太郎、岸本 治夫、M. E. 

Brito、堀田 照久、横川 晴美 

46 平成 23 年

10 月 1日 

INTERNATIONAL JOURNAL OF 

APPLIED CERAMIC TECHNOLOGY, 

Vol.8, (6), 1374-1381  

Effects of Thermal Cycling on 

the Formation of Oxide Scale 

of Fe-Cr Alloy Interconnects 

for SOFCs 

堀田 照久、吉永 昌史、岸本 

治夫、山地 克彦、M. E. Brito、

横川 晴美 

47 平成 24 年

1月 1日 

Journal of the Koren Ceramic 

Society, Vol.49 (1), 11-18  

Degradation of SOFC Cell/ 

Stack Performance in 

Relation to Materials 

Deterioration 

横川 晴美、堀田 照久、山地 

克彦、岸本 治夫、M. E. Brito 

48 平成 24 年

1月 1日 

JOURNAL OF POWER SOURCES, 

Vol.201, 112-120 

Combined Cr and S poisoning 

in Solid Oxide Fuel Cell 

Cathodes 

J. Andreas Schuler、横川 晴

美 、 Caroline Calderone 、

Quentin Jeangros、Zacharie 

Wuillemin 、 A&iuml;cha 

Hessler-Wyser、Jan Van herle 

49 平成 24 年

2月 1日 

JOURNAL OF POWER SOURCES, 

Vol.199, 174-178 

Agglomeration behavior of 

Nickel Particles on YSZ and 

TiO2-doped YSZ Electrolytes 

岸本 治夫、鈴木 晶人、下之

薗 太郎、M. E. Brito、山地 克

彦、堀田 照久、宗像文男、横

川 晴美 

50 平成 24 年

4月 1日 

ECS Transactions, Vol.45, 

193-199 

Electronic Conductivity of 

Scandia-Stabilized Zirconia 

Doped with 1 mol% CeO2 

下之薗 太郎、岸本 治夫、山

地 克彦、西 美奈、M. E. 

Brito、堀田 照久、横川 晴美 
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51 平成 24 年

5月 1日 

ECS Transactions, Vol.42, 

297-304 

Degradation Mechanism with 

Impurities and Life Time 

Estimation for SOFCs 

堀田 照久、趙 度衡、王 芳芳、

西 美奈、下之薗 太郎、岸本 

治夫、山地 克彦、M. E. Brito、

横川 晴美 

52 平成 24 年

6月 26 日 

10th European SOFC Forum   Evaluation of Sulfur Dioxide 

Poisoning for LSCF Cathodes   

王 芳芳、山地 克彦、趙 度衡、

下之薗 太郎、西 美奈、岸本 

治夫、M. E. Brito、堀田 照

久、横川 晴美 

53 平成 24 年

6月 26 日 

10th European SOFC Forum   Cation Diffusion Behavior in 

the LSCF/GDC/YSZ System 

王 芳芳、M. E. Brito、山地 克

彦、下之薗 太郎、西 美奈、

趙 度衡、岸本 治夫、堀田 照

久、横川 晴美 

54 平成 24 年

6月 26 日 

10th European SOFC Forum Chromium Poisoning Mechanism 

of (La0.6Sr0.4)(Co0.2Fe0.8)O3 

Cathode 

趙 度衡、堀田 照久、岸本 治

夫、山地 克彦、M. E. Brito、

下之薗 太郎、西 美奈、王 芳

芳、横川 晴美 

55 平成 24 年

8月 1日 

JOURNAL OF THE 

ELECTROCHEMICAL SOCIETY, 

Vol.159 (8), F1-F6 

Imaging of Oxide Ionic 

Diffusion at Cathode/ 

Interlayer/Electrolyte 

Interfaces in Solid Oxide 

Fuel Cells: Effects of 

Long-Term Operation 

堀田 照久、趙 度衡、下之薗 

太郎、岸本 治夫、山地 克彦、

M. E. Brito、横川 晴美 

―受賞― 

No. 年月 受賞者 受賞内容 表彰団体・賞名 

１ 

 

平成 23 年 11 月 Harumi Yokokawa For exceptional work in the field 

of fuel cell related technologies 

Fuel Cell Seminar ＆ 

Exposition Award 

―新聞・雑誌への掲載― 
No.   発表年月日 発表媒体 発表内容 

1 平成 22 年 8月 30 日 産総研プレス発表 燃料電池セル内の酸素イオン分布の可視化に成功 

2 平成 22 年 9月 6日 日刊工業新聞朝刊 燃料電池セル内の酸素イオン分布の可視化に成功 

3 平成 22 年 10月 15 日 分散エネルギー新聞 燃料電池セル内の酸素イオン分布の可視化に成功 

 

 

課題 2-2) 化学的解析 

 ―特許― 

No. 出願日 出願番号 発明の名称 委託会社名 

1 平成 20 年

10 月 31 日 

PCT/JP2008/003154 燃料電池用電極材料及びその

製造方法、並びに該燃料電池電

極材料を含有してなる燃料電

池用電極及び燃料電池 

九州大学 

 ―研究発表・講演― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 20 年

7月 2日 

8th European SOFC Forum 

(Lucerne, Switzerland) 

<Poster> 

Electrochemical Performance 

of Anode-Supported SOFCs 

Operated with Higher 

Hydrogen Fuels. 

Yuji KAWAZOE, Yuusuke 

SHIRATORI, Kohei ITOH and 

Kazunari SASAKI 

2 平成 20 年

7月 3日 

8th European SOFC Forum 

(Lucerne, Switzerland) 

Impurity Poisoning of SOFCs: 

Towards Understanding 

Chemical Degradation 

Mechanisms. 

Kazunari SASAKI, Kengo HAGA, 

Junya YAMAMOTO and Kaori 

DOBUCHI 

3 平成 20 年

7月 5日 

第 45 回化学関連支部合同九州

大会（北九州）<ポスター> 

Effect of water vapor on 

long-term SOFC cathode 

performance. 

金善惠、大嶋敏宏、白鳥祐介、

伊藤衡平、佐々木一成 

4 平成 20 年

7月 5日 

第 45 回化学関連支部合同九州

大会（北九州）<ポスター> 

バイオガス直接供給時の SOFC

の発電特性 

白鳥祐介、大嶋敏宏、佐々木

一成 
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5 平成 20 年

7月 5日 

第 45 回化学関連支部合同九州

大会（北九州）<ポスター> 

実燃料ガス供給時の SOFC の被

毒耐久性 

幸英治、芳賀健吾、白鳥祐介、

伊藤衡平、佐々木一成 

6 平成 20 年

7月 5日 

第 45 回化学関連支部合同九州

大会（北九州）<ポスター> 

炭化水素燃料供給時の SOFC ア

ノード複合材料の発電特性 

荒木研太、山本隼也、白鳥祐

介、伊藤衡平、佐々木一成 

7 平成 20 年

9月 5日 

Advances in Ceramic Science 

and engineering 

(Switzerland) <Invited> 

Fuel Cell Electrode 

Materials with Durability 

and Flexibility. 

Kazunari SASAKI 

8 平成 20 年

12 月 18 日 

第17回SOFC研究発表会（東京） SOFC の化学的耐久性に関する

研究 

佐々木一成、芳賀健吾、荒木

研太、幸英治、川添雄司、瓜

生智愛、金善恵、土渕香織、

山本隼也、周致霆、的場武、

森博、大嶋敏宏、野尻能弘、

白鳥祐介、伊藤衡平 

9 平成 20 年

12 月 18 日 

第17回SOFC研究発表会（東京）

<ポスター> 

炭化水素燃料供給時の硫黄系

不純物による炭素析出促進効

果に関する研究 

川添雄司、幸英治、白鳥祐介、

伊藤衡平、佐々木一成 

10 平成 20 年

12 月 18 日 

第17回SOFC研究発表会（東京）

<ポスター> 

アノード支持型 SOFC の硫黄被

毒耐久性 

瓜生智愛、土渕香織、芳賀健

吾、白鳥祐介、伊藤衡平、佐々

木一成 

11 平成 20 年

12 月 19 日 

第17回SOFC研究発表会（東京） 遷移金属添加ナノ構造制御 Ni 

アノードの電極特性と長時間

被毒耐久性 

荒木研太、山本隼也、芳賀健

吾、野尻能弘、白鳥祐介、伊

藤衡平、佐々木一成 

12 平成 21 年

3月 29 日 

電気化学会第 76 回大会（京都） 固体酸化物形燃料電池の被毒

耐久性 

佐々木一成 

13 平成 21 年

3月 29 日 

電気化学会第 76 回大会（京都）

<ポスター> 

アノード支持型 SOFC における

硫化水素被毒挙動 

瓜生智愛、土渕香織、芳賀健

吾、白鳥祐介、伊藤衡平、佐々

木一成 

14 平成 21 年

3月 29 日 

電気化学会第 76 回大会（京都）

<ポスター> 

SOFC カソードの被毒耐久性：

SO2 と水蒸気の影響 

Runru LIU, Seon Hye KIM, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO, 

Kazunari SASAKI 

15 平成 21 年

5月 12 日 

第 16 回燃料電池シンポジウム

（東京） 

固体酸化物形燃料電池の化学

的耐久性に関する研究 

佐々木一成、芳賀健吾、瓜生

智愛、荒木研太、幸英治、川

添雄司、山本隼也、金善惠、

周致霆、的場武、大嶋敏宏、

豊田美沙、野尻能弘、白鳥祐

介、伊藤衡平、古山通久、横

本克巳 

16 平成 21 年

7月 11 日 

第 46 回化学関連支部合同九州

大会（北九州）<ポスター> 

SOFC カソードの被毒耐久

性:SO2と水蒸気の影響 

劉潤茹、金善惠、大嶋敏宏、

白鳥祐介、伊藤衡平、佐々木

一成 

17 平成 21 年

7月 11 日 

第 46 回化学関連支部合同九州

大会（北九州）<ポスター> 

固体酸化物形燃料電池の多様

な微量不純物による被毒効果

評価 

芳賀健吾、白鳥祐介、伊藤衡

平、佐々木一成 

18 平成 21 年

7月 11 日 

第 46 回化学関連支部合同九州

大会（北九州）<ポスター> 

固体酸化物形燃料電池におけ

る交換電流密度の作動条件依

存性 

米倉嵩博、白鳥祐介、伊藤衡

平、佐々木一成 

19 平成 21 年

7月 30 日 

日本学術振興会素材プロセシ

ング第69委員会第2分科会（新

素材関連技術）第 63 回研究会

（東京）〈依頼講演〉 

SOFC の被毒劣化機構とデータ

べース化 

佐々木 一成 

20 平成 21 年

9月 4日 

トークシャワー・イン・九州

2009（大分）<ポスター> 

燃料電池高機能化・高耐久化の

ための実践的計算化学 

小倉鉄平、石元孝佳、南雲亮、

古山通久 

21 平成 21 年

9月 12 日 

第 22 回九州電子顕微鏡技術研

究会（福岡）〈特別講演〉 

水素エネルギー技術の現状と

電顕研究への期待 

佐々木一成、周致霆 

22 平成 21 年

9月 14 日 

（社）日本機械学会 2009 年度

年次大会 燃料電池・水素技術

の実用化に向けて（岩手） 

高耐久化に向けた燃料電池電

極材料の研究開発動向 

佐々木 一成 
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23 平成 21 年

9月 17 日 

日本機械学会第 303 回講習会

「新エネルギーシステムのフ

ロンティア技術を学ぶ」-燃料

電池・太陽電池・2次電池の動

向と最新技術-（大阪） 〈依

頼講演〉 

水素利用と燃料電池について 佐々木一成 

24 平成 21 年

10 月 1日 

（社）日本簡易ガス協会講演会

（福岡） 〈依頼講演〉 

水素エネルギー時代における

簡易ガス事業への期待 

佐々木一成 

25 平成 21 年

10 月 6日 

216th ECS Meeting with 11th 

International Symposium on 

Solid Oxide Fuel Cells

（Vienna, Austria） 

Chemical Degradation and 

Poisoning Mechanism of 

Cermet Anodes in Solid Oxide 

Fuel Cells. 

Kengo HAGA, Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO and 

Kazunari SASAKI 

26 平成 21 年

10 月 6日 

216th ECS Meeting with 11th 

International Symposium on 

Solid Oxide Fuel 

Cells(Vienna, Austria) 

<Poster> 

Performance and Long-term 

Durability of Nanostructured 

Ni Anodes Doped with 

Transition Metals prepared 

by Spray Mist Dryer. 

Kenta ARAKI, Junya YAMAMOTO, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO 

and Kazunari SASAKI 

27 平成 21 年

10 月 6日 

216th ECS Meeting with 11th 

International Symposium on 

Solid Oxide Fuel Cells 

(Vienna, Austria)<Poster> 

Theoretical Study for 

Properties of SOFC Anode 

Using Three-Dimensional 

Porous Structure Simulator. 

Teppei OGURA, Takayoshi 

ISHIMOTO, Ryo NAGUMO and 

Michihisa KOYAMA 

28 平成 21 年

10 月 8日 

216th ECS Meeting with 11th 

International Symposium on 

Solid Oxide Fuel Cells, 

(Vienna, Austria) <Poster> 

The Influence of Water Vapor 

and SO2 on the Durability of 

Solid Oxide Fuel Cell. 

Runru LIU, Seon Hye KIM, 

Yusuke SHIRATORI, Toshihiro 

OSHIMA, Kohei ITO and 

Kazunari SASAKI 

29 平成 21 年

10 月 20 日 

第 4 回「九大・北大 合同フロ

ンティア・セミナー」（東京） 

燃料電池を核にした水素エネ

ルギー技術の現状と将来展望

～究極の脱炭素社会実現に向

けた九州大学の挑戦～ 

佐々木一成 

30 平成 21 年

10 月 23 日 

水素エネルギー先端技術展

2009 九大･産総研専門セミナ

ー 九州大学･産総研における

最新の研究動向(北九州) 

燃料電池高耐久化に向けた電

極材料研究 

佐々木一成 

31 平成 21 年

10 月 21 日

～23 日 

水素エネルギー先端技術展

2009(北九州)<ポスター> 

燃料電池高機能化・高耐久化の

ための実践的計算化学 

小倉鉄平、石元孝佳、南雲亮、

古山通久 

32 平成 21 年

10 月 30 日 

「水素・燃料電池ワークショッ

プ in Kitakyushu」 第２回化

学工学３支部合同北九州大会

(北九州) 〈依頼講演〉 

水素科学のための理論手法と

水素・燃料電池への応用 

古山通久 

33 平成 21 年

11 月 9日 

The 4th Asian Conference on 

Electrochemical Power 

Sources(Taipei, Taiwan)

〈Invited〉 

Chemical durability of 

SOFCs. 

Kazunari SASKI 

34 平成 21 年

11 月 12 日 

日本コンピューター化学会

2009 秋季大会(仙台) <ポスタ

ー> 

燃料電池電極における硫黄被

毒に関する量子化学的解析 

小倉鉄平、石元孝佳、南雲亮、

古山通久 

35 平成 21 年

11 月 24 日 

大阪科学技術センター燃料電

池部会第 190 回定例部会 (福

岡)〈依頼講演〉 

SOFC の被毒耐久性に関する研

究 

佐々木一成 

36 平成 21 年

11 月 24 日 

大阪科学技術センター燃料電

池部会第 190 回定例部会(福

岡)〈依頼講演〉 

九州大学・産総研における水素

エネルギー研究への取り組み 

佐々木一成 

37 平成 21 年

12 月 2日 

日本化学会産学交流フォーラ

ム 2009 環境・資源・エネルギ

ーの将来展望と化学技術の貢

献(東京)〈依頼講演〉 

水素エネルギー技術の現状と

将来展望 

佐々木一成 

38 平成 21 年

12 月 17 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会(東

京)<ポスター> 

SOFC アノード複合材料の被毒

耐久性 

荒木研太、山本隼也、白鳥祐

介、伊藤衡平、佐々木一成 

39 平成 21 年

12 月 17 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会(東

京)<ポスター> 

SOFC の硫黄系不純物被毒にお

ける炭化水素との複合被毒効

幸英治、芳賀健吾、白鳥祐介、

伊藤衡平、佐々木一成 



29 
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40 平成 21 年

12 月 17 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会(東

京)<ポスター> 

Influence of water vapor and 

SO2 on the long-term 

durability of SOFC cathodes.

（SOFC カソードの被毒耐久

性：水蒸気と SO2の影響） 

Runru LIU, Seon Hye KIM, 

Yusuke SHIRATORI, Toshihiro 

OSHIMA, Kohei ITO, Kazunari 

SASAKI 

41 平成 21 年

12 月 17 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会(東

京)<ポスター> 

量子化学計算を用いた SOFC 燃

料極における硫黄被毒解析 

小倉鉄平、石元孝佳、南雲亮、

古山通久 

42 平成 21 年

12 月 18 日 

第18回SOFC研究発表会(東京) SOFC の被毒耐久性に関する研

究〜化学的劣化機構の解明を

目指して〜 

佐々木一成、芳賀健吾、荒木

研太、幸英治、米倉嵩博、劉

潤茹、金善恵、的場武、大嶋

敏宏、森博、瓜生智愛、永井

美徳、周致霆、豊田美沙、野

尻能弘、小倉鉄平、白鳥祐介、

伊藤衡平、古山通久、横本克

巳 

43 平成 22 年

2月 4日 

Fuel Cell Symposium 

“Alternative Fuel Cell 

Materials and Devices” in 

International Hydrogen 

Energy Development Forum 

2010 (Fukuoka) 

Alternative Electrode 

Materials for PEFCs and 

SOFCs: Perspectives and case 

studies. 

Kazunari SASAKI 

44 平成 22 年

2月 4日 

Fuel Cell Symposium 

“Alternative Fuel Cell 

Materials and Devices” in 

International Hydrogen 

Energy Development Forum 

2010(Fukuoka) 

Computational Chemistry for 

Fuel Cell Materials Design: 

Fundamentals and 

Applications to Industrial 

Problems. 

Michihisa KOYAMA 

45 平成 22 年

2月 4日 

International Hydrogen 

Energy Development Forum 

2010, Fukuoka<Poster> 

Co-poisoning Effects by 

Sulfur Impurities and 

Hydrocarbons in SOFCs. 

Eiji YUKI, Yusuke SHIRATORI, 

Kohei ITO, Kazunari SASAKI 

46 平成 22 年

2月 4日 

International Hydrogen 

Energy Development Forum 

2010, Fukuoka<Poster> 

Influence of Operating 

Condition on Exchange 

Current Density for SOFC 

Electrode Reactions. 

Takahiro YONEKURA, Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO, 

Kazunari SASAKI 

47 平成 22 年

2月 4日 

International Hydrogen 

Energy Development Forum 

2010(Fukuoka) <Poster> 

Performance and Long-term 

Durability of Nanostructured 

Ni Anodes Doped with 

Transition Metals Prepared 

by Spray Mist Dryer. 

Kenta ARAKI, Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO, 

Kazunari SASAKI 

48 平成 22 年

2月 4日 

International Hydrogen 

Energy Development Forum 

2010 (Fukuoka) <Poster> 

The Effect of Water Vapor and 

SO2 on the Durability of SOFC 

Cathodes. 

Run Ru LIU, Seon Hye KIM, 

Yusuke SHIRATORI, Toshihiro 

OSHIMA, Kohei ITO, Kazunari 

SASAKI 

49 平成 22 年

2月 4日 

International Hydrogen 

Energy Development Forum 

2010 (Fukuoka) <Poster> 

Quantum Chemical Analysis 

for SOFC Anode Poisoning. 

Teppei OGURA, Takayoshi 

ISHIMOTO, Ryo NAGUMO and 

Michihisa KOYAMA 

50 2010 年 3

月 3～5日 

FCEXPO2010 水素・燃料電池 

研究発表大会～FC アカデミッ

ク フォーラム～(東京) 

燃料電池高耐久化のための実

践的計算化学 

古山通久、小倉鉄平、南雲亮、

石元孝佳 

51 平成 22 年

3月 19 日 

平成 21 年度日本伝熱学会九州

支部講演会(福岡)〈依頼講演〉 

水素エネルギー社会の実現に

向けた現状と展望について：世

界の動向と九州グループの取

り組み 

佐々木一成 

52 平成 22 年

3月 27 日 

日本化学会第 90 春季年会(大

阪) 〈基調講演〉 

燃料電池を核とした水素エネ

ルギー技術の現状と将来展望 

佐々木一成 

53 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学会第 77 回大会(富山) SOFC の化学的劣化機構に関す

る研究 

佐々木一成、芳賀健吾、幸英

治、荒木研太、米倉嵩博、劉

潤茹、大嶋敏宏、瓜生智愛、

永井美徳、白鳥祐介、伊藤衡
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平、古山通久、横本克巳 

54 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学会第 77 回大会 (富

山) 

量子化学計算による SOFC 硫黄

被毒劣化メカニズム解析 

小倉鉄平、石元孝佳、南雲亮、

古山通久 

55 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学会第 77 回大会 (富

山)<ポスター> 

固体酸化物形燃料電池電極に

おける交換電流密度の作動条

件依存性 

米倉嵩博、白鳥祐介、伊藤衡

平、佐々木一成 

56 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学会第 77 回大会 (富

山) <ポスター> 

SOFC の被毒耐久性における燃

料不純物種依存性 

峯松大輔、芳賀健吾、野尻能

弘、白鳥祐介、伊藤衡平、佐々

木一成 

57 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学会第 77 回大会(富山) 

<ポスター> 

SOFC 硫黄被毒の作動条件依存

性 

芳住知勇、白鳥祐介、伊藤衡

平、佐々木一成 

58 2010 年 5

月 19、20

日 

第 17 回燃料電池シンポジウム 

(東京) <ポスター> 

量子化学計算を用いた SOFC 燃

料極における硫黄被毒ミクロ

レベル解析 

小倉鉄平、石元孝佳、古山通

久 

59 平成 22 年

6月 3日 

第 26 回化学反応討論会(広島) 

<ポスター> 

Adsorbed Sulfur Role for 

Hydrogen & Methane 

Dissociation on a Nickel 

Surface 

Teppei OGURA, Takayoshi 

ISHIMOTO, Michihisa KOYAMA 

60 平成 22 年

6月 23 日 

13th International 

Conference on Theoretical 

Aspects of Catalysis 

(Miyagi)<Poster> 

First Principles study for 

Sulfur Poisoning on an SOFC 

Anode 

Teppei OGURA, Takayoshi 

ISHIMOTO, Ryo NAGUMO, 

Michihisa KOYAMA 

61 平成 22 年

6月 30 日 

9th European SOFC Forum 

(Lucerne, Switzerland) 

<Poster> 

Water vapor and SO2 poisoning 

effect on the long-term 

durability of SOFC cathodes. 

Run Ru LIU, Yusuke 

SHIRATORI, Toshihiro OSHIMA 

and Kazunari SASAKI 

62 平成 22 年

6月 30 日 

9th European SOFC Forum, 

Lucerne, 

Switzerland<Poster> 

Sulfur Poisoning of SOFCs: 

Dependence on operational 

parameters. 

Tomoo YOSHIZUMI, Eiji YUKI, 

Yusuke SHIRATORI and 

Kazunari SASAKI 

63 平成 22 年

6月 30 日 

9th European SOFC Forum 

(Lucerne, Switzerland) 

<Poster> 

Computational Study for 

Sulfur Poisoning on a SOFC 

Anode Using Density 

Functional Theory. 

Teppei OGURA, Takayoshi 

ISHIMOTO, Ryo NAGUMO, 

Michihisa KOYAMA 

64 平成 22 年

7月 2日 

9th European SOFC Forum 

(Lucerne, Switzerland) 

Chemical Durability of 

SOFCs: Influence of 

Impurities on Long-term 

Performance. 

Kazunari SASAKI, Kengo HAGA, 

Daisuke MINEMATSU, Tomoo 

YOSHIZUMI, Run Ru LIU, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO, 

Michihisa KOYAMA and Katsumi 

YOKOMOTO 

65 平成 22 年

7月 10 日 

第 47 回化学関連支部合同九州

大会(北九州)<ポスター> 

Durability of SOFC cathode 

under SOx poisoning. 

Run Ru LIU, Seon Hye KIM、

大嶋敏宏、白鳥祐介、佐々木

一成 

66 平成 22 年

7月 10 日 

第 47 回化学関連支部合同九州

大会(北九州) <ポスター> 

固体酸化物形燃料電池電極に

おける交換電流密度の作動条

件依存性 

米倉嵩博、野尻能弘、白鳥祐

介、伊藤衡平、佐々木一成 

67 平成 22 年

7月 10 日 

第 47 回化学関連支部合同九州

大会(北九州) <ポスター> 

SOFC の被毒耐久性における燃

料不純物種依存性～アルカリ

金属およびアルカリ土類金属

の化合物を中心として～ 

峯松大輔、芳賀健吾、野尻能

弘、白鳥祐介、伊藤衡平、佐々

木一成 

68 平成 22 年

7月 10 日 

第 47 回化学関連支部合同九州

大会(北九州)<ポスター> 

SOFC 硫黄被毒の作動条件依存

性 

芳住知勇、白鳥祐介、伊藤衡

平、佐々木一成 

69 平成 22 年

7月 23 日 

6th Tokyo Conference on 

Advanced Catalytic Science 

and Technology (Hokkaido) 

Density Functional Theory 

Studies of Sulfur Poisoning 

in Solid Oxide Fuel Cells: 

Role of Surface & Subsurface 

Sulfur atoms 

Teppei OGURA, Takayoshi 

ISHIMOTO, Ryo NAGUMO, 

Michihisa KOYAMA 

70 平成 22 年

8月 24 日 

IUMRS-ICEM2010(Goyang, 

Gyeonggi-do, Korea)〈Invited 

talk〉 

Computational Chemistry for 

Designing Durable Fuel Cell 

Materials 

Michihisa KOYAMA 

71 平成 22 年

9月 5日 

化学工学会反応工学部会若手

会講演会（京都）〈招待講演〉 

燃料電池高性能化・長寿命のた

めの理論シミュレーション 

古山通久 
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72 平成 22 年

9月 6日 

化学工学会第 42 回秋季大会

（京都）〈招待講演〉 

分子論に根差した階層型連成

現象シミュレーション ～燃料

電池・水素分野を中心とした応

用と展望～ 

古山通久 

73 平成 22 年

9月 6日 

化学工学会第 42 回秋季大会

（京都） 

量子化学計算を用いたSOFC 硫

黄被毒反応機構の構築 

小倉鉄平、石元孝佳、古山通

久 

74 平成 22 年

9月 15 日 

分子科学討論会 2010 大阪（大

阪）<ポスター> 

固体酸化物形燃料電池の高性

能化・高耐久化に向けた計算化

学的アプローチ 

小倉鉄平、中尾和英、本山雅

孝、石元孝佳、古山通久 

75 平成 22 年

9月 15 日 

第 352 回電池技術委員会（福

岡）〈依頼講演〉 

福岡の水素FC 拠点全体の概要

ならびに燃料電池材料研究に

ついて 

佐々木一成 

76 平成 22 年

9月 18 日 

第 106 回触媒討論会（山梨）〈招

待講演〉 

燃料電池高性能化・長寿命のた

めの計算化学アプローチ 

古山通久 

77 平成 22 年

9 月 29 日

-10 月 1 日 

水素エネルギー先端技術展

2010（北九州）<ポスター> 

燃料電池高機能化・高耐久化に

向けた実践的計算化学 

中尾和英、松下瞬平、小倉鉄

平、石元孝佳、古山通久 

78 平成 22 年

10 月 15 日 

第 20 回キャラクタリゼーショ

ン講習会（大分）<ポスター> 

燃料電池高性能化・高耐久化に

関する計算化学アプローチ 

小倉鉄平、石元孝佳、古山通

久 

79 平成 22 年

11 月 5日 

第 30 回表面科学学術講演会

（大阪）<ポスター> 

SOFC 燃料極における硫黄被毒

過程に関する表面反応解析 

小倉鉄平、石元孝佳、古山通

久 

80 平成 22 年

12 月 2日 

MRS 2010 Fall Meeting 

(Boston, USA) 

Chemical Durability of 

SOFCs: Equilibrium 

Consideration and Kinetic 

Aspects. 

Kazunari SASAKI, Kengo HAGA, 

TomooYOSHIZUMI, Daisuke 

MINEMATSU, Eiji YUKI, Run Ru 

LIU, Chie URYU, Toshihiro 

OSHIMA, Teppei OGURA, Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO, 

Michihisa KOYAMA and Katsumi 

YOKOMOTO 

81 平成 22 年

12 月 6日 

第 30 回水素エネルギー協会大

会（東京） 

SOFC のセル性能定量化に関す

る研究 

米倉嵩博、芳住知勇、白鳥祐

介、立川雄也、伊藤衡平、佐々

木一成 

82 平成 22 年

12 月 13 日 

富士電機技術交流会（東京）〈招

待講演〉 

高温触媒表面反応解明に向け

た計算化学アプローチ 

古山通久 

83 平成 22 年

12 月 16 日 

第19回SOFC研究発表会（東京） 固体酸化物形燃料電池の化学

的耐久性に関する研究 

佐々木一成、芳賀健吾、瓜生

智愛、芳住知勇、峯松大輔、

米倉嵩博、荒木研太、幸英治、

劉潤茹、周致霆、大嶋敏宏、

的場武、永井美徳、野尻能弘、

谷口俊輔、小倉鉄平、白鳥祐

介、伊藤衡平、古山通久、横

本克巳 

84 平成 22 年

12 月 16 日 

第19回SOFC研究発表会（東京）

<ポスター> 

SOFC 硫黄被毒の作動条件依存

性 

芳住知勇、瓜生智愛、大嶋敏

弘、白鳥祐介、伊藤衡平、佐々

木一成 

85 平成 22 年

12 月 16 日 

第19回SOFC研究発表会（東京）

<ポスター> 

SOFC の硫黄系不純物被毒にお

ける炭化水素との複合被毒効

果 

吉富寛晃、幸英治、白鳥祐介、

大嶋敏弘、伊藤衡平、佐々木

一成 

86 平成 22 年

12 月 16 日 

第19回SOFC研究発表会（東京）

<ポスター> 

Influence of water vapor, SO2 

and NaCl on the long-term 

durability of SOFC cathodes. 

Run Ru LIU, Seon Hye KIM, 

Shunsuke TANIGUCHI, 

Toshihiro OSHIMA, Y.usuke 

SHIRATORI, Kohei ITO and 

Kazunari SASAKI 

87 平成 22 年

12 月 16 日 

第19回SOFC研究発表会（東京）

<ポスター> 

SOFC のセル性能定量化に関す

る研究 

米倉嵩博、立川雄也、芳住知

勇、白鳥祐介、伊藤衡平、佐々

木一成 

88 平成 22 年

12 月 17 日 

第19回SOFC研究発表会（東京） 量子化学計算を用いたSOFC 燃

料極における不純物被毒解析 

小倉鉄平、中尾和英、本山雅

孝、石元孝佳、古山通久 

89 平成 23 年

2月 3日 

International Hydrogen 

Energy Development Forum 

2011 (Fukuoka, Japan) 

<Poster> 

Quantum Chemical Analysis 

for Sulfur Poisoning and 

Degradation on an SOFC Anode 

Teppei OGURA, Takayoshi 

ISHIMOTO and Michihisa 

KOYAMA 
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90 平成 23 年

2月 3日 

International Hydrogen 

Energy Development Forum 

2011 (Fukuoka, 

Japan)<Poster> 

Co-poisoning effect of 

sulfur and hydrocarbons on 

SOFC anode performance. 

Hiroaki YOSHITOMI, Eiji 

YUKI, Toshihiro OSHIMA, Chie 

URYU, Yusuke SHIRATORI, 

Kohei ITO and Kazunari 

SASAKI 

91 平成 23 年

2月 3日 

International Hydrogen 

Energy Development Forum 

2011 (Fukuoka, 

Japan)<Poster> 

Chemical Degradation and 

Poisoning Mechanism of 

Cermet Anodes in Solid Oxide 

Fuel Cells. 

Kota MIYOSHI, Kengo HAGA, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO, 

Kazunari SASAKI 

92 平成 23 年

2月 3日 

International Hydrogen 

Energy Development Forum 

2011 (Fukuoka, 

Japan)<Poster> 

Exchange Current Density of 

Solid Oxide Fuel Cell 

Electrodes. 

Takahiro YONEKURA, Yuya 

TACHIKAWA, Tomoo YOSHIZUMI, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO, 

Kazunari SASAKI 

93 平成 23 年

3月 3日 

FC EXPO 2011～FC アカデミッ

クフォーラム～(東京) 

燃料電池電極の化学的耐久性

と新規材料開発 

佐々木一成 

94 平成 23 年

3月 29 日 

電気化学会第 78 回大会(横浜）

<ポスター> 

空気中の微量成分による SOFC

空気極の被毒・劣化挙動 

谷口俊輔、劉潤茹、白鳥祐介、

伊藤衡平、佐々木一成 

95 平成 23 年

3月 29 日 

電気化学会第 78 回大会(横浜）

<ポスター> 

固体酸化物形燃料電池電極の

交換電流密度に対する圧力お

よび温度依存性 

立川雄也、米倉嵩博、芳住知

勇、白鳥祐介、伊藤衡平、佐々

木一成 

96 平成 23 年

3月 31 日 

電気化学会第 78 回大会(横浜） リン被毒効果：SOFC の電極性

能と内部改質への影響 

三好航太、芳賀健吾、白鳥祐

介、伊藤衡平、佐々木一成 

97 平成 23 年

3月 31 日 

電気化学会第78 回大会(横浜） SOFC における硫黄系不純物と

炭化水素との複合被毒効果 

吉富寛晃、幸英治、大嶋敏弘、

瓜生智愛、白鳥祐介、伊藤衡

平、佐々木一成 

98 平成 23 年

3月 31 日 

電気化学会第 78 回大会(横浜） SOFC 燃料極における硫黄被毒

時表面反応シミュレーション 

小倉鉄平、石元孝佳、古山通

久 

99 平成 23 年

5月 2日 

219th ECS Meeting (Montreal, 

Canada)  <Poster> 

Influence of SO2 on the 

long-term durability of SOFC 

cathodes. 

Run Ru LIU, Shunsuke 

TANIGUCHI, Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO, 

Kazunari SASAKI 

100 平成 23 年

5月 3日 

219th ECS Meeting (Montreal, 

Canada)  <Poster> 

Sulfur Poisoning of SOFCs: 

Dependence on operational 

parameters. 

Tomoo YOSHIZUMI, Chie URYU, 

Toshihiro OSHIMA,Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO, 

Kazunari SASAKI 

101 平成 23 年

5月 5日 

219th ECS Meeting (Montreal, 

Canada)  

Impurity Poisoning of SOFCs. Kazunari SASAKI, Kengo HAGA, 

Tomoo YOSHIZUMI, Dausuke 

MINEMATSU, Eiji YUKI, Run Ru 

LIU, Chie URYU, Toshihiro 

OSHIMA, Shunsuke TANIGUCHI, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO 

102 平成 23 年

5月 5日 

219th ECS Meeting (Montreal, 

Canada)  <Poster> 

Exchange Current Density at 

SOFC Electrodes. 

Takahiro YONEKURA, Yuya 

TACHIKAWA, Tomoo YOSHIZUMI, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO, 

Kazunari SASAKI 

103 平成 23 年

5月 6日 

219th ECS Meeting (Montreal, 

Canada)  

Computational Study on 

Impurities Poisoning and 

Degradation of and SOFC Anode 

Basedon Density Functional 

Theory. 

Teppei OGURA, Kazuhide 

NAKAO, Takayoshi ISHIMOTO 

and Michihisa KOYAMA 

104 平成 23 年

6月 28 日 

触媒学会ワークショップ「ナノ

粒子触媒の構造制御と表面化

学」（北海道）<ポスター> 

密度汎関数法を用いたNi 触媒

表面反応解析 

小倉鉄平、石元孝佳、古山通

久、月川久義、田島正喜 

105 平成 23 年

7月 5日 

18th International 

Conference on Solid State 

Ionics (Warsaw, Poland) 

<Poster> 

Phosphorus Poisoning Effects 

to SOFC Anode Performance and 

Internal Reforming. 

Kota MIYOSHI, Kengo HAGA, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO, 

and Kazunari SASAKI 

106 平成 23 年

7月 5日 

18th International 

Conference on Solid State 

Ionics (Warsaw, Poland) 

<Poster> 

Classification of Impurity 

Elements Regarding their 

Relevance to Chemical 

Degradation of SOFC 

Ni-based Anodes. 

Kengo HAGA, Kazunari SASAKI 
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107 平成 23 年

7月 5日 

18th International 

Conference on Solid State 

Ionics (Warsaw, Poland) 

<Poster> 

Co-Poisoning Effect of 

Sulfur and Hydrocarbons on 

SOFC Anode Performance. 

Hiroaki YOSHITOMI, Eiji 

YUKI, Toshihiro OSHIMA, Chie 

URYU, Yusuke SHIRATORI, 

Kohei ITO, Kazumari SASAKI 

108 平成 23 年

7月 9日 

第 48 回化学関連支部合同九州

大会（北九州)<ポスター> 

固体酸化物燃料電池の発電性

能シミュレーション 

立川雄也、米倉嵩博、芳住知

勇、白鳥祐介、佐々木一成 

109 平成 23 年

7月 9日 

第 48 回化学関連支部合同九州

大会（北九州)<ポスター> 

SOFC における硫黄系不純物と

炭化水素との複合被毒効果 

吉富寛晃、幸英治、大嶋敏宏、

瓜生智愛、白鳥祐介、伊藤衡

平、佐々木一成 

110 平成 23 年

7月 9日 

第 48 回化学関連支部合同九州

大会（北九州)<ポスター> 

リン被毒効果：SOFC の電極性

能と内部改質への影響 

三好航太、芳賀健吾、白鳥祐

介、伊藤衡平、佐々木一成 

111 平成 23 年

7月 9日 

第 48 回化学関連支部合同九州

大会（北九州)<ポスター> 

SOFC アノードへのアルカリ土

類金属添加による炭素析出抑

制に関する研究 

橋本翔、白鳥祐介、佐々木一

成 

112 平成 23 年

7月 11 日 

7th International Conference 

on Chemical Kinetic 

(Cambridge, USA) 

Computational Investigation 

on Kinetics of Sulfur 

Poisoning on Nickel 

Catalysts. 

Teppei OGURA, Takayoshi 

ISHIMOTO and Michihisa 

KOYAMA 

113 平成 23 年

7月 22 日 

福岡水素エネルギー戦略会議 

平成 23 年度総会・記念講演会

（福岡)〈依頼講演〉 

次世代燃料電池への期待と産

学連携による研究開発の動向 

佐々木一成 

114 平成 23 年

8月 2日 

第 151 回 KASTEC セミナー(福

岡）〈依頼講演〉 

水素/燃料電池の将来 佐々木一成  

115 平成 23 年

9月 13 日 

The 62nd AnnualMeeting of the 

International Society of 

Electrochemistry (Niigata, 

Japan)<Poster> 

Chemical Durability of 

SOFCs. 

Kazunari SASAKI, Kengo HAGA, 

Tomoo YOSHIZUMI, Daisuke 

MINEMATSU, Hiroaki 

YOSHITOMI, Kota  MIYOSHI, 

Runru LIU, Chie URYU, Yuya 

TACHIKAWA, Toshihiro 

OSHIMA, Shunsuke TANIGUCHI, 

Yusuke SHIRATORI 

116 平成 23 年

9月 22 日 

2nd International Workshop 

on Degradation Issues of Fuel 

Cells (Thessaloniki, Greece) 

Impurity Poisoning of SOFCs. Kazunari SASAKI 

117 平成 23 年

9月 22 日 

第 108 回触媒討論会（北海道） 新規反応モデリング法による

Ni 触媒上での硫黄被毒解析 

小倉鉄平、石元孝佳、古山通

久、月川久義、田島正喜 

118 平成 23 年

10 月 19 日 

IUPAC 7th International 

Conference on Novel 

Materials and their 

Synthesis (NMS-VII) & 21st 

International Symposium on 

Fine Chemistry and 

Functional Polymers 

(FCFP-XXI) (Shanghai, China) 

Computational chemistry for 

designing functional 

materials in future energy 

technologies. 

Michihisa KOYAMA 

119 平成 23 年

11 月 15 日 

第 1 回 CSJ 化学フェスタ－

2011 世界化学年記念大会－

（東京）〈依頼講演〉 

水素エネルギー利用システム

の将来展望 

佐々木一成  

120 平成 23 年

11 月 10 日 

燃料電池アジアセミナーin 福

岡～日韓燃料電池産業の最前

線～（北九州） 〈依頼講演〉 

水素エネルギーと新産業の実

現に向けて 

佐々木一成  

121 平成 23 年

11 月 25 日 

第 5回 SOFC 基礎セミナー（福

岡）〈依頼講演〉 

SOFC の劣化機構：化学劣化研

究の現状と今後の展開 

佐々木一成  

122 平成 23 年

11 月 29 日 

2011 MRS Fall Meeting & 

Exhibit （ Boston, USA ）

<Poster> 

Poisoning Effects of SOFC 

Anodes by Various 

Alkaline-Earth Elements. 

Daisuke MINEMATSU, Sho 

HASHIMOTO, Shunsuke 

TANIGUCHI, Yusuke 

SHIRATORI, Kazunari SASAKI 

123 平成 23 年

12 月 12 日 

第20回SOFC研究発表会（東京）

<ポスター> 

SOFC の硫黄被毒の作動条件依

存性 

芳住知勇、瓜生智愛、立川雄

也、大嶋敏宏、谷口俊輔、白

鳥祐介、佐々木一成 

124 平成 23 年

12 月 12 日 

第20回SOFC研究発表会（東京）

<ポスター> 

SOFC における硫黄不純物と炭

化水素との複合被毒効果 

吉富寛晃、幸英治、瓜生智愛、

大嶋敏宏、白鳥祐介、佐々木

一成 
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125 平成 23 年

12 月 12 日 

第20回SOFC研究発表会（東京）

<ポスター> 

リン被毒効果：SOFC アノード

のセル性能と内部改質反応へ

与える影響 

三好航太、芳賀健吾、谷口俊

輔、白鳥祐介、佐々木一成 

126 平成 23 年

12 月 12 日 

第20回SOFC研究発表会（東京）

<ポスター> 

計算化学的手法を用いた SOFC 

燃料極における炭素析出劣化

解析 

小倉鉄平、石元孝佳、古山通

久、月川久義、田島正喜 

127 平成 23 年

12 月 13 日 

第20回SOFC研究発表会（東京） 固体酸化物形燃料電池の化学

的耐久性に関する研究 

佐々木一成、芳賀健吾、瓜生

智愛、芳住知勇、峯松大輔、

吉富寛晃、三好航太、橋本翔、

周致霆、大嶋敏宏、的場武、

永井美徳、川畑勉、小倉鉄平、

古山通久、横本克巳、谷口俊

輔、白鳥祐介 

128 平成 23 年

12 月 13 日 

6th International Symposium 

on Surface Science （Tokyo, 

Japan) 

Computational Study on the 

Lattice Expansion Effect for 

Surface Stable Phase in Ni-S 

Systems. 

Teppei OGURA, Takayoshi 

ISHIMOTO, Michihisa KOYAMA, 

Hisayoshi TSUKIKAWA and 

Masaki TAJIMA 

129 平成 23 年

12 月 15 日 

第 31 回表面科学学術講演会

（東京）<ポスター> 

量子化学計算に基づく表面反

応機構構築法の開発 

小倉鉄平、石元孝佳、古山通

久、月川久義、田島正喜 

130 平成 24 年

1月 24 日 

2011 年度触媒学会水素の製造

と利用に関するシンポジウム

（東京）〈依頼講演〉 

次世代燃料電池の材料研究と

産学連携 

佐々木一成  

131 平成 24 年

3月 7日 

表面科学会関西支部 20 周年若

手ポスター発表会（京都）<ポ

スター> 

Ni-S 表面相における金属格子

膨張効果の計算解析 

小倉鉄平、月川久義、田島正

喜 

132 平成 24 年

3月 27 日 

日本化学会第 92 春季年会

(2012)（横浜）<ポスター> 

固体酸化物形燃料電池におけ

る硫黄系不純物による性能低

下現象の検証 

立川雄也、芳住知勇、細井貴

己、白鳥祐介、佐々木一成 

133 平成 24 年

3月 29 日 

電気化学会第 79 回大会（浜松）

<ポスター> 

固体酸化物形燃料電池電極の

交換電流密度と硫黄被毒の影

響 

細井貴己、米倉嵩博、芳住知

勇、立川雄也、白鳥祐介、佐々

木一成 

134 平成 24 年

3月 29 日 

電気化学会第 79 回大会（浜松）

<ポスター> 

SOFC における硫黄系不純物と

炭化水素との複合被毒効果 

西村隆史、吉富寛晃、白鳥祐

介、佐々木一成 

135 平成 24 年

3月 29 日 

電気化学会第 79 回大会（浜松） 量子化学計算を用いた SOFC ア

ノード炭素析出劣化に関する

基礎解析 

小倉鉄平、月川久義、田島正

喜 

136 平成 24 年

3月 30 日 

電気化学会第 79 回大会（浜松） SOFC のサイクル耐久性に関す

る研究 

花崎雅洋、瓜生智愛、谷口俊

輔、白鳥祐介、佐々木一成 

137 平成 24 年

3月 30 日 

電気化学会第 79 回大会（浜松） SOFC の化学的耐久性に関する

研究：現状と今後の展望 

佐々木一成、芳住知勇、峯松

大輔、吉富寛晃、三好航太、

瓜生智愛、花崎雅洋、西村隆

史、細井貴己、周致霆、大嶋

敏宏、立川雄也、谷口俊輔 

138 平成 24 年

5月 16 日 

第 19 回燃料電池シンポジウム

（東京） 

SOFC の化学的耐久性に関する

研究 

佐々木一成、芳住知勇、峯松

大輔、吉富寛晃、三好航太、

瓜生智愛、花崎雅洋、西村隆

史、細井貴己、周致霆、大嶋

敏弘、立川雄也、谷口俊輔、

白鳥祐介 

139 平成 24 年

6月 29 日 

10th European SOFC Forum 2012 

(Luzern, Switzerland) 

Chemical Degradation of 

SOFCs: External impurity 

poisoning + internal 

diffusion-related 

phenomena. 

Kazunari SASAKI , Kengo 

HAGA, Tomoo YOSHIZUMI, 

Hiroaki YOSHITOMI, Kota 

MIYOSHI, Shunsuke 

TANIGUCHI , Yusuke SHIRATORI 

 ―論文― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 20 年

8月 1日 

J. of Fuel Cell Sci. and 

Technol., Vol. 5, Iss.3, 

031212-1～8 

Thermochemical Stability of 

Sulfur Compounds in Fuel Cell 

Gases Related to Fuel 

Impurity Poisoning. 

Kazunari SASAKI 
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2 平成 20 年

9月 1日 

Solid State Ionics, Vol.179, 

Iss.27-32, pp.1427-1431 

Poisoning of SOFC Anodes by 

Various Fuel Impurities. 

Kengo HAGA, Shuichi ADACHI, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO, 

Kazunari SASAKI 

3 平成 20 年

9月 

J. Electrochem. Soc., 

Vol.155, Iss.12, pp. 

B1233-B1239 

Chlorine Poisoning of SOFC 

Ni-Cermet Anodes. 

Kengo HAGA, Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO, 

Kazunari SASAKI 

4 2009 年 ECS Transactions, 25(2), 

pp.2031-2038 

Chemical Degradation and 

Poisoning Mechanism of 

Cermet Anodes in Solid Oxide 

Fuel Cells. 

Kengo HAGA, Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO and 

Kazunari SASAKI 

5 2009 年 ECS Transactions, 25(2), 

pp.2039-2048 

Performance and Long-term 

Durability of Nanostructured 

Ni Anodes Doped with 

Transition Metals prepared 

by Spray Mist Dryer. 

Kenta ARAKI, Junya YAMAMOTO, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO 

and Kazunari SASAKI 

6 2009 年 ECS Transactions, 25(2), 

pp.2859-2866 

The Influence of Water Vapor 

and SO2 on the Durability of 

Solid Oxide Fuel Cells. 

Runru LIU, Seon Hye KIM, 

Yusuke SHIRATORI, Toshihiro 

OSHIMA, Kohei ITO and 

Kazunari SASAKI 

7 2010 年 J. of Fuel Cell Science and 

Technol., Vol. 7, 

pp.021011-1~6 

Degradation of Solid Oxide 

Fuel Cell Cathodes 

Accelerated at a High Water 

Vapor Concentration. 

Seon Hye KIM, K. B. SHIM, C. 

S. KIM, Jyh-Tyng CHOU, 

Toshihiro OSHIMA, Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO and 

Kazunari SASAKI 

8 2010 年 6

月 

Proceedings of 9th European 

Solid Oxide Fuel Cell Forum, 

pp.7-51~7-60. 

Chemical Durability of 

SOFCs: Influence of 

Impurities on Long-term 

Performance. 

Kazunari SASAKI, Kengo HAGA, 

Daisuke MINEMATSU, Tomoo 

YOSHIZUMI, Run Ru LIU, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO, 

Michihisa KOYAMA and Katsumi 

YOKOMOTO 

9 2010 年 6

月 

Proceedings of 9th European 

Solid Oxide Fuel Cell Forum, 

pp.7-148~7-155. 

Water vapor and SO2 poisoning 

effect on the long-term 

durability of SOFC cathodes. 

Run Ru LIU, Yusuke 

SHIRATORI, Toshihiro OSHIMA 

and Kazunari SASAKI 

10 2010 年 6

月 

Proceedings of 9th European 

Solid Oxide Fuel Cell Forum, 

pp.7-77~7-85. 

Sulfur Poisoning of SOFCs: 

Dependence on operational 

parameters. 

Tomoo YOSHIZUMI, Eiji YUKI, 

Yusuke SHIRATORI and 

Kazunari SASAKI 

11 2010 年 6

月 

Proceedings of 9th European 

Solid Oxide Fuel Cell Forum, 

pp.7-128~7-134. 

Computational Study for 

Sulfur Poisoning on a SOFC 

Anode Using Density 

Functional Theory 

Teppei OGURA, Takayoshi 

ISHIMOTO, Ryo NAGUMO, 

Michihisa KOYAMA 

12 2010 年 9

月 

J. Electrochem. Soc., 

157(11), B1693-B1700  

Phosphorus Poisoning of 

Ni-Cermet Anodes in Solid 

Oxide Fuel Cells. 

Kengo HAGA, Yusuke 

SHIRATORI, Yoshihiro 

NOJIRI, Kohei ITO and 

Kazunari SASAKI 

13 2011 年 5

月 

ECS Transactions, 35 (1), pp. 

1007-1014 

Exchange Current Density of 

Solid Oxide Fuel Cell 

Electrodes 

Takahiro YONEKURA, Yuya 

TACHIKAWA, Tomoo YOSHIZUMI, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO 

and Kazunari SASAKI 

14 2011 年 5

月 

ECS Transactions, 35 (1), pp. 

1717-1725 

Sulfur Poisoning of SOFCs: 

Dependence on Operational 

Parameters. 

Tomoo YOSHIZUMI, Chie URYU, 

Toshihiro OSHIMA, Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO, and 

Kazunari SASAKI 

15 2011 年 5

月 

ECS Transactions, 35 (1), pp. 

2255-2260 

Influence of SO2 on the 

Long-term Durability of SOFC 

Cathodes. 

Run Ru LIU, Shunsuke 

TANIGUCHI, Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO and 

Kazunari SASAKI 

16 2011 年 5

月 

ECS Transactions, 35 (1), pp. 

2805-2814 

Impurity Poisoning of SOFCs. Kazunari SASAKI, Kengo HAGA, 

Tomoo YOSHIZUMI, Daisuke 

MINEMATSU, Eiji YUKI, Run Ru 

LIU, Chie URYU, Toshihiro 

OSHIMA, Shunsuke TANIGUCHI, 

Yusuke SHIRATORI, Kohei ITO 
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17 2011 年 5

月 

ECS Transactions, 35(1), pp. 

853-858 

Computational Study on 

Impurities Poisoning and 

Degradation of an SOFC Anode 

Based on Density Functional 

Theory. 

Teppei OGURA, Kazuhide 

NAKAO, Takayoshi ISHIMOTO 

and Michihisa KOYAMA 

18 2011 年 9

月 

J. Power Sources, 196 (17), 

pp. 7090-7096 

Influence of Water Vapor on 

Long-term Performance and 

Accelerated Degradation of 

Solid Oxide Fuel Cell 

Cathodes. 

Run Ru LIU, Seon Hye KIM, 

Shunsuke TANIGUCHI, 

Toshihiro OSHIMA, Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO and K. 

SASAKI 

19 2011 年 11

月 

J. of Power Sources, 196 

(22), pp.9130-9140 

Chemical Durability of 

SOFCs: Influence of 

impurities on long-term 

performance. 

Kazunari SASAKI, Kengo HAGA, 

Tomoo YOSHIZUMI, Dasuke 

MINEMATSU, Eiji YUKI, Run Ru 

LIU, Chie URYU, Toshihiro 

OSHIMA, Teppei OGURA, Yusuke 

SHIRATORI, Kohei ITO, 

Michihisa KOYAMA, Katsumi 

YOKOMOTO 

20 2012 年 7

月 

Proceedings of10th European 

SOFC Forum 2012, pp.A12_5-13 

Chemical Degradation of 

SOFCs: External impurity 

poisoning + internal 

diffusion-related 

phenomena. 

Kazunari SASAKI , Kengo 

HAGA, Tomoo YOSHIZUMI, 

Hiroaki YOSHITOMI, Kota 

MIYOSHI, Shunsuke 

TANIGUCHI , Yusuke SHIRATORI 

21 in Press J. Electrochem. Soc.,  

159(11) 

Sulfur Poisoning of SOFCs: 

Voltage oscillation and Ni 

oxidation 

Tomoo YOSHIZUMI, Shunsuke 

TANIGUCHI, Yusuke 

SHIRATORI, and Kazunari 

SASAKI 

－受賞― 

No. 年月 受賞者 受賞内容 表彰団体・賞名 

１ 平成 21 年 6月 Kazunari Sasaki Christian Friedrich 

Shoenbein Contribution to 

Science Medal 

European Fuel Cell Forum  

 

課題 2-3)  機械的解析 

 ―研究発表・講演― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成20年9

月 16-18 日 

日本機械学会 M&M2008 材料力

学カンファレンス（草津） 

固体酸化物燃料電池用セラミ

ックスの機械的特性に及ぼす

還元処理の影響に関する研究 

武山陽平, 佐藤一永，川田達

也，橋田俊之，水崎純一郎 

2 平成20年9

月 17-20 日 

2008 Korea-Japan-China SOFC 

Symposium (Pohang, Korea) 

Reaction kinetics and 

electrochemical stress of 

SOFC gas electrodes 

Junichiro Mizusaki, Keiji 

Yashiro, Kazuhisa sato 

3 平成 20 年

10 月 14 日 

Pacific Rim Meeting on 

Electrochemical and 

Solid-State Science 2008 

(PRiME 2008) (Honolulu, 

Hawaii, USA) 

Relationship between the 

reaction area and chemical 

capacitance in Ni-GDC cermet 

anode for SOFC 

H. Watanabe, T. Nakamura, A. 

Unemoto, M. Sase, K. 

Amezawa, T. Kawada 

4 平成 20 年

10 月 23 日 

第１回機能性酸化物エレクト

ロニクス研究会（大阪） 

Current status of SOFC 

technology and the 

functional oxides: electrode 

reaction and defect chemical 

nature 

水崎純一郎 

5 平成 20 年

12 月 18 日 

第17回SOFC研究発表会（東京） SOFC の機械的信頼性向上のた

めの基礎研究 

川田達也，佐藤一永，古山通

久，井口文匡，八代圭司，雨

澤浩史，寺田賢二郎，湯上浩

雄，橋田俊之，水崎純一郎 
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6 平成 20 年

12 月 18 日 

第17回SOFC研究発表会（東京） SOFC の信頼性評価のための機

械的解析 

佐藤一永，八代圭司，井口史

匡，小山通久，雨澤浩史，寺

田賢二郎，湯上浩雄，橋田俊

之，水崎純一郎，川田達也 

7 平成 20 年

12 月 18 日 

第17回SOFC研究発表会（東京） セラミックス電解質・電極材料

の導電性と応力場：特に安定化

ジルコニアとカソード酸化物

材料について  

泉徹, 鳴海涼, 佐藤一永, 八

代圭司, 橋田俊之, 水崎純一

郎 

8 平成21年3

月 19 日 

第 51 回固体イオニクス研究会

（仙台） 

SOFC 電極における”電気化学

反応”と歪み場形成－バトラ

ーボルマー式の再検証が導く

電極での化学反応律速と酸化

物の不定比組成が生み出す場

－ 

水崎純一郎 

9 平成21年3

月 19 日 

第 51 回固体イオニクス研究会

（仙台） 

SOFC の機械特性と固体イオニ

クス 

井口史匡 

10 平成21年3

月 29 日 

電気化学会第 76 回大会（京都） Ni サーメット電極の有効反応

場解明と初期劣化現象 

渡邉秀貴，宇根本篤，雨澤浩

史，川田達也 

11 平成21年6

月 5日 

資源・素材学会東北支部平成

21 年度春季大会（仙台） 

燃料支持型 SOFC における電

気・機械的性能に及ぼす燃料枯

れの影響 

陳韻吉，佐藤一永，橋田俊之 

12 平成21年9

月 6-9 日 

The 6th Petite Workshop on 

Defect Chemical Nature of 

Energy Materials (Damyang, 

Korea) 

Defect chemical approach to 

the research on integlity of 

interfaces in SOFC 

T. Kawada, H. Watanabe, A 

Unemoto, K. Sato, K. 

Amezawa, M. Kurumatani, K. 

Terada 

13 平成21年9

月 6-9 日 

The 6th Petite Workshop on 

Defect Chemical Nature of 

Energy Materials (Damyang, 

Korea) 

Determinant factor of oxygen 

nonstoichiometry for the 

perovskite-type oxide with 

mixed transition metals on 

B-site 

Junichiro Mizuskaki, 

Masatsugu Oishi, Kazuhisa 

Sato, Keiji Yashiro 

14 平成21年9

月 10-11 日 

2009年電気化学会秋季大会（東

京） 

高温 X 線回折測定による

La2-xSrxNiO4+δの結晶構造解 析 

中村崇司, 八代圭司, 佐藤一

永, 水崎純一郎 

15 平成21年9

月 10-11 日 

2009年電気化学会秋季大会（東

京） 

燃料電池酸素極用ペロブスカ

イ ト 型 導 電 性 酸 化 物

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-δ 

福田泰広, 橋本真一, 佐藤一

永, 八代圭司, 水崎純一郎 

16 平成21年9

月 10-11 日 

2009年電気化学会秋季大会（東

京） 

Ni-GDC サーメット燃料極の微

細構造と有効反応場，劣化モ

ードの関係 

渡邉秀貴，宇根本篤，雨澤浩

史，川田達也 

17 平成21年9

月 13-16 日 

日本機械学会 2009 年度年次大

会（盛岡） 

SOFC 構成セラミックスの機械

的特性に及ぼす酸素ポテンシ

ャルの影響に関する研究 

武山陽平，佐藤一永，川田達

也，橋田俊之，水崎純一郎 

18 平成21年9

月 13-16 日 

日本機械学会 2009 年度年次大

会（盛岡） 

AE 法と電気化学的手法を併用

した固体酸化物燃料電池の劣

化挙動評価 

佐藤一永, 熊田圭吾, 橋田俊

之, 水崎純一郎 

19 平成21年9

月 13-16 日 

日本機械学会 2009 年度年次大

会（盛岡） 

SOFC 構成材料における不定比

性と機械特性の相関 

中村崇司, 武山陽平, 福田泰

広, 中山翔太, 八代圭司, 佐

藤一永,橋田俊之,水崎純一郎 

20 平成21年9

月 13-16 日 

日本機械学会 2009 年度年次大

会（盛岡） 

ナノインデンテーション法 に

よる SOFC 電極／電解質界面の

機械的特性評価 

伊藤英彬，佐藤一永，宇根本

篤，雨澤浩史，川田達也 

21 平成21年9

月 13-16 日 

日本機械学会 2009 年度年次大

会（盛岡） 

共振法による SOFC 電解質材料

の機械的特性評価 

櫛拓人，佐藤一永，宇根本篤，

雨澤浩史，川田達也 

22 平成21年9

月 13-16 日 

日本機械学会 2009 年度年次大

会（盛岡） 

雰囲気制御下でのセリア系固

体電解質のクリープと電気化

学特性 

湯上浩雄，井口史匡，佐藤一

永，橋田俊之  

23 平成21年9

月 18 日 

化学工学会・第 41 回秋季大会

（広島） 

固体酸化物形燃料電池におけ

る機械特性の分子シミュレー

ション 

松山健男, 中村美穂, 島崎智

実, 久保百司 

24 平成21年9

月 29 日 

第 104 回触媒討論会（宮崎） 分子シミュレーションを用い

た 固 体 酸 化 物 形 燃 料 電 池

(SOFC)における機械特性 

松山健男, 中村美穂, 島崎智

実, 久保百司 
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25 平成 21 年

10 月 5日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC11) (Vienna, Austria) 

Investigation of High 

Temperature Elastic Modulus 

and Internal Friction of SOFC 

Electrolytes Using Resonance 

Method 

Takuto Kushi, Kazuhisa Sato, 

Atsushi Unemoto, Koji 

Amezawa, Tatsuya Kawada 

26 平成 21 年

10 月 6日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC11) (Vienna, Austria) 

Investigation on Oxygen 

Potential Distribution in a 

ZrO2-Based Solid Electrolyte 

by Using In-Situ Micro XAS 

Technique 

K. Amezawa, T. Ina, Y. 

Orikasa, A. Unemoto, H. 

Watanabe, F. Iguchi, Y. 

Terada, T. Fukutsuka, T. 

Kawada, H. Yugami, Y. 

Uchimoto 

27 平成 21 年

10 月 6日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC11) (Vienna, Austria) 

Classification of Mechanical 

Failures in SOFC and Strategy 

for Evaluation of the 

Operational Margins 

T. Kawada, S. Watanabe, S. 

Hashimoto, T. Sakamoto, A. 

Unemoto, M. Kurumatani, K. 

Sato, F. Iguchi, K. Yashiro, 

K. Amezawa, K. Terada, M. 

Kubo, H. Yugami, T. Hashida, 

J. Mizusaki 

28 平成 21 年

10 月 6日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC11) (Vienna, Austria) 

Electrochemical Analysis on 

Degradsation in Ni-GDC 

Cermet Anode for SOFC 

Hidetaka Watanabe, Atsushi 

Unemoto, Koji Amezawa, 

Tatsuya Kawada 

29 平成 21 年

10月4-9日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC11) (Vienna, Austria) 

Investigation of High 

Temperature Elastic Modulus 

and Internal Friction of SOFC 

Electrolytes Using Resonance 

Method 

Takuto Kushi, Kazuhisa Sato, 

Atsushi Unemoto, Koji 

Amezawa, Tatsuya Kawada 

30 平成 21 年

10月4-9日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC11) (Vienna, Austria) 

High Temperature Defect 

Equilibrium, Solid State 

Properties and Crystal 

Structure of 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-δ (y=0.2, 

0.4, 0.6, 0.8) for Cathode of 

Solid Oxide Fuel Cells 

Yasuhiro Fukuda, Shinichi 

Hashimoto, Kazuhisa Sato, 

Keiji Yashiro, Junichiro 

Mizusaki 

31 平成 21 年

10月4-9日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC11) (Vienna, Austria) 

High-Temperature Defect and 

Crystal Structure of 

Perovskite Type Oxide Ion 

Conductor 

La0.8Sr0.2Ga0.8Mg0.15Co0.05O3-δ 

S.Nakayama, S.Hashimoto, 

K.Sato, K.Yashiro, 

K.Amezawa, J.Mizusaki 

32 平成 21 年

10月4-9日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC11) (Vienna, Austria) 

Oxygen Nonstoichiometry, 

Crystal Structure and 

Mechanical Properties of 

La2NiO4+δ 

T.Nakamura, Y.Takeyama, 

S.Watanabe, K.Yashiro, 

K.Sato, T.Hashida, 

J.Mizusaki 

33 平成 21 年

10 月 25-29

日 

Materials 

Science&Technology 2009 

Conference&Exhibition 

(Pennsylvania, USA) 

Evaluation of Degradation 

Modes of a SOFC Electrode by 

Impedance Spectroscopy 

T.Kawada, H.Watanabe, 

A.Unemoto, K.Amezawa 

34 平成 21 年

10 月 25-29

日 

Materials 

Science&Technology 2009 

Conference&Exhibition 

(Pennsylvania, USA) 

B-Site Cation Mixing Effects 

on Chemical Stability and 

Defect Equilibrium of LaCrO3 

Based Perovskite-Type Solid 

Solutions 

Junichiro Mizusaki, 

Masatsugu Oishi, Keiji 

Yashiro 

35 平成 21 年

10 月 27 日 

とうほく 6県新技術・新工法展

示商談会（豊田） 

マルチフィジックス計算科学

による燃料電池の性能・劣化解

析と理論設計 

久保百司 

36 平成 21 年

10 月 27 日 

とうほく 6県新技術・新工法展

示商談会（豊田） 

固体酸化物形燃料電池の現状

と実用化に向けた取り組み 

雨澤浩史 

37 平成 21 年

11 月 10 日 

第 5 回学際領域における分子

イメージングフォーラム（調

布） 

特殊環境下におけるその場 X

線吸収分光法－固体酸化物形

燃料電池材料の評価 

雨澤浩史 

38 平成 21 年

11 月 12 日 

第 77 回 SOFC 研究会（東京） SOFC の信頼性・耐久性向上に

向けた機械的解析 

佐藤一永 
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39 平成 21 年

11 月 12 日 

日本コンピュータ化学会 2009

秋季年会（仙台） 

コンピュータシミュレーショ

ンを用いた固体酸化物形燃料

電池(SOFC)における機械特性 

松山健男, 中村美穂, 島崎智

実, 久保百司 

40 平成 21 年

12月7-9日 

第 35 回固体イオニクス討論会

（大阪） 

その場マイクロ X 線吸収分光

法によるジルコニア系固体電

解質における酸素ポテンシャ

ル分布の評価 

雨澤浩史，伊奈稔哲，折笠有

基，宇根本篤，渡邉秀貴，井

口史匡，福塚友和，川田達也，

寺田靖子，湯上浩雄，内本喜

晴 

41 平成 21 年

12月7-9日 

第 35 回固体イオニクス討論会

（大阪） 

Bサイト混合系ペロブスカイト

型導電性酸化物の高温欠陥平

衡・物性・構造 

福田泰広, 橋本真一, 佐藤一

永, 八代圭司, 水崎純一郎 

42 平成 21 年

12月7-9日 

第 35 回固体イオニクス討論会

（大阪） 

ペロブスカイト型酸化物イオ

ン 導 電 体

La0.8Sr0.2Ga0.8Mg0.15Co0.05O3-δ の 

高温欠陥平衡と物性 

中山翔太, 橋本真一, 佐藤一

永, 八代圭司, 雨澤浩史, 水

崎純一郎 

43 平成 21 年

12月7-9日 

第 35 回固体イオニクス討論会

（大阪） 

環境制御型走査電子顕微鏡

（ESEM)による固体酸化物燃料

電池ガス電極の疑似運転条件

下における動的観測 

呉屋祐喜, 八代圭司, 佐藤一

永, 水崎純一郎 

44 平成 21 年

12月7-9日 

第 35 回固体イオニクス討論会

（大阪） 

層状ペロブスカイト酸化物

Ln2-xSrxNiO4+δ(Ln=La,Nd) の酸

素不定比性と結晶構造変化 

中村崇司, 八代圭司, 佐藤一

永, 水崎純一郎 

45 平成 21 年

12 月 17-18

日 

第18回SOFC研究発表会（東京） SOFC 電解質材料の高温・制御

雰囲気下における機械的特性

評価 

櫛拓人，佐藤一永，宇根本篤，

雨澤浩史，川田達也，松山健

男，中村美穂，島崎智実，久

保百司 

46 平成 21 年

12 月 17-18

日 

第18回SOFC研究発表会（東京） SOFC 構成材料の破壊特性評価

法の確立 

渡辺智，武山陽平，八代圭司，

雨澤浩史，橋田俊之，川田達

也，坂本正，橋本真一，佐藤

一永，水崎純一郎，井口史匡 

47 平成 21 年

12 月 17-18

日 

第18回SOFC研究発表会（東京） SOFC 作動時の電解質における

ポテンシャル分布と応力分布 

車谷麻緒， 永井将文， 井口

史匡， 湯上浩雄， 寺田賢二

郎， 川田達也 

48 平成 21 年

12 月 17-18

日 

第18回SOFC研究発表会（東京） SOFC 用材料の結晶構造と酸素

不 定 比 性 の 研 究

-La0.8Sr0.2Ga0.8Mg0.15Co0.05O3-δと

La0.6Sr0.4Co1-xFexO3-δ に ついて

- 

橋本真一, 福田泰広, 中山翔

太, 佐藤一永, 八代圭司, 水

崎純一郎 

49 平成 21 年

12 月 17-18

日 

第18回SOFC研究発表会（東京） SOFC の信頼性・耐久性向上の

ための機械的解析 

雨澤浩史，佐藤一永，車谷麻

緒，井口史匡，島崎智実，橋

本真一，渡辺智，坂本正，宇

根本篤，八代圭司，寺田賢二

郎，橋田俊之，水崎純一郎，

湯上浩雄，久保百司,川田達也 

50 平成22年1

月 12 日 

The Fourth General Meeting of 

Asian Consortium on 

Computational Materials 

Science – Virtual 

Organization (Sendai, Japan) 

Theoretical Study on 

Mechanical Property of Solid 

Oxide Fuel Cell (SOFC) based 

on Molecular Dynamics 

Simulation 

T. Matsuyama, M. Nakamura, 

T. Shimazaki, M. Kubo 

51 平成22年3

月 5-7 日 

第 5 回固体イオニクスセミナ

ー（岩沼） 

電気化学的解析を用いた固体

酸化物形燃料電池用Ni-サーメ

ット燃料極における劣化挙動

評価 

渡邉秀貴，宇根本篤，雨澤浩

史，川田達也 

52 平成22年3

月 5-7 日 

第 5 回固体イオニクスセミナ

ー（岩沼） 

La-Sr-Co-O 系酸化物ヘテロ界

面における酸素表面交換反応

促進 

平子俊哉，長尾憲樹，宇根本

篤，雨澤浩史，川田達也 

53 平成22年3

月 5-7 日 

第 5 回固体イオニクスセミナ

ー（岩沼） 

Investigation on Kinetic 

Demixing Phenomena of 

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3-d 

呉美瑛，宇根本篤，雨澤浩史，

川田達也 

54 平成22年3

月 13 日 

日本機械学会東北支部第 44 期

総会講演会（仙台） 

燃料極支持型 SOFC の性能特性

に及ぼす GDC 電解質膜厚さの

影響 

丁常勝，傳井美史，井口真仁，

佐藤一永，橋田俊之 
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55 平成22年3

月 24-25 日 

7th SYMPOSIUM ON FUEL CELL 

MODELING AND EXPERIMENTAL 

VALIDATION, Morges 

(Lausanne, Switzerland) 

From Electrochemical to 

Mechanical Modeling of SOFC 

under Operation  

T. Kawada, M. Kurumatani, K. 

Terada, S. Watanabe, S. 

Hashimoto, T. Sakamoto, A.  

Unemoto, K. Sato, F. Iguchi, 

K. Yashiro, K. Amezawa, M. 

Kubo, H. Yugami, T.  

Hashida, J. Mizusaki  

56 平成22年3

月 29-31 日 

電気化学会第 77 回大会（富山） LaGaO3 系ペロブスカイト型酸

化物の高温欠陥平衡と熱力学

安定性 

中山翔太，橋本真一，佐藤一

永，八代圭司，雨澤浩史，水

崎純一郎 

57 平成22年3

月 29-31 日 

電気化学会第 77 回大会（富山） Kinetic demixing of 

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3-d cathode 

material under oxygen 

chemical potential gradient 

呉美瑛，宇根本篤，雨澤浩史，

川田達也 

58 平成22年3

月 29-31 日 

電気化学会第 77 回大会（富山） 固体酸化物形燃料電池におけ

る粒界が機械特性に与える影

響の計算科学シミュレーショ

ン 

松山健男, 中村美穂, 尾澤伸

樹, 島崎智実, 久保百司 

59 平成22年3

月 29-31 日 

電気化学会第 77 回大会（富山） La0.6Sr0.4Co1-xFexO3-δ の 高温に

おける熱的安定性と酸素不定

比性 

橋本真一, 福田泰広, 佐藤一

永, 八代圭司, 水崎純一郎 

60 平成22年3

月 29-31 日 

電気化学会第 77 回大会（富山） SOFC 電極材料の疑似運転下に

おける微細構造観察 

八代圭司, 呉屋祐喜, 佐藤一

永, 水崎純一郎 

61 平成22年3

月 29-31 日 

電気化学会第 77 回大会（富山） 液相法による LaGaO3 系ペロブ

スカイト型酸化物の 1000℃以

下における生成相 

モハマド アシュロル,中山翔

太, 橋本真一, 佐藤一永, 八

代圭司, 水崎純一郎 

62 平成22年4

月 19 日 

SOFC Symposium on Impacts of 

Analyses on Microstructures 

of SOFC Electrodes (Tokyo, 

Japan) 

Multi-scale 

electro-chemo-mechanical 

simulation of a single cell 

under SOFC operation 

K. Terada, T. Kawada, K. 

Amezawa, K.Yashiro, K. Sato, 

J. Mizusaki, T. Hashida, H. 

Yugami, F. Iguchi, M. Kubo, 

A. Unemoto, H. Watanabe, T. 

Ushida, H. Aoyagi, M. 

Kurumatani 

63 平成22年5

月 2-6 日 

The 12th Asian Conference on 

Solid State Ionics 

(ACSSI-12) (Wuhan, China) 

Kinetics of high temperature 

gas electrode reaction on 

solid oxide electrolyte 

Junichiro Mizusaki 

64 平成22年5

月 18 日 

IV European Congress on 

Computational Mechanics 

(Paris, France) 

Electro-chemo-mechanical 

analysis of PEN structure 

under sofc operation 

K. Terada, M. Kurumatani, T. 

Ushida, H. Aoyagi, T. 

Kawada, K. Sato, H. Watanabe 

65 平成22年5

月 20 日 

日本コンピュータ化学会 2010

春季年会（東京） 

固体酸化物形燃料電池（SOFC）

における機械特性の粒界影響

についての分子動力学計算 

松山健男，中村美穂，尾澤伸

樹，島崎智実，久保百司 

66 平成22年5

月 28 日 

第 15 回計算工学講演会（福岡） 固体酸化物形燃料電池の物

理・電気化学連成マルチスケー

ル解析 

青柳広樹，牛田貴士，車谷麻

緒，寺田賢二郎，川田達也，

雨澤浩史，八代圭司，佐藤一

永，宇根本篤，渡邉秀貴 

67 平成22年6

月 14 日 

the ASME 2010 Eighth 

International Fuel Cell 

Science, Engineering and 

Technology Conference, (New 

York, USA) 

High temperature mechanical 

properties of Ni-YSZ cermets 

for SOFC anode 

Fumitada Iguchi, Hiromichi 

Kitahara, Hiroo Yugami 

68 平成22年6

月 15 日 

The ASME 2010 8th 

International Fuel Cell 

Science, Engineering and 

Technology Conference (New 

York, USA) 

Evaluation of Mechanical 

Properties of SOFC 

Components by 

Nanoindentation Tests 

H. Ito, K. Sato, A. Unemoto, 

K. Amezawa, T. Kawada 

69 平成22年6

月 15 日 

The ASME 2010 8th 

International Fuel Cell 

Science, Engineering and 

Technology Conference (New 

York, USA) 

Development of In-Situ 

Mechanical Testing Method 

for SOFC Components 

Satoshi Watanabe, Kazuhisa 

Sato, Yohei Takeyama, 

Fumitada Iguchi, Keiji 

Yashiro, Toshiyuki Hashida, 

Junichiro Mizusaki, Tatsuya 

Kawada 
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70 平成22年6

月 15 日 

The ASME 2010 8th 

International Fuel Cell 

Science, Engineering and 

Technology Conference (New 

York, USA) 

The Effects of Oxygen Vacancy 

Concentration on the 

Mechanical Properties of 

Zirconia and Ceria-Based 

Electrolytes for SOFCs 

Toshiyuki Hashida, Yohei 

Takeyama, and Kazuhisa Sato 

71 平成22年6

月 21-23 日 

4th International Conference 

on the Science and Technology 

for Advanced Ceramics 

Oxygen transport in high 

temperature electrodes for 

solid oxide fuel cells 

T. Kawada, K. Amezawa, A. 

Unemoto, Y. Uchimoto 

72 平成22年6

月 23 日 

13th International 

Conference on Theoretical 

Aspects of Catalysis 

(Sendai, Japan) 

Molecular Dynamics 

Simulation for the 

Mechanical Property of Solid 

Oxide Fuel Cell (SOFC) 

T. Matsuyama, M. Nakamura, 

N. Ozawa, T. Shimazaki, M. 

Kubo 

73 平成22年6

月29-7月2

日 

European Fuel Cell Forum 2010 Durability and Reliability 

of a Mixed Conducting Cathode 

Interface under Operation 

T. Kawada, M.-Y. Oh, A. 

Unemoto, K. Amezawa 

74 平成22年8

月 15-20 日 

The 2010 Gordon Conference on 

Solid State Studies in 

Ceramics “Fundamental 

Phenomena in Energy 

Applications”(New London, 

USA) 

Microstructure evolution of 

the cathode for solid oxide 

fuel cells under 

pseudo-operating condition 

Keiji Yashiro, Yuki Goya, 

Kazuhisa Sato, Junichiro 

Mizusaki 

75 平成22年8

月 15-20 日 

The 2010 Gordon Conference on 

Solid State Studies in 

Ceramics “Fundamental 

Phenomena in Energy Applica- 

tions” (New London, USA) 

Oxygen nonstoichiometry and 

crystal structure of 

La0.6Sr0.4CoO3-δ and 

La0.6Sr0.4FeO3-δ 

Melanie Kuhn, Shin-ichi 

Hashimoto, Kazuhisa Sato, 

Keiji Yashiro, Junichiro 

Mizusaki 

76 平成22年9

月 2-3 日 

2010 年電気化学秋季大会 Thermal properties of 

perovskite-type 

La0.6Sr0.4Co1-xFexO3-δ 

申有哲，宇根本篤，雨澤浩史，

川田達也 

77 平成22年9

月 2-3 日 

2010 年電気化学秋季大会(厚

木) 

安定化ジルコニアの低温合成

による安定相評価 

湯山哲史, 水崎純一郎, 八代

圭司, 佐藤一永, 橋本真一 

78 平成22年9

月 2-3 日 

2010 年電気化学秋季大会(厚

木) 

導電率緩和による Co,Fe 系ペ

ロブスカイト型酸化物の電子

導電率と酸化物イオンの拡散 

中野一誠, 水崎純一郎, 八代

圭司, 佐藤一永 

79 平成22年9

月 5-7 日 

Asian SOFC Symposium(Kyoto, 

Japan) 

Electrical Conductivity and 

Oxide Ion Diffusion in 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-δ 

(y=0.2, 0.4, 0.6, 0.8) 

I.Nakano, K.Sato, 

K.Yashiro, J.Mizusaki 

80 平成22年9

月 5-7 日 

Asian SOFC Symposium(Kyoto, 

Japan) 

Microstructure evolution of 

electrodes for SOFC under 

pseudo-operating condition 

Keiji Yashiro, Yuki Goya, 

Yoichi Nakagawa, Kazuhisa 

Sato, Junichiro Mizusaki 

81 平成22年9

月 5-7 日 

Asian SOFC Symposium (Kyoto, 

Japan) 

Degradation of Ni-GDC Cermet 

Anode under Electrochemical 

Redox Cycles   

H. Watanabe, A. Unemoto, K. 

Amezawa, T. Kawada 

82 平成22年9

月 5-7 日 

Asian SOFC Symposium (Kyoto, 

Japan) 

Material stability of 

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3-δ under 

SOFC operating conditions  

M. Y. Oh, A. Unemoto, K. 

Amezawa, T. Kawada 

83 平成22年9

月 5-7 日 

Asian SOFC Symposium (Kyoto, 

Japan) 

Oxygen nonstoichiometry, 

crystalline structure and 

mechanical  properties of 

La0.8Sr0.2Ga0.8Mg0.15Co0.05O3-d 

S. Hashimoto, T. Kushi, 

S.Watanabe, K. Amezawa, 

T.Kawada, S. Nakayama, Mohd. 

Ashrol bin Haji Ini, K. Sato, 

K. Yashiro, J. Mizusaki 

84 平成22年9

月 5-7 日 

Asian SOFC Symposium (Kyoto, 

Japan) 

Development of In-situ 

Mechanical Properties Test 

for SOFC Components 

S. Watanabe, Y. Takeyama, K. 

Sato, F. Iguchi, K. Yashiro, 

K. Amezawa, T. Hashida, J. 

Mizusaki, T.Kawada 

85 平成22年9

月 5-9 日 

日本機械学会 2010 年度年次大

会（名古屋） 

高温制御雰囲気下における

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3-δ の機械

的特性評価 

木村勇太，櫛拓人，渡辺智，

佐藤一永，宇根本篤，雨澤浩

史，橋田俊之， 

川田達也 
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86 平成22年9

月 5-9 日 

日本機械学会 2010 年度年次大

会（名古屋） 

高温・制御雰囲気下における固

体酸化物形燃料電池電解質材

料の機械特性評価 

櫛拓人，渡辺智，佐藤一永，

井口史匡，宇根本篤，雨澤浩

史，橋田俊之，湯上浩雄，川

田達也 

87 平成22年9

月 5-9 日 

日本機械学会 2010 年度年次大

会（名古屋） 

ナノインデンテーション試験

によるジルコニア系電解質材

料の機械特性評価 

伊藤英彬，佐藤一永，宇根本

篤，雨澤浩史，川田達也 

88 平成22年9

月 5-9 日 

日本機械学会 2010 年度年次大

会（名古屋） 

SOFC 構成要素評価のための雰

囲気制御型材料試験装置の開

発 

渡辺智，佐藤一永，武山陽平，

鋤納伸治，雨澤浩史，橋田俊

之，川田達也 

89 平成22年9

月 13-15 日 

資源・素材 2010（福岡） その場 X 線吸収分光法を用い

たイオン導電性材料の局所・電

子構造解析 

（招待講演） 

雨澤浩史，伊奈稔哲，折笠有

基，山田淳夫，宇根本篤，井

口史匡，福塚友和，谷田肇，

宇留賀友哉，寺田靖子，湯上

浩雄，川田達也，内本喜晴 

90 平成22年9

月 14-17 日 

2010 年秋季第 71回応用物理学

会学術講演会 

固体酸化物形燃料電池（SOFC）

の電極反応（依頼講演） 

雨澤浩史 

91 平成22年9

月 20-22 日 

第 6 回固体イオニクスセミナ

ー(八王子) 

混合導電性酸化物の欠陥構造

とバルク内拡散挙動 

八代圭司 

92 平成22年9

月 20-22 日 

第 6 回固体イオニクスセミナ

ー(八王子) 

層状ペロブスカイト酸化物

Pr2-xSrxNiO4+dの酸素不定比性 

堀哲也, 八代圭司, 佐藤一

永, 水崎純一郎 

93 平成22年9

月 20-22 日 

第 6 回固体イオニクスセミナ

ー（八王子） 

電気化学的酸化／還元サイク

ル，再酸化試験環境下における

Ni-GDC サーメット電極の劣化

モード評価法の開発 

渡邉秀貴，宇根本篤，雨澤浩

史，川田達也 

94 平成22年9

月 20-22 日 

第 6 回固体イオニクスセミナ

ー（八王子） 

高速時間分解その場 XAS 測定

を用いた SOFC カソード反応の

解析 

雨澤浩史，伊奈稔哲，折笠有

基，宇根本篤，宇留賀朋哉，

谷田肇，川田達也，内本喜晴  

95 平成22年9

月 20-22 日 

第 6 回固体イオニクスセミナ

ー（八王子） 

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3-dの高温機

械特性 

木村勇太，櫛拓人，福田泰広，

宇根本篤，渡辺智，橋本真一，

佐藤一永，八代圭司，雨澤浩

史，橋田俊之，川田達也，水

崎純一郎 

96 平成22年9

月 25-26 日 

平成 22 年度化学系学協会東北

大会（盛岡） 

X線吸収分光法を用いた固体酸

化物形燃料電池における電極

反応のその場測定（依頼公演） 

雨澤浩史，折笠有基，伊奈稔

哲，宇根本篤，井口史匡，谷

田肇，宇留賀朋哉，寺田靖子，

湯上浩雄，川田達也,内本喜晴 

97 平成 22 年

10月6-7日 

Fuel Cells Science and 

Technology 2010, A Grove Fuel 

Cell Event  （ Zaragoza, 

Spain） 

Oxygen nonstoichiometry 

dependence of the basic 

properties required for  an 

SOFC cathode material in 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-d series      

S. Hashimoto, Y. Kimura, K. 

Amezawa, T. Kawada, Y. 

Fukuda, I. Nakano, M. Kuhn, 

K. Sato, K. Yashiro, J. 

Mizusaki   

98 平成 22 年

11月1-3日 

The 7th International 

Conference on Flow Dynamics 

(Sendai) 

Thermal properties of 

perovskite-type  

La0.6Sr0.4Co1-xFexO3-δ  

S. Y. Cheol, A. Unemoto, K. 

Amezawa, T. Kawada 

99 平成 22 年

11月1-3日 

The 7th International 

Conference on Flow Dynamics 

(Sendai) 

Stability of 

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3-δ for 

SOFC cathode  a  The 7th 

International Conference on 

Flow Dynamics 

M. Y. Oh, A. Unemoto, K. 

Amezawa, T. Kawad 

100 平成 22 年

11 月 18 日 

第 30 回石油学会東北支部講演

会ー燃料電池研究最前線「私の

考える、これからの燃料電池研

究」 （仙台） 

固体酸化物形燃料電池の研究

におけるその場計測技術の開

発（招待講演） 

雨澤浩史 

101 平成 22 年

11 月 24-26

日 

第 36 回固体イオニクス討論会

（仙台） 

Co 価 数 変 化 が 与 え る

La0.8Sr0.2Ga0.8Mg0.2-xCoxO3-d（x 

= 0, 0.05）の酸素不定比性・

格子定数への影響 

中山翔太，橋本真一，佐藤一

永，八代圭司，雨澤浩史，水

崎純一郎 

102 平成 22 年

11 月 24-26

日 

第 36 回固体イオニクス討論会

（仙台） 

酸 素 分 圧 勾 配 下 の

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3-dにおける

カチオン輸送 

呉美瑛，宇根本篤，雨澤浩史，

川田達也 
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103 平成 22 年

11 月 24-26

日 

第 36 回固体イオニクス討論会

（仙台） 

高速時間分解その場 XAS 測定

を用いた SOFC カソード反応の

解析 

雨澤浩史，伊奈稔哲，折笠有

基，宇根本篤，宇留賀朋哉，

谷田肇，川田達也，内本喜晴 

104 平成 22 年

11 月 24-26

日 

第 36 回固体イオニクス討論会

（仙台） 

Ni-サーメット燃料極の新規劣

化モード評価手法の開発  

渡邉秀貴，宇根本篤，雨澤浩

史，川田達也 

105 平成 22 年

11 月 24-26

日 

第３６回固体イオニクス討論

会(仙台) 

La0.6Sr0.4CoO3-δ と

La0.6Sr0.4FeO3-δの酸素不定

比性と結晶構造 

クーン メラニー, 橋本真一, 

佐藤一永, 八代圭司, 水崎純

一郎 

106 平成 22 年

11 月 24-26

日 

第３６回固体イオニクス討論

会(仙台) 

ペ ロ ブ ス カ イ ト 型 酸 化 物

(La,Sr)(Co,Fe)O3 の酸化物イ

オン拡散と欠陥構造 

中野一誠, 佐藤一永, 八代圭

司, 水崎純一郎 

107 平成22年9

月 20-22 日 

第 6 回固体イオニクスセミナ

ー(八王子) 

層状ペロブスカイト酸化物

Pr2-xSrxNiO4+dの酸素不定比性 

堀哲也, 八代圭司, 佐藤一

永, 水崎純一郎 

108 平成 22 年

11 月 24-26

日 

第３６回固体イオニクス討論

会(仙台) 

液相法を用いた LaGaO3 系酸化

物の結晶相の研究 

橋本真一, Mohd.Ashrol bin 

Haji Ini, 中山翔太, 佐藤一

永, 八代圭司, 水崎純一郎 

109 平成 22 年

11 月 24-26

日 

第３６回固体イオニクス討論

会(仙台) 

低温合成を用いた安定化ジル

コニアの安定相評価 

湯山哲史, 八代圭司, 水崎純

一郎, 川田達也, 山地克彦, 

岸本治夫, Manuel E.Brito, 

堀田照久, 横川晴美, 島津め

ぐみ, 樋渡研一 

110 平成 22 年

11 月 24-26

日 

第 36 回固体イオニクス討論会

（仙台） 

固体酸化物燃料電池用空気極

材料の高温機械特性  第 36

回固体イオニクス討論会 

木村勇太，櫛拓人，橋本真一，

渡辺智，雨澤浩史，川田達也，

福田泰広，宇根本篤，佐藤一

永，八代圭司，水崎純一郎，

橋田俊之 

111 平成 22 年

12 月 16-17

日 

第 19 回 SOFC 研究会発表会（東

京） 

SOFC の機械的信頼性・耐久性

向上のための材料物性評価  

八代圭司，佐藤一永，井口史

匡，島崎智実，尾崎伸樹，橋

本真一，渡辺智，坂本正，雨

澤浩史，寺田賢二郎，久保百

司，橋田俊之，湯上浩雄，水

崎純一郎，川田達也 

112 平成 22 年

12 月 16-17

日 

第 19 回 SOFC 研究会発表会（東

京） 

SOFC 動作環境下における燃料

極 Ni-YSZ の機械的特性評価 

渡辺智，鋤納伸治，北原大道，

佐藤一永，井口史匡，八代圭

司，雨澤浩史，水崎純一郎，

湯上浩雄，橋田俊之，川田達

也 

113 平成 22 年

12 月 16-17

日 

第 19 回 SOFC 研究会発表会（東

京） 

SOFC 作動条件下における空気

極材 LSCF の基礎物性とその相

関 

橋本真一，木村勇太，申有哲，

渡辺智，雨澤浩史，川田達也，

Melanie Kuhn，中野一誠，福

田泰広，佐藤一永，八代圭司，

水崎純一郎 

114 平成 22 年

12 月 16-17

日 

第 19 回 SOFC 研究会発表会（東

京） 

固体酸化物形燃料電池解質材

料の相安定性と機械特性 

櫛拓人，湯上哲史，中山翔太，

渡辺智，橋本真一，佐藤一永，

井口史匡，八代圭司，雨澤浩

史，湯上浩雄，水崎純一郎，

川田達也 

115 平成23年3

月 9-11 日 

5th International Symposium 

on Environment, Energy and 

Materials (Kyoto, Japan) 

Mechanical properties of 

SOFC components 

Koji Amezawa, Takuto Kushi, 

Hideaki Ito, Kazuhisa Sato, 

Tatsuya Kawada 

116 平成23年3

月 9-11 日 

5th International Symposium 

on Environment, Energy and 

Materials (Kyoto, Japan) 

High temperature mechanical 

properties of cathode 

materials for solid 

oxide fuel cell 

Yuta Kimura, Takuto Kushi, 

Sin-ichi Hashimoto, Satoshi 

Watanabe, Koji Amezawa, 

Tatsuya Kawada, Yasuhiro 

Fukuda, Atsushi Unemoto, 

Kazuhisa Sato, Keiji 

Yashiro, Junichiro 

Mizusaki, Toshiyuki Hashida 
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117 平成23年3

月 28-30 日 

資源・素材学会平成 23 年度春

季大会（東京） 

Thermal properties of 

perovskite-type 

La0.6Sr0.4Co1-xFexO3-d  

YuCheol Shin, Atsushi 

Unemoto, Shin-Ichi 

Hashimoto, Koji Amezawa, 

Tatsuya Kawada 

118 平成23年3

月 29-31 日 

電気化学会第 78 回大会（横浜） in situ マイクロ XAS 法を用い

た SOFC 空気極/電解質界面に

おける酸素ポテンシャル分布

評価 

雨澤浩史，伊奈稔哲，中尾孝

之，折笠有基，宇根本篤，井

口史匡，寺田靖子，川田達也，

湯上浩雄，内本喜晴 

119 平成23年3

月 29-31 日 

電気化学会第 78 回大会（横浜） 固体酸化物形燃料電池用材料

Gd dopedCeO2の機械的特性と酸

素不定比性 

橋本真一，櫛拓人，佐藤一永，

川田達也，雨澤浩史 

120 平成23年3

月 29-31 日 

電気化学会第 78 回大会（横浜） 固体酸化物形燃料電池用空気

極材 LSM の高温における機械

的特性評価 

白井良和，木村勇太，櫛拓人，

橋本真一，佐藤一永，雨澤浩

史，川田達也 

121 平成23年3

月 29-31 日 

電気化学会第 78 回大会（横浜） Ni-GDC サーメット燃料極の有

効反応層評価手法の検証 

渡邉秀貴，橋本真一，雨澤浩

史，川田達也 

122 平成23年3

月 29-31 日 

電気化学会第７８回大会(横

浜) 

(La,Sr)(Co,Fe)O3 の酸化物イ

オン拡散と導電特性 

中野一誠, 福田泰広, Melanie 

Kuhn, 佐藤一永, 八代圭司, 

水崎純一郎 

123 平成23年3

月 29-31 日 

電気化学会第７８回大会(横

浜) 

安定化ジルコニアの低温相評

価 

八代圭司, 湯山哲史, 佐藤一

永, 水崎純一郎 

124 平成23年3

月 29-31 日 

電気化学会第７８回大会(横

浜) 

層状ペロブスカイト酸化物

Pr2-xSrxNiO4+δカソード電極

における電気化学特性と熱力

学的安定性 

堀哲也, 森義浩, 佐藤一永, 

八代圭司, 水崎純一郎 

125 平成23年5

月 1-6 日 

219th ECS Meeting (Montreal, 

Canda) 

Electrical Conductivity and 

oxygen diffusivity of 

perovskite-type solid 

solution 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-δ(Y=0

.2, 0.4, 0.5, 0.6, 0.8) 

Keiji Yashiro, Issei Nakano, 

Melanie Kuhn, Shiinichi 

Hashimoto, Kazuhisa Sato, 

Junichiro Mizusaki 

126 平成23年5

月 1-6 日 

219th ECS Meeting (Montreal, 

Canda) 

Oxygen nonstoichiometry and 

defect equilibrium of 

perovskite-type 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-δ(Y=0

, 0.2, 0.4, 0.5, 0.6, 0.8, 1) 

SOFC cathode materials 

Melanie Kuhn, Yasuhiro 

Fukuda, Shin-ichi 

Hashimoto, Kazuhisa Sato, 

Keiji Yshiro, Junichiro 

Mizusaki 

127 平成23年5

月 2-6 日 

12th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(Montreal, Canada) 

Mechanical Properties of 

Ce0.9Gd0.1O2-d at High 

Temperatures under 

Controlled Atmoshperes. 

T. Kushi, K. Sato, A. 

Unemoto, K. Amezawa, T. 

Kawada 

128 平成23年5

月 2-6 日 

12th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(Montreal, Canada) 

Material Stability and 

Cation Transport of 

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3-δ in SOFC 

Cathode Conditions. 

M. Oh, A. Unemoto, K. 

Amezawa, T. Kawada 

129 平成23年5

月 2-6 日 

12th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(Montreal, Canada) 

Mechanical Properties of 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-δ under 

Various Temperatures and 

Oxygen Partial Pressures. 

 Y. Kimura, T. Kushi, S. 

Hashimoto, S. Watanabe, K. 

Amezawa, T. Kawada, Y. 

Fukuda, A. Unemoto, K. Sato, 

K. Yashiro, J. Mizusaki, T. 

Hashida 

130 平成23年5

月 2-6 日 

12th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(Montreal, Canada) 

In situ Observation of the 

Deformation and Mechanical 

Damage of SOFC Cell/Stack. 

K. Sato, T. Sakamoto, A. 

Kaimai, K. Yashiro, K. 

Amezawa, T. Hashida,  

J. Mizusaki, T. Kawada 

131 平成23年5

月 2-6 日 

12th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(Montreal, Canada) 

Multiscale Simulation of 

Electro-Chemo-Mechanical 

Coupling Behavior of PEN 

Structure under SOFC 

Operation. 

K. Terada, T. Kawada, K. 

Sato, F. Iguchi, K. Yashiro, 

K. Amezawa, M. Kubo, H. 

Yugami, T. Hashida, J. 

Mizusaki, H. Watanabe, H. 

Aoyagi, K. Takahashi 
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132 平成23年6

月 3日 

219th ECS 

meeting ,(Montreol,Canada) 

In situ Observation of 

Deformation and Mechanical 

damage of SOFC Cell/stack 

Kazuhisa Sato, Tadashi 

Sakamoto, Atsushi Kaimai, 

Keiji Yashiro, Koji Amezawa, 

Toshiyuki Hashida, 

Junichiro Mizusaki, Tastuya 

Kawada 

133 平成23年5

月 25-27 日 

第 16 回計算工学講演会（柏） SOFC における電気化学・力学

現象の連成数値シミュレーシ

ョン 

青柳広樹，寺田賢二郎，川田

達也，八代圭司，佐藤一永，

雨澤浩史， 

水崎純一郎，湯上浩雄，井口

史匡，久保百司，渡邉秀貴 

134 平成23年6

月 27 日 

固体化学の新しい指針を探る

研究会第 68 回定例研究会（東

京） 

その場 X 線吸収分光法を用い

た遷移金属酸化物の高温・制御

雰囲気下における電子・局所構

造評価 

雨澤浩史 

135 平成23年7

月 3日 

18th International 

Conference on Slid State 

Ionics (SSI-18),(Warsaw, 

Poland) 

Effect of Uniaxial Stress on 

Conductivities of Ionic and 

Mixed Conductor 

Kazuhisa Sato,Keiji 

Yashiro, Toshiyuki Hashida, 

Junichiro Mizusaki, Tastuya 

Kawada 

136 平成23年7

月 3-8 日 

18th International 

Conference on Solid State 

Ionics (Warsaw, Poland) 

Development of evaluation 

techniques on effective 

reaction zone of Ni-GDC 

cermet anode. 

Hidetaka Watanabe, 

Shin-ichi Hashimoto, Koji 

Amezawa, Tatsuya Kawada 

137 平成23年7

月 3-8 日 

18th International 

Conference on Solid State 

Ionics (Warsaw, Poland) 

Investigation on SOFC 

Cathodic reaction by using 

time-resolved in-situ X-ray 

absorption spectroscopy. 

Koji Amezawa, Toshiaki Ina, 

Yuki Orikasa, Atsushi 

Unemoto, Tomoya Uruga, 

Hajime Tanida, Tatsuya 

Kawada, Yoshiharu Uchimoto 

138 平成23年7

月 3-8 日 

18th International 

Conference on Solid State 

Ionics(SSI-18), 

Poland,Warsaw 

ELECTROCHEMICAL PROPERTIES 

AND THERMODYNAMIC STABILITY 

OF Pr2-xSrxNiO4+δ CATHODES 

Tetsuya Hori, Keiji Yashiro, 

Kazuhisa Sato, Junichiro 

Mizusaki 

139 平成23年7

月 3-8 日 

18th International 

Conference on Solid State 

Ionics(SSI-18)(Warsaw, 

Poland) 

ELECTRONIC CONDUCTITY OF 

COBALT DOPED LANTHANUM 

GALLATE BY MODIFIED 

HEBB-WAGNER TECHNIQUE 

Yuta Fujiwara, Shota 

Nakayama, Kazuhisa Sato, 

Keiji Yashiro, Junichiro 

Mizusaki 

140 平成23年7

月 3-8 日 

18th International 

Conference on Solid State 

Ionics(SSI-18)(Warsaw, 

Poland) 

LOW TEMPERATURE PHASE 

FORMATION STUDY OF LaGaO3 

BASED OXIDES USING 

LIQUID-PHASE SYNTHESIS 

Shinich Hashimoto, 

Mohd.Ashrol bin Haji Ini, 

Shota Nakayama, Kazuhisa 

Sato, Keiji Yashiro, 

Junichiro Mizusaki 

141 平成23年7

月 3-8 日 

18th International 

Conference on Solid State 

Ionics(SSI-18)(Warsaw, 

Poland) 

STABLE PHASES OF YTTRIA 

STABILIZED ZIRCONIA AT LOWER 

TEMPERATURE THAN 1273 K 

Keiji Yashiro, Satoshi 

Yuyama, Kazuhisa Sato, 

Junichiro Mizusaki 

142 平成23年9

月 4-6 日 

第 7 回固体イオニクスセミナ

ー（氷見） 

XAFS だからわかるイオニクス

の不思議（依頼公演） 

雨澤浩史 

143 平成23年9

月 4-6 日 

第 7 回固体イオニクスセミナ

ー（氷見） 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-dの高温機

械特性 

木村勇太，櫛拓人，橋本真一，

雨澤浩史，川田達也，福田泰

広，宇根本篤，八代圭司，水

崎純一郎 

144 平成23年9

月 7日 

International Workshop on 

For Better Understanding of 

Degradation of SOFCs, 

(Tokyo, JAPAN) 

NEDO investigation on 

Mechanical Instabilities 

Kazuhisa Sato,Keiji 

Yashiro, Koji Amezawa, 

Toshiyuki Hashida, 

Junichiro Mizusaki, Tastuya 

Kawada 

145 平成23年9

月 7日 

The 4th FRRI International 

Workshop on Environmental 

Degradation of Materials and 

Proactive Aging 

Management(Sendai, JAPAN) 

In situ Observation of 

Deformation and Mechanical 

Damage of Solid Oxide Fuel 

Cells 

Kazuhisa Sato, Toshiyuki 

Hashida 

146 平成23年9 日本セラミックス協会第 24 回 SOFC 材料の酸素不定比性と機 川田達也，渡辺智，橋本真一，
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月 7-9 日 秋季シンポジウム（札幌） 械的信頼性への影響 雨澤浩史 

147 平成23年9

月 9-11 日 

2011年電気化学会秋季大会（新

潟） 

Influence of oxygen 

nonstoichiometry change on 

thermal diffusivities of 

La0.6Sr0.4Co1-xFexO3-d. 

申有哲，宇根本篤，橋本真一，

雨澤浩史，川田達也 

148 平成23年9

月 9-11 日 

2011年電気化学会秋季大会（新

潟） 

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3-d緻密薄膜

電極における酸素交換反応 

李シンシン，宇根本篤，橋本

真一，雨澤浩史，川田達也 

149 平成23年9

月 9-11 日 

2011年電気化学会秋季大会（新

潟） 

Electrochemical Oxygen 

Reduction Process on 

LaNi0.6Fe0.4O3 Electrode. 

R. A. Budiman, S. Hashimoto, 

K. Amezawa, T. Kawada 

150 平成23年9

月 9-11 日 

2011年電気化学会秋季大会（新

潟） 

高温作動環境下における SOFC

空気極材料 La1-xSrxMnO3+d の

機械的特性評価 

白井良和，木村勇太，櫛拓人，

橋本真一，佐藤一永，八代圭

司，雨澤浩史，水崎純一郎，

川田達也 

151 平成23年9

月 9-11 日 

2011年電気化学会秋季大会（新

潟） 

GDC/Ni-GDC 積層電極の作製と

同電極の炭素析出挙動と燃焼

挙動 

上田光平，渡邉秀貴，橋本真

一，雨澤浩史，川田達也 

152 平成23年9

月 9-11 日 

2011年電気化学会秋季大会（新

潟） 

Ln2NiO4+d（Ln=Nd, La）の機械

的特性 

升光智久，伊藤英彬，櫛拓人，

橋本真一，雨澤浩史，川田達

也 

153 平成23年9

月 11 日-16

日 

62nd Annual Meeting of the 

Inernational Society of 

Electrochemistry (Niigata, 

Japan) 

Mechanical Properties of 

Stabilized Zirconia under 

SOFC Operation Conditions. 

T. Kushi, Y. Kimura, K. Sato, 

F. Iguchi, A. Unemoto, S. 

Hashimoto, K. Amezawa, H. 

Yugami, T. Kawada 

154 平成23年9

月 11 日-16

日 

62nd Annual Meeting of the 

Inernational Society of 

Electrochemistry (Niigata, 

Japan) 

Thermal and chemical lattice 

change of 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-d. 

S. Hashimoto, Y. Fukuda, M. 

Kuhn, K. Sato, K. Yashiro, J. 

Mizusaki, Y. Kimura, K. 

Amezawa, T. Kawada 

155 平成23年9

月 11 日-16

日 

62nd Annual Meeting of the 

Inernational Society of 

Electrochemistry (Niigata, 

Japan) 

Simplified Method for 

Evaluation of Effective 

Reaction Zone in Ni-GDC 

Cermet Anode for SOFC. 

H. Watanabe, S. Hashimoto, 

K. Amezawa, T. Kawada 

156 平成23年9

月 11 日-16

日 

62nd Annual Meeting of the 

Inernational Society of 

Electrochemistry (Niigata, 

Japan) 

Chemical stabilities of 

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3-d as an 

SOFC cathode. 

M.-Y. Oh, A. Unemoto, S. 

Hashimoto, K. Amezawa, T. 

Kawada 

157 平成23年9

月 11 日-16

日 

62nd Annual Meeting of the 

Inernational Society of 

Electrochemistry (Niigata, 

Japan) 

Effect of Temperature and 

Oxygen Partial Pressure on 

Mechanical Properties of 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-d. 

Y. Kimura, T. Kushi, S. 

Hahshimoto, S. Watanabe, K. 

Amezawa, T. Kawada, Y. 

Fukuda, A. Unemoto, K. 

Yashiro, J. Mizusaki, K. 

Sato, T. Hashida 

158 平成23年9

月 11 日-16

日 

Renewable Energy and 

Materials Tailoring 

(Kyoto, Japan) 

Mechanical Properties of 

Ceramics for Solid Oxide Fuel 

Cells. 

K. Amezawa, T. Kushi, Y. 

Kimura, H. Ito, K. Sato, S. 

Watanabe, A. Unemoto, S. 

Hashimoto, T. Kawada 

159 平成23年9

月 20 日 

第 21 回格子欠陥フォーラム

（立山） 

固体酸化物形燃料電池のその

場計測技術（招待講演） 

雨澤浩史 

160 平成 23 年

10 月 2日 

日本表面科学会東北・北海道支

部 2011 年度市民講座（仙台） 

燃料電池の実用化はどこまで

すすんだか（依頼公演） 

雨澤浩史 

161 平成 23 年

10 月 16-20

日 

Materials Science & 

Technology 2010 Conference & 

Exhibition (Huston, USA) 

Relationship between 

Mechanical and Defect 

Chemical Properties of Oxide 

Ceramics 

Tatsuya Kawada, Yuta Kimura, 

Takuto Kushi, Junya Amada, 

Sin-ichi Hashimoto, Koji 

Amezawa 

162 平成 23 年

10 月 19-26

日 

Low Carbon Earth Summit 

2011(Dalian, China) 

Challenges for Lowering 

Operation Temperature of 

SOFC 

Keiji Yashiro 

163 平成 23 年

12月7-9日 

第 36 回固体イオニクス討論会

（鳥取） 

酸化物の局所酸素ポテンシャ

ルに及ぼす機械的応力の効果 

升光智久，渡辺智，橋本真一，

雨澤浩史，川田達也 

164 平成 23 年

12月7-9日 

第 36 回固体イオニクス討論会

（鳥取） 

LaNi0.6Fe0.4O3 空気極における

電極反応過程の研究 

R. A. Budiman，橋本真一，雨

澤浩史，川田達也 
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165 平成 23 年

12月7-9日 

第 36 回固体イオニクス討論会

（鳥取） 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-δ の弾性

率に対する酸素不定性および

相転移の影響 

木村勇太，櫛拓人，渡辺智，

橋本真一，雨澤浩史，川田達

也，宇根本篤， 

八代圭司，水崎純一郎，佐藤

一永，橋田俊之 

166 平成 23 年

12月7-9日 

第３７回固体イオニクス討論

会(鳥取) 

(La,Sr)(Co,Fe)O3 系酸化物の

バルク内物質輸送および熱力

学的解析 

八代圭司, 中野一誠, 棚橋辰

之, Kuhn Melanie, 福田泰広, 

橋本真一, 佐藤一永, 水崎純

一郎 

167 平成 23 年

12月7-9日 

第３７回固体イオニクス討論

会(鳥取) 

層状ペロブスカイト酸化物

Pr2-xSrxNiO4+δ電極の電気化

学特性と熱化学的安定性 

堀哲也, 八代圭司, 水崎純一

郎 

168 平成 23 年

12 月 12-13

日 

第20回SOFC研究発表会（東京） SOFC の機械的信頼性・耐久性

向上に向けたその場観察手法

開発 

井口史匡，佐藤一永，島崎知

実，尾澤伸樹，寺田賢二郎，

橋田俊之， 

湯上浩雄，八代圭司，坂本正，

宇根本篤，水崎純一郎，橋本

真一，渡辺智，雨澤浩史，川

田達也 

169 平成 23 年

12 月 12-13

日 

第20回SOFC研究発表会（東京） その場 XAFS 測定を用いた SOFC

多孔質カソードにおける酸素

ポテンシャル評価 

藤巻義信，渡邉秀貴，橋本真

一，雨澤浩史，川田達也，寺

田靖子 

170 平成 23 年

12 月 12-13

日 

第20回SOFC研究発表会（東京） Thermal diffusivities  of 

La0.6Sr0.4Co1-xFexO3-δ 

perovskite-oxides at high 

temperatures under 

controlled atmospheres 

申有哲，宇根本篤，橋本真一，

雨澤浩史，川田 達也 

171 平成 23 年

12 月 12-13

日 

第２０回 SOFC 研究発表会(東

京) 

(La,Sr)(Co,Fe)O3 の化学拡散

と空孔拡散 

工藤ほなみ, 中野一誠, 佐藤

一永, 八代圭司, 水崎純一郎 

172 平成 23 年

12 月 15 日 

The 2nd International 

Symposium of Environmental 

Leader (Ho Chi Minh, Vietnam) 

In-situ Evaluation of Oxygen 

Chemical Potential in an SOFC 

Cathode. 

Yoshinobu Fujimaki, 

Hidetaka Watanabe, Koji 

Amezawa, Tatsuya Kawada, 

Yasuko Terada 

173 平成24年3

月 29-31 日 

電気化学会第７９回大会(浜

松) 

層状ペロブスカイト酸化物

Pr2-xSrxNiO4+δの固体酸化物

形燃料電池への応用に向けた

材料特性 

堀 哲也,八代圭司,水崎純一

郎 

174 平成24年3

月 29-31 日 

電気化学会第７９回大会(浜

松) 

ペロブスカイト型酸化物(La, 

Sr)(Co,Fe)O3 の酸素輸送過程 

工藤ほなみ,中野一誠,八代圭

司,水崎純一郎 

175 平成24年6

月 6日 

the 221st ECS Meeting （：

Ionic and Mixed Conducting 

Ceramics 8）(Seattle, USA) 

Compositional and Mechanical 

Stabilities of a 

(La,Sr)(Co,Fe)O3-δ Cathode 

under SOFC Operation 

T. Kawada, S. Hashimoto, and 

K. Amezawa 

176 平成24年6

月 26-29 日 

10th European SOFC Forum 

2012(Luceme, Switzerland) 

Thermal diffusivities of 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-d at 

high temperatures under 

controlled atmospheres  

YuCheol Shin (1), Atsushi 

Unemoto (2), Shin-ichi 

Hashimoto (3), Koji Amezawa 

(2), Tatsuya Kawada (1),  

177 平成24年7

月 18-20 日 

The 13th Asian Conference on 

Solid State Ionics(Sendai, 

Japan) 

EFFECTS OF A PHASE TRANSITION 

AND OXYGEN NONSTOICHIOMETRY 

ON ELASTIC MODULUS OF 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-δ  

Y. Kimura, T. Kushi, S. 

Hashimoto, K. Yashiro, J. 

Mizusaki, K. Amezawa, T. 

Kawada  

178 平成24年7

月 23-26 日 

the ASME 2012 6th 

International Conference on 

Energy Sustainability 

& 10th Fuel Cell Science, 

Engineering and Technology 

Conference 

ESFuelCell2012(San Diego) 

THE DESIGN AND DEVELOPMENT OF 

AN EVALUATION SYSTEM FOR 

REDOX CHARACTERISTICS OF 

ANODE SUPPORTED SOFCS USING 

IN-SITU ACOUSTIC  

EMISSION AND ELECTROCHEMICAL 

TECHNIQUE   

S. Hashimoto, H. Watanabe, 

T. Sakamoto, T. Kawada, 

K.Yashiro, J. Mizusaki, 

K.Kumada, D.Changsheng, 

K.Sato, T. Hashida  

 

 

 ―論文― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 
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1 平成 20 年 Materials Science and 

Engineering: B, 148, pp. 

73-76 (2008) 

Preparation of SDC 

electrolyte thin films on 

dense and porous substrates 

by modified sol–gel route 

林宏飛, 丁常勝, 佐藤一永, 

傳井美史, 大滝浩通, 井口真

仁, 和田千春, 橋田俊之 

Hongfei Lin, Changsheng 

Ding, Kazuhisa Sato, 

Yoshifumi Tsutai, Hiromichi 

Ohtaki, Mabito Iguchi, 

Chiharu Wada, Toshiyuki 

Hashida 

2 平成 20 年 World Journal of 

Engineering, 5, pp. 344-345 

(2008) 

Synthesis of perovskite LSCF 

powders by citrate 

gel-combusion for SOFCs 

applications 

林宏飛, 丁常勝, 佐藤一永, 

傳井美史, 井口真仁, 橋田俊

之 Hongfei Lin, Changsheng 

Ding, Kazuhisa Sato, 

Yoshifumi Tsutai, Mabito 

Iguchi, Toshiyuki Hashida 

3 平成 21 年 Solid State Ionics, 180, pp. 

1220-1225 (2009) 

Effect of Y2O3 addition on the 

conductivity and elastic 

modulus of (CeO2)1-x(YO1.5)x 

Kazuhisa Sato, Ken Suzuki, 

Keiji Yashiro, Tatsuya 

Kawada, Hiroo Yugami, 

Toshiyuki Hashida, Alan 

Atkinson, Junichiro 

Mizusaki 

4 平成 21 年

10 月 

ECS Transactions, 25(2), pp. 

467-472 (2009) 

Classification of Mechanical 

Failure in SOFC and Strategy 

for Evaluation of 

Operational Margin 

T. Kawada, S. Watanabe, S. 

Hashimoto, T. Sakamoto, A. 

Unemoto, M. Kurumatani, K. 

Sato, F. Iguchi, K. Yashiro, 

K. Amezawa, K. Terada, M. 

Kubo, H. Yugami, T. Hashida, 

J. Mizusaki 

5 平成 21 年

10 月 

ECS Transactions, 25(2), pp. 

345-348 (2009) 

Investigation on Oxygen 

Potential Distribution in a 

ZrO2-Based Solid Electrolyte 

by Using In-Sity Micro XAS 

Technique 

K. Amezawa, T. Ina, Y. 

Orikasa, A. Unemoto, H. 

Watanabe, F. Iguchi, Y. 

Terada, T. Fukutsuka, T. 

Kawada, H. Yugami, Y. 

Uchimoto 

6 平成 21 年

10 月 

ECS Transactions, 25(2), pp. 

1673-1677 (2009) 

Investigation of High 

Tempearture Elastic Modulus 

and Internal Friction of SOFC 

Electrolytes Using Resonance 

Method 

T. Kushi, K. Sato, A. 

Unemoto, K. Amezawa, T. 

Kawada 

7 平成 21 年

10 月 

ECS Transactions, 25(2), pp. 

1939-1944 (2009) 

Electrochemical Analysis on 

Degradation in Ni-GDC Cermet 

Anode for SOFC 

H. Watanabe, A. Unemoto, K. 

Amezawa, T. Kawada 

8 平成 21 年

10 月 

ECS Transactions, 25(2), pp. 

2573-2580 (2010) 

High-Temperature Defect and 

Crystal Structure of 

Perovskite Type Oxide Ion 

Conductor 

La0.8Sr0.2Ga0.8Mg0.15Co0.05O3-delta 

Shota Nakayama, Shin-ichi 

Hashimoto, Kazuhisa Sato, 

Keiji Yashiro, Koji Amezawa, 

Junichiro Mizusaki 

9 平成 21 年

10 月 

ECS Transactions, 25(2), 

pp.2573-2580 (2009) 

High Temperature Defect 

Equilibrium, Solid State 

Properties and Crystal 

Structure of 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-delta (y=0.2, 

0.4, 0.6, 0.8) for Cathode of 

Solid Oxide Fuel Cells 

Yasuhiro Fukuda, Shin-ichi 

Hashimoto, Kazuhisa Sato, 

Keiji Yashiro, Junichiro 

Mizusaki 

10 平成 21 年

10 月 

ECS Transactions, 25(2), pp. 

2573-2580 (2009) 

Oxygen Nonstoichiometry, 

Crystal Structure, and 

Mechanical Properties of 

La2NiO4+delta 

Takashi Nakamura, Yohei 

Takeyama, Satoshi Watanabe, 

Keiji Yashiro, Kazuhisa 

Sato, Toshiyuki Hashida, 

Junichiro Mizusaki 
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11 平成 22 年 Solid State Ionics, 181, pp. 

292-299 (2010) 

Structural analysis of 

La2-xSrxNiO4+δ by high 

temperature X-ray 

diffraction 

Takashi Nakamura, Keiji 

Yashiro, Kazuhisa Sato, 

Junichiro Mizusaki 

12 平成 22 年 Solid State Ionics, 181, pp. 

402-411 (2010) 

Thermally-induced and 

chemically-induced 

structural changes in 

layered perovskite-type 

oxides Nd2-xSrxNiO4+δ (x = 

0, 0.2, 0.4) 

Takashi Nakamura, Keiji 

Yashiro, Kazuhisa Sato, 

Junichiro Mizusaki 

13 平成 22 年  Journal of Power Sources, 

Vol. 195, No. 17, p. 

5487-5492 (2010) 

Effect of thickness of 

Gd0.1Ce0.9O1.95 electrolyte 

films on electrical 

performance of 

anode-supported solid oxide 

fuel cells   

Changsheng Ding, Hongfei 

Lin, Kazuhisa Sato, Koji 

Amezawa, Tatsuya Kawada, 

Junichiro Mizusaki, 

Toshiyuki Hashida  

14 平成22年7

月 

Materials Chemistry and 

Physics,122(1),250-258(2010

) 

Electrical conductivity, 

Seebeck coefficient, and 

defect structure of oxygen 

nonstoichiometric 

Nd2-xSrxNiO4+δ 

Takashi Nakamura, Keiji 

Yashiro, Kazuhisa Sato, 

Junichiro Mizusaki 

15 平成 22 年 Journal of Power 

Sources,195,(2010),5481-548

6 

Fracture process of 

nonstoichiometric oxide 

based solid oxide fuel cell 

under oxidizing/reducing 

gradient conditions 

Kazuhisa Sato, Keiji 

Yashiro, Tatsuya Kawada, 

Hiroo Yugami, Toshiyuki 

Hashida, Junichiro Mizusaki 

16 平成 23 年 ECS Transactions,  35(1), 

(2011), 1473-1482 

Effect of Redox Cycling on 

Mechanical Properties of 

Ni-YSZ Cermets for SOFC 

Anodes 

S. Sukino, S. Watanabe, K. 

Sato, T. Kawada, J. 

Miuzusaki, and T. Hashida 

17 平成 23 年 Journal of Power Sources, 

Vol. 196, pp. 7989-7993 

(2011) 

Elastic Modulus and Internal 

Friction of SOFC 

Electrolytes at High 

Temperatures under 

Controlled Atmospheres.  

Takuto Kushi, Kazuhisa Sato, 

Atsushi Unemoto, Shinichi 

Hashimoto, Koji Amezawa, 

Tatsuya Kawada 

18 平成 23 年 ECS Transactions,35(1), 

(2011),225-229 

In situ Observation of the 

Deformation and Mechanical 

Damage of SOFC Cell/Stack 

K. Sato, T. Sakamoto, A. 

Kaimai, K. Yashiro, K. 

Amezawa, T. Hashida, J. 

Miuzusaki, and T. Kawada 

19 平成 22 年

12 月 

Solid State Ionics,181 

(37-38),1713-1719(2010) 

Oxygen nonstoichiometry and 

thermo-chemical stability of 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-δ (y= 

0.2, 0.4, 0.6, 0.8) 

Shin-ichi Hashimoto, 

Yasuhiro Fukuda, Melanie 

Kuhn, Kazuhisa Sato, Keiji 

Yashiro, Junichiro Mizusaki 

20 平成23年2

月 

Solid State Ionics,186, 

37-43(2011) 

Thermal and chemical lattice 

expansibility of 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-δ 

(y=0.2, 0.4, 0.6 and 0.8) 

Shin-ichi Hashimoto, 

Yasuhiro Fukuda, Melanie 

Kuhn, Kazuhisa Sato, Keiji 

Yashiro, Junichiro Mizusaki 

21 平成23年5

月 

ECS Transactions,35(1), 

1881-1890(2011) 

Oxygen nonstoichiometry and 

defect equilibrium of 

perovskite-type 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-δ(Y=0

, 0.2, 0.4, 0.5, 0.6, 0.8, 1) 

SOFC cathode materials 

Melanie Kuhn, Yasuhiro 

Fukuda, Shin-ichi 

Hashimoto, Kazuhisa Sato, 

Keiji Yshiro, Junichiro 

Mizusaki 

22 平成23年5

月 

ECS Transactions,35(1), 

1899-1907(2011) 

Electrical Conductivity and 

oxygen diffusivity of 

perovskite-type solid 

solution 

La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-δ(Y=0

.2, 0.4, 0.5, 0.6, 0.8) 

Keiji Yashiro, Issei Nakano, 

Melanie Kuhn, Shiinichi 

Hashimoto, Kazuhisa Sato, 

Junichiro Mizusaki 
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23 平成23年5

月 

Solid State Ionics,195, 

7-15(2011) 

Oxygen nonstoichiometry, 

thermo-chemical stability 

and lattice expansion of 

La0.6Sr0.4FeO3-δ 

M.Kuhn, S.Hashimoto, 

K.Sato, K.Yashiro, 

J.Mizusaki 

24 平成 23 年 日本機械学会論文集 A 編，77

巻 780 号 ， pp. 1357-1366 

(2011) 

高温・酸化/還元環境下におけ

る機械的特性評価法の開発  

渡辺 智，佐藤 一永，武山 

陽平，井口 史匡，八代 圭

司，雨澤 浩史，湯上 浩雄，

橋田 俊之，水崎 純一郎，

川田 達也  

25 平成 23 年 Solid State Ionics, Vol. 198, 

No. 1, pp. 32-38 (2011) 

Elastic Moduli of 

Ce0.9Gd0.1O2-d at High 

Temperatures under 

Controlled Atmospheres.  

Koji Amezawa, Takuto Kushi, 

Kazuhisa Sato, Atsushi 

Unemoto, Shin-ichi 

Hashimoto, Tatsuya Kawada  

26 平成 23 年 Electrochemical Society 

Transactions, Vol.35, No. 1, 

1145-1149 (2011) 

Mechanical Properties of 

Ce0.9Gd0.1CeO2-d at High 

Temperatures under 

Controlled Atmospheres.  

T. Kushi, K. Sato, A. 

Unemoto, K. Amezawa, and T. 

Kawada 

27 平成 23 年  Electrochemical Society 

Transactions, Vol.35, No. 1, 

2249-2253 (2011). 

Material Stability and 

Cation Transport of 

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3-d in SOFC 

Cathode Conditions.  

M. Oh, A. Unemoto, K. 

Amezawa, and T. Kawada 

28 平成 23 年 Electrochemical Society 

Transactions, Vol.35, No. 1, 

2429-2934 (2011). 

Mechanical Properties of 

La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3-d under 

Various Temperatures and 

Oxygen Partial Pressures.   

Y. Kimura, T. Kushi, S. 

Hashimoto, S. Watanabe, K. 

Amezawa, T. Kawada, Y. 

Fukuda, A. Unemoto, K. Sato, 

K. Yashiro, J. Mizusaki, and 

T. Hashida 

29 平成 23 年 Electrochemical Society 

Transactions, Vol.35, No. 1, 

923-933 (2011). 

Multiscale Simulation of 

Electro-Chemo-Mechanical 

Coupling Behavior of PEN 

Structure under SOFC 

Operation.i  

K. Terada, T. Kawada, K. 

Sato, F. Iguchi, K. Yashiro, 

K. Amezawa, M. Kubo, H. 

Yugami, T. Hashida, J. 

Mizusaki, H. Watanabe, H. 

Aoyagi, and K. Takahash 

30 平成 23 年 日 本 機 械 学 会 論 文 集 Ａ

編 ,Vol.77,No.780 (2011), 

pp.1357-1366． 

高温・酸化/還元環境下におけ

る機械的特性評価法の開発 

渡辺 智, 佐藤一永, 武山陽

平, 井口史匡, 八代圭司, 雨

澤浩史, 湯上浩雄, 橋田俊

之, 水崎純一郎, 川田達也 

31 平成 24 年 日本機械学会論文集Ａ編, 

Vol. 78, No. 787 (2012), 

pp.349-360． 

SOFC 動作環境中における燃料

極 Ni-YSZ サーメットの機械特

性評価 

渡辺 智, 佐藤一永, 鋤納伸

治, 井口史匡, 八代圭司, 雨

澤浩史, 湯上浩雄, 橋田俊

之, 水崎純一郎, 川田達也 

32 平成 24 年 日本機械学会論文集 A 編，77

巻，780 号， pp. 1357-1366 

(2012) 

SOFC 作動環境中における燃料

極 Ni-YSZ サーメットの機械特

性評価  

渡辺 智，佐藤 一永，鋤納 

伸治，井口 史匡，八代 圭

司，雨澤 浩史，湯上 浩雄，

橋田 俊之，水崎 純一郎，

川田 達也  

33 平成 24 年

６月 

ECS Transactions, 45(1), pp. 

307-312 (2012) 

Compositional and Mechanical 

Stabilities of a 

(La,Sr)(Co,Fe)O3-δ Cathode 

under SOFC Operation 

T. Kawada, M-Y.Oh, 

H.Watanabe, Y. Kimura, Y. 

Fujim,aki, T. Masumitu, S. 

Watanabe, S. Hashimoto and 

K. Amezawa 

－受賞― 

No. 年月 受賞者 表彰団体・賞名 

１ 平成 22 年 3月 水崎純一郎 電気化学会武井賞 
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1 平成 21 年

1月 9日 

50900046775( 出 願 No 

2009-003897) 

固体酸化物形燃料電池の活性

化方法、ならびに固体酸化物形

燃料電池の製造方法 

関西電力株式会社 

 ―研究発表・講演― 

 
No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 20 年

12 月 18 日 

第 17 回 SOFC 研究発表会 電極微細構造に起因した電池

性能の劣化および活性化現象 

松井敏明, 飯田達也, 村上幸

太, キムジンヨン, 池邉次

男, 菊地隆司, 江口浩一 

2 平成 21 年

3月 15 日 

日本機械学会関西支部 関西学

生会平成 20 年度学生員卒業研

究発表講演会 

連続断面 SEM 画像を活用した

SOFC 燃料極の 3 次元微細構造

観察 

林大甫，岸本将史，岩井裕，

齋藤元浩，吉田英生 

3 平成 21 年

3月 29 日 

電気化学会第 76 回大会 高加湿下における固体酸化物

形燃料電池の劣化挙動 

岸田遼, キムジンヨン, 松井

敏明, 江口浩一 

4 平成 21 年

5月 12 日 

第 16 回燃料電池シンポジウム  固体酸化物形燃料電池におけ

る電気化学的劣化現象と電極

微構造の相関 

江口浩一、キムジンヨン、岸

田遼、室山広樹、松井敏明 

5 平成 21 年

6月 3日 

第 46 回日本伝熱シンポジウム

講演論文集 419-420， 2009 

直接内部改質を行う中低温作

動平板型 SOFC の数値解析 

山本康弘，岩井裕，齋藤元浩，

吉田英生 

6 平成 21 年

6月 3日 

第 46 回日本伝熱シンポジウム

講演論文集，421-422，2009 

SOFC 電極性能と反応領域に対

する特性長さの影響 

紺野昭生，岩井裕，齋藤元浩，

吉田英生 

7 平成 21 年

6月 30 日 

日本機械学会第 14 回動力・エ

ネルギー技術シンポジウム 

局所平衡に基づく固体酸化物

形燃料電池燃料極の 3 次元数

値シミュレーション手法の開

発 

菅野大輔，松崎勝久，手島久

典，鹿園直毅，笠木伸英 

8 平成 21 年

9月 10 日 

2009 年電気化学会秋季大会  SOFC の内部改質発電における

電流密度と炭素析出挙動の相

関 

李懿軒、室山広樹、松井敏明、

江口浩一 

9 平成 21 年

9月 10 日 

2009 年電気化学会秋季大会  大電流負荷による SOFC の活性

化 

村上幸太、室山広樹、松井敏

明、菊地隆司、江口浩一 

10 平成 21 年

9月 10 日 

2009 年電気化学会秋季大会  Study on dynamic behavior of 

LSM electrode under cathodic 

polarization 

Jun Yang、Hiroki Muroyama、

Toshiaki Matsui 、 Koichi 

Eguchi 

11 平成 21 年

9月 16 日 

日本機械学会 2009 年度年次大

会 

電極構造パラメータを考慮し

た円筒型 SOFC の数値予測 

臼井 聡，西 美奈，鹿園 直

毅，笠木 伸英 

12 平成 21 年

9月 16 日 

日本機械学会 2009 年度年次大

会 

混合導電性多孔質空気極の 3

次元数値解析 

松崎 勝久，菅野 大輔，鹿

園 直毅，笠木 伸英 

13 平成 21 年

9月 16 日 

日本機械学会 2009 年度年次大

会 

固体酸化物形燃料電池アノー

ドの電気化学的酸化時の劣化

挙動 

高木 紀和，鹿園 直毅，笠

木 伸英 

14 平成 21 年

10 月 2日 

5th Dubrovnik Conference on 

Sustainable Development of 

Energy Water and Environment 

Systems, (CD-ROM) FP-502, 

2009. 

Numerical Simulation of 

Intermediate-Temperature 

Direct-Internal-Reforming 

Planar SOFC 

Hiroshi Iwai, Yasuhiro 

Yamamoto, Motohiro Saito, 

Hideo Yoshida, 

15 平成 21 年

10 月 5日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells  

Quantitative Evaluation of 

Transport Properties of SOFC 

Porous Anode by Random Walk 

Process 

Masashi Kishimoto, Hiroshi 

Iwai, Motohiro Saito, Hideo 

Yoshida 

16 平成 21 年

10 月 6日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells  

Quantification of Ni-YSZ 

Anode Microstructure Based 

on Dual Beam FIB-SEM 

Technique 

H. Iwai, N. Shikazono, T. 

Matsui, H. Teshima, M. 

Kishimoto, R. Kishida, D. 

Hayashi, K. Matsuzaki, D. 

Kanno, M. Saito, H. 

Muroyama, K. Eguchi, N. 

Kasagi, and H. Yoshida 

17 平成 21 年

10 月 6日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells  

Performance Deterioration of 

Ni-based Cermet Induced by 

Electrochemically-generated 

Steam in Anode 

T. Matsui, R. Kishida, J.-y. 

Kim, H. Muroyama, and K. 

Eguchi 
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18 平成 21 年

10 月 6日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells  

Transient Response of LSM 

Electrode under Cathodic 

Polarization 

J. Yang, H. Muroyama, T. 

Matsui, and K. Eguchi 

19 平成 21 年

10 月 6日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells  

Effect of High Current 

Loading on the Performance 

Enhancement of SOFCs 

K. Murakami, H. Muroyama, T. 

Matsui, R. Kikuchi, K. 

Eguchi 

20 平成 21 年

10 月 6日 

11th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells  

Stability of Ni/Y-doped 

SrTiO3-YSZ Anode in 

Reduction-oxidation Cycles 

T. Ikebe, H. Muroyama, T. 

Matsui, and K. Eguchi 

21 平成 21 年

10 月 6日 

Solid Oxide Fuel Cells 11 

(SOFC-XI), Vienna 

Three-Dimensional Numerical 

Simulation of Ni-YSZ Anode 

Polarization Using Recon- 

structed Microstructure from 

FIB-SEM Images 

K. Matsuzaki, D. Kanno, H. 

Teshima, N. Shikazono and N. 

Kasagi 

22 平成 21 年

10 月 22 日 

Proc. 9th Kyoto - Seoul 

National Tsinghua University 

Thermal Engineering 

Conferene,pp. 125-130, 2009. 

Quantitative Evaluation of 

Transport Properties of SOFC 

Porous Anode by Random Walk 

Process 

Masashi Kishimoto, Hiroshi 

Iwai, Motohiro Saito, Hideo 

Yoshida 

23 平成 21 年

11 月 7日 

日本機械学会 熱工学コンファ

レ ン ス 2009 講 演 論 文 集 

No.09-33，115-116，2009. 

ランダムウォークによる拡散

シミュレーションに基づく

SOFC 多孔質電極ミクロ構造の

定量化 

岸本将史，岩井裕，齋藤元浩，

吉田英生 

24 平成 21 年

12 月 8日 

第 35 回 固体イオニクス討論

会 

Dynamic simulation of LSM 

electrode under cathodic 

polarization  

Jun Yang, Hiroki Muroyam，

Toshiaki Matsui ，  Koichi 

Eguchi 

25 平成 21 年

12 月 17 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会 高 加 湿 下 で の 通 電 に よ る

Ni-YSZ アノードの電気化学的

劣化及び微構造変化 

岸田遼，室山広樹，松井敏明，

江口浩一 

26 平成 21 年

12 月 17 日 

第18回SOFC研究発表会 講演

要旨集，64-67，2009. 

ランダムウォークによる拡散

シミュレーションに基づく

SOFC 多孔質電極ミクロ構造の

定量化 

岸本将史，岩井裕，齋藤元浩，

吉田英生 

27 平成 21 年

12 月 18 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会 LSCF 空気極過電圧の三次元数

値解析 

松崎勝久，鹿園直毅，笠木伸

英 

28 平成 21 年

12 月 18 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会 3 次元再構築に基づくアノー

ド微細構造の定量化  

岩井裕，鹿園直毅，松井敏明，

手島久典，岸本将史，岸田亮，

林大甫，松崎勝久，菅野大輔，

齋藤元浩，室山広樹，江口浩

一，笠木伸英，吉田英生 

29 平成 22 年

3月 15 日 

日本機械学会関西支部 平成21

年度学生員卒業研究発表講演

会 講演前刷集，1411, 2010 

中低温作動 SOFC 燃料極におけ

る直接内部改質反応に関する

基礎実験 

濱野将人，森本健太郎，岩井

裕，齋藤元浩，吉田英生 

30 平成 22 年

3月 25 日 

第 105 回触媒討論会 固体酸化物形燃料電池の燃料

極における劣化現象 

江口浩一・岸田遼・飯田達也・

室山広樹・松井敏明 

31 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学会第 77 回大会 高温下での通電による Ni-YSZ

アノードの劣化の定量的解析 

岸田遼・室山広樹・松井敏明・

江口浩一 

32 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学会第 77 回大会 通電による LSM/YSZ 界面の微

構造変化 

見神祐一・室山広樹・松井敏

明・江口浩一 

33 平成 22 年

3月 29 日 

電気化学会第 77 回大会 SOFC 電極微細構造再構築と過

電圧予測 

鹿園直毅，菅野大輔，松崎勝

久，笠木伸英 

34 平成 22 年

5月 19 日 

第 17 回燃料電池シンポジウム SOFC における電気化学的劣化

現象と電極微構造変化の定量

的解析 

江口浩一・松井敏明・室山広

樹・吉田英生・岩井裕・齋藤

元浩・乾晴行・岸田恭輔・岡

本範彦・笠木伸英・鹿園直毅 

35 平成 22 年

6月 22 日 

日本機械学会第 15 回動力・エ

ネルギー技術シンポジウム 

LSCF 空気極の三次元数値解析

による過電圧予測 

松崎勝久，鹿園直毅，笠木伸

英 

36 平成 22 年

6月 22 日 

日本機械学会第 15 回動力・エ

ネルギー技術シンポジウム 

メゾスケール構造を有する燃

料極支持型SOFC の発電特性に

関する数値シミュレーション 

紺野昭生，岩井裕,齋藤元浩,

吉田英生 

37 平成 22 年

6月 22 日 

日本機械学会第 15 回動力・エ

ネルギー技術シンポジウム 

中低温作動平板型ＳＯＦＣ燃

料極におけるメタンの水蒸気

改質実験 

森本健太郎,濱野将人,岩井

裕,齋藤元浩,吉田英生 
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38 平成 22 年

6月 22 日 

日本機械学会第 15 回動力・エ

ネルギー技術シンポジウム 

発電によるSOFC 空気極微構造

の変化 

嶋田康章,岸本将史,岩井裕,

齋藤元浩,吉田英生 

39 平成 22 年

6月 30 日 

9th European SOFC Forum Microwave Sintering for the 

Fabrication of Anode Support 

Solid Oxide Fuel Cells 

Z. Jiao, N. Shikazono and N. 

Kasagi 

40 平成 22 年

6月 30 日 

9th European SOFC Forum Microstructure Change of 

SOFC Anode Caused by 

Electrochemical RedOx Cycles 

N. Takagi, Y. Nakamura, N. 

Shikazono and N. Kasagi 

41 平成 22 年

6月 30 日 

9th European SOFC Forum Simulation and Exergy 

Analysis of Solid Oxide Fuel 

Cell-Micro Gas Turbine 

Hybrid System Utilizing 

Biosyngas 

Suranat Wongchanapai, 

Hiroshi Iwai, Motohiro 

Saito, Hideo Yoshida 

42 平成 22 年

8月 10 日 

14th International Heat 

Transfer Conference 

Thermal and Electrochemical 

Cell Design and Its 

Experimental Assessment for 

Micro SOFC System 

Usui, S. Nishi, M., 

Shikazono, N. and Kasagi, N. 

43 平成 22 年

8月 11 日 

14th International Heat 

Transfer Conference 

Quantitative Evaluation of 

Transport Properties of SOFC 

Porous Anode and Their Effect 

on the Power Generation 

Performance 

Masashi Kishimoto, Hiroshi 

Iwai, Motohiro Saito, Hideo 

Yoshida 

44 平成 22 年

9月 5日 

化学工学会第 42 回秋季大会 固体酸化物形燃料電池の電極

微細構造再構築と過電圧予測 

鹿園 直毅 

45 平成 22 年

9月 6日 

Asian SOFC Symposium DRT Analysis of Practical 

Segmented-in-series Tubular 

SOFC Impedance Spectra 

B. Liu, H. Muroyama, T. 

Matsui, K. Tomida, T. 

Kabata, and K. Eguchi  

46 平成 22 年

9月 6日 

Asian SOFC Symposium Cathodic Polarization 

Behavior of Porous 

(La,Sr)MnO3 and (La,Sr)CoO3 

Cathodes 

J. Yang, H. Muroyama, T. 

Matsui, and K. Eguchi 

47 平成 22 年

9月 7日 

日本機械学会 2010 年度年次大

会 

燃料依存性を考慮した円筒型

固体酸化物形燃料電池の発電

性能の予測 

西 美奈，臼井 聡，鹿園 直

毅，笠木 伸英 

48 平成 22 年

9月 7日 

日本機械学会 2010 年度年次大

会 

FIB-SEM 再構築構造を用いた

SOFC 燃料極の三次元数値シミ

ュレーション 

菅野大輔，松崎勝久，鹿園 直

毅，笠木 伸英 

49 平成 22 年

9月 8日 

日本機械学会 2010年度年次大

会 

SOFC のアノード微構造定量化

と電極性能 

上田将人，岸本将史，岩井裕，

齋藤元浩，吉田英生 

50 平成 22 年

9月 27 日 

日本金属学会秋期(第 147 回)

大会 

(La,Sr)MnO3 電極/イットリア

安定化ジルコニア電解質界面

の微細構造と電池特性 

井上雄貴，岸田恭輔，乾 晴

行，室山広樹，松井敏明，江

口浩一 

51 平成 22 年

10 月 31 日 

日本機械学会 熱工学コンファ

レンス 2010 

SOFC 電極多孔質 3 次元構造の

定量化と Contiguity 理論に基

づく従来型多孔質モデルの評

価 

岸本将史，上田将人，嶋田康

章，岩井裕，齋藤元浩，吉田

英生 

52 平成 22 年

12 月 16 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 Study on Degradation of Solid 

Oxide Fuel Cell with Pure Ni 

Anode 

Jiao, Z., Shikazono, N. and 

Kasagi, N. 

53 平成 22 年

12 月 16 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 SOFC 燃料極三次元数値解析に

おける気体輸送モデルの評価 

澄野慎二, 鹿園直毅，笠木伸

英 

54 平成 22 年

12 月 16 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 水蒸気劣化に対する燃料極中

の酸化物成分の影響 

岸田遼、室山広樹、松井敏明、

江口浩一  

55 平成 22 年

12 月 16 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 通電にともなう空気極／電解

質界面の微構造変化 

見神祐一、室山広樹、松井敏

明、江口浩一 

56 平成 22 年

12 月 16 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 円筒横縞形 SOFC におけるイン

ピーダンススペクトルの緩和

時間分布解析 

Bin Liu、室山広樹、松井敏明、

江口浩一、冨田和男、加幡達

雄 

57 平成 22 年

12 月 16 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 Ni-YSZ 燃料極におよぼす熱サ

イクルの影響 

田中亮，岸本将史，岩井裕，

齋藤元浩，吉田英生 
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58 平成 22 年

12 月 16 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 電極微構造定量化手法の比較

と性能予測への影響 

岸本将史，上田将人，嶋田康

章，岩井裕，齋藤元浩，吉田

英生 

59 平成 22 年

12 月 17 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 SOFC 電極における性能の経時

変化と微構造の相関 

江口浩一、岸田遼、見神祐一、

鷲見裕史、Bin Liu、室山広樹、

松井敏明 

60 平成 22 年

12 月 17 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 SOFC 燃料極内の YSZ, ScSZ の

結晶相安定性が炭素析出挙動

に与える影響 

鷲見裕史、室山広樹、松井敏

明、江口浩一 

61 平成 23 年

3月 25 日 

日本金属学会春期(第 148 回)

大会 

固体電解質型燃料電池におけ

る空気極／電解質界面近傍の

微細構造と電池特性 

岸田恭輔，井上雄貴，乾晴行，

室山広樹，松井敏明，江口浩

一 

62 平成 23 年

3月 31 日 

電気化学会第 78 回大会 Ni-YSZ アノードにおける炭素

の析出・除去過程が電池性能へ

及ぼす影響 

李 懿軒、鷲見裕史、室山広

樹、松井敏明、江口浩一 

63 平成 23 年

3月 31 日 

電気化学会第 78 回大会 水蒸気劣化に対する SOFC アノ

ード中の酸化物成分の影響 

岸田遼、室山広樹、松井敏明、

江口浩一  

64 平成 23 年

5月 2日 

12th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC-XII) 

Cooperative Investigations 

on Degradation of Cathode 

Materials in 

Segment-in-Series Cells by 

MHI 

H. Yokokawa, H. Kishimoto, 

K. Yamaji, T. Horita, T. 

Watanabe, T. Yamamoto, K. 

Eguchi, T. Matsui, K. 

Sasaki, Y. Shiratori, T. 

Kawada, K. Sato, T. Hashida, 

A. Unemoto, T. Kabata, K. 

Tomida 

65 平成 23 年

5月 3日 

12th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC-XII) 

Quantification of 

Microstructural Change at 

the Interface Between 

(La,Sr)MnO3+δ Cathode and 

YSZ Electrolyte Upon 

Discharge Operation 

T. Matsui, Y. Mikami, H. 

Muroyama, and K. Eguchi 

66 平成 23 年

5月 3日 

12th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC-XII) 

Influence of Anode Thickness 

on Cell Performance in 

Internal Reforming Operation 

of SOFCs 

Y.-H. Lee, H. Sumi, H. 

Muroyama, T. Matsui, and K. 

Eguchi 

67 平成 23 年

5月 3日 

12th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC-XII) 

Study on Degradation of Solid 

Oxide Fuel Cell with Pure Ni 

Anode 

Z. Jiao, N. Shikazono and N. 

Kasagi 

68 平成 23 年

5月 5日 

12th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC-XII) 

Correlation between 

Microstructure and 

Electrochemical 

Characteristics of Ni – YSZ 

Anode Subjected to Redox 

Cycles 

H. Muroyama, H. Sumi, R. 

Kishida, J.-Y. Kim, T. 

Matsui, and K. Eguchi 

69 平成 23 年

5月 5日 

12th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC-XII) 

Impedance Analysis of 

Practical 

Segmented-in-Series Tubular 

Solid Oxide Fuel Cells 

B. Liu, T. Matsui, H. 

Muroyama, K. Tomida, T. 

Kabata, and K Eguchi 

70 平成 23 年

5月 6日 

12th International Symposium 

on Solid Oxide Fuel Cells 

(SOFC-XII) 

Three-Dimensional 

Simulation of SOFC Anode 

Polarization 

Characteristics Based on 

Sub-Grid Scale Model 

Masashi Kishimoto, Hiroshi 

Iwai, Motohiro Saito, Hideo 

Yoshida 

71 平成 23 年

5月 18 日 

第 18 回燃料電池シンポジウム SOFC における電池性能と電極

微構造変化の相関 

江口浩一・松井敏明・室山広

樹・吉田英生・岩井裕・齋藤

元浩・乾晴行・岸田恭輔・岡

本範彦・笠木伸英・鹿園直毅 

72 平成 23 年

6月 1日 

日本伝熱学会 第 48 回伝熱シ

ンポジウム 

金属板に担持した Ni 系触媒に

よるメタン水蒸気改質反応の

圧力依存性 

齋藤元浩，新名裕大，池邨公

孝，岩井裕，吉田英生 
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73 平成 23 年

6月 1日 

日本伝熱学会 第 48 回伝熱シ

ンポジウム 

微構造定量化に基づく SOFC 電

極解析用サブグリッドスケー

ルモデルの提案と評価 

岸本将史，岩井裕，齋藤元浩，

吉田英生 

74 平成 23 年

6月 23 日 

日本機械学会 第 16 回動力・エ

ネルギー技術シンポジウム 

平板型 SOFC のスタック内温度

分布に起因する不均一流量分

配 

林大甫，岩井裕，齋藤元浩，

吉田英生 

75 平成 23 年

7月 4日 

18th  International 

conference on Solid State 

Ionics 

Quantitative analysis of 

microstructural change in 

electrodes during discharge 

operation of solid oxide fuel 

cells 

K. Eguchi, H. Muroyama, and 

T. Matsui  

76 平成 23 年

9月 9日 

2011 年電気化学会秋季大会 水蒸気劣化に対する SOFC 用燃

料極中の酸化物成分の影響 

松井敏明、岸田遼、室山広樹、

江口浩一 

77 平成 23 年

9月 9日 

2011 年電気化学会秋季大会 通電による LSM電極／SDC電解

質界面の微構造変化 

河本将宏、室山広樹、松井敏

明、江口浩一 

78 平成 23 年

9月 9日 

2011 年電気化学会秋季大会 通電による LSM電極／YSZ電解

質界面の微構造変化 

見神祐一、室山広樹、松井敏

明、江口浩一 

79 平成 23 年

9月 10 日 

日本機械学会 2011 年度年次大

会 

SOFC 燃料極過電圧一次元モデ

ルの高精度化に関する研究 

西 美奈，澄野 慎二，鹿園 

直毅，笠木 伸英 

80 平成 23 年

9月 10 日 

日本機械学会 2011 年度年次大

会 

SOFC 燃料極の三次元構造を用

いた交換電流密度の評価 

澄野慎二，鹿園 直毅，笠木 

伸英 

81 平成 23 年

9月 12 日 

日本機械学会 2011年度年次大

会 

Ni-YSZ 電極の表面温度分布に

メタン水蒸気改質が与える影

響 

高橋忠将，林大甫，岩井裕，

齋藤元浩，吉田英生 

82 平成 23 年

9月 12 日 

The 62nd Annual Meeting of 

the International Society of 

Electrochemistry 

Influence of carbon 

deposition and removal in 

anode on cell performance in 

internal reforming operation 

of SOFCs 

Y.-H. Lee, H. Sumi, H. 

Muroyama, T. Matsui, and K. 

Eguchi 

83 平成 23 年

9月 20 日 

日本物理学会領域 10(格子欠

陥・ナノ構造) 第 21 回格子欠

陥フォーラム 

先進電池材料の固体イオニク

ス界面微細構造と電池特性 

(依頼講演) 

岸田恭輔 

84 平成 23 年

9月 25 日 

The Third Asian Symposium on 

Computational Heat Transfer 

and Fluid Flow 

Numerical Simulation of 

Methane Steam Reforming 

Using a Rate Equation of 

Nickel-based Catalyst 

K.K. Lin, M. Saito, Y. Niina, 

K. Ikemura, H. Iwai, 

H.Yoshida 

85 平成 23 年

11 月 29 日 

2011 MRS Fall Meeting Microstructure Evolution at 

the Interface Region between 

Lanthanum Strontium 

Manganite Cathode and 

Yttria-Stabilized Ziroconia 

Electrolyte during Discharge 

Operation 

K. Kishida, H. Inui, H. 

Muroyama, T. Matsui and K. 

Eguchi 

86 平成 23 年

12 月 1日 

2011 MRS Fall Meeting Numerical Simulation of SOFC 

Electrode Polarization Using 

Three-Dimensional 

Microstructure 

Reconstructed by FIB-SEM 

Shikazono, N. and Kasagi, 

N., 

87 平成 23 年

12 月 9日 

第 37 回固体イオニクス討論会 Microstructural change in 

strontium-doped lanthanum 

manganite cathodes for solid 

oxide fuel cell during 

discharge operation 

Jun Yang、Hiroki Muroyama、

Toshiaki Matsui 、 Koichi 

Eguchi 

88 平成 23 年

12 月 12 日 

第 20 回 SOFC 研究発表会 電極微構造観察による実セ

ル・スタック劣化要因の定量的

解析 

江口浩一、吉田英生、岩井裕、

松井敏明、齊藤元浩、室山広

樹、鹿園直毅、笠木伸英、島

津めぐみ、上野晃、川野光伸、

上野大介、秋草順、江藤浩之  
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89 平成 23 年

12 月 12 日 

第 20 回 SOFC 研究発表会 Microstructural change in 

strontium-doped lanthanum 

manganite cathodes for solid 

oxide fuel cell during 

discharge operation 

Jun Yang、Hiroki Muroyama、

Toshiaki Matsui 、 Koichi 

Eguchi 

90 平成 23 年

12 月 12 日 

第 20 回 SOFC 研究発表会 3D Quantitative characteri- 

zation of Nickel-Yittria- 

stabilized Zirconia solid 

oxide fuel cell anode 

microstructure in discharge， 

Jiao, Z., Shikazono, N. and 

Kasagi, N., 

91 平成 23 年

12 月 12 日 

第 20 回 SOFC 研究発表会 Ni-YSZ サーメットの表面温度

分布にメタン水蒸気改質が与

える影響 

高橋忠将，岩井裕，齋藤元浩，

吉田英生 

92 平成 23 年

12 月 12 日 

第 20 回 SOFC 研究発表会 Ni-YSZ 燃料極の組成比が有効

三相界面分布と電極性能にお

よぼす影響 

岸本将史，宮脇皓亮，岩井裕，

齋藤元浩，吉田英生 

93 平成 23 年

12 月 13 日 

第 20 回 SOFC 研究発表会 通電にともなう LSM／YSZ 界面

微構造の変化 

見神祐一、Jun Yang、室山広

樹、松井敏明、江口浩一 

94 平成 23 年

12 月 20 日 

第 21 回日本 MRS 学術シンポジ

ウム 

Three Dimensional Numerical 

Simulation of SOFC 

Electrodes 

Shikazono, N. and Kasagi, 

N., 

95 平成 24 年

3月 21 日 

The 8th KSME-JSME Thermal and 

Fluids Engineering 

Conference 

Sensitivity Analysis of an 

Integrated Small-Scale 

SOFC-Biomass Gasification 

Power Generation System 

Suranat Wongchanapai, 

Hiroshi Iwai, Motohiro 

Saito, Hideo Yoshida 

96 平成 24 年

3月 29 日 

電気化学会第 79 回大会 SOFC 起動・停止操作による

Ni-YSZ アノードの性能低下お

よび微構造変化 

久保田勝、室山広樹、松井敏

明、江口浩一 

97 平成 24 年

5月 16 日 

日本顕微鏡学会第 68 回学術講

演会 

•透過電子顕微鏡法による先進

電池用材料の結晶構造および

欠陥構造解析 

岸田恭輔 

98 平成 24 年

5月 30 日 

日本伝熱学会 第 49 回伝熱シ

ンポジウム 

SOFC 燃料極の表面温度分布に

メタン改質反応が与える影響 

高橋 忠将，岩井 裕，齋藤 元

浩，吉田 英生 

99 平成 24 年

6月 1日 

日本伝熱学会 第 49 回伝熱シ

ンポジウム 

 酸化物イオン伝導の特性長さ

を利用した SOFC 電極内有効反

応厚さの予測 

岸本 将史，岩井 裕，齋藤 元

浩，吉田 英生 

100 平成 24 年

6月 1日 

日本伝熱学会 第 49 回伝熱シ

ンポジウム 

SOFC 単セルシミュレーション

への電極劣化モデルの適用 

香山 貴彦，岩井 裕，齋藤 元

浩，吉田 英生 

101 平成 24 年

6月 21 日 

日本機械学会 第 17 回動力・エ

ネルギー技術シンポジウム 

多孔質微構造を考慮した SOFC

燃料極におけるメタン水蒸気

改質実験 

上田将人，岩井 裕，齋藤 元

浩，吉田 英生 

102 平成 24 年

6月 28 日 

10th European SOFC Forum Effect of Composition Ratio 

of Ni-YSZ Anode on 

Distribution of Effective 

Three-Phase Boundary and 

Power Generation Performance 

Masashi Kishimoto, Kosuke 

Miyawaki, Hiroshi Iwai, 

Motohiro Saito, Hideo 

Yoshida 

103 平成 24 年

7月 5日 

International Symposium on 

Advances in Computational 

Heat Transfer 

Maldistribution of Fuel/Air 

Flows in a Stack of Planar 

SOFC Caused by Temperature 

Non-uniformity 

Hiroshi Iwai, Daisuke 

Hayashi, Motohiro Saito, 

Hideo Yoshida 

104 平成 24 年

7月 18 日 

The 13th Asian Conference on 

Solid State Ionics 

A study on the 

microstructural change of 

strontium-doped lanthanum 

manganite cathode under 

current-loading conditions 

J. Yang, H. Muroyama, T. 

Matsui, and K. Eguchi 

105 平成 24 年

7月 19 日 

The 13th Asian Conference on 

Solid State Ionics 

Quantitative evaluation of 

microstructural change in 

electrodes upon discharge 

operation of solid oxide fuel 

cells 

 H. Muroyama, T. Matsui, and 

K. Eguchi 
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―論文― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 21 年

2月 1日 

Electrochemistry, 77, 

123-126 (2009) 

Sudden Deterioration in 

Performance During Discharge 

of Anode-supported Solid 

Oxide Fuel Cells 

T. Matsui, J.-y. Kim, R. 

Kikuchi, K. Eguchi 

2 平成 21 年

7月 1日 

J. Power Sources, 195, 

(2010), 151-154 

Performance of an anode 

support solid oxide fuel cell 

manufactured by microwave 

sintering 

Jiao, Z., Shikazono, N., and 

Kasagi, N.  

3 平成 21 年

9月 1日 

日本機械学会論文集, Vol. 

76B, No. 763, pp. 418-419 

(2010) 

局所平衡に基づく固体酸化物

形燃料電池燃料極の 3 次元数

値シミュレーション手法の開

発 

菅野大輔，松崎勝久，手島久

典，鹿園直毅，笠木伸英 

4 平成 21 年

11 月 1日 

J. Power Sources, 195, 

955-961 (2010) 

Quantification of SOFC anode 

microstructure based on dual 

beam FIB-SEM technique 

H. Iwai, N. Shikazono, T. 

Matsui, H. Teshima, M. 

Kishimoto, R. Kishida, D. 

Hayashi, K. Matsuzaki, D. 

Kanno, M. Saito, H. 

Muroyama, K. Eguchi, N. 

Kasagi, and H. Yoshida 

5 平成 22 年

2月 1日 

J.  Electrochem. Soc., 157, 

B449-B454 (2010) 

Simulation of Dynamic 

Response of Strontium-Doped 

Lanthanum Manganite under 

Cathodic Polarization 

 J. Yang, H. Muroyama, T. 

Matsui, and K. Eguchi,  

6 平成 22 年

4月 1日 

J. Electrochem. Soc., 157, 

B665-B672 (2010).  

Numerical Assessment of SOFC 

Anode Polarization Based on 

Three-Dimensional Model 

Microstructure Reconst- 

ructed from FIB-SEM Image 

 Shikazono, N., Kanno, D., 

Matsuzaki, K., Teshima, H., 

Sumino, S. and Kasagi, N. 

7 平成 22 年

4月 1日 

J. Electrochem. Soc., 157, 

B776-B781 (2010).  

Performance Deterioration of 

Ni–YSZ Anode Induced by 

Electrochemically Generated 

Steam in Solid Oxide Fuel 

Cells 

T. Matsui, R. Kishida, J. Y. 

Kim, H. Muroyama, K. Eguchi, 

8 平成 22 年

5月 1日 

Energy, 36, 2225-2234, 

(2010) 

Numerical simulation of 

intermediate-temperature 

direct-internal-reforming 

planar solid oxide fuel cell 

Iwai H., Yamamoto Y., Saito 

M., Yoshida H. 

9 平成 22 年

7月 1日 

Thermal Science and 

Engineering 

スケール解析と数値計算によ

る SOFC 電極内反応領域に関す

る検討， 

紺野昭生，岩井裕，齋藤元浩，

吉田英生 

10 平成 22 年

9月 1日 

International Journal of 

Hydrogen Energy, 35(19), 

10505-10512 (2010). 

A comparative study on 

polarization behavior of 

(La,Sr)MnO3 and (La,Sr)CoO3 

cathodes for solid oxide fuel 

cells 

J. Yang, H. Muroyama, T. 

Matsui, K. Eguchi 

11 平成 22 年

9月 1日 

Journal of the 

Electrochemical Society, 

157, B1747-B1752 (2010) 

Correlation Between 

Microstructural and 

Electrochemical 

Characteristics during Redox 

Cycles for Ni–YSZ Anode of 

SOFCs 

H. Sumi, R. Kishida, J. Y. 

Kim, H. Muroyama, T. Matsui, 

K. Eguchi 

12 平成 22 年

10 月 1日 

Journal of the 

Electrochemical Society, 

157, B1790-1794 (2010) 

Quantitative Analysis of 

Microstructural Change at 

the Interface Between 

(La,Sr)MnO3 Cathode and YSZ 

Electrolyte upon Discharge 

Operation 

T. Matsui, Y. Mikami, H. 

Muroyama, K. Eguchi 
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13 平成 22 年

10 月 1日 

Journal of the 

Electrochemical Society, 

157, B1858-B1864 (2010) 

Analysis of Impedance 

Spectra for Segmented-in- 

Series Tubular Solid Oxide 

Fuel Cells 

B. Liu, H. Muroyama, T. 

Matsui, K. Tomida, T. 

Kabata, K. Eguchi 

14 平成 22 年

12 月 1日 

Journal of the 

Electrochemical Society, 

158, B215-B224 (2011) 

Gas Transport Impedance in 

Segmented-in-Series Tubular 

Solid Oxide Fuel Cell 

B. Liu, H. Muroyama, T. 

Matsui, K. Tomida, T. 

Kabata, K. Eguchi 

15 平成 23 年

1月 1日 

J. Power Sources, 196 (3), 

pp. 1019-1029 (2011). 

Study on Local Morphological 

Changes of Nickel in Solid 

Oxide Fuel Cell Anode using 

Porous Ni pellet Electrode 

Jiao, Z., Takagi, N., 

Shikazono, N. and Kasagi, N. 

16 平成 23 年

3月 1日 

J. Power Sources, 196 (6), 

pp. 3073-3082 (2011). 

Three-Dimensional Numerical 

Analysis of Mixed Ionic and 

Electronic Conducting 

Cathode Reconstructed by 

Focused Ion Beam Scanning 

Electron Microscope 

Matsuzaki, K., Shikazono, N. 

and Kasagi, N.  

17 平成 23 年

4月 1日 

Electrochimica Acta, 56 

(11), pp. 4015-4021 (2011) 

Evaluation of SOFC Anode 

Polarization Simulation 

using Three-Dimensional 

Microstructures Reconst- 

ructed by FIB Tomography 

Kanno, D., Shikazono, N., 

Takagi, N., Matsuzaki, K. 

and Kasagi, N.  

18 平成 23 年

5月 1日 

J. Power Sources, 196 (20), 

pp. 8366-8376(2011) 

 Study on Degradation of 

Solid Oxide Fuel Cell Anode 

by using pure Nickel 

Electrode 

Jiao, Z., Shikazono, N. and 

Kasagi, N. 

19 平成 23 年

5月 15 日 

Journal of Power Sources, 

196, 4555-4563, (2011) 

Quantitative evaluation of 

solid oxide fuel cell porous 

anode microstructure based 

on focused ion beam and 

scanning electron microscope 

technique and prediction of 

anode overpotentials 

Masashi Kishimoto, Hiroshi 

Iwai, Motohiro Saito, Hideo 

Yoshida 

20 平成 23 年

8月 31 日 

Heat Transfer Asian 

Research, DOI: 

10.1002/htj.20373 (2011) 

Effect of characteristic 

lengths of electron, ion, and 

gas diffusion on electrode 

performance and electr- 

ochemical reaction area in a 

solid oxide fuel cell 

Akio Konno, Hiroshi Iwai, 

Motohiro Saito, Hideo 

Yoshida 

21 平成 24 年

1月 10 日 

Journal of The 

Electrochemical Society, 

159(3) B315-B323 (2012) 

Three-Dimensional 

Simulation of SOFC Anode 

Polarization Characteris- 

tics Based on Sub-Grid Scale 

Modeling of Microstructure 

Masashi Kishimoto, Hiroshi 

Iwai, Motohiro Saito, Hideo 

Yoshida 

22 平成 24 年

1月 1日 

J. Electrochem. Soc., 159 

(3), pp. B285-B291 (2012) 

Quantitative 

Characterization of SOFC 

Nickel-YSZ Anode 

Microstructure Degradation 

Based on Focused-Ion-Beam 

3D-Reconstruction Technique 

Jiao, Z., Shikazono, N. and 

Kasagi, N. 

23 平成 24 年

1月 1日 

Journal of Power Sources, 

204, 25-33 (2012) 

The influence of discharge 

operation on the 

microstructure of 

strontium-doped lanthanum 

manganite cathode for solid 

oxide fuel cells 

J. Yang, H. Muroyama, T. 

Matsui, K. Eguchi 

24 平成 24 年

1月 1日 

Journal of the 

Electrochemical Society, 

159(3), B324-B330 (2012) 

Dynamic behavior of 

segmented-in-series tubular 

solid oxide fuel cell upon 

discharge  

B. Liu, H. Muroyama, T. 

Matsui, K. Tomida, T. 

Kabata, K. Eguchi 
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25 平成 24 年

4月 15 日 

Journal of Power Sources, 

204, 14-24 (2012) 

Selection of suitable 

operating conditions for 

Planar Anode-supported 

Direct-internal-reforming 

Solid-Oxide Fuel Cell 

Suranat Wongchanapai, 

Hiroshi Iwai, Motohiro 

Saito, Hideo Yoshida 

26 in press Solid State Ionics Anode microstructural change 

upon long-term operation for 

the cathode-supported 

tubular-type SOFC 

T. Matsui, J.-Y. Kim, H. 

Muroyama, M. Shimazu, T. 

Abe, M. Miyao, K. Eguchi 

―受賞― 

No. 年月 受賞者 受賞内容 表彰団体・賞名 

１ 平成 23 年

10 月 

Toshiaki Matsui Development of novel proton 

conductors consisting of the 

solid 

acid/pyrophosphate 

composite for the 

application in 

intermediate-temperature 

fuel cells 

J. B. Wagner, Jr. Young 

Investigator Award of the 

High 

Temperature Materials 

Division of The 

Electrochemical Society 

２ 平成 24 年

3月 

江口浩一 金属－酸化物間の相互作用を

利用した燃料・エネルギー変換

触媒の開発 

触媒学会学会賞(学術部門) 

３ 平成 24 年

3月 

松井敏明 固体電解質形燃料電池のため

の新規材料開発と電気化学特

性評価に関する研究 

電気化学会 進歩賞・佐野賞 

 

課題 2-5）性能評価 

 ―研究発表・講演― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 20 年

9月 18 日 

2008 Korea-Japan-China SOFC 

Symposium 

Long-term Operations Test 

and Investiga-  tion on 

Stack Perfor-  mance of 

Tubular-Type SOFC Stacks 

浅野 浩一、山本 融 

安本 憲司、森田 寛 

吉川 将洋、麦倉 良啓、渡

辺 隆夫、山下 晃弘、冨田 

和男 

2 平成 21 年

7月 18 日 

平成20年度NEDO成果報告シン

ポジウム 

耐久性信頼性向上のための基

礎研究 

吉川将洋 

3 平成 21 年

10 月 1日 

the 216th ECS meeting 

(the 11th International 

symposium on SOFC:SOFC-XI) 

Development of SOFC 

performance and durability 

evaluations technology 

T. Yamamoto, H. Morita, M. 

Yoshikawa, F. Yoshiba, K. 

Asano, K. Yasumoto, Y. 

Mugikura  

4 平成 21 年

11 月 1日 

日本における燃料電池の開発

(燃料電池開発情報センター 

電力中央研究所における固体

酸化物形燃料電池の研究開発 

安本 憲司 

5 平成 21 年

11 月 1日 

2009 Fuel cell seminar & 

exposition 

Development of SOFC 

performance evaluation 

technology 

M.Yoshikawa, H. Morita, T. 

Yamamoto, F. Yoshiba,Y. 

Mugikura 

6 平成 21 年

11 月 1日 

5th International conference 

on clean coal technology and 

fuel cells 

R&D durability evaluation 

methods for solid oxide fuel 

cells 

T. Watanabe, T. Yamamoto, F. 

Yoshiba, H. Morita, M. 

Yoshikawa, K. Asano, K. 

Yasumoto, Y. Mugikura, Y. 

Izaki 

7 平成 21 年

12 月 1日 

3rd European fuel cell 

technology and applications 

conference 

An analysis result of solid 

oxide fuel cell durability by 

electrode polarization model 

Y.Mugikura, H.Morita, 

M.Yoshikawa, F. Yoshiba, T. 

Yamamoto 

8 平成 21 年

12 月 1日 

3rd European fuel cell 

technology and applications 

conference 

Recent fuel cell development 

at CRIEPI 

T. Watanabe, Y. Izaki, Y. 

Mugikura, M. Yoshikawa, H. 

Morita, F. Yoshiba, M. 

Kawase, K. Asano 

9 平成 22 年

5月 19 日 

燃料電池シンポジウム SOFC 性能評価技術の開発(3) 

－長期耐久性試験と性能表示

吉川将洋, 麦倉良啓, 安本憲

司, 山本融 



60 

 

式による評価－ 

10 平成 22 年

6月 30 日 

9th  European solid oxide 

fuel cell forrum 

Investigation of SOFC 

performance and durability 

evaluations 

T.Yamamoto, H. Morita, Y. 

Mugikura, D.Klotz, A. 

Leonide, A. Weber, E. Tiffee 

11 平成 22 年

7月 7日 

平成21年度NEDO成果報告シン

ポジウム 

耐久性評価手法の検討に係る

技術開発 

吉川将洋 

12 平成 22 年

10 月 1日 

Fuel Cells Science & 

Technology 2010 

Performance and durability 

analysis of SOFC 

Y.Mugikura, M.Yoshikawa, T. 

Yamamoto, K. Yasumoto 

13 平成 22 年

10 月 1日 

2010 電中研フォーラム 固体酸化物形燃料電池の耐久

性評価法 

吉川将洋 

14 平成 22 年

10 月 1日 

2010 Fuel Cell Seminar & 

Exposition 

Development of SOFC 

performance evaluation 

technology (2) 

M. Yoshikawa, Y. Mugikura, 

K. Yasumoto, T. Yamamoto 

15 平成 22 年

11 月 1日 

第 6 回クリーンコールおよび

燃 料 電 池 関 す る 国 際 会 議

(CCT&FCs) 

Development of performance 

evaluation technology for 

long term durability and 

reliability of SOFCs 

T. Yamamoto, K. Yasumoto, M. 

Yoshikawa, Y. Mugikura, Y. 

Izaki 

16 平成 22 年

12 月 1日 

SOFC 研究発表会 信頼性・耐久性向上のための

SOFC 評価手法の開発 

山本融，安本憲司，浅野浩一，

吉川将洋，麦倉良啓，伊崎慶

之 

17 平成 23 年

4月 1日 

第 83 回 SOFC 研究会 電中研における SOFC 耐久性・

信頼性向上に関する基礎研究 

吉川将洋 

18 平成 23 年

5月 1日 

第 18 回燃料電池シンポジウム SOFC 性能評価技術の開発(4)-

長期耐久性試験結果と劣化要

因別電圧低下率- 

吉川将洋，安本憲司，山本融，

麦倉良啓 

19 平成 23 年

6月 1日 

Symposium: Solid Oxide Fuel 

Cell for Next Generation 

Power Plants 

SOFC integrated power plant 

development in Japan 

T. Yamamoto, K. Yasumoto, M. 

Yoshikawa,, Y. Mugikura, Y. 

Izaki, H. Morita 

20 平成 23 年

9月 1日 

2nd International Workshop 

on Degradation Issues of Fuel 

Cells 

Performance evaluation 

technology for long term 

durability and reliability 

of SOFCs 

Y. Mugikura, K. Yasumoto, M. 

Yoshikawa, T. Yamamoto 

21 平成 23 年

9月 1日 

the 62nd Annual Meeting of 

the International Society of 

Electrochemistry, Symposium 

7: Fuel Cells: Materials, 

Properties and Mechanisms 

Performance evaluation 

technology for long term 

durability and reliability 

of SOFCs 

T. Yamamoto, K. Yasumoto, M. 

Yoshikawa, Y. Mugikura, Y. 

Izaki 

22 平成 23 年

10 月 1日 

NEDO 燃料電池・水素技術開発 

平成 22 年度成果報告会シンポ

ジウム 

耐久性評価手法に係る技術開

発 

吉川将洋 

23 平成 23 年

11 月 1日 

The 7th International 

Conference on Clean Coal 

Technology and Fuel Cells 

Development of performance 

evaluation technology for 

long term durability and 

reliability of SOFCs 

渡辺隆夫，吉川将洋，山本融，

安本憲司，浅野浩一，麦倉良

啓，伊崎慶之 

24 平成 23 年

11 月 1日 

Fuel Cell Seminar & 

Exposition 2011 

Development of SOFC 

performance evaluation 

technology (3) 

K. Asano, M. Yoshikawa, K. 

Yasumoto, T. Yamamoto, Y. 

Mugikura 

25 平成 23 年

11 月 1日 

SOFC 研究会 「2nd international workshop 

on Degradation in Fuel Cells」

参加報告 

麦倉良啓 

26 平成 23 年

11 月 1日 

SOFC 研究会 「2011 Fuel Cell Seminar & 

Exposition」参加報告 

浅野浩一 

27 平成 23 年

12 月 1日 

第 20 回 SOFC 研究発表会 耐久性・信頼性向上のための

SOFC 性能評価手法の開発 

安本憲司，浅野浩一，吉川将

洋，森田寛，山本融，麦倉良

啓 

28 平成 23 年

12 月 1日 

第 20 回 SOFC 研究発表会 フラットチューブ横縞形（中温

筒状横縞形 SOFCの耐久性評価 

中村和郎他，吉川将洋，山本

融，麦倉良啓 

29 平成 24 年

5月 1日 

第 19 回 FCDIC 燃料電池シンポ

ジウム 

SOFC 性能評価技術の開発(5)-

各社の劣化要因と改良効果の

検証- 

吉川将洋，山本融，安本憲司，

麦倉良啓 
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30 平成 24 年

5月 1日 

第 19 回 FCDIC 燃料電池シンポ

ジウム 

フラットチューブ（筒状）横縞

形 SOFC の耐久性評価 

中村和郎他，吉川将洋，山本

融，麦倉良啓 

31 平成 24 年

6月 1日 

10th EUROPEAN SOFC FORUM Chromium Poisoning of 

LaMnO3-based Cathode within 

Generalized Approach 

横川晴美，堀田照久，山地克

彦，岸本治夫(産総研)，吉川

将洋，山本融，麦倉良啓(電中

研)，加幡達雄，冨田和男(MHI) 

32 平成 24 年

6月 1日 

10th EUROPEAN SOFC FORUM Study on Durability of 

Flattened Tubular 

Segmented-in-Series Type 

SOFC Stacks 

中村和郎他，吉川将洋，山本

融，麦倉良啓 

33 平成 24 年

8月 1日 

63rd Annual Meeting of the 

International Society of 

Electrochemistry 

Performance evaluation 

technology for long term 

durability and reliability 

of SOFCs 

Y. Mugikura, K. Yasumoto, H. 

Morita, M. Yoshikawa, T. 

Yamamoto 

 

課題 2-6) 石炭ガス化ガス 

 ―研究発表・講演― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 20 年

10 月 10 日 

日本エネルギー学会第 45 回石

炭科学会議、京都 

石炭ガス化プロセスにおける

微量金属成分の挙動解明 

田谷幸洋、朝倉榮次、義家亮、

成瀬一郎 

2 平成21年3

月 16 日 

日本機械学会東海学生会第 40

回学生員卒業研究発表講演会、

岐阜 

石炭ガス化ガス中の微量金属

成分による SOFC の劣化特性解

明の基礎 

一柳太郎、田谷幸洋、義家亮、

成瀬一郎 

3 平成21年3

月 17 日 

日本機械学会東海支部第 58 期

総会講演会，岐阜 

石炭ガス化条件における微量

金属を含む微粒子の放出過程

の解明 

義家亮，田谷幸洋，成瀬一郎 

4 平成21年3

月 29 日 

電気化学会第 76 回大会 石炭ガス化ガスによる SOFC 発

電試験（口頭発表） 

倉本浩司、鈴木善三、岸本治

夫、山地克彦、熊 岳平、堀

田照久、M.E. Brito,横川晴美  

5 平成21年5

月 12 日 

第 16 回燃料電池シンポジウム 石炭ガス化ガスを用いた SOFC

単セル発電試験（口頭発表） 

倉本浩司、松岡浩一、鈴木善

三、岸本治夫、山地克彦、熊 

岳平、堀田照久、M. E. Brito、

横川晴美  

6 平成21年9

月 16 日 

化学工学会第 41 回秋季大会

(広島) 

石炭ガス化ガスを用いた SOFC

発電試験における燃料ガス中

不純物による燃料極材料の化

学劣化挙動 

倉本浩司、松岡浩一、鈴木善

三、岸本治夫、山地克彦、熊 

岳平、堀田照久、M. E. Brito、

横川晴美  

7 平成21年9

月 17 日 

化学工学会第 41 回秋季大会、

広島 

石炭ガス化ガス中に含まれる

セレン化合物の挙動評価 

小林俊裕、成瀬一郎、義家亮、

植木保昭、田谷幸洋,一柳太郎 

8 平成 21 年

10 月 4日 

The 11th International 

Symposium on Solid Oxide Fuel 

Cells (SOFC-XI)  (Vienna, 

Austria) 

Effects of impurities 

contained in coal-derived 

syngas on the performance of 

SOFCs（ポスター発表） 

倉本浩司、松岡浩一、鈴木善

三、岸本治夫、山地克彦、熊 

岳平、堀田照久、M. E. Brito、

横川晴美  

9 平成 21 年

12 月 3日 

第 47 回燃焼シンポジウム、札

幌 

石炭ガス化過程における微粒

子および微量成分の放出 

義家亮、田谷幸洋、一柳太郎、

植木保昭、成瀬 一郎 

10 平成 21 年

12 月 18 日 

第17回SOFC研究発表会(東京) 石炭ガス化ガス利用型 SOFC 発

電システムを目指した基礎的

調査研究 

倉本浩司、松岡浩一、福島登

志代、鈴木善三、岸本治夫、

山地克彦、Brito. M. Manuel、

趙度衡、堀田照久、横川晴美 

11 平成22年7

月 18 日 

日本混相流学会年会講演会

2010（浜松） 

石炭ガス化ガス中微量金属の

SOFC に与える影響 

水谷晋，早川幸男，守富寛，

神原信志，隈部和弘 

12 平成22年9

月 21 日 

第 47 回石炭科学会議（長良川

国際会議場） 

固体酸化物型燃料電池アノー

ド発電能および微細焼結構造

に対する石炭ガス化ガス中微

量成分の影響調査  

倉本浩司、福島登志代、松岡

浩一、鈴木善三、堀田照久、

山地克彦、岸本治夫、横川晴

美、義家 亮、成瀬一郎、隈

部和弘、守富 寛（東京都市

大学、産総研）横川晴美、（名

古屋大）義家 亮、成瀬一郎、

（岐阜大）隈部和弘、守富 寛 

倉本浩司、福島登志代、松岡
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浩一、鈴木善三、堀田照久、

山地克彦、岸本治夫、（東京都

市大学、産総研）横川晴美、（名

古屋大）義家 亮、成瀬一郎、

（岐阜大）隈部和弘、守富 寛 

倉本浩司、福島登志代、松岡

浩一、鈴木善三、堀田照久、

山地克彦、岸本治夫 

13 平成23年1

月 6日 

The 9th Yokohama Trace 

Element Workshop 

（Minamata, Kumamto） 

Chemical interaction of 

minor contaminants in 

coal-derived fuel gas on 

solid oxide fuel cell anode 

cermets 

Koji KURAMOTO, Toshiyo 

FUKUSIMA, Koichi MATSUOKA, 

Yoshizo SUZUKI, Yasuaki 

UEKI, Ryo YOSHIIE, Ichiro 

NARUSE, Kasuhiro KUMABE, 

Hiroshi MORITOMI 

14 平成23年9

月 15 日 

第 43 回秋季大会（名古屋） 固体酸化物燃料電池アノード

材料と石炭ガス化ガス中の微

量不純成分の化学反応に関す

る調査研究 

倉本 浩司、福島 登志代、松

岡 浩一、鈴木 善三、Brito E. 

Manuel、岸本 治夫、山地 克

彦、堀田 照久、横川 晴美 

15 平成 23 年

10 月 9日 

ECS symposium on 

Electroichemical 

Utilization of Solid Fuels 

(Boston, USA) 

Chemical degradation 

behavior of SOFC anode due to 

trace impurities of ppm order 

contained in a coal derived 

syngas 

Koji Kuramoto, Toshiyo 

Fukushima, Koichi Matsuoka, 

Yoshizo Suzuki, Haruo 

Kishimoto, Katsuhiko 

Yamaji, Teruhisa Horita, 

Manuel E. Brito and Harumi 

Yokokawa  

16 平成 23 年

12 月 1日 

ECS Transactions Chemical degradation 

behavior of SOFC anode due to 

trace impurities contained 

in a coal derived syngas 

K. Kuramoto, T. Fukushima, 

K. Matsuoka, Y. Suzuki, H. 

Kishimoto, K. Yamaji, T. 

Horita, M. E. Brito and H. 

Yokokawa 

17 平成24年7

月 23 日 

粉体工学会第 44 回夏季シンポ

ジウム（京都） 

固体酸化物型燃料電池の石炭

ガス化複合化に関する課題と

取り組み 

倉本浩司、福島登志代、松岡

浩一、鈴木善三 

18 平成24年8

月 6日 

第 21 回日本エネルギー学会大

会 

石炭ガス化ガス中微量不純物

による固体酸化物型燃料電池

燃料極の性能劣化に関する基

礎的研究 

倉本浩司、福島登志代、細貝 

聡、松岡浩一、鈴木善三、笈

田晃行、義家 亮、成瀬一郎、

隈部和弘、守冨 寛 

 ―論文― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 21 年

10 月 4日 

ECS Transaction, vol.25(2)、

pp.2149-2154 

Effects of impurities 

contained in coal-derived 

syngas on the performance of 

SOFCs（誌上発表） 

倉本浩司、松岡浩一、鈴木善

三、岸本治夫、山地克彦、熊 

岳平、堀田照久、M. E. Brito、

横川晴美  

2 平成 22 年

5月 17 日 

Journal of Material Cycles 

and Waste Management, 12, 2 

(2010) in press 

Gaseous mercury oxidation 

behavior in homogeneous 

reaction with chlorine 

compounds 

I. Naruse, R. Yoshiie, T. 

Kameshima, T. Takuwa, 
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➀基盤的・共通的課題のための研究開発 

（ⅱ）原料・材料の低コスト及び低コスト化セルスタック・モジュールの技術開発 

a.耐久性を改良した低コスト金属インターコネクト材料の開発 

  －特許－ 
No. 出願日 出願番号 発明の名称 委託会社名 

1 平成 21 年 9 月

16 日 

特願 2009-214525 耐酸化性に優れた固体酸化物形燃

料電池用鋼 

日立金属株式会社 

2 平成 22 年 6 月

25 日 

特願 2010-145373 耐酸化性に優れた固体酸化物形燃

料電池用鋼 

日立金属株式会社 

3 平成 22 年 9 月

10 日 

PCT/JP2010/65604 耐酸化性に優れた固体酸化物形燃

料電池用鋼 

日立金属株式会社 

 

  
  －論文－ 

No. 年月日 発表先 題目 発表者 

1 平成22年11月

17 日 

Journal of Power 

Sources  

Effect of Mn–Co spinel coating for Fe–Cr 

ferritic alloys ZMG232L and 232J3 for solid 

oxide fuel cell interconnects on oxidation 

behavior and Cr-evaporation 

日立金属 

上原利弘 

 

 －研究発表・講演－ 
No. 年月日 発表先 題目 発表者 

1 平成20年12月

18 日 

第 17 回 SOFC 研究発表会 SOFC 金属インターコネクタ材 ZMG232L の長時

間酸化挙動 

日立金属 

安田信隆 

2 平成21年10月

5日 

SOFC-XI Long Term Oxidation Behavior of Fe-Cr 

Ferritic Alloy ZMG232L for SOFC 

Interconnects 

日立金属 

上原利弘 

3 平成21年10月

5日 

SOFC-XI Improvement of Oxidation Resistance of Fe-Cr 

Ferritic Alloy Sheets for SOFC Interconnects 

日立金属 

安田信隆 

4 平成 22 年 5 月

19 日 

第 17 回燃料電池 

シンポジウム 

SOFC 金属インターコネクタ材の開発状況 日立金属 

安田信隆 

5 平成 22 年 7 月

1日 

European  

Fuel Cell Forum 

Development of A New Ferritic Alloy for SOFC 

Interconnects with Excellent Oxidation 

Resistance and Reduced Cr-evaporation 

日立金属 

安田信隆 

6 平成 22 年 7 月

1日 

European  

Fuel Cell Forum 

Effect of Mn-Co Spinel Coating for ZMG232L 

and Improved Fe-Cr Ferritic Alloy for SOFC 

Interconnects on Oxidation Behaviour and 

Cr-Evaporation 

日立金属 

上原利弘 

7 平成 22 年 9 月

6日 

Asian SOFC 

Symposium 

Development of A New Ferritic Alloy for SOFC 

Interconnects with Excellent Oxidation 

Resistance and Reduced Cr-evaporation 

日立金属 

安田信隆 

8 平成22年12月

17 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 SOFC 金属インターコネクタ材の開発状況 日立金属 

上原利弘 

9 平成 23 年 3 月

1日 

2011 TMS Annual Meeting 

& Exhibition 

Development of A New Alloy for SOFC 

Interconnects 

日立金属 

安田信隆 

 

 ―新聞・雑誌― 
No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 
平成 22 年

3月 

日刊工業新聞、鉄鋼新聞、産業

新聞、他 

日立金属 国際水素・燃料電池

展に出展 
日立金属 

2 
平成 22 年

7月 

燃 料 電 池  2010 年 夏 号

(vol.10、No.1) 

SOFC 用金属インターコネクタ

材 ZMG232L 

日立金属 

安田信隆 

3 
平成 22 年

11 月 
型技術(2010 年 11 月号) 

材料特性から見た金属インタ

ーコネクタの特徴と金型への

要求機能 

日立金属 

安田信隆 
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 ―展示会― 
No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 22 年

3月 

第 6回国際水素・燃料電池展 SOFC 用金属インターコネクタ

材 ZMG232L 

日立金属 

 

2 平成 22 年

10 月 

Fuel Cell Seminar & 

Exposition 2010 

Alloy for SOFC Interconnects 

ZMG232L 

日立金属 

 

 

 

①基盤的・共通的課題のための研究開発 

（ⅱ）原料・部材の低コスト化及び低コストセルスタック・モジュールの技術開発  

  b.セルスタック材料の低コスト化技術開発 

 （①（ⅰ）耐久性・信頼性向上のための基礎研究と一部重複記載） 

 （②（ⅰ）運用性向上のための起動停止技術（a. 高温円筒縦縞形）と一部重複記載） 

 （②（ⅱ）超高効率運転のための高圧運転技術と一部重複記載） 

 

－研究発表・講演、文献等、その他－ 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 
平成 20 年 

9 月 22 日 

SOFC システム要素

技術開発研究発表

会 

セルスタック原料・部材の低コ

スト化及び低コストセルスタッ

ク・モジュールの技術開発 

TOTO 株式会社、三菱重工業

株式会社、三菱マテリアル

株式会社、共立マテリアル

株式会社、AGC セイミケミカ

ル株式会社 

2 
平成 20 年

10 月 15日 

4th International 

Conferenceon 

Clean Coal 

Technology and 

Fuel Cells 

Development of the 200kW class 

SOFC-MGT Combined Cycle System 
加幡 達雄 

3 
平成 20 年

12 月 12日 

2008 年度ガスター

ビンシンポジウム 

200kW 級 SOFC-MGT 複合発電シス

テムの開発 
加幡 達雄 

4 
平成 20 年

12 月 15日 

第 4 回 FC EXPO in 

大阪 
TOTO における SOFC の開発状況 上野 晃 

5 
平成 20 年

12 月 18日 

第17回SOFC研究発

表会 

円筒形SOFC高効率コンバインド

サイクルシステムの開発 

冨田 和男、加幡 達雄、西

浦 雅則、古賀 重徳、眞竹 

徳久、安藤 喜昌、小林 由

則 

6 
平成 21 年 

1 月 1 日 

月刊クリーンエネ

ルギー誌 

TOTOにおけるSOFCの開発と今後

の展開 
上野 晃 

7 
平成 21 年 

2 月 27 日 
FC EXPO2009  TOTO における SOFC の開発状況 上野 晃 

8 
平成 21 年 

4 月  

セラミックス誌

2009年 4月号 特集

「固体酸化物形燃

料電池（Solid 

Oxide Fuel Cell）

の進展、課題、展望」 

三菱重工における固体酸化物形

燃料電池（SOFC）コンバインド

サイクルシステム開発 

玄後 義 

9 
平成 21 年 

5 月 12 日 

FCDIC 第 16 回燃

料電池シンポジウ

ム 

固体酸化物形燃料電池とガスタ

ービンコンバインドによる高効

率発電システム 

小林 由則、安藤 喜昌、

加幡 達雄、西浦 雅則 
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10 
平成 21 年 

7 月 2 日 

平成20年度NEDO成

果報告シンポジウ

ム 

セルスタック原料・部材の低コ

スト化及び低コストセルスタッ

ク・モジュールの技術開発 

TOTO 株式会社、三菱重工業

株式会社、三菱マテリアル

株式会社、共立マテリアル

株式会社、AGC セイミケミカ

ル株式会社 

11 
平成 21 年 

7 月 9 日 

化学工学会 関西支

部セミナー「省エネ

ルギー戦略 -低炭

素社会時代を切り

開く省エネルギー

技術-」 

固体酸化物型燃料電池とガスタ

ービンとのコンバインド高効率

発電システム 

小林 由則 

12 
平成 21 年 

9 月 11 日 

2009 年電気化学秋

季大会 

低純度原料を用いたSOFC材料合

成検討 

伊藤孝憲、車田全盛、白崎

紗央里、横手武徳、古山博

康、平井岳根、藤江良紀 

13 
平成 21 年

12 月 10日 

SOFC Seminar  

2009 in Kyoto 

Current Status and Future 

Prospects for Large-Scale SOFC 

Combined Cycle System 

宮本 晃志 

14 
平成 21 年

12 月 11日 

産業技術総合研究

所 環境・エネルギ

ーシンポジウム 

固体酸化物形燃料電池とガスタ

ービンの組み合わせによる最高

効率の火力発電システムの開発

状況 

小林 由則 

15 
平成 21 年

12 月 17日 

第18回SOFC研究発

表会 

低純度原料を用いたSOFC材料合

成検討 

伊藤孝憲、車田全盛、白崎

紗央里、横手武徳、古山博

康、平井岳根 

16 
平成 21 年

12 月 17日 

第18回SOFC研究発

表 

ランタンガレート系電解質を用

いた低温作動 SOFC の開発(９) 

中村慎、佐藤基樹、平田勝

哉、魚住学司、村上直也、

江藤浩之 

17 
平成 21 年

12 月 17日 

第18回SOFC研究発

表会 

SOFC-ガスタービン複合発電シ

ステムの開発 

加幡 達雄、西浦 雅則、冨

田 和男、池田 浩二、古賀 

重徳、宮本 晃志、安藤 喜

昌、小林 由則、眞竹 徳久、

佃 洋、末森 重徳 

18 
平成 22 年 

1 月 22 日 

第 38 回ガスタービ

ン学会 

SOFC-ガスタービン複合発電シ

ステムの開発 

安藤 喜昌、小林 由則、加

幡 達雄、西浦 雅則、池田 

浩二、眞竹 徳久 

19 
平成 22 年 

2 月 12 日 

SPring-8 成果公開

優先利用課題

2009B1003利用報告

書 

低純度原料を用いた固体酸化物

型燃料電池材料の合成検討にお

ける低純度原料、合成された材

料の構造解析及び不純物の定量 

伊藤孝憲、白崎紗央里 

20 
平成 22 年 

3 月 5 日 

FC EXPO 2010 ～第

6回 国際水素・燃

料電池展～ 

大型SOFCコンバインド発電シス

テムの開発状況と今後の展開 
小林 由則 

21 
平成 22 年 

3 月 

FC EXPO 2010 ～第

6回 国際水素・燃

料電池展～ 

NEDO ブースへセルスタック展示 
三菱重工業株式会社、三菱

マテリアル株式会社 

22 
平成 22 年 

3 月 29 日 

電気化学会第 77 回

大会 

低純度原料により合成した

(La0.6Sr0.4)(Co0.2Fe0.8)O3-δの長

期アニール効果―導電率、不純

物― 

伊藤孝憲、川田悦也、名田

大志、車田全盛、白崎紗央

里、西田有希、横手武徳、

古山博康、平井岳根、藤江

良紀 

23 
平成 22 年 

3 月 29 日 

電気化学会第 77 回

大会 

低純度原料により合成した

(La0.6Sr0.4)(Co0.2Fe0.8)O3-δの長

期アニール効果―結晶構造解析

― 

伊藤孝憲、川田悦也、名田

大志、車田全盛、白崎紗央

里、西田有希、横手武徳、

古山博康、平井岳根、藤江

良紀 
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24 
平成 22 年 

4 月 7 日 

SPring-8 重点産業

利用課題2009B1837

利用報告書 

赤外分光法を用いた固体酸化物

型燃料電池材料の劣化挙動の考

察 

伊藤孝憲 

25 
平成 22 年 

7 月 7 日 

平成21年度NEDO成

果報告シンポジウ

ム 

セルスタック原料・部材の低コ

スト化及び低コストセルスタッ

ク・モジュールの技術開発 

TOTO 株式会社、三菱重工業

株式会社、三菱マテリアル

株式会社、共立マテリアル

株式会社、AGC セイミケミカ

ル株式会社 

26 
平成 22 年 

7 月 15 日 

くまもと技術革

新・融合研究会

（RIST）フォーラム 

SOFC－ガスタービン複合発電シ

ステムの開発状況 
西浦 雅則 
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②実用性向上のための技術開発 

（ⅰ）運用性向上のための起動停止技術（a. 高温円筒縦縞形） 

 （①（ⅰ）耐久性・信頼性向上のための基礎研究と一部重複記載） 

 （①（ⅱ）原料・材料の低コスト及び低コスト化セルスタック・モジュールの技術開発

b.セルスタック材料の低コスト化技術開発と一部重複記載） 

 

 ―研究発表・講演― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 20 年

12 月 15 日 

第 4回 FC EXPO in 大阪 TOTO における SOFC の開発状況 上野 晃 

2 平成 21 年

2月 27 日 

FC EXPO2009  TOTO における SOFC の開発状況 上野 晃 

 ―特許― 

No. 出願日 出願番号 発明の名称 委託会社名 

1 平成 21 年

9月 1日 

特願 22009-20143 燃料電池システム TOTO 

 

 

➁実用性向上のための技術開発 

（ⅰ）運用性向上のための起動停止技術（b. 中温円形平板形） 

 ―研究発表・講演― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 21 年

5月 12 日 

第 16 回燃料電池シンポジウム 低温作動固体酸化物形燃料電

池コジェネレーションシステ

ム開発 

衣笠 明 他 

2 平成 21 年

7月 2日 

平成20年度NEDO成果報告シン

ポジウム 

NEDO 燃料電池・水素技術開発 加藤 正樹 

3 平成 21 年

9月 23 日 

11th Grove Fuel Cell 

Symposium 

Development of IT-SOFC Based 

on lanthanum gallate 

electrolyte 

D.Ueno,et.al. 

4 2009 年 10

月 4 日-9

日 

216th The Electrochemical 

Society Meeting（Solid Oxide 

Fuel Cell-XI) 

Development of Disk-Type 

Intermediate Temperature 

Solid Oxide Fuel Cell by 

KEPCO & MMC 

F.Nishiwaki,et.al. 

5 2009 年 11

月16日-19

日 

International Conference on 

Power Engineering (ICOPE-09) 

Development of IT-SOFC Based 

on lanthanum gallate 

electrolyte 

D.Ueno,et.al. 

6 2009 年 11

月16日-19

日 

2009 Fuel Cell Seminar & 

Exposition 

Progress in Development of 

IT-SOFC Based on Lanthanum 

Gallate Electrolyte 

H.Eto,et.al. 

7 2009 年 12

月17日-18

日 

第 18 回 SOFC 研究発表会 ランタンガレート系電解質を

用いた低温作動 SOFC の開発

(9) 

中村 慎 他 

8 平成 22 年

7月 7日 

平成21年度NEDO成果報告シン

ポジウム 

運用性向上のための起動停止

技術開発 

平田 勝哉 

9 平成 22 年

5月 19 日 

第 1７回燃料電池シンポジウム ランタンガレート系電解質を

用いた中温作動 SOFC の開発 

小路 剛史 

10 平成 22 年

6月 17 日 

第 29 回エネルギー資源学会 ランタンガレート系電解質を

用いた中温作動 SOFC の開発 

北村 健太郎 

―特許― 

No. 出願日 出願番号 発明の名称 委託会社名 
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1 平成 22 年

3月 26 日 

2010-73046 燃料電池システム 三菱マテリアル 

関西電力 

2 平成 22 年

3月 26 日 

2010-73047 平板積層形の燃料電池 三菱マテリアル 

関西電力 

3 平成 22 年

3月 26 日 

2010-73048 平板積層形の燃料電池 三菱マテリアル 

関西電力 

 

②実用性向上のための技術開発 

（ⅱ）超高効率運転のための高圧運転技術 

 （①（ⅰ）耐久性・信頼性向上のための基礎研究と一部重複記載） 

 （①（ⅱ）原料・材料の低コスト及び低コスト化セルスタック・モジュールの技術開発

b.セルスタック材料の低コスト化技術開発と一部重複記載） 

 

 ―特許― 

No. 出願日 出願番号 発明の名称 委託会社名 

1 平成 20 年

4月 16 日 

特願 2008-107046 燃料電池モジュール 三菱重工業株式会社 

2 平成 20 年

4月 23 日 

特願 2008-112882 固体酸化物型燃料電池 三菱重工業株式会社 

3 平成 20 年

12 月 11 日 

特願 2008-315807 固体酸化物形燃料電池 三菱重工業株式会社 

4 平成 20 年

12 月 22 日 

特願 2008-325233 固体酸化物形燃料電池および

固体酸化物形燃料電池システ

ム 

三菱重工業株式会社 

5 平成 20 年

12 月 26 日 

特願 2008-331759 固体酸化物型燃料電池 三菱重工業株式会社 

6 平成 20 年

12 月 26 日 

特願 2008-332046 固体酸化物型燃料電池 三菱重工業株式会社 

7 平成 21 年

6月 18 日 

特願 2009-145015 号 固体電解質型燃料電池インタ

ーコネクタ用材料、固体電解質

型燃料電池セル、及び、固体電

解質型燃料電池 

三菱重工業株式会社 

8 平成 21 年

11 月 30 日 

特願 2009-272760 号 燃料電池 三菱重工業株式会社 

9 平成 21 年

12 月 21 日 

特願 2009-289807 号 固体酸化物形燃料電池発電シ

ステム 

三菱重工業株式会社 

10 平成 21 年

12 月 21 日 

特願 2009-289808 号 固体酸化物燃料電池及びその

運転方法 

三菱重工業株式会社 

11 平成 21 年

12 月 25 日 

特願 2009-296153 号 固体酸化物形燃料電池システ

ム 

三菱重工業株式会社 

12 平成 22 年

2月 26 日 

特願 2010-043519 号 固体電解質燃料電池用セルチ

ューブ、及び固体電解質燃料電

池 

三菱重工業株式会社 

13 平成 22 年

2月 26 日 

特願 2010-043522 号 固体電解質型燃料電池 三菱重工業株式会社 

14 平成 22 年

3月 2日 

特願 2010-045906 号 燃料電池 三菱重工業株式会社 

15 平成 22 年

7月 13 日 

特願 2010-159181 号 固体酸化物型燃料電池及びそ

の製造方法 

三菱重工業株式会社 

16 平成 22 年

9月 8日 

特願 2010-201043 号 固体酸化物形燃料電池の起動

方法 

三菱重工業株式会社 

17 平成 22 年

11 月 1日 

特願 2010-245218 号 燃料電池用集電棒のシール構

造 

三菱重工業株式会社 

18 平成 22 年

11 月 10 日 

特願 2010-294249 号 固体電解質型燃料電池の起動

方法 

三菱重工業株式会社 
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19 平成 22 年

12 月 17 日 

特願 2010-282258 号 シール構成部材を形成する方

法及び固体電解質型燃料電池

モジュールの製造方法 

三菱重工業株式会社 

20 平成 22 年

12 月 28 日 

特願 2010-294250 号 固体電解質型燃料電池の運転

状態の監視方法 

三菱重工業株式会社 

21 平成 23 年

2月 22 日 

特願 2011-036327 号 固体酸化物形燃料電池及びそ

れを用いた固体酸化物形燃料

電池の温度分布調整方法 

三菱重工業株式会社 

22 平成 23 年

2月 22 日 

特願 2011-036328 号 固体酸化物形燃料電池の熱交

換用上部又は下部中子、及び固

体酸化物形燃料電池 

三菱重工業株式会社 

23 平成 23 年

3月 11 日 

特願 2011-054726 号  固体酸化物形燃料電池集合体

の上部支持構造 

三菱重工業株式会社 

24 平成 23 年

3月 16 日 

特願 2011-058589 号 燃料電池・ガスタービンコンバ

インド発電システム及びその

燃料電池の起動方法 

三菱重工業株式会社 

25 平成 23 年

4月 21 日 

特願 2011-095477 燃料電池・ガスタービンコンバ

インド発電システム及びその

燃料電池の停止方法 

三菱重工業株式会社 

26 平成 23 年

4月 21 日 

特願 2011-095478 燃料電池システム 三菱重工業株式会社 

27 平成 23 年

5月 31 日 

特願 2011-122500 固体酸化物形燃料電池 三菱重工業株式会社 

28 平成 23 年

6月 24 日 

特願 2011-141129 固体酸化物形燃料電池 三菱重工業株式会社 

29 平成 23 年

10 月 5日 

特願 2011-221259 高温型燃料電池を有するガス

タービンコンバインド発電シ

ステムおよび高温型燃料電池

を有するガスタービンコンバ

インド発電システムの運転方

法 

三菱重工業株式会社 

30 平成 23 年

11 月 30 日 

特願 2011-261887 固体酸化物型燃料電池 三菱重工業株式会社 

31 平成 24 年

1月 5日 

特願 2012-000704 固体電解質型燃料電池の製造

方法及び固体電解質型燃料電

池 

三菱重工業株式会社 

32 平成 24 年

1月 6日 

特願 2012-001455 固体電解質型燃料電池セルチ

ューブの製造方法 

三菱重工業株式会社 

33 平成 24 年

1月 6日 

特願 2012-037916 固体電解質型燃料電池セルチ

ューブの製造方法 

三菱重工業株式会社 

34 平成 24 年

1月 30 日 

特願 2012-017331 固体酸化物形燃料電池の起動

方法 

三菱重工業株式会社 

35 平成 24 年

1月 31 日 

特願 2012-018009 固体電解質型燃料電池 三菱重工業株式会社 

36 平成 24 年

2月 3日 

特願 2012-034328 燃料電池及びその酸化剤供給

方法 

三菱重工業株式会社 

37 平成 24 年

2月 17 日 

特願 2012-033051 燃料電池及び燃料電池の停止

時冷却方法 

三菱重工業株式会社 

38 平成 24 年

2月 20 日 

特願 2012-034326 燃料電池及びその酸化剤排出

方法 

三菱重工業株式会社 

39 平成 24 年

2月 20 日 

特願 2012-034327 固体酸化物形燃料電池及び複

合発電システム 

三菱重工業株式会社 

40 平成 24 年

2月 20 日 

特願 2012-022238 燃料電池及びその酸化剤供給

方法 

三菱重工業株式会社 

41 平成 24 年

2月 22 日 

特願 2012-036309 固体酸化物形燃料電池の運転

方法、複合発電システムの運転

方法、固体酸化物形燃料電池シ

ステム及び複合発電システム 

三菱重工業株式会社 

42 平成 24 年

2月 22 日 

特願 2012-036438 固体酸化物形燃料電池 三菱重工業株式会社 
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43 平成 24 年

2月 29 日 

特願 2012-044427 SOFC 複合発電装置およびその

運転方法 

三菱重工業株式会社 

44 平成 24 年

2月 29 日 

特願 2012-044819 コンバインド発電システム、及

びコンバインド発電システム

の運転方法 

三菱重工業株式会社 

 ―研究発表・講演― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 20 年

5月 26 日 

第 72 回 SOFC 研究会 三菱重工における SOFC 開発に

ついて 

小林 由則 

2 平成 20 年

6月 10 日 

第 73 回 SOFC 研究会 

(International Symposium on 

Durability and Reliability 

of Solid Oxide Fuel Cells) 

Study on Degradation 

Behavior of 

Segmented-in-series Tubular 

SOFCs 

冨田 和男 

3 平成 20 年

6月 17 日 

FC 懇談会 200kW 級 SOFC-MGT コンバイン

ドサイクルシステムの開発 

加幡 達雄 

4 平成 20 年

9月 18 日 

2008 KOREA-JAPAN-CHINA SOFC 

SYMPOSIUM 

Performance Improvement and 

Durability  Test of 

Segmented-in-series Tubular 

Type SOFCs 

冨田 和男、加幡 達雄、佃 洋、

大隈 滋、宮本 晃志、山下 晃

弘 

5 平成 20 年

10 月 15 日 

4th International 

Conferenceon Clean Coal 

Technology and Fuel Cells 

Development of the 200kW 

class SOFC-MGT Combined 

Cycle System 

加幡 達雄 

6 平成 20 年

10 月 21 日 

技術情報センターセミナー 

燃料電池の開発動向と今後の

展望～ＭＣＦＣ、ＰＥＦＣ、Ｓ

ＯＦＣの開発最前線～ 

固体酸化物形燃料電池（SOFC）

の開発動向と今後の展開～

SOFC・ガスタービンコンバイン

サイクルシステムの開発動向

～ 

小林 由則 

7 平成 20 年

10 月 30 日 

FC Seminar Development of the 200kW 

class SOFC-MGT Combined 

Cycle System with Tubular 

Type Cell-Stack 

加幡 達雄、西浦 雅則、冨田 

和男、古賀 重徳、眞竹 徳久、

安藤 喜昌、小林 由則 

8 平成 20 年

12 月 12 日 

2008 年度ガスタービンシンポ

ジウム 

200kW 級 SOFC-MGT 複合発電シ

ステムの開発 

加幡 達雄 

9 平成 20 年

12 月 18 日 

第１７回 SOFC 研究発表会 円筒形ＳＯＦＣ高効率コンバ

インドサイクルシステムの開

発 

冨田 和男、加幡 達雄、西浦 

雅則、古賀 重徳、眞竹 徳久、

安藤 喜昌、小林 由則 

10 平成 21 年

5月 12 日 

FCDIC 第 16 回燃料電池シン

ポジウム 

固体酸化物形燃料電池とガス

タービンコンバインドによる

高効率発電システム 

小林 由則、安藤 喜昌、加

幡 達雄、西浦 雅則 

11 平成 21 年

7月 9日 

化学工学会 関西支部セミナー

「省エネルギー戦略 -低炭素

社会時代を切り開く省エネル

ギー技術-」 

固体酸化物型燃料電池とガス

タービンとのコンバインド高

効率発電システム 

小林 由則 

12 平成 21 年

12 月 10 日 

SOFC Seminar 2009 in Kyoto Current Status and Future 

Prospects for Large-Scale 

SOFC Combined Cycle System 

宮本 晃志 

13 平成 21 年

12 月 11 日 

産業技術総合研究所 環境・エ

ネルギーシンポジウム 

固体酸化物形燃料電池とガス

タービンの組み合わせによる

最高効率の火力発電システム

の開発状況 

小林 由則 

14 平成 21 年

12 月 17 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会 SOFC-ガスタービン複合発電シ

ステムの開発 

加幡 達雄、西浦 雅則、冨

田 和男、池田 浩二、古賀 

重徳、宮本 晃志、安藤 喜

昌、小林 由則、眞竹 徳久、

佃 洋、末森 重徳 

15 平成 21 年

12 月 17 日 

第 18 回 SOFC 研究発表会 円筒形 SOFC 発電システムの信

頼性向上 

末森 重徳、佃  洋、眞竹 

徳久、冨田 和男、古賀 重

徳、宮本 晃志、西浦 雅則、

池田 浩二、加幡 達雄、安

藤 喜昌、小林 由則 
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16 平成 22 年

1月 22 日 

第 38 回ガスタービン学会 SOFC-ガスタービン複合発電シ

ステムの開発 

安藤 喜昌、小林 由則、加

幡 達雄、西浦 雅則、池田 

浩二、眞竹 徳久 

17 平成 22 年

3月 5日 

FC EXPO 2010 ～第 6回 国際

水素・燃料電池展～ 

大型 SOFC コンバインド発電シ

ステムの開発状況と今後の展

開 

小林 由則 

18 平成 22 年

6月 10 日 

日本機械学会動力・エネルギー

シンポジウム 

SOFC の加圧下における性能向

上とモジュール化についての

研究 

橋本 彰、小阪 健一郎、眞

竹 徳久、木藪 敏康、小林 

由則、加幡 達雄 

19 平成 22 年

7月 15 日 

くまもと技術革新・融合研究会

（RIST）フォーラム 

SOFC－ガスタービン複合発電

システムの開発状況 

西浦 雅則 

20 平成 22 年

9月 5日 

Asian SOFC Symposium Development of SOFC-GT 

Combined Cycle System 

吉田 慎、寺本 雄一、宮本 

晃志、古賀 重徳、冨田 和

男、西浦 雅則、加幡 達雄、

安藤 喜昌、小林 由則、眞

竹 徳久、佃 洋、末森 重

徳 

21 平成 22 年

9月 27 日 

F-CELL 2010 Development of the SOFC-GT 

Combined Cycle System with 

Tubular Type Cell Stack 

西浦 雅則 

22 平成 22 年

9月 29 日 

大阪科学技術センター（OSTEC)

燃料電池部会 FCH基盤技術懇

談会 第 195 回定期研究会 

SOFC-ガスタービン複合発電シ

ステムの開発 

加幡 達雄 

23 平成 22 年

10 月 13 日 

火原協/平成 22 年度火力原子

力発電大会 

トリプルコンバインドサイク

ルによる最高効率発電システ

ムの開発 

小林 由則 

24 平成 22 年

10 月 18 日 

FC Seminar 2010 Development of the SOFC-GT 

Combined Cycle System with 

Tubular Type Cell Stack 

冨田 和男、西浦 雅則、古

賀 重徳、宮本 晃志、寺本 

雄一、吉田 慎、加幡 達雄、

安藤 喜昌、小林 由則、眞

竹 徳久、末森 重徳 

25 平成 22 年

10 月 29 日 

化学工学会 関西支部セミナー SOFC と GTCC の組み合わせによ

る最高効率発電システムの開

発 

小林 由則 

26 平成 22 年

11 月 3日 

SOFC 研究会 基礎セミナー コンバインド SOFC システム 加幡 達雄 

27 平成 22 年

11 月 6日 

第２回 九州パワーアカデミ

ー研究部会シンポジウム 

固体酸化物形燃料電池（SOFC）

複合発電システムの開発 

加幡 達雄 

28 平成 22 年

11 月 11 日 

東京ｶﾞｽｴﾈﾙｷﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ総合展 

熱電プラザ 2010 セミナー 

SOFC と MGT を組み合わせた高

効率ハイブリッドシステムの

開発 

小林 由則 

29 平成 22 年

12 月 16 日 

第 19 回 SOFC 研究発表会 SOFC-ガスタービン複合発電シ

ステムの開発 

寺本 雄一、加幡 達雄、眞

竹 徳久 

30 平成 23 年

1月 26 日 

電気化学会主催セミナー「最先

端電池技術」 

三菱重工における SOFC-GTCC

開発状況 

安藤 喜昌 

31 H23 年 3 月

1日 

クリーンエネルギー 固体酸化物形燃料電池（SOFC）

トリプルコンバインドシステ

ムの開発 

西浦 雅則、加幡 達雄、岩田

光由、眞竹 徳久 

32 平成 23 年

3月 3日 

FC EXPO 2011 ～第 7回 国際

水素・燃料電池展～ 

SOFC トリプルコンバインドサ

イクルシステムの開発状況と

今後の展開 

小林 由則 

33 H23 年 5 月

2日 

SOFC-XII Development of the SOFC-GT  

Combined Cycle System with 

Tubular Type Cell Stacks 

吉田 慎、加幡 達雄、西浦 雅

則、古賀 重徳、冨田 和男、

宮本 晃志、寺本 雄一、眞竹 

徳久、佃 洋、末森 重徳、安

藤 喜昌、小林 由則 

34 平成 23 年

9月 12 日 

日本機械学会 2011 年度年次

大会「ワークショップ」 

SOFC トリプルコンバインドサ

イクルシステムの開発 

加幡 達雄 
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35 平成 23 年

10 月 20 日 

火力原子力発電技術協会中部

支部主催講演会 

SOFC と GTCC の組み合わせによ

る 最高効率発電システムの開

発（トリプルコンバインドサイ

クル™への挑戦） 

小林 由則 

36 H23 年 12

月 1 日 

機械材料学（東大講義） 燃料電池と材料 加幡 達郎 

37 H23 年 12

月 8 日 

第 37 回固体イオニクス討論会 ＳＯＦＣ－ガスタービン複合

発電システムの現状と今後の

展望 

冨田 和男 

38 H23 年 12

月 12 日 

第 20 回 SOFC 研究発表会 ＳＯＦＣトリプルコンバイン

ドサイクル システムの開発 

吉田 慎、加幡 達雄、西浦 雅

則、冨田 和男、宮本 晃志、

寺本 雄一、安藤 喜昌、眞竹 

徳久、佃 洋、末森 重徳 

39 平成 24 年

2月 10 日 

火力原子力発電技術協会東北

支部技術講演会 

SOFC と GTCC の組み合わせによ

る 最高効率発電システムの開

発 （トリプルコンバインドサ

イクルへの挑戦） 

小林 由則 

40 平成 24 年

2月 29 日 

FC EXPO 2012 ～第 8回 国際

水素・燃料電池展～ 

SOFC トリプルコンバインドサ

イクルシステムの開発状況と

今後の展開 

小林 由則 

41 平成 24 年

3月 27 日 

日本化学会第 92 春季年会 ＳＯＦＣトリプルコンバイン

ドサイクル システムの開発状

況 

小林 由則 

42 平成 24 年

5月 16 日 

FCDIC 第 19 回燃料電池シンポ

ジウム 

SOFC トリプルコンバインドサ

イクルシステムの開発 

荒木研太、西浦雅則冨田和男、

宮本晃志、寺本雄一、吉田慎、

眞竹徳久、佃洋、末森重徳、

加幡達雄、安藤喜昌、小林由

則 

43 平成 24 年

6月 22 日 

動力・エネルギーシンポジウム SOFC トリプルコンバインドサ

イクルシステムの開発構想と

取り組状況 

小林由則、冨田和男、眞竹徳

久、 

44 平成 24 年

6月 28 日 

10th EUROPEAN SOFC FORUM Chromium Poisoning of 

LaMnO3-based Cathode within 

Generalized Approach 

横川晴美、堀田照久、山地克

彦、岸本治夫、山本融、吉川

将洋、麦倉良啓、加幡達雄、

冨田和男 

 ―論文― 

No. 年月 発表先 題目 発表者 

1 平成 21 年

2月 

粉体および粉末冶金第 56 巻第

2号 

Sr1-1.5xLaxTiO3の焼結性と電

気特性ならびに熱膨張挙動に

及ぼす La 置換の影響 

佃 洋、大隈 滋、冨田 和男 

2 平成 21 年

5月 

日 本 ガ ス タ ー ビ ン 学 会 誌 

Vol.37 No.3 

マイクロガスタービン－SOFC

ハイブリッドサイクル 

君島 真仁、加幡 達雄 

3 平成 21 年

5月 

Electrochemistry(電気化学会

誌) 

Optimization of 

Segmented-in-series Tubular 

SOFCs Using an 

La0.5Sr0.5-xCaxMnO3 System 

Cathode and the Generation 

Characteristics under 

Pressurization 

冨田 和男、久留 長生、加

幡 達雄、佃 洋、山下 晃

弘、山崎 陽太郎 

4 平成 21 年

10 月 

Electrochemistry(電気化学会

誌) 

Structural Modification of 

Segmented-in-series Tubular 

SOFCs Using Performance 

Simulation and the Effect of 

(Sm, Ce)O2 Cathode 

Interlayer on the Generation 

Characteristics under 

Pressurization 

冨田 和男、久留 長生、加

幡 達雄、佃 洋、山崎 陽

太郎 
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5 平成 21 年

12 月 

Electrochemistry(電気化学会

誌) 

Optimization of 

Segmented-in-series Tubular 

SOFCs with an (La, Sr)CoO3 

System Cathode and the 

Generation Characteristics 

under Pressurization 

冨田 和男、山下 晃弘、佃 

洋、加幡 達雄、池田 浩二、

久留 長生、山崎 陽太郎 

6 平成 22 年

5月 

日本機械学会 英文ジャーナ

ル （ Journal of Power and 

Energy Systems） 

Study on Optimization and 

Scale-up of Pressurized 

Solid Oxide Fuel Cells. 

橋本 彰、小阪 健一郎、眞

竹 徳久、木藪 敏康、小林 

由則、加幡 達雄、冨田 和

男 

7 平成 22 年

5月 

オーム社 技術総合誌 特集

記事 

固体酸化物形燃料電池とガス

タービンの組み合わせによる

最高効率の火力発電システム

の開発 

小林 由則 

8 平成 23 年

11 月 

ターボ機械誌 燃料電池複合発電システムの

現況と展望  

眞竹 徳久、西浦 雅則、冨

田 和男 

9 平成 24 年

4月 

Electrochemistry(電気化学会

誌) 

SOFC－ガスタービン複合発電

システムの現状と今後の展望 

冨田 和男, 眞竹 徳久, 西

浦 雅則 

 ―新聞・雑誌― 

No. 年月 発表媒体 発表内容 

1 平成 21 年

10 月 1日 

三菱重工ニュース(広報発表) 

ウェブ版・長崎ニュース 

SOFC-MGT 複合発電で 3,000 時間運転を達成 

2 平成 21 年

10 月 2日 

日刊工業新聞、日経産業新聞、 

電気新聞、長崎新聞 

SOFC-MGT 複合発電で 3,000 時間運転を達成 

3 平成 24 年

年6月 4日 

日刊工業新聞、日経産業新聞、化学工業日報、

電気新聞、フジサンケイビジネスアイ、産経

新聞 

「トリプルコンバインドサイクル」要素技術開発

加速 
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